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序

埋蔵文化財は、土に埋もれた、あるいは刻まれた過去の記録で、私たちの祖

先がその時代を懸命に生きた証です。

一般国道42号松阪・多気バイパス路線内にも、埋蔵文化財がたくさん残って

いることがわかりました。これらは、一度破壊してしまうと二度と復元できな

くなってしまうかけがえのないものであることは言うまでもありません。しか

し一方で、自動車の運搬力や機動力は現代の生活に欠くことができないものと

なり、道路の建設や改良は公共事業の緊急課題となっています。

三重県教育委員会では、これら埋蔵文化財の保護と道路建設との調和をはか

るため、建設省等の関係機関と協議を重ねてきました。その結果、バイパスの

建設工事によって、どうしても保存のできない遺跡については、発掘調査によ

って記録として残すことになりました。

今回報告するのは、松阪市射和～中万町に所在する鴻ノ木遺跡についての発

掘調査結果です。本書が、消滅した遺跡にかわって、郷土の歴史、文化を未来

に伝える一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査事業の推進にあたっては建設省中部地方建設

局紀勢国道工事事務所、（社）中部建設協会、松阪市教育委員会、多気町教育

委員会をはじめとする関係機関各位、地元の方々などからご理解、ご協力をい

ただきましたことに厚くお礼申し上げます。

平成 10年9月

三重県埋蔵文化財センター

所長 大 井 輿 生



例日

1. 本書は、三重県教育委員会が建設省中部地方建設局から委託を受けて実施した、一般国道42号松阪・多気バイ

パス建設予定地内に所在する埋蔵文化財発掘調査事業のうち、平成 7~9年度に整理・報告書作成業務を実施し

た、鴻ノ木（こうのき）遺跡の発掘調査報告書（下層編）である。

2. 現地発掘調査及び整理・報告書作成にかかる費用は、建設省中部地方建設局の全額負担による。

3. 本書に掲載した各遺跡の概要については、すでに当センター発行の「一般国道42号松阪・多気バイパス埋蔵文

化財発掘調究概報」 I・Nで紹介しているが、本書をもって最終報告とする。

4. 本書に使用した事業計画圏面は、建設省紀勢国道工事事務所の提供により、他に建設省国土地理院発行の地形

図、松阪市作成の都市計画図を使用した。

5. 本書に掲載した写真の撮影、遺構・遺物図面の作成は、調査・報告担当者、調査補助員・業務補助員を中心に

行った。現地調査の担当者は第4表に示したとおりである。執筆分担は目次に示し、さらに文末にも記した。な

お、「VI.. 自然化学分析」では（株）パリノサーヴェイに分析を委託し、さらに、渡辺誠（名古屋大学教授）・広岡

公夫（富山大学教授）の両氏からも玉稿をいただいている。

6. 図面における方位は、国土座標第VI系を基準とする座標北を用いた。

なお、真北は座標北のNO.18'44" W、磁北は座標北のN6.48'44" Wである。

7. 本書で報告した記録類および出土遺物は、三重県埋蔵文化財センターが保管している。

8. 現地調査及び報告書作成期間中には、下記の方々に専門的な御指導と御助言をいただいた。記して惑謝の意を

表したい。 （五十音順、敬称略）

会田進 安孫子昭二泉拓良 磯部克 伊藤正人 岩瀬彰利 石見見司 植田文雄

江崎武 大塚達朗 大野薫 岡田登 奥義次 奥川弘成 金子直行 神村透

川崎保 河瀬信幸 木下哲夫 工藤俊樹 久保穣二朗 合田幸美 小林達雄 篠原英政

下村晴文 新東晃一 菅原章太 鈴木昭彦 関野哲夫 高見宣男 谷口和人 千葉豊

土肥孝 富井真 外山秀一 中島宏 中村健二 野口哲也 馬場保之 原田昌幸

平井勝 広瀬昭弘 前田敬彦 町田勝則 松尾信裕 松田真一 水島和弘 水ノ江和同

宮崎朝雄 百瀬一郎 家根祥多 矢野健一 山下勝平 綿田弘美

9. 本書では、土層及び遺物の色調について、小山・竹原編「新版標準土色帖」 (9版 1989) を使用した。

1 0. 本書で使用した遺構表示略記号は下記による。

SD: 溝 SE・．井戸 SF・．寵跡・炉跡・焼土 SH・．竪穴住居 SK・．土坑 sx: 墓
sz: 集石• その他

12. スキャニングによるデーター取り込みのため、若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率はスケールバーを参照ください。
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I . 
,ヽ.
則 言

1 . 調査に至る経過

三重県松阪市は南北に細長い伊勢平野の中南部に

位置し、人口約11万人を擁する近世城下町を母体と

する都市である。近年、中南勢地方の中核都市とし

て目ざましい発展を遂げつつあり、高速道路の開通

や工業団地、住宅団地の造成など、各種の開発が盛

んに行われている。

古くは都と伊勢神宮を結ぶ伊勢街道と、熊野街道

の交差する交通の要所として重要な位置を占め、現

在でも三重県南部や東紀州地域と南勢地域への幹線

道路の交点に位置することに変わりはない。

(1)バイバスの建設計画

一般国道42号は和歌山県和歌山市を起点とし、紀

伊半島沿岸の諸都市を連絡し、三重県津市に至る幹

線道路である。東紀州方面から松阪市への入口には、

櫛田川が東流する。この川に架かる両郡橋付近は、

道路幅員が狭いため慢性的な交通渋滞に悩まされて

きた。また、松阪市内も幹線道路の市街地集中のた

め、激しい交通渋滞が繰り返されており、交通環境

が極度に悪化している。

これらの状況を抜本的に解消する方策として、多

気郡多気町仁田から松阪市古井町に至る延長11.9km 

の、松阪市街地の環状機能も併せ持ち、さらに周辺

の土地利用の拡大・工業開発の促進等、地域の活性

化をも期待する一般国道42号松阪・多気バイパス

が計画されたのである。

計画路線は第1図のように、9・10・11・12の4つの

工区に分けられている。 9工区は多気町仁田～松阪

市中万町の3.1km、10工区は松阪市中万町～同市八太

町の1.4km、11工区は松阪市八太町～上川町の5.0km、

12エ区は松阪市上川町～古井町の2.4kmである。

バイパス建設事業は昭和59(1984)年5月4日に11・

12エ区が、昭和62(1987)年2月3日に都市計画決定

がなされた。昭和62年度中に9エ区は事業化され、翌

63 (1988)年度には用地買収に着手、平成元(1989)

年度には、 10-----12エ区も事業化され用地買収も開始

された。

(2)埋蔵文化財の保護協議

一方、この道路建設事業にかかる埋蔵文化財保護

についての調整・協議は、昭和63年11月に建設省中

部地方建設局紀勢国道工事事務所から、 9エ区の埋蔵

文化財の有無について三重県教育委員会に照会があ

った。これを受けて、県教育委員会文化課では分布

調査を実施、 9エ区 (3.1km)内に9カ所、面積にして

38,250面の埋蔵文化財が所在することが判明した。こ

の結果をもとに紀勢国道工事事務所と第1回の協議を

行い、事業の全体計画の説明を受けた。文化課から

は、全面が遺跡とした場合の調査期間、調査経費、

必要調査員数等の概略資料を提示した。この段階で

は用地買収も進んでおらず、平成元年度中の文化財

調査はあり得ないと判断した。そして、昭和63年12

月2日付け教文第1684号で、正式に分布調査結果を紀

勢国道工事事務所長あてに通知した。この時点で10

~12エ区の計画図面が追加提示され、予定路線内の

埋蔵文化財の有無について、分布調査依頼があった。

なお、建設省から出される文化財保護法57条3によ

る文化庁への通知はこの間に行われている。

平成元年3月から4月にかけて、 10~12エ区 (8.8km)

内の埋蔵文化財分布調査を新設の三重県埋蔵文化財

センターで実施した。その結果5カ所、 29,300面の埋

蔵文化財の所在を確認し、平成元年5月9日付け教埋

第72号で紀勢国道工事事務所長あてに通知した。

このような経緯を経て、 7月には第2回目の協議を

行った。当センターから分布調査結果並びに各遺跡

の状況等の説明を、建設省からは用地買収状況の説

明が行われた。そして、建設省側は平成2年度から試

掘調査を、 3年度から本格的な調査を開始してほしい
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旨の要望が出された。

8月には当センターから、試掘調査の面積とその具

体的方法について建設省に提示したが、しばらく進

展はみられなかった。

年が改まった平成2(1990)年2月13日に第3回目の

協議が行われた。この協議では9エ区の用地買収状況

が主課題となり、この場で建設省より再度、平成2年

度からの文化財調査開始の要請があった。これを受

けて、 3月に当センターと建設省の間で全体計画や

調査体制などの具体的な最終協議を行い、さし迫った

番号 遺跡名 所在地 確認面積迅 現状

1 ll月気窯跡群 多気町相可字明気 2,000 山木木

2 明気古墳群 多気町相可字明気 900 山林

3 甘 糟 遺 跡 多気町荒蒔字甘糟 2,650 畑

4 巣 護 遺 跡 多気町荒蒔字巣護ほか 7,500 7.J<田

（多気条里）

上ノ垣外遺跡 多気町荒蒔字上ノ垣外 畑

フrJ<EE

5 ←一----- 6,000 

栂ノ世古遺跡 多気町相可字栂ノ世古 宅地

6 新徳寺遺跡 多気町相可字新徳寺 2,400 畑

水田

7 鴻ノ木遺跡 松阪市射和町字鴻ノ木 11,200 7.J<田

・71<弓I場・久保田ほか 宅地

8 朱 中 遺 跡 松阪市射和町字朱中 5,200 フK圧i

， 朱 中 古 墳 松阪市射和町字朱中 400 山林

10 中野前遺跡 松阪市下村町字石津 4,200 7.1<田

（石津）

廿 チ 遺 跡 松阪市上川町字廿チ 7.k田

（東牛込）

11 ← ---- 3,700 

オヒ上遺跡 松阪市上川町字北上 水田

12 堀 町 遺 跡 松阪市朝田町字堀町 9,200 7.),:: 田

13 御堂山遺跡 松 阪 市 西 野 々 町 字 御 堂 8,100 7.J<田

山

14 山ノ花遺跡 松阪市古井町字山ノ花 4,100 71<田

15 大日山古墳群 多気町荒蒔字大日山 600 山林

第 1表遺跡概況

穂類

散布地

窯跡

古墳

散布地

7.J<田

散布地

条里

散布地

集落跡

散布地

散布地

集落跡

集落跡

古墳

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

散布地

古墳
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期間と予算枠の中で、平成2年度から部分的に文化財

調査を開始することを決定した。これによって、当

面は第9エ区の現地発掘調査のみを対象にし、 2年度

は試掘調査として2,000面と本調壺を2,000面の計4,000

面を発掘調査することとし、調資担当職員を2名あて

ることが決まった。

以上のような経過を経て、平成2年度には当埋文セ

ンター管理指導課内に2名の松阪・多気バイパス担当

職員を配置し、事業地内の文化財調査を開始するに

至った。

時代 概 要 工区

古墳 平成 4~5年度調査。須恵器窯 5基、竪穴住居等

を確認。

古墳 平成 3年度多気町教委試掘で 7号墳確認。協議の

結果、多気町教委が調査を実施。 ， 
中世 平成 3年 度試掘調査実施。後世の開墾等で削平さ

れ本調査除外地となる。

古墳～中世 平成 5年度調査。明確な条里遺構は確認できず。

前方後方周溝墓を検出したほか、石帯出土。

縄文 平成 5年度第 1次、 6年度第 2次調査実施。縄文 ..:r. 

古墳～中世 ～中世の遺構・遺物。

中世 上ノ垣外遺跡 3次調査として平成 8年度に実施。

弥生～古墳・平安・室町時代の遺物が出士。

縄文 平成 6年度第 1次 、 平 成 8年度第 2次調査。縄文

時代後期前葉の竪穴住居や土坑を多数確認。

縄文 平成 2~6年度調査。縄文時代早期、弥生、奈良

弥生～中世 ～平安時代の集落跡、茎跡等を確認。

区

縄文 平成 3年度調査。奈良～平安時代の集落跡確認。

古墳～中世

古墳 平成 2年度試掘調査実施。後世の開墾等により墳

形等不明。須恵器樽形 、壺片、円筒植輪片出上

中世 平成 6年度試掘調査実施。遺構は確認できず、遺

物は客土からのため、本調査にいたらず。

11 

中世 平成 7年度調査。ほ場整備時に削平を受け、遺構

の残存わずか。 工

--- -

古墳～奈良 古代官道の検出を目的に平成 7年度確認調査。官 区

道は検出できず。古墳～奈良の自然流水路検出。

弥生～中世 平成 6~9年調査。弥生～室町時代の遺構を多数

確認。同時代の土器・銅鐸形士製品・斎串出土。 12 

奈良～中世 平成 4年度試掘調査実施。遺構・遺物ともに確認

できず、本調査除外地となる。 工

中世 平成 7年度調査。中世の遺構をわずかに検出。遺

跡の周辺部と判断。 区

古墳 平成 5年度工事中発見。直径約20m、高さ約 2m ， 
の円墳。主体部なし。他に丘陵斜面に主体部 2基 工区



2. 調査の体制

昭和61(1986)年度以降に一般国道1号亀山バイ

パスで、昭和63年度からの一般国道23号中勢道路埋

蔵文化財発掘調査事業で採用された、いわゆる三者

体制を当該事業でも採り入れた。すなわち、三重県

教育委員会（受託者）は建設省（委託者）と調壺に

関する委託契約を結ぶ一方、建設省（委託者）は外

郭団体である（社）中部建設協会（受託者）と現場

作業に係る作業員の任用や労務管理、各種機材の手

配等といった土工部門に関した委託契約を結ぶ。そ

して、国・県・協会の三者間の協力関係を明らかに

するため三者で協定を結ぶことで、当該事業を推進

しようという方法である。

この三者体制については、【三重県埋蔵文化財発

掘調査報告100-4「山城遺跡・北瀬古遺跡」三重県

埋蔵文化財センター 1994・3,p.2~15】に詳しい

ので、それを参照されたい。

調査は三重県埋蔵文化財センターが担当した。平

成 2年度は現地調査担当が管理指導課内におかれた

が、 3年度以降は調究二課第二係として独立し、当

該事業の調査に専念することになった。

平成 5年度からは現地調査と並行して報告書作成

も開始した。報告書作成は基本的にひとつの遺跡に

ついて 2年間で整理・報告する形をとり、初年度に

遺物整理を行い 2 年度で報告書の編集• 印刷・刊行

を行うことにした。

また、平成 5年度からは「県教育委員会・市町村

教育委員会職員人事交流実施要綱」に基づいて、松

阪市および多気町の両教育委員会から各1名、計2名

の職員を派遣していただいて調査体制を強化、充実

した。以下は平成 2年度------9年度の調究体制である。

【平成 2年度】

所長中林昭一

次長森下和光

次長兼調査第二課長 山澤義貴

主査新田洋

管理指導課主事河瀬信幸、小林秀

総務課長青木真一

主事堀内念伸、寺前秀紀
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【平成 3年度】

所長中林昭一

次長東谷勇

次長兼管理指導課長 山澤義貴

調究 第二 課長 新田 洋

主壺田中喜久雄

技師野原宏司

総務課長青木真一

主事堀内念伸、寺前秀紀

【平成 4年度】

所長久保富子

次 長 東 谷 勇 、 山 澤 義 貴

調壺 第二 課長 新田 洋

第二係長 田村陽一

主事宇河雅之

総務課長小柳清

主事堀内念伸、寺前秀紀

【平成 5年度】

所長久保富子

次長 若林祥男、山澤義貴

主幹兼調査第二課長 伊藤克幸

主査倉田直純

第二係長 田村陽一

主事東良樹、宇河雅之

西村修久（多気町より派遣）

小濱学（松阪市より派遣）

総務課長小柳清

主事伊藤直樹、寺前秀紀

【平成 6年度】

所長川村政敬

次長 若林祥男、山澤義貴

主幹兼調査第二課長伊藤克幸

主査兼第二係長 田村陽一

主事下平康弘、東良樹

西村修久（多気町より派遣）

小演学（松阪市より派遣）

総務課長小柳清

主事伊藤直樹、橋川功



【平成 7年度】

所長川村政敬

次長田中守、山澤義貴

主幹兼調査第二課長 伊藤克幸

主究兼第二係長 田村陽一

主事下平康弘、松本美先

小林秀

西村修久（多気町より派遣）

小濱学（松阪市より派遣）

総務課長 中西勝之

主事伊藤直樹、橋川功

【平成 8年度】

所 長奥村敏夫

次長田中守、山澤義貴

主幹兼調査第二課長山田猛

第二係長森川常厚

主事松本美先、小演学

兼古懺（松阪市より派遣）

小山憲一（多気町より派遣）

総務課長 中西勝之

主事尾崎嘉春、橋川功

【平成 9年度】

所長奥村敏夫

次 長 中 口 孝 、 山 澤 義 貴

主幹兼調査第二課長山田猛

第二係長森川常厚

主事小演学

兼古懺（松阪市より派遣）

小山憲一（多気町より派遣）

総務課長

主事尾崎嘉春、橋川功

以上のほか、各種調査記録類の整理や出土遺物の

整理、実測などで以下の方々の補助を得た。

調査補助作業員

奥明子（松阪女子高校）加藤里江（皇學館大学）

瀬野弥知世（皇學館大学）河角龍典（立命館大学）

高谷典子（松阪女子高校）塚田幸子（皇學館大学）

松井理栄子（橘女子大学） 中島沙恵（佛教大学）

業務補助員

北川ゆき 白石みよ子中里輝子瀬野弥知世

中村敬子服部美奈子広瀬則代谷久保美知代

廣田洋子山路艶子 山分孝子脇葉輝美

3. 現地調査の方法

調査の対象となる遺跡には、縄文時代から中・近

世にわたる集落遺跡や墓地跡、古墳群や須恵器窯跡

群など多種多様なものがあった。そのため、統一的

な調査方法をとることは不可能であり、各遺跡の性

格に応じた調査方法を適宜採用したことでは、原則

的な調査方法について示しておきたい。

(1)地区割

バイパス計画路線は9エ区および11・12エ区にお

いてはほぼ南北方向をとるため、 4m方眼で設定す

る地区杭は、各遺跡ごとに適切な道路中心杭 2点を

結ぶ延長方向に、北から南へ数字を、これと直行す

る方向には西から東ヘアルファベットを与え、各グ

リッドの北西杭をそのグリッドの名称とした。

なお、今回の調査では100m単位で設定する大地

区は設定しなかった。
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(2) 遺構カード

遺構カードは原則として4mX4mのグリッドごと

に作成する。略図は遺構検出後、掘り下げまでに記

入することとし、遺構の重複関係、埋土の色調・状

態等を明示することにした。

遺構番号はピットについては各グリッドごとに通

し番号を付し、土坑、溝、竪穴住居跡などについて

は遺跡ごとの通し番号をつけることにした。

(3) 遺構略測図

遺構の検討や遺物の整理等のため、遺構カードを

もとに、 100分の 1の遺構略測図を作成した。

(4)写真撮影

遺構等の写真撮影は、原則として6X7cm版（モノ

クロ、カラーポジ）を使用した。この他全景や特殊



遺構などについては 4X 5インチ版（モノクロ、カ

ラーポジ）、報道依頼関係に使用するカラーネガ (35

ミリ版）も必要に応じて使用した。

使用したカメラは、アサヒペンタックス6X7、ニ

コン F301、ウィスタ SP(4X5インチ版）、マミ

ヤRZ67である。

(5)遺構実測

道路工事計画に関する杭は全て国土座標に基づい

ている。そのため、将来予想される隣接地での発掘

調査との関連が把握できるように、遺構実測は国土

座標に基づいておこなった。当地域は第VI座標系に

属する。

遺構実測は現地調査期間の短縮のため、空中写真

測量を原則としつつ、遣り方実測も随時実施した。

また、各遺構の遺物出土状況図など詳細な実測図は

全て手書きで行った。

(6)公開・普及

現地調査が終了し、遺構実測も終了もしくはほぼ

終わる段階で、一般住民を対象に調査成果の公開と、

埋蔵文化財に対する認識を深めてもらうことを目的

として、可能な限り現地説明会を実施した。これま

でに、鴻ノ木遺跡・明気古窯跡群・上ノ垣外遺跡・

新徳寺遺跡・堀町遺跡等で11件の説明会を行い、延

ベ1000人以上の参加を得た。

遺跡名 所在地 開催年月日 参加人員

鴻ノ木遺跡第 1次 松阪市射和町 平成 3年 3月 16日 6 0 

朱中遺跡 松阪市射和町 平成 4年 2月 1日 1 0 0 

明気 1・2号窯 多気郡多気町相可 平成 5年 2月 13日 1 5 0 

——— 

明気 3~5号窯 多気郡多気町相可

平成 5年 7月31日 1 5 0 

鴻ノ木遺跡第 4次 松阪市射和町

'---- •• 一←~ ← -- --

鴻ノ木遺跡第 5次 松阪市中万町

上ノ垣外遺跡第 1次 多気郡多気町荒蒔 平成 5年 12月 4日 1 4 0 

巣護遺跡 多気郡多気町荒蒔

上ノ垣外遺跡第 2次 多気郡多気町荒蒔

平成 6年 7月30日 1 2 0 

新徳寺遺跡第 1次 多気郡多気町相可

堀町遺跡第 1次 松阪市朝田町 平成 7年 2月 4日 1 0 0 

堀町遺跡第 2次 松阪市朝田町 平成 8年 1月20日 1 2 0 

＇ 

新 徳寺遺跡第 2次 多気郡多気町相可 平成 8年 6月 1日 1 0 0 

・ー ・

堀町遺跡第 3次 松阪市朝田町 平成 8年 12月21日 1 3 0 

堀町遺跡第 4次 松阪市朝田町 平成 9年 11月 1日 9 0 

第2表現地説明会一覧表

なお、現地説明会の時には説明資料として「国道

42号バイパス松阪・多気発掘調査だより」を刊行し

ている。

また、小学校の依頼による体験発掘を実施し、津

市立片田小学校が鴻ノ木潰跡の、多気町立相可小学

校が新徳寺遺跡の発掘調査を体験した。さらに堀町

遺跡では、松阪市教育委員会の依頼による「親子体

験発掘」を実施し、 16家族約60人が参加し、また、

松阪市立徳和小学校が整理所見学に訪れている。

4. 調査の経過

(1)平成 2年度

平成2年4月1日付けで三重県知事と建設省中部地

方建設局長との間で業務委託協定が結ばれ、同時に

前二者と（社）中部建設協会理事長を交えた三者に

よる業務分担協定も締結した。また、三重県知事と

建設省中部地方建設局長との間で平成 2年度の業務

委託契約書を取り交わし、範囲確認調査4件（朱中

古墳、朱中・鴻ノ木・上ノ垣内遺跡）計622面と本

調査l件（．鴻ノ木遺跡） 1,500面を行なった。鴻ノ木

遺跡については850面の下層調査を追加している。

なお、 6月には松阪市中万町の県道脇バイパス用

-6-

地内に仮説プレハブを建設し、「一般国道42号阪・

多気バイパス埋蔵文化財発掘調査整理所」として以

後の日常的な調査活動の基地とした。

(2)平成 3年度

範囲確認調査 3件（甘糟．巣護遺跡、明気古窯跡

群）計1,352面、本調査 2件（鴻ノ木・朱中遺跡）

5,260面を行った。朱中遺跡については、調査中に下

層遺構の存在が明らかになり、 900面の調査を追加

することとなった。明気古墳跡群は、計画予定路線

と隣接する土地造成地内まで広がっており、建設省

紀勢国道工事事務所と開発主体である多気町及び民



間開発業者が協議調整してきた経緯があり、埋蔵文

化財の取扱いについて、範囲確認調査は先行する事

業者側が行うものとなった。それを受けて多気町教

育委員会が調査を行った結果、明気7号墳を含め5基

の古墳が確認された。その後の協議で造成計画の延

期変更は困難であるという先行業者側からの強い要

請があり、多気町教育委員会が本調査を行うことと

なった。

また、仮設プレハブを 9月に廃止し、同市射和町

の鴻ノ木遺跡第2次調査地跡地に、 9工区全体の調査

で出土する遺物量や、必要人員などを考慮した規模

の整理所を建設した。

(3)平成 4年度

予備調査l件（明気窯跡群磁器探査） 4,000rrf~ 範

工 調査対象面積 (m') 調
No 遺跡名

区 確認面積 5.4.1協定 9. 3. 31現在 2 3 

1 み明ょう気げ照跡群 2,000 2,900 2,900 

2 明気古墳群 900 

゜ ゜， 
3 畠甘まか糟す遺跡

範
2,650 

゜ ゜4 巣す護：遺跡
範

7,500 2,300 2,300 
工

う上え0ノが垣いと外遺跡
5,000 範

5 -- ----- 6,000 5,000 

栂と~ノc世せ古：遺跡 50 

区 6 し新んと徳くじ寺遺跡 2,400 (2,400) 1,600 

7 ：鴻ぅRノ木き遺跡 範※1,500 460 
11,200 13,800 12,560 850 

8 し朱●な中か遺跡
範 4, ~00 

5,200 5,200 5,200 ※ 00 

9 し朱らな中か古墳
範

400 

゜ ゜15 だ大いに日ちや山賓古こふ墳ん("群J., 600 600 

11 
な中か野0註前遺跡10 4,200 4,200 

゜工

区 は廿たちチ遺跡 3,700 3,700 
11 1,600 

北きH上I!遺跡

12 12 ほ堀りま町ち遺跡 9,200 9,200 14,300 

工
13 御うど堂うや山宜遺跡 8,100 

゜ ゜区

14 や山賓ノ"花uに遺跡 4,100 4,100 1,300 

範囲確認調査 622 1,052 

調査合面積計 本調査 1,500 5, 『°
※ 850 ※ 00 

合計 ※2,81252 0 6, ~12 
68,150 52,800 47,410 ※ 00 

第 3表松阪・多気バイバス調査経過、予定表

査

4 5 

f 500 
1,400 

2,300 

範 1,950 
※ 112 

範

3,500 5,800 
※2,321 ※2,200 

範

範

850 452 

5,000 11,450 
※2,321 ※2,312 

※52,,83250 1 11,902 2 
※2, 31 

囲確認調査3件（御堂山・上ノ垣外遺跡、明気窯跡

群）計850m2、本調査2件（鴻ノ木遺跡・明気窯跡群）

計5,000面を行い、鴻ノ木遺跡については2,321面の

下層調査を追加している。

(4)平成 5年度

範囲確認調査2件（新徳寺・堀町遺跡）計452m2... 

本調査4件（明気窯跡群・巣護・上ノ垣外・鴻ノ木

遺跡）計11,450面を行い、上ノ垣外遺跡で112m2 ... 鴻

ノ木遺跡で2,200面の下層調査を追加している。また、

伐採工事中に大日山 2号墳を発見し、協議の結果、

平成 6年度に調壺を実施することとなった。

また、本年度より報告書作成業務を開始し、明気

窯跡群、甘糟．巣護遺跡の遺物整理作業を行った。

面 積 (m') 
備 考

6 7 8 ， 10 

報I

平成4年度多気町教委詞査 I

報I 試必掘要調な査しの結果、 本調査の

報I 多気町条里遺構を名称変更

鰐゚ 報II
64 

範 50 報m 名上称ノ垣変外更遺跡3次調査区を

温 範 5001 4 報皿
※1-

1,300 報IV 報IV印刷 遺に構3カ・遺年物多数のため整理

400 報V

報V 試必掘要調な査しの結果、 本調査の

600報I 平成5年度工事中新発見

範 報VI 石本津調査遺跡の必を名要称な変し更、

範 東牛込遺跡を名称変更
1,600 報VI

トレンチ調査

3,000 3, 100 範4,700 3,500 報皿 報度告書V11の印刷は平成II年

報VI 試必掘要調な査しの結果、 本調査の

範 1,300 報V]

496 96 270 総計 3,838

9,450 6,000 印 3,500 47,410 
6,497 

9,946 6,096 贔520 3,500 

゜
51,2449 8 

114 ※6, 7 

（範…範囲確認調査 報…報告書作成 ※は下層面積）
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番号 遺跡名 所 在 地 調 査 期 間 調査面積 (m') 担 当 者

みょうIf 平成 4 (1992)年 8月28日~9月30日＜試掘） 530 田村隔ー・宇河雅之

1 明気窯跡群 多気町相可字明気 // 10月 18日 ～ 平 成 5 (1993) 年 2月28日 1,500 田村陽一・宇河雅之

平 成 5 (1993) 年 4月 19日~10月29日 1,400 宇河雅之• 西 村 修 久

＊平成 4年 6月 17日~ 6月25日予備調査（磁気探査） 計 2,430

2 みょうげ 多気町教育委員会

明気古墳群 多気町相可字明気

3 あ宣かす 平成 3 (1991) 年 8月26日~10月 11日〈試掘〉 144 田中喜久雄・野原宏司， 甘 糟 遺 跡 多 気 町 荒 蒔 字 甘 糟 計 144 

言こ 平 成 3 (1991) 年 8月26日~10月 11日〈試掘〉 908 田中喜久雄・ 野 原 宏司

4 巣 護 遺 跡 多気町荒蒔字巣護 平 成 5 (1993) 年 8月23日 ～ 平 成 6 (1994)年 1月27日 2,300 西村修久・ 束良胴

＊遺跡名を変更、旧遺跡名は［多気郡条里遺構】 計 3,208

平 成 2 (1990) 年 7月23日~9月 12日〈試掘〉 68 河瀬信幸

うえ． の力~' と 平 成 5 (1993)年 1月28日~2月 1日〈試掘） 96 田村陽一・宇河雅之

5 上ノ垣外遺跡 多気町荒蒔字上ノ 平 成 5 (1993) 年 8月23日 ～ 平 成 6 (1994) 年 1月27日 1,950 *112 西村修久

垣外!ti>' 平成 6 (1994) 年 4月 18日~8月31日 3,050 *64 東良樹・ 下 平 康 弘

工 ----------------------------- ------------―→ ----------------------- --------- --------------------

っヵs/J) せこ 平 成 8 (1996) 年 2月 6日 〈試掘〉 48 田村陽一•松本美先

栂ノ世古遺跡 多気町相可字栂ノ 平 成 8 (1996) 年 4月 11日~5月 10日 50 松本美先・小山憲一

世古 ＊遣跡名を変更、旧遺跡名は【上ノ垣外遺跡 3次調査】 計 5,262 *176 

＇ 

しんと 平 成 5 (1993) 年 7月 9日~7月 12日〈試掘〉 96 宇河雅之

6 新徳寺遺跡 多気町相可字新徳 平 成 6 (1994)年 5月23日~8月24日 1,100 *333 小浜学• 四村修久

寺 平 成 8 (1996)年 2月 6日 〈試掘〉 48 田村陽一•松本美先

平 成 8 (1996) 年 4月 11日~6月27日 500 *114 松本美先・小山憲一

計 1,744 *447 

I 

平 成 2 (1990) 年 7月23日~9月 12日〈試掘〉 272 河瀬信幸

平 成 2 (1990) 年 10月 11日～平成 3 (1991) 年 3月 19日 1,500 *850 河瀬信幸・小林秀

二うの色 松阪市射和町字鴻 平 成 3 (1991)年 4月23日~5月31日 460 田 中 喜 久 雄 ・ 野 原 宏司

7 鴻ノ木遺跡 ノ木・水弓I場・久 平 成 4 (1992) 年 6月 11日~8月31日 3,500 *2,321 宇河雅之• 田村陽一

イ呆田ir1,, 平 成 5 (1993) 年 4月 19日~8月29日 3,600 *400 東良樹・小浜学

平成 5 (1993)年 8月23日～平成 6 (1994) 年 3月31日 2,200 *1,800 小浜学・田村陽一

区 平 成 6 (1994)年 8月23日～平成 7 (1995)年 1月25日 1,300 下平康弘

計 12,832*5,371 

I 

平成 2 (1990)年 7月23日~9月 12日〈試掘） 184 河瀬信幸

し峰なか 平 成 3 (1991)年 6月 1日~8月24日 2,300 田中喜久雄・野原宏司

8 朱 中 遺 跡 松阪市射和町字朱 平 成 3 (1991) 年 10月 14日～平成 4 (1992)年 3月 13日 2,500 *900 田 中 喜 久 雄 ・ 野 原 宏司

中 平成 6 (1994) 年 9月 5日~9月22日 400 東良栂

計 5,384 *900 

＇ 

し珈な力‘ 平 成 2 (1990) 年 7月23日~9月 12日＜試掘〉 98 河瀬信幸， 朱 中 古 墳 松阪市射和町字朱 平 成 5 (1993) 年 6月25日~8月20日 1,000 西村修久

中 計 1,098

10 11 な力で亥え 松阪市上JII町字中 平 成 6 (1994)年 9月26日~10月 5日（試掘〉 176 東良桐

中野前遺跡 野前・八王子 ＊遺跡名を変更、旧遺跡名は【石津遺跡】

I 工

這：9今 平 成 6 (1994)年 10月 6日~10月 14日（試掘〉 144 東良掏

11 区 廿 チ 遺 跡 松阪市上川町字廿 ＊遺跡名を変更、旧遺跡名は【東牛込遺跡】

チぽか

---~- ------------------------ 平 成 7 (1995) 年 6月 7日~7月 19日 1,600 下平康弘・小林秀

きたかみ 松阪市上）II町字北

北 上 遺 跡 上 〈範囲確認〉 計 1,744

平成 5 (1993) 年 7月 19日~7月23日〈試掘〉 356 宇河雅之

ぽり主ち 松阪市朝田町字堀 平成 6 (1994) 年 8月26日～平成 7 (1995) 年 2月20日 3,000 小浜学

12 堀 町 遺 跡 町・斎宮呻 平 成 7 (1995)年 8月 7日 ～ 平 成 8 (1996) 年 1月24日 3,100 小浜学•松本美先

平 成 8 (1993)年 7月 15日・ 8月 19日~21日〈試掘） 270 小浜学・兼古憤

12 平 成 8 (1996)年 7月 15日～平成 9 (1997) 年 1月31日 4,700 小浜学・兼古慎

平 成 9 (1997) 年 5月 6日～平成 9 (1997)年 12月 10日 3,500 小浜学・兼古慎

計 14,926

＇ 

13 工 みとうやま 松阪市匹野々町字 平 成 5 (1993)年 1月26日~ 1月27日＜試掘〉 224 宇河雅之

御堂山遺跡 御堂山

I 区

や宣のはな 松阪市古井町字山 平 成 6 (1994) 年 10月 17日~10月20日〈試掘） 176 東良掏

14 山ノ花遺跡 ノ花 平 成 7 (1995) 年 5月 10日~5月26日 1,300 訟本美先• 四村修久

計 1,476

15 ， t.!1>1~ ちゃ宣 多気町荒蒔字大日 平成 6 (1994)年 4月 7日~6月 10日 600 四村修久・小浜学

大日山古墳群 山

第 4表発掘調査遺跡一覧
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すでに述べてきたように、計画されたバイパスは

9-12エ区というように全体が4つのエ区に分けられ

ており、全体の具体的計画や用地買収などについて、

不確定要素が大きいまま発掘調査に入らねばならな

かったことから、建設省との二者協定や（社）中部

建設協会を交えた三者協定などについても、中途で

見直しや変更が必要となった。つまり、当初の協定

では事業の対象を、とりあえず第 9エ区の現地発掘

調査のみに限定してスタートしたため、後の工事計

画や用地買収の進展等に伴って新たに発掘調査が必

要になった11・12エ区については協定を変更せざる

を得なくなった。そのため、 4月1日付けで建設省と

の二者協定を変更した。その結果、現地発掘調壺は

松阪多気バイパスの全区間を対象に平成 9(1997) 

第 2図遺跡地形図 (1:5,000) 
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年度まで実施し、並行して出土遺物の整理・報告書

作成を平成5年度から同10(1998)年度まで実施す

ることになった。この協定変更に伴って、建設省・

三重県教育委員会・ （社）中部建設協会の三者によ

る業務分担に関する協定書の変更、および建設省・

（社）中部建設協会の二者による協定変更も同時に

行われている。

(5)平成 6年度

範囲確認調壺 3件（中野前・廿チ・山ノ花遺跡）

計496m2、本調査6件（大日山古墳群、上ノ垣外•新

徳寺・鴻ノ木・朱中・ 堀町遺跡）計9,450面を行い、

上ノ垣外遺跡で64面、新徳寺遺跡で333面の下層調

査を追加している。



報告書作成業務は、明気窯跡群、大日山古墳群、

甘糟．巣護遺跡を「一般国道松阪・多気バイパス建

設地内埋蔵文化財発掘調査報告 I」として刊行し、

上ノ垣外•新徳寺・朱中遺跡、朱中古墳群の遺物整

理作業を行った。

(6)平成 7年度

範囲確認調査2件（栂ノ世古•新徳寺遺跡）計96

面、本調査3件（山ノ花・廿チ・堀町遺跡）計6,000

面を行い、廿チ遺跡の調査の際に、古道確認の目的

で、北上遺跡のトレンチ調査を行っている。堀町遺

跡では、調査区より遺跡が広がることが判明したた

め、平成 8年度に試掘調査を行うこととなった。

報告書作成業務は、上ノ垣外遺跡を「一般国道松

阪・多気バイパス建設地内埋蔵文化財発掘調査報告

II J、朱中遺跡・朱中古墳群を「一般国道松阪・多

気バイパス建設地内埋蔵文化財発掘調査報告V」と

して刊行し、中野前・廿チ・北上・御堂山・山ノ花・

鴻ノ木遺跡の遺物整理作業を行った。

(7)平成 8年度

範囲確認調査l件（堀町遺跡） 270m2、本調査3件

（栂ノ世古遺跡・新徳寺遺跡・堀町遺跡）計4,150m2

の調査を実施した。堀町遺跡の範囲確認調査では、

新たに3,500面の調査が必要となり、平成9年度に第4

次調査として行うこととなった。

報告書作成業務では、新徳寺・栂ノ世古・中野前・

廿チ・北上・御堂山・山ノ花遺跡の報告書刊行と鴻

ノ木遺跡の遺物整理作業を行っている。

また、第 9工区の工事進展に伴い、整理所の移転

が必要となった。そこで、第10工区内の松阪市上川

町に6月に移転し、平成10年の業務終了まで発掘調

査や遺物整理の基地とした。

(8)平成9年度

現地調査の最終年度にあたり、堀町遺跡(3,500rriり

の発掘調査 l件のみである。

報告書作成業務では、鴻ノ木遺跡の報告書作成と

堀町遺跡の遺物整理作業を行った。なお、鴻ノ木遺

跡の報告書刊行は、業務量過多のため、平成10年度

に延期した。 （田村陽一•森川常厚）

(j) 

100m --- -- l 

第3図調査区位置図 (1:2,000)
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II . 位置と環境

1 . 位

国道42号線松阪・多気バイパスの第 9エ区は、松

阪市中万町と多気町仁田を弓状に結ぶ3.1kmのルー

トである。その間、櫛田川を横断することになるが、

同時に、両岸の段丘、そして段丘を見下ろす低丘陵

も横切ることになる。そのルート上は、適度の水、

適度の平地、適度の山林というように、人々が生活

するには条件の良好な場所であったようで、様々な

遺跡が存在する地域である。

奈良県境の高見山に源をもつ櫛田川は、何回かの

置

屈曲を重ねながら、東方向へと流れる。最初は山間

を鋭く切るように流れるが、次第に両岸の段丘面を

広げ、当バイパスが横切る付近ではまさしく中流域

の様相である。しかし、そこから2.5kmほど東方で

丘陵地東端の神山にぶつかり、伊勢平野へと流れ出

して下流域となる。そのポイントはまた、多気町側

から佐奈川が、松阪市側から孫川が合流する所でも

ある。さらに、以前は櫛田川の本流であったともさ

れる祓川を分流する地点でもある。

2 . 歴史的環境

以下、櫛田川が中流から下流に流れを変えようか

という当松阪・多気バイパス第 9エ区建設予定地域

を中心にして、周辺の歴史を概観してみたい。

く先土器時代＞

櫛田川流域における人々の足跡は、古くは、先土

器時代にまで遡る。それは、主にナイフ形石器の存

在で確認される。当バイパス路線の付近では、櫛田

川左岸、松阪市中万町の上寺遺跡(46)でチャート製

のナイフ形石器が発掘調査時に出土しているし、櫛

田川に注ぐ佐奈川の流域では、上世古遺跡 (130)で

採集されている。しかし、数量としてはいずれも 1

点のみで、遺跡の規模は小さい。対して、櫛田川と

は南におよそ 7~8 km離れて並行するように流れる

宮川の流域には、当時の拠点的な遺跡ともされる大

規模な出張遺跡が存在し、遺跡数も櫛田川流域より

は多い。櫛田川と宮川の間の外城田川流域には、踏

査で数点のナイフが表採された平林遺跡 (94)や三川

遺跡 (86)が所在し、大規模な遺跡と小規模な遺跡の

中間的な規模を想定させる。

他に、先土器時代の遺物として、古墳群の調査の

際に、多気町東谷C遺跡（河田古墳群） (76)で男女

倉型の木葉形尖頭器が出土している。また、先土器

-11 -

時代の末期の細石刃が、上村池B遺跡(85)で表採さ

れている。

＜縄文時代＞

やがて人々は、土器作りを学習し、土器を生活の

中で活用し始める。その初期の時期、すなわち縄文

時代草創期の土器として確実視されるものは、県内

では今のところ見つかっていない。しかし、多気町

坂倉遺跡 (92)出土の土器片の中には、草創期末葉に

位置付けられる可能性をもつものが見受けられる。

一方、この時期の代表的な石器である神子柴型石斧

・有舌尖頭器・木葉形尖頭器などの出土は、櫛田川

中流域にも点々とみられる。例えば、近畿自動車道

が櫛田川を横切る松阪側の段丘に上ノ広遺跡・王子

広遺跡が所在し、この時期の石器がまとまって出土

する。さらに、 10kmほど下流の多気町側中位段丘上

には牟山遺跡 (64)が知られる。多気町佐奈川の流域

では、フケ遺跡 (101)で神子柴型石斧が、そして上

タコリ遺跡 (54)で完形の有舌尖頭器が単独ではある

が出土している。全国レベルでは土器の使用が確立

される時期、櫛田川の中流域では、まだ土器の使用

が一般的ではなかったのか、それとも単に見つかっ

ていないだけなのか、とにかく現段階では、当時は



まだまだ石器のみの生活だったといえるようである。

しかし、縄文時代も早期になると、土器もさかん

に活用されるようである。櫛田川流域での早期押型

文土器の出土は県内でも目立つところである。当バ

イパス路線内の鴻ノ木遺跡 (7)をはじめ、同じ段丘

に並ぶ鐘突 (47)・上寺・射原垣内 (42)の各遺跡や対

岸の牟山・坂倉両遺跡での、わりあい狭い範囲での

出土は、当時の人々の生活の拠点地域を推測させる。

もっとも、押型文土器の型式を考慮すると、これら

の遺跡の盛衰に時間的な差があり、その点について

奥義次氏は、坂倉→鐘突→鴻ノ木→射原垣内→上寺

・牟山という順序を示されている。また、鴻ノ木遺

跡や坂倉遺跡では炉跡や円形土坑も検出され、遺構

のうえでも縄文時代早期を今日に伝えている。

次の縄文時代前期は、全県的に確認遺跡数が少な

くなる。櫛田川の流域でもその傾向には変わりなく、

前述の早期の遺跡群が、そのまま前期にまで発展を

続ける様相は見られない。しかし一方では、勢和村

のアカリ遺跡など少数ながら安定した遺跡もみられ

る。

縄文時代中期は、遺跡数が増加し、また出土する

土器は、関東系・瀬戸内系・北陸系・東海系などの

ものが入り交じり、活発な地域間交流がうかがえる

時期である。後半になると、地方色を加味した土器

も出現するようになる。ところが、個々の遺跡の規

模を見ると、小さく不安定なものが多い。櫛田川流

域にも中期の土器の出土・採集地は点々と有るが、

いずれも少量の土器片で、例えば田中廻り遺跡 (95)

では、中期の土器は次時期の土器に混じって数片出

土しているにすぎない。また、多気町ナゴサ遺跡

(10 6)のように、大きな川筋から少しはずれた小さ

な尾根に立地する遺跡もみられる。以後の時期も含

めて、このような、時期による遺跡数・遺跡規模の

変化は、縄文社会の構造の変化によるものなのか、

単に現在の調査の限界によるものなのか、典味深い

ところである。

やがて、沈線と磨消縄文で特徴づけられる瀬戸内

系の中津式土器が登場し、縄文時代後期が始まる。

福田K2式の時期を経て、北白川上層式などの西日

本系の縁帯文土器が盛行する後期前葉にはまた、関

東系の堀之内式の土器もよく見かける。この時期、
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櫛田川中流域ではその流れに沿って、勢和村宮切、

松阪市王子広、多気町新徳寺 (6)、松阪市射原垣

内などの各遺跡が形成される。これらの遺跡は、出

土土器の型式にほとんど差がなく、同時期にそれぞ

れの地区で集落を形成していたとも考えられる。石

錘の出土が多くなり、人々は川岸に集まり、漁も始

めたようである。

後期後葉になると遺跡数が減ってしまう反面、櫛

田川流域では勢和村新神馬場遺跡、宮川流域では伊

勢市佐八藤波遺跡など、現在でも多数の遺物が表採

できる密度の濃い遺跡がみられるようにもなる。櫛

田川と宮川の間、外城田川の流域に所在する多気町

森荘川浦遺跡 (108)もこの後期後葉から末葉にかけ

て繁栄した遺跡である。そして、つぎの晩期にまで

続く様相を示す。

晩期の遺跡は、あまり目だったものは見当たらな

いが、当バイパス付近では下宮前A遺跡 (48)や射原

垣内遺跡に土器の断片がみられる。また、櫛田川が

沖積地に流れ出る地点の松阪市閑浄寺遺跡(30)でも

土器が確認されている。

＜弥生時代＞

弥生時代になっても人々はやはり、櫛田川の段丘

を好んだようである。上寺遺跡や鐘突遺跡では弥生

前期の土器が出土し、また、鏡突遺跡では円形の竪

穴住居も検出された。この、松阪市射和町・中万町

における櫛田川から松阪丘陵の裾部にかけての段丘

は、以後、古墳時代も奈良• 平安時代も、中世にお

いても、延々と人々の生活・居住に適した場所とし

て活用されてきたことが、幾度かの発掘調査で確か

められてきている。

一方、櫛田川の右岸では、明和町神前山古墳群所

在地で前期の甕や壺が出土している。そして、櫛田

川をさかのぽると、近畿自動車道建設に関わって調

査された花ノ木遺跡が中期の遺跡として存在する。

竪穴住居と四隅の切れる方形周溝墓が検出され、東

海系の縄文を施した土器が出土している。また、県

立相可高校のグランド一帯 (49)では、後期から古墳

時代前期にかけての土器が昭和30年代の工事に伴っ

て出土している。中流域の段丘上に、小規模なムラ

が形成されたのではないだろうか。

逆に川を下り沖積地が広がる祓川の流域に出ると、



明和町金剛坂遺跡 (68)・寺垣内遺跡 (69)・斎宮跡古

里地区 (67)・北野遺跡など、中期から後期にかけて

大集落が営まれている。広い沖積地を背景に、大き

なムラが形成されていったのであろう。同様の大集

落の様相は、松阪市の草山遺跡 (20)にも見られる。

社会が広い範囲で組織化され、古墳を作り出す時期

への準備が進んでいる現れといえよう。

さて、弥生時代の祭器として銅鐸の存在は良く知

られるところであるが、多気町四疋田の丘陵裾 (65)
② 

でも出土したといわれる。銅鐸そのものが行方不明

になっていることが残念である。

く古墳時代＞

古墳時代は、主に古墳の分布で概観してみたい。

古墳時代前期の 4世紀後半、古墳はまず松阪市街

地に近い金剛川の流域に築かれる。久保古墳 (21)、

高田 2号墳 (24)、茶臼山古墳がそれである。また、

わかっている出土品が少なく決定的な事はいえない

ものの、裾部で検出された円筒埴輪棺から坊山 1号

墳 (23)もこの時期の古墳と考えられている。特に、

久保・茶臼山の両墳は直径50mを越える規模で、三

角縁神獣鏡をもつことが注目される。

5世紀になると、金剛川左岸（阪内川右岸）に宝

塚1号墳 (17)が築造される。この全長95mの前方後

円墳は、大きさ、墳形ともまさしく首長墓の様相を

示す。一方、櫛田川の右岸、多気町、明和町、玉城

町にまたがる玉城丘陵にも 5世紀になると古墳が出

現する。辺長49X38mの方形で、滑石製小型丸底壺

と半円透孔のある円筒埴輪が出土している権現山 2

号墳(82)がそれである。

5世紀後半には、宝塚 1号墳の北隣に同 2号墳が、

金剛川流域には大塚山古墳が築かれる。そして玉城

丘陵では高塚1号・大塚1号・神前山 1号 (77・75

・73) の各帆立貝式古墳が築造される。

以上のような 4------5世紀にかけての古墳の様相、

そしてそこからうかがい知れる社会状況については、

下村登良男氏の論考があるので参照されたさい。

6世紀になると、全国的にそうであるように、櫛

田川流域でもやはり群集墳の形成が始まる。特に玉

城丘陵には、 7世紀にかけて400を越える古墳が造

営されている。櫛田川と佐奈川に挟まれた丘陵地に

も明気・立岡山・黒田山 (2・61・56)などの古墳
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群がみられ、櫛田川左岸の松阪丘陵縁辺部にも尾だ

け・中万大谷・やつで (43・38・35)等の古墳群が

存在する。河川流域の広い生産基盤を背景に、古墳

造営の可能な集団が多数存在していたわけである。

これら群集墳の個々の古墳については、墳形のうえ

からは円墳と方墳に大別でき、両者を比較した場合

方墳は概して新しい感がある。また、埋葬施設につ

いては主に木棺直葬と横穴式石室であるが、多気町

内の櫛田川と佐奈川に挟まれた丘陵上の古墳には横

穴式石室は現在のところ見られず、その採用につい

ては造営集団による片寄りがあるようである。

古墳の造営は 7世紀中頃まで続くようで、多気町

で発掘調査された女山4号墳 (83)や森出7号墳 (114)

はその終末の時期の古墳である。

ところで、 6世紀末ごろからはこの地域でも須恵

器窯の操業がみられる。櫛田川以北では根後・分れ

谷窯跡 (19•27) が、以南では中尾・明気などの窯

跡 (63・1)が今日にそれを伝えるが、明気古墳群

の付近には蜜柑園造成時に窯跡らしきものがあった

とも聞く。特に櫛田川の右岸地域は、現在知られる

窯跡以上の規模の須恵器生産地であったようだ。

このように、古墳造営や須恵器窯の操業をみると、

この地域が古墳時代末、政治的・経済的・技術的に

安定充実し、賑わいをみせていたように思える。し

かし、当時の集落跡は当バイパス付近では今のとこ

ろ見つかっていない。段丘の微高地にある現在の集

落と重なるのかもしれないが、今後の発見が期待さ

れる。ともあれ、この社会的エネルギーは以後の櫛

田川中流域の歴史に引き継がれる。

＜奈良• 平安時代＞

須恵器窯は、 7世紀後半、外城田川沿いで操業さ

れるようになる。原・市寄窯跡群 (120・121)は7世

紀後半から8世紀前半にかけての計14基の窯跡であ

り、製品の供給地として「斎宮」をも想定できるよ

うである。

仏教の広まりに従い、 8世紀には寺院の建立もな

された。松阪市では丹生寺廃寺や御麻生薗廃寺、大

雷寺廃寺 (29)、多気町では釈尊廃寺、逢鹿瀬廃寺

(128)、四神田廃寺（佐奈山廃寺） (100)などで古瓦

の出土を見る。同時に、瓦窯の存在もまた注目され

る。近畿自動車道の建設に伴い発掘調査された多気



第 4図
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No. 遺跡名 主な遺構・遺物 備 考 No. 遺跡名 主な遺構・遺物 備 考

1明気窯跡群 須恵器窯5基 関R4連2バイパス 37 片田古墳 痕跡墳

2 明気古墳群 古墳12基 II 38 中万大谷古墳群 円墳7基。 3号墳横穴式石室

3甘糟遺跡 中世土師・陶器片 II 39 弁天窟古墳 横穴式石室

4 巣（多護気条遺理跡） 
平安末～鎌倉土器、石帯 ” 40 神山城跡 台状地、堀切

5 上ノ垣外遺跡 縄文～鎌倉土器、大珠 II 41 八の坪遺跡 土師器

6 新 徳寺 遺跡 縄文後期の竪穴住居・土器 II 42 射原垣内遺跡 縄押文型弥文生土器古墳、石竪穴斧、、 室古町式掘土立師 発S掘54調年度査

7鴻 ノ木 遺跡 縄文早期炉跡、竪穴。押型文 ” 43 尾だけ古墳群 円墳7基。 5号墳須恵器杯身

8朱中遺跡 奈良～平安土器・掘立・竪穴 II 44 岡山古墳 円墳

9朱中古墳 樽形※片 ” 45 戸笠遺跡 弥生土器片、山茶碗片 発S掘54調年度査

10 
中（石野津前遺遺跡跡） 

山茶碗、天目茶碗等細片 ” 46 上寺遺跡 押弥生型古文墳奈良竪穴住居、ナイフ、 発S掘55調年度査

11 
廿（東チ牛込遺遺跡跡） 

山茶碗 、近世陶器等 II 47 鐘突遺跡 弥生奈良竪穴住居、押型文土器 発S5掘5年調査度

15 大日山古墳群 古墳4基 ” 48 下宮前A・B遺跡 鴇露門文土器片・須恵器片・

16 長庄野遺跡 ナイフ 49 校庭遺跡 台突壺等

17 宝塚古墳群 21号号『凡立方後貝式円墳径全60長m。95m。 50 九十九戸遺跡 サヌカイト片、山茶碗片

18 上出遺跡 方ナ形イ周フ溝、石、鏃方墳、石、匙家型埴輪 発S掘41調年度査 51 柚木元遺跡 サヌカイト片、山茶碗片

19 根後窯址 1~3号窯、 6~7C須恵 52 中万前遺跡 サヌカイト片、須恵器片

20 草山遺跡 奈方形良周～溝中墓世掘、弥立生竪穴．掘立、 度S発57掘~調S査59年 53 藪ノ下遺跡 サヌカイト片、須恵器片

21 久保古墳 径52.5、高 6m円墳 石漢式等鏡出土、車輪 54 上タコリ遺跡 有舌尖頭器

22 権現山古墳群 円墳4基 55 高寺遺跡 石鏃、須恵器片

23 坊 山古 墳群 鏡円墳・円3基筒埴。輪1棺号墳。 径40m・神獣 墳S発60掘年度調査1 号 56 黒田山古墳群 古墳15基、石鏃

24 高田古墳群 石円墳釧3・基円筒。埴2輪号墳棺。 径27m・ 銅鏡 57 宮ノ谷古墳群 円墳2基

25 貴田寺廃寺 軒丸・軒平瓦 58 石山古墳群 円墳6基

26 分 れ谷 遺跡 縄頭予土。器片（中期後半～後期初 59 石塚谷古墳 円墳。銀象眼鉄刀
発H掘3調年度査

27 分れ谷窯 窯壁一部露呈 60 倉懸古墳群 円墳2基
発H掘4調年度査

28 西野々広古墳群 前方後円墳 1基、円墳11基 61 立岡山遺跡群 円墳4基。中世塞群。
発H掘3調年度査

29 大雷寺廃寺 軒丸・軒平瓦 62 中尾古墳群 円墳2基

30 閑浄寺遺跡 大溝、古墳竪穴、奈～平掘立 発S掘62調年度査 63 中尾窯跡 須恵器窯 発S掘50調年度査

31 天王山古墳群
円円墳筒埴10基輪・人物埴輪。須恵器

64 牟山遺跡 尖頭器、石斧、押型文土器 発S掘38調年度査

32 西谷古墳群 円墳3基 65 （伝）銅鐸出土地 S19年に銅鐸が出土したという。

33 山添古墳群 発S掘59調年度査 66 狐谷古墳群 墨讀腐野・※等）のスケッ

34 山添遺跡 伊勢型鍋、井戸 発S掘53調年査度 67 斎 宮 跡 官街跡の他に方形周溝基等 国史跡

35 やつで古墳群 円墳3基。 3号墳横穴式石室 68 金剛坂遺跡 縄文土器、方形周溝墓、竪穴住居 年S44度発・掘59調・査60 

36 長谷古墳 円墳、石室 69 寺 垣 内 遺 跡 パレス壺、方形周溝茎、竪穴住居 発S掘60調・6査1年度

第 5-1表遺跡一覧
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No. 遺跡名 主な遺構・遺物 備 考 Nu 遺跡名 主な遺構・遺物 備 考

70 神殿遺跡 方形周溝塞、竪穴住居、独鈷石 発S掘60調・査61年度 103 矢田城跡 土塁、台状地

71 川原口遺跡 竪穴住居、土器焼成壊 発S掘61調年度査 104 向野遺跡 舟底形石器

72 コドノ A・B遺跡 石ナ鏃イフ、有舌・木葉尖頭器、 105 南山西窯跡群 須恵器窯2基。飛鳥以降

73 神前山古墳群
特1殊号菜帆立、埴貝輪画、弥文璽神土器獣鏡 発S掘47調年度査 106 ナゴサ遺跡 柳縄葉文形中期尖頭土器器、石斧、

74 天王山古墳群 円6墳号前。方後円墳。 19号 径52m 107 ニツ山遺跡 木葉形尖頭器片、石剣片

75 大塚古墳群 1号帆立貝式、埴輪 108 森荘川浦遺跡 石縄鏃文後、石期斧土器、土偶片、 発H掘元調.査6年度

76 河田古墳群
総現数在ま10で0基に52基が発掘調査済 H2S48 年度~発50掘5調7査60 109 林中遺跡 須恵器片

77 高塚古墳群 1号帆立貝式、埴輪 110 長安寺窯跡群 須恵器窯跡2基。飛鳥以降

78 上村池古墳群 横穴式石室も多い。 111 南ノ山窯跡

79 ユプミ古墳群 2号前方後円墳 112 北の山B・C窯跡 須恵器

80 斎宮池古墳群 12号前方後円墳 113 北 の 山 A窯跡 須恵器

81 朝久田古墳群 円墳・方墳計24基 114 森出古墳群 須7号恵器方墳長頸・木壺棺等直葬・ 発S4掘9調年度査7号墳

82 権現山古墳群 譴2基。 2号から石製小型壺 115 笠木館跡 多郭連続形式、土塁、空堀 度S5測0~量調S5査1年

83 女山古墳群 4号方墳、木棺直葬。須恵器 発S4掘7調年度査 116 中村ノ内窯跡

84 坂倉古墳群 円墳4基 117 ぼうず山古墳群 円墳19基

85 上村池 B遺跡 細石刃 118 山 神城 跡 堀切、土塁、土橋
発S掘2調年度査

86 三川遺跡 ナイフ 119 泉貢窯跡 須恵器窯。 10 C前半
発S掘2調年度査

87 マイラ遺跡 石棒 120 原窯跡群 須恵器窯11基。飛鳥以降 膿醤儡五11

88 畑ノ田遺跡 有舌尖頭器 121 市寄窯跡群 須恵器窯3基。 7c末~8C 

89 東裏遺跡
掘緑釉立柱風字建物硯、。 須恵中円臣」面硯墨書土器 発S掘53調年度査 122 ハム谷窯跡群

90 カウジデン遺跡 網立中柱万建」物墨、書土土器馬、 斎串 発S掘54調年度査 123 池ノ谷窯跡群 須恵器窯3基。古墳～奈良ごろ

91 多気遺跡 石鏃 124 コノハタ遺跡 木葉形尖頭器

92 坂倉遺跡
押縄型文文早期土炉器跡、尖・土頭坑器、 耳飾 発S4掘9調年度査 125 ナゴ遺跡 石鏃、石匙、石斧

93 長迫間A・B遺跡 掘立柱建物。須恵器、土師器 発S4掘7調年査度 126 牛バサマ A・B遺跡 押型文土器、有孔石製品
発H掘元調年度査

94 平林遺跡 ナイフ、木葉形尖頭器 127 
西（栃谷ヶ池遺瓦窯跡） 

軒丸、軒平瓦

95 田中廻り遺跡 縄文後期土器 発S掘52調年度査 128 相鹿瀬廃寺 軒丸・軒平瓦

96 五佐奈遺跡 井戸、斎串 発S掘52調年度査 129 五桂池遺跡群 石鏃、石匙、石斧

97 西山城跡 土塁、堀。伊勢型鍋 発H掘6調年度査 130 上世古遺跡 ナイフ

98 片倉氏館跡 山茶碗等 試H掘6年度 131 日向遺跡 ナイフ、木葉形尖頭器

99 ミゾコ遺跡 井戸、石組遺構、伊勢型鍋 発S掘59調年度査 132 佐奈水銀鉱山跡 9ヵ所の坑口。 S18年探鉱。 坑H元口年測度量調2基査の

100 四 神 田 廃 寺 軒丸、軒平瓦

101 フケ遺跡 石斧、縄文早期土器

102 サソダ遺跡 ナイフ

第 5-2表遺跡一覧
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町牧瓦窯跡群は、 8基の窯からなり、 8世紀の初頭

から中葉ごろにかけて操業していたと考えられる。

4・8号窯で焼かれた瓦と丹生寺廃寺・御麻生薗廃

寺で出土している瓦が同泡であり、生産地と供給先

の関係が明かとなっている。また、同様に、西谷遺

跡（栃ヶ池瓦窯） (127) と逢鹿瀬廃寺•四神田廃寺

の関係も考察されている。なお、瓦片が採集され、

現在四神田廃寺としている遺跡については、瓦窯跡
⑤ 

ではないかという見方もある。

ところで、櫛田川中流から下流にかけては、飯野

・多気両郡に施行された条里制の地割りがみられる

ところである。条は北から南に区画され、多気町津

田地区あたりは多気郡の第十六条となる。里は、西

から東へ数えられ、現在残る三疋田、四疋田という

地名は、里数を冠するものであることはよく知られ

ている。しかし、当地域の条里地割りは、地域全体

がひとつの碁盤目で区切られるのではなく、場所に

よって地割りの方向性をやや異にするようである。

そのことが一つの特徴ともいえ、耕地が徐々に整備
R 

された証しともいわれている。

9世紀の始め、この水田地域の一部は荘園として

京都東寺に寄進された。川合荘、大国荘と称され、

東寺にとっては重要な寺領であった。しかし、多気

・飯野の両郡は度会郡とともに古来より神三郡とい

われ、伊勢神宮支配の土地でもあった。東寺と神宮

とのもめごとも少なからずあったようで、 10・11世

紀の記録に見られる。また、多気町内にあった成願

寺（はっきりした所在地は不明）と東寺の紛争の記

録も残る。当時の土地支配の複雑性を垣間見ること

ができるといえよう。

また、古代における様相の一部は発掘調査からも

うかがえる。多気町河田の東裏遺跡 (89)やカウジデ

ン遺跡(90)、五佐奈遺跡 (96)では奈良～平安時代ご

ろの土器や祭祀遺物（斎串・土馬）が出土し、掘立

柱建物が検出されている。中でも、緑釉の風字硯や

「中臣」と墨書された椀の出土には、この地域では

一般的でない何か特別な意味合いを感じる。中央か

らの役人がいたのであろうか、荘園経営に関する

“事務所,,があったのであろうか？ また、カウジ

デン遺跡から出土した皿や椀の「中万」という墨書

は、櫛田川を挟んだ松阪側の集落名である中万との

-17 -

関わり、同時に大国荘との関わりで興味深い。発掘

調査報告書によると、中万の人々による出作の可能

性も指摘されているようである。

＜鎌倉時代以降＞

武士が台頭した時代、北畠氏の支配下にあったこ

の地には、山城跡も所々にみられる。玉城町の田丸

城の支城として重要な位置をしめた神山城 (40)、ま

た、多気町笠木の舌状台地には笠木館跡(115)が確

認されている。この館跡は東西500m・南北400mの規

模をもち、土塁や堀で区画された郭を連ねる構造の

ものである。この館の西南約1.5kmの山頂には矢田

城跡 (103)が所在し、山城と館の有機的な関連がう

かがわれる。

神山城の北東の平地では、石積み井戸や掘立柱建

物を検出し天目茶椀や土師器鍋・羽釜を多数出土し

た山添遺跡 (34)が調査されており、また、射原垣内

遺跡でも室町時代を主体とした集落跡が調査により

明らかとなった。多気町側では、矢田城の南西の東

の平地で鎌倉～室町時代にかけての遺跡であるミゾ

コ遺跡 (99)が発掘調査されている。これら発掘調査

された遺跡及びその周辺の水田・畑の他に、三疋田

や四疋田の水田地、荒蒔や兄国の自然堤防上など、

各所に鎌倉～室町期のものと思われる土師器細片が

散布している。現在の地表とほとんど変わらないと

ころで中世の人々も生活していたのであろう。集落

などは、現在のものと多分に重なっているのではな

いだろうか。

く水銀＞

ところで、勢和村丹生を中心として採取された水

銀については、少し付記しておかなければならない

であろう。 8世紀末成立の「続日本紀」には、文武

天皇二 (698)年や和銅六 (713)年に伊勢国からの朱

砂（辰砂） • 水銀の献上の記述が見られる。伊勢の

地に、丹生のほかにまとまった水銀鉱山が知られて

いない以上、これらの記述の水銀（辰砂）は丹生の

ものとみて差支えないと思われる。奈良時代中頃の

東大寺の慮舎那仏造営に際しては、大量の水銀が使

用されているが、これも丹生産のものであろうこと

が定説となっている。平安時代後期に成立した「今

昔物語集」にも伊勢国の水銀に関係する話がみられ

当時丹生の水銀鉱はよく知れわたったものであった



ようだ。中世には全国唯一の水銀座が組織されてい

たことが知られている。そして、丹生から櫛田川筋

に約 8km下流の射和の地には、水銀を原料として白

粉を生産する産業が典り、江戸時代を通しての射和

の繁栄につながる。

これら文献に現れるはるか以前にも、辰砂は赤彩

の原料として利用されている。縄文時代後期の松阪

〔註〕

① （参考文献 1)

② 「伝銅鐸出上地」として、多気町の指定文化財となっている。

1944(昭和19)年秋、流水文銅鐸が出土したとのことであるが、

写真・図等も残されていない。

〔参考文献〕

「多気町史通史J多気町 1992 

「松阪市史第二巻資料編考古」松阪市 1978 

奥義次「多気町内の遺跡めぐ 1J①～⑳」「広報たき」連載 1974-1976 

「三重県多気郡明和町遺跡地図J明和町 1988 

「第12回三重県埋蔵文化財展 三重の縄文時代」三重県埋蔵文化財センター

1992 

「ふびと 34 一多気地域調査報告ー」三重大学歴史研究会 1978 

三重大学原始古代史部会「玉城丘陵上の古墳群について」「ふびと 36」

三重大学歴史教室・同研究会 1979 

「三重の中世城館J二：籠県教育委員会 1977 

「三重県埋蔵文化財センター研究紀要 第2号」―三重県埋蔵文化財センター

1993 

10 「東大寺要録」「続々群書類従 第11巻J所収

11 下村登良男「南勢地方の大形古墳」「八重田古墳群発掘調査報告書J松阪市教

育委員会 1983 

12 字河雅之・瀬野弥知世・塚田寺f「市寄窯跡群出土の須恵器について」

「Mie history vol.7 J二：重歴史文化研究会 1994 

13 i•T北秀実「西谷遺跡（栃ヶ池瓦窯） ・逢鹿瀬廃寺• 四神田廃寺採集瓦の同箔

関係と想定される供給パターン」「Mie history vol. 7」：：：直歴史文化研究

会 1994

14 倉田康夫「伊勢湾西岸地域における条里制の歴史地理学的考察」「条里制と荘

圃J 東京堂出版 1976 

下村登良男・奥義次「J-.寺遺跡発掘調査報告書」松阪市教育委員会 1981 

下村登良男・奥義次「鍾突遺跡発掘調査報告書J松阪市教育委員会 1981 

「射原垣内遺跡発掘調査概報J松阪市教育委員会 1980 

新田洋「山添遺跡発掘調登報告J三重県教育委員会 1979 

15 

16 

17 

18 

市王子広遺跡や多気町森荘川浦遺跡からは朱彩され

た土器が出土しているのである。勢和村の池の谷遺

跡では、縄文晩期の朱彩土器とともに、辰砂原石も、

出土している。

中央構造線に沿って存在する辰砂の鉱脈は、当地

域に長い間“特産物”を供給し続けたのである。

（西村 修久）

③

④

⑤

⑥

 

（参考文献11)

（参考文献12)

（参考文献13)

（参考文献14)

19 「新神馬場遺跡発掘調介報告書J• 丑重県立津高等学校地歴部 1972 

20 r村登良男「大阪変圧器KK三重「→場埋蔵文化財発掘調査報告J多気町教育

委員会 1974 

吉水康夫「河田占墳群発掘調査報告 IJ多気町教育委員会 1974 

下村登良男「河田占墳群発掘調食報告皿J多気町教育委員会 1986 

川村輝夫他「河田古墳群発掘調査報告IVJ多気町教育委員会 1983 

三ッ木貞夫・谷本鋭次「多気郡多気町カウジデン遺跡」「昭和54年度県営圃場

整備事業地域埋蔵文化財発掘調登報告」三重県教育委員会 1980 

25 増田安生「ミゾコ遺跡発掘調雀報告J―二重県教育委員会 1985 

26 「近畿自動車道（久居～勢和）埋蔵文化財発掘調査報告 ー第 1分冊 I-・J -: 
重県教育委員会 1989 ・ ・ ・ ・J:. ノ広遺跡・花ノ木遺跡・浅間山北遺跡

釈尊寺遺跡・ド村A遺跡 他

27 「近畿自動車道（久居～勢和）埋蔵文化財発掘調登報告 ー第 1分冊2-• J 
文重県教育委員会 1989 ・ ・ ・ ・ 牧瓦窯跡群・鍬形中世墓群

28 「近畿自動車道（勢和～伊勢）埋蔵文化財発掘調査報告 ー第 1分冊-J::::: 重
県埋蔵文化財センター 1992・ ・ ・ ・ 佐奈水銀鉱山跡・牛バサマA遺跡

牛バサマ B遺跡

29 「近畿自動車道（勢和～伊勢）埋蔵文化財発掘調査報告 ー第 2分冊ー」三

重県埋蔵文化財センター 1992 ・ ・ ・ ・泉貢窯跡・山神城跡

30 ―::: ッ木貞夫・森田尚宏他「出張遺跡調査報告書J大台町出張遺跡調査会 1979 

31 「多気ニュータウン埋蔵文化財ニコース」多気町教育委員会 1991 [各戸配布

資料］

32 「多気町 遺跡ニュース」多気町教育委員会 1992 [現地説明会資料］

その他、「ー．．．菫県埋蔵文化財年報」芝重県教育委員会（昭和 63年度まで）

及び「三頂県埋蔵文化財センター年報」三重県埋蔵文化財センター(・杓或

元年度以降）、関係各市町村の「遺跡台帳Jを参考にした。

21 

22 

23 

24 
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皿遺

鴻ノ木遺跡の土層堆積状況は、第 1・2層が耕作

土で、第3層は黒褐色土が厚さ約25cmほど堆積して

いる。これが縄文時代中期末ないし後期初頭以降、

弥生時代から近世までの遺物包含層である。

第4層は層厚約20cmの灰黄褐色土で、これが縄文

時代早期の遺物包含層となっている。第 5層は浅黄

褐色粘質土（地山）となり、層厚約30cmで以下には

段丘礫層が堆積している。

遺物的には縄文時代中期初頭、遺構としては縄文

時代中期末ないしは後期初頭と考えられる石囲炉を

最古とし、弥生時代中期、奈良• 平安・鎌倉時代か

ら近世までの遺構は、第4層上面にて検出した。第

1次調査時には下層の縄文時代早期の遺構群の一部

をこの上層遺構検出時に検出したが、それ以外の早

期の遺構は第 5層上面にて検出した。

下層遺物包含層の広がりについてみてみよう。北

限は第 1次調査区の北西部分を一部除き、さらに北

に隣接する朱中遺跡の南半のうち東部にまで及ぶ。

そして南を限るのは、第 5次調査区の南端を東流す

る鎌倉時代の旧流路まで、南北約 140mにおよぶ。

東西は幅約40mの道路建設予定幅を越えてさらに広

がりをみせるが、主要な遺構は東側へ広がる傾向が

窺える。

検出された遺構には、竪穴住居17軒、土坑24基

（このうち13基は焼土を伴う）、煙道付炉穴21基、集

石炉8基、集石遺構 l基、焼土 1カ所などがある。

これらの遺構はすべて縄文時代早期前半に属する

もので、他の時期のものはない。上層遺構検出面以

下の遺物包含層も早期単純で、他時期の遺物の混入

は全くない。ただし後述のように、竪穴住居 l軒

(SH 251) とそれにとりつく煙道付炉穴 2基、そ

のほかいくつかの土坑と焼土坑、および8基の集石

炉については、平安時代を中心とした上層遺構検出

面にて検出している。この問題については、まと

めの項で検討したい。

以下、竪穴住居、土坑、炉穴、集石炉の順で遺構

について報告する。
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構

(1) 竪穴住居

SH 202 調査区の南部で検出。平面形は東西3.0

mX南北 3.2mの円形で、深さは検出面から 0.3m

を測り、皿状にくぽむが中央部が最も深くなる。住

居内の施設および柱穴は確認できなかった。

また、遺物の出土については石も含めて極めて少

なかった。

SH 203 調査区の南部SH202の西南に隣接して

検出。平面形は東西 3.lmX南北 2.5mの長円形。

検出面からの深さは 0.2m、SH202ほどではない

が壁面の立ち上がりはゆる＜、皿状にくぽみ底面は

平坦である。

住居内の施設および柱穴については確認できなか

った。

なお、北側に煙道付炉穴 SF204が重複するが、

上層から歴史時代の土坑に切られており、切り合い

関係は確認できなかった。

遺物の出土はSH202同様に、極めて少なかった

が、大鼻～大川式期特有の小型五角形鏃 (2041)が

ごく近くで出土している。

SH 205 調査区の中央部南寄りで検出。 SH202

の北東12mに位置する。平面形は東西3.5mX南北

3.2mの長円形を呈する。検出面からの深さは 0.1

mと浅く、皿状にくぽむ。底面は平坦で、壁面の立

ち上がりは SH203同様ゆるい。

住居内の施設および柱穴は確認されなかったが、

外縁部に沿って検出されたピット群は垂木穴の可能

性もある。また、北側壁縁部から放射状に外側にの

びる3基の細長く浅い土坑SF260,261,262は、焼

土こそみられないものの、その形状の特徴や類例等

から、煙道付炉穴の削平されたものと考えてよかろ

ぅ。南西側の出張り部分もあるいは同様のものかも

しれない。なお、これらの遺構の住居跡との切り合

い関係は、遺構の残存状況が悪く、底部付近での検

出であったこともあり、精査したにもかかわらず確

認することができなかった。
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遺物は細片が少量出土した程度である。

SH 208 SH205の西8mに位置する。東西3.9

mX南北 3.0mの長円形を呈し、検出面からの深さ

は0.2mを測る。底面はほぽ平坦だが、中央部がや

やくぼむ船底状に近い形態。壁面の立ち上がりはゆ

るい。

住居内の施設および柱穴は確認されなかった。ま

た、遺物の出土も微量であった。

SH 209 調査区の中央部東寄りで検出。 SH208

の北西 12mに位置する。平面形は東西4.2mX南北

3.8mの略円形。検出面からの深さ 0.15mで、今回

の調査で最大の平面規模を有する住居跡である。

底面はほぽ平坦ながら、中央部に向かって若干深

くなる。やはり壁面の立ち上がりはゆるやかで、住

居内の施設および柱穴は確認されなかった。

石も含めて、比較的多数の遺物が出土している。

SH 210 調査区の中央部で検出。 SH208とSH

209の中間やや SH208寄りに位置する。東西2.5

mX南北 2.8mの略円形を呈し、検出面からの深さ

は0.2m。壁面の立ち上がりはゆる＜、底面は中央

に向かってゆるやかに深くなり、船底状を呈する。

なお、住居跡に重複する 2基の土坑は住居跡より

新しく、炉跡とも考えられない。

住居内の施設および柱穴は確認できなかった。ま

た、遺物の出土も微量であった。

SH 211 調査区の中央部東端で一部を検出した。

SH209の北東4mに位置するが、大半は調査区外

へ広がる。平面形は確認できた範囲からすると、直

径が約 3.5mの円形と考えられる。検出面からの深

さは0.15mであった。住居内の施設や柱穴などは検

出されなかったが、比較的多数の遺物が出土した。

なお、発掘区の壁面断面の詳細な観察をおこなっ

たが、検出面より上位での切り込み位置を把握する

のは困難であった。

SH 212 調査区中央部西寄りで検出、 SH208の

西6mに位置する。弥生時代の溝SD512によって

分断されている。平面形は東西 2.8mX南北 3.3m

の長円形を呈し、検出面からの深さは 0.2mであっ

た。南側に張出し状の部分があるが、切り合い関係

は不明、あるいは別の遺構の重複かもしれない。

壁面の立ち上がりは、他の住居跡と同様ゆる＜、
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底面もほぽ平坦な船底状を呈する。また、住居内の

施設および柱穴なども検出されず、出土遺物も少量

であった。

SH 214 調査区中央部東寄りで検出した。平面形

は東西 2.6mX南北 2.9mの長円形。検出面からの

深さは O.lmと浅い。壁面の立ち上がりは極めてゆ

る＜、底面もほぼ平坦な船底状である。

住居内の施設は検出されなかったが、外周縁辺部

では比較的間隔をそろえたピットが確認された。垂

木尻を固定する小孔とも考えられるものである。

この住居跡では、平面プランが検出される前、す

なわち包含層掘削の段階において、検出面よりかな

り上位のレベルから石や土器片などの遺物が集中し

て出土しはじめ、遺構の存在が早い時点で注目され

た。このような例は、後述のSH218,219,220,223,

224でも見られ、住居廃絶後にそのくぽみを廃棄場

所としたことを示しているのであろう。

礫器をはじめとした多数の石をはじめ、石器や土

器片などの遺物が多数出土した。

SH 218 調査区中央やや西寄りで検出。一部が調

究時の排水トレンチにより破壊されている。

SH 212の北 6mに位置し、平面形は東西3.1mX 

南北2.8mの略円形、検出面からの深さは 0.15mで

ある。

壁面の立ち上がりはSH214などと比較するとか

なり急で、底面からの立ち上がりが明確である。底

面はほぼ平坦である。壁の立ち上がり部近くで柱穴

と思われる 5個のピットを確認したほか、ごく一部

で周溝状の細長い溝を検出している。

住居内で炉などの施設は検出されていない。竪穴

のプラン検出前から、上面で相当の遺物が集中して

出土している。

SH 219 調査区中央部で検出。 SH218の北7m

に位置する。平面形は東西 2.6mX南北 2.7mの長

円形。検出面からの深さは O.lmと浅い。壁面の立

ち上がりはきわめてゆる<、 SH214によく似る。

底面も中央部が最も深くなる船底状である。住居跡

と重複する 2基の土坑は、いずれも住居を切り込ん

でいる。

住居内の施設や内外での柱穴も、精査したが検出

されなかった。
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また、この住居跡でもプラン検出前のかなり早い

段階から、上面で相当量の石や土器片などの遺物が

集中して出土している。

SH 220 調査区中央部やや西寄りにて検出。平面

形は東西3.3mX南北4.lmの不整円形。検出面か

らの深さは0.15mで、底面はほぽ平坦である。壁面

の立ち上がりはゆるやかで、北側には 2基の煙道付

炉穴 (SF231,232)が、南西側に1基の煙道付炉穴

の残骸が検出された。南西側の1基 (SF233)は不

明ながら、北側の 2基については切り合い関係が明

確に確認され、炉穴のほうが新しいことが確認され

ている。

また、住居内の施設や内外での柱穴については確

認できなかった。

なお、この住居跡についても、プラン検出前から

石、土器片などの遺物が集中して出土しているが、

北側の煙道付炉穴に近い所では遺物量が少なく、南

半の方に集中していたことが特記される。住居跡の

プランからすると、 2軒の住居あるいは住居と土坑

が重複している可能性も考えられる。

SH 223,224 調査区の中央部にて検出。一部を調

査時の排水用トレンチにより破壊されている。平面

プラン検出前から、上面でかなりの石や土器片が集

中して出土しており、遺構の存在が推定されていた

ものである。プラン検出時にはひとつの大きく長い

土坑のように見えたが、底面のレベルの違いなどか

ら2基の住居跡が重複しているものと判明した。今

回の調査において最も検出の困難であった遺構であ

り、両者の切り合い関係も確認できなかったため不

明である。

SH 223は東西2.5mX南北3m程度の長円形の住

居跡と考えられる。また、 SH224は東西3.5mX 

南北4m弱の長円形の住居跡と考えられる。検出面

からの深さは SH223が0.lm、SH224が0.2mで

あった。

SH223の方は底面がほぼ平坦で壁面の立ち上が

りがやや急なのに対して、 SH224の立ち上がりは

きわめてゆるやか、かつ底面も中央部が深くなるも

のである。

いずれの遺構からも多量の石や土器片などの遺物

が出土している。

-26-

なお、 SH224を切り込む円形の土坑は、上層

から切り込む歴史時代以降のものである。

SH 234 調査区の中央北寄りにて第1次調査で検

出したものである。平面形は東西3.9mX南北3.9

mの円形で、検出面からの深さは 0.4mであった。

周縁部に3基の煙道付炉穴 (SF245,246,247)が重

複しているが、切り合い関係からこれらはすべて住

居跡より新しいことがわかっている。

底面は平坦で、壁面の立ち上がりはかなり急とな

っているが、他の例から類推して、おそらく遺構掘

削時の掘り過ぎに起因するものと思われ、本来はも

っと立ち上がりがゆるやかであったものと考えられ

る。

住居跡内の遺構埋土からは多量の大川式土器およ

び石鏃をはじめとする石器などの遺物が出土した。

また、遺構埋土をすべてフルイ掛けしたところ、多

量の剥片、炭化材や炭化種実などを採集し、 14C年

代測定を実施したほか、燃料にされた炭化材の樹種

同定や種実の同定を行うなど、各種科学分析を実施

し大きな成果を得ることができた。これらについて

は、まとめの項で取り上げることにする。

なお、この住居跡の南西側に重複して検出された

浅い土坑 (SH234より古）は、竪穴住居跡の可能

性が考えられる。

SH 235 調査区中央部北よりで第1次調査時に検

出。 SH234の北東3m、調査区の東端に位置し、

排水トレンチにより中心部が破壊されているが、こ

のトレンチ掘削によって下層包含層と遺構の存在が

確認されたのである。

残存部分から推定すると、径が約2.9mほどの円

形の住居跡と考えられる。検出面からの深さは0.2

mを測る。底面はほぽ平坦、壁面の立ち上がりはゆ

るい。炉や柱穴などは確認されなかった。大川式土

器片が若干出土している。

SH 251 調査区の中央部北寄りで、第1次調査時

に検出。検出されたすべての住居跡のうち、この住

居跡のみが上層遺構検出面にて、歴史時代遺構群と

ともに検出された。平面形は東西2.5mX南北2.5

mの隅丸方形にちかい円形を呈する。検出面からの

深さは0.2mを測る。北側に2基の煙道付炉穴 (S

F252,253)が重複している。住居跡との切り合い関
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係は不明ながら、他の例から炉跡のほうが住居跡を

切り込んでいると考えられる。

底面は平坦、壁面の立ち上がりはやや急。ただし

これも、本来はもう少しゆるやかであった可能性が

高い。出土遺物は微量ながら、山形押型文土器が出

土している。

(2) 土坑

SK 201 調査区の南東端近くで検出。当初は不定

形で大きなヒトデ状の土坑として検出したが、一部

は調査区外へ広がるため、全容については確認でき

なかった。平面形は東西約4.5mX南北約4.9mの

不定形な形状で、検出面からの深さは、中央部分で

0.2 mであった。

発掘の結果、 5基の煙道付炉穴が放射状に集中し

て営まれたものであることがわかったが、最初に炉

穴を構築する際に、ある程度大きな土坑もしくはく

ぽみを掘り込み、順次炉穴を構築していったもので

はないかと思われるので、総体として土坑というこ

とで扱い、それぞれの炉穴については改めて後述す

ることにしたい。

これら炉穴群の切り合い関係は、精査したにもか

かわらず明らかにすることができなかった。ただ、

中央部のくぼみについて見ると、すべての炉穴が同

時に営まれるほどの広い作業スペースとなっていた

とは考えにくく、同時に 5基の炉穴が存在していた

のではなく、ある程度の時間の経過の中で、順次使

用されていったものと考えておきたい。

プラン検出の前から石や大川式土器片などの遺物

が多数集中して出土している。

SK 206,207 調査区中央部の東南部にて検出した

もので、 SH205の北西lmに隣接する。一部重複

しており、 SK207が206に切られている。平面形

はいずれも隅丸の長方形に近いもので、 SK206は

東西2.0mX南北1.1m、検出面からの深さ0.35m

であった。また、 SK207は東西0.5mX南北0.8

m、検出面からの深さ0.2mであった。遺物はSK

206から型式不詳の土器片が1点出土したほかは、

微量の石が出土した程度である。

SK 213 調査区の中央部西端近くで検出。検出時

には長楕円形の平面形であったが、掘削の結果、隅
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丸長方形の掘り方プランをもつものであることが判

明した。上面ではくずれているものの、以下底部ま

ではかなり直線的で、立方体を意識した掘り方とな

っている。長軸はN36°5'Eを測る。検出面から

の深さは 0.6mで床面はほぽ平坦であった。

上面から石や小さな土器片、炭化物が出土しはじ

めたが、石や遺物に埋置を想定させるような規則的

配置などは認められなかった。底部にいたっても同

様であったが、一辺 20cmをこえる台石状の石も含ま

れていた。

壁面の傾斜はかなり急であるが、中ほどより底部

にかけては強い火熱を受けたのであろう、鮮やかな

橙色を呈していた。底部も同様の状態であったが、

壁面に比べやや受熱の度合いが低かったのか、にぶ

い赤褐色でムラのある焼け方であった。

遺構埋土より山形押型文土器片が微量出土した。

SK 217 調査区中央部西端近くで検出した焼土坑

である。第 1次調査で北半分を、第 5次調査で南半

分を掘削し、全容が確認できたものである。

平面形は長軸をN31°7'Wに振るが、東西0.7

mX南北 1.2mの南北方向に長い楕円形を呈する。

検出面からの深さは0.35mであった。床面のかなり

の部分と一部の壁面が、火熱を受けて橙色に変化し

ていた。

若干の石と大川式と思われる土器片、炭化物が出

土している。

SK 221 調査区中央部西寄りにて検出。 SK217

の東3mに位置し、若干の焼土を伴った小土坑であ

る。平面形は東西 0.4mX南北 0.7mの楕円形で、

長軸方向はN24°8'W。検出面からの深さは0.3

mであった。一部を上層の平安時代の掘立柱建物の

柱穴に切られる。

壁面および底面の一部が火熱を受けて赤褐色に変

化していた。

微量の石および型式不詳土器片、炭化物が出土し

た。

SK 222 調査区の中央部にて検出した焼土を伴う

円形の小土坑である。 SH218の北東2mに位置

する。東西0.7mX南北0.6mの略円形を呈し、検出

面からの深さが0.25mであった。

底面はよく焼けて橙色を呈する。また壁面も底部
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に近い部分はよく焼けている。埋土中より石、型式

不詳土器片、炭化物が比較的多く出土した。

SK 225 調査区の中央部東端近くで検出した焼土

坑である。 SH214の北東lmに位置し、集石遺構

SZ215の下部に位置し重複しているが、若干プラ

ンにずれが認められ、たまたま重複したものと考え

られるので、相互の関係はなさそうである。

平面形は東西 1.lmX南北 1.4mの隅丸長方形。

検出面からの深さは0.35mを測り、長軸の方向はN

43°4'wを示す。底面のほぽ全面で橙色によく焼

けているが、周辺部の壁面への立ち上がり部分は焼

けていないし、壁面も特に強く受熱している様子は

見受けられなかった。

この遺構からはほとんど遺物が出土しなかった。

SK 236 調査区の中央部北寄りで、第1次調査に

て検出。 SH234の南西2mに位置する。平面形は

長楕円形であるが、西側の一部を上層の大きな土坑

により破壊されている。残存部分での規模は、東西

2.9m以上、南北で2.5mを測る。検出面からの深

さは0.15m、底面は平坦である。平面形や規模から

竪穴住居跡の可能性もある。

SK 237 第1次調査で検出したもので、調査区の

中央北西寄り、 SK236の南西8mに位置する。平

面形は隅丸二等辺三角形状を呈し、煙道付炉穴の形

状に似る。長軸方向はS49°3'Eを示す。長軸方

向に長さ 1.9m、最大幅 0.8mを測る。検出面から

の深さは0.lmであった。底面はほぽ平坦で船底状

であるが、焼土は認められなかった。煙道付炉穴の

可能性も残るが、ここでは土坑として扱った。

遺物は出土しなかった。

SK 238 同じく第1次調査で検出された。調査区

の中央北側、 SK236の南12mに位置する。南半部

を上層遺構SD18によって破壊されており、全体の

形状などは不明。残存部分での規模は東西2.8mX

南北が1.5m以上で、平面形は長円形か楕円形と考え

られる。検出面からの深さは0.15mで、底面は平坦

である。竪穴住居の可能性も考えられよう。そして、

ちょうどこの中に径が lmほどの焼土を伴う小土坑

が重複している。この焼土坑がSK238に伴うも

のであるのか、別のものが重複しているのかは、切

り合い関係が記録されていないため確認できず、不
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明であるが、別の遺構の可能性が高い。

焼土坑はSK238の底面からの深さが0.25mで、

底面中央部を中心に焼土が認められた。

2型式に分けられるまとまった量の押型文土器が

出土しているので、あるいは土坑と焼土坑の時期差

に対応するものかもしれない。

SK 239 調査区の中央部西端で検出。これも第1

次調査時に検出したものである。東西2.lmX南北

3.2m、検出面からの深さ0.2mの不定形な土坑で

ある。底面はほぽ平坦であった。

SK 240 同じく第1次調査時に検出された土坑で

ある。調査区中央部西端近く、 SK239の南東8m

に位置する。遺構の大部分を上層遺構のSD18によ

って破壊されており、ごく一部分が遺存する。残存

部分の形状から、この土坑は径が3m程度の円形も

しくは楕円形の平面形が想定され、あるいは竪穴住

居の可能性も考えられよう。検出面からの深さは0.2

mであった。

SK 241 同じく第1次調査時に検出。 SH234

に隣接する1.5mX0.5m、検出面からの深さ0.1

m、底面がほぼ平坦で浅い小土坑である。

SK 242 同じく第1次調資時に検出。 SH234に

隣接し、 SK241の南に位置する不定形な浅い土坑

である。

SK 243 第1次調在で検出された焼土を伴う小土

坑である。調査区の中央部北寄り、 SK238の北西

5mに位置する。

平面形は東西0.7mX南北0.9mの隅丸長方形を

呈し、検出面からの深さは0.15mを測る。長軸方向

はN3°5'Eである。底面は北部分の一部を除き

橙色によく焼けているが、壁面への立ち上がり部分

は焼けていないし、壁面も南側の一部が橙色に変色

しているほかは、特に強く受熱している様子は見受

けられない。

大川式 1片と型式不詳の土器片が微量出土した。

SK 244 同じく第1次調査時に検出した焼土を伴

う小土坑である。調査区の中央部西端近くの、 SK

243の南12mに位置する。平面形は東西0.4mX南

北0.8mの長楕円形を呈する。検出面からの深さは

0.lmであった。底面中央部を中心に焼土が認めら

れた。
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SK 254 第1次調査の上層遺構検出面にて検出し

た土坑である。 SH251の南18mに位置する。平面

形は東西1.1m、南北1.4mほどの歪んだ五角形を

呈する。検出面からの深さは0.3mであった。焼土

など、火を受けたような痕跡は認められなかった。

遺構埋土から 30片ほどの大川式土器片や石鏃など

が出土している。

SK 255 同じく第1次調査時の上層遺構検出面に

て検出した土坑で、 SH251の南南東5mに位置す

る。平安時代の掘立柱建物（上層SB33)の柱穴に

切られるが、東西0.8mX南北lmほどの楕円形に

近い平面形である。検出面からの深さは0.lmほど

と浅いが、拳大の石が多数と微量の押型文土器の細

片が出土した。

SK 256 第1次調資時の上層遺構検出面にて検出

された焼土を伴う小土坑である。 SH251の西2m

ほどに位置する。平面形は、東西0.5mX南北0.7m

の長円形を呈し、検出面からの深さは0.2m、長軸

方向はNlO゚ 5'Wを示す。 底面はほぽ平坦、壁

面はほぼ直立に近く、東西の壁面と、土坑中央底面

が径30cmほどの範囲で焼けて橙色に変色、硬化して

いた。

土坑中央部に拳大程度の多数の石が集中して出土

した。

SK 257 第1次調査時の上層遺構検出面にて検出

した小土坑である。直径が0.5mの円形で、検出面

からの深さは0.1mほどの浅いものである。南に重

複する浅いピットとの切り合い関係は不明。底面か

ら浮いた状態で多数の拳大の石が投棄されていた。

壁面および底面に焼けた様子は認められなかった

が、集石炉の可能性もある。出土遺物はない。

SK 258 調査区中央部の北端近くに位置し、第1

次調査の上層遺構検出面にて検出した、焼土を伴う

小土坑である。平面形は東西0.6mX南北0.9mの隅

丸長方形で、検出面からの深さは 0.2mであった。

長軸方向はN3°O'Eを示す。

壁面および底面は火熱を受けて橙色に変色してい

た。

埋土中より少量の押型文土器片が出土したが、山

形文や (1679)のような無文土器があり、注目されよ

゜
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SK 259 調査区中央部の北端近く、第1次調査の

上層遺構検出面にて検出した、焼土を伴う小土坑で

ある。 SK258の東3mに位置し、平面形は東西0.4

mX南北0.6mの長楕円形で、検出面からの深さは

0.lmであった。長軸方向はN4°2'Wを示す。

底面が火熱を受けて若干橙色に変色していた。埋

土中より土器細片が微量出土した。

SK 271 調査区の中央北西部に位置し、第1次調

査の上層遺構検出面にて検出された。 SH251の西

に隣接する。掘削段階での状況では、長さ 1.4m、

幅0.5mで、検出面からの深さが0.2mの東西に細

長い土坑であった。西端近くの南北の壁面に一部焼

土が認められている。

この土坑はほぼ中央部で、若干くびれている。底

面の状況ば煙道付炉穴の底面には似ておらず、また

焼けた面も認められないが、東に隣接するSH251

と重複している可能性もあり、そうした場合、この

土坑ば煙道付炉穴であった可能性もある。

残されたカラー写真から判断する限り、 SH251

の西壁面には掘り残しの部分が確実に認められ、こ

のSK271の東端部まで広がって弧状となり、 SK

271に重複あるいは接することになる。ちなみに、

この掘り残し部分を取り去ると、 SH251の平面形

は、より自然な円形に近くなり、他の竪穴住居の平

面形にも似ることになり、違和感がなくなる。

残された記録（調査時の切り合い関係などを記録

した遺構カード）によると、これら二つの遺構は重

複関係にあり、 SK271をSH251が切っている。

しかし、既述のカラー写真からは逆の切り合い関係

にも見えるのである。

また、 SH251に重複する2基の煙道付炉穴 (S

F252,253) との関係からすると、規模・形態に違

いが大きい。このタイプの炉穴が廃絶後の竪穴住居

のくぽみを利用して構築される例の多い中で、 SF

248や249のように、単独で構築されるものもあ

ることから、 SH251に先行する単独の炉穴との推定

も可能というの余地を残しつつ、ここでは土坑とし

て扱うことにした。

(3) 煙道付炉穴

SF 204 調査区中央部南端近くで検出。 SH203
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の北西縁辺と重複するが、上層の歴史時代の土坑が

重複しており、切り合い関係は不明であった。他の

類例から推定すれば、 SH203の廃絶後のくぽみを

利用して炉穴を構築したものと考えられよう。

現存長は1.4m、検出面での最大幅は0.5m、検

出面からの深さは0.4mであった。長軸方向はN24°

5'Wを示す。底面はほぽ平坦であるが、レベル的

にかなり低いことから、段丘礫層にまで達しており、

完掘した時には小さめの円礫が多数顔をのぞかせ

た。

北西端部が煙道と考えられるが、他例に比べると

傾斜がきつい。炊き口部については上層の歴史時代

土坑により破壊されたものと思われる。また、天井

部は崩落している。

天井部と考えられる位置の壁面が最も良く焼けて

おり、やや鈍い橙色に変化していた。また、煙道部

でも一部帯状に焼けて赤化した部分が認められた。

煙道部には掌ほどの大きさの河原石が数個、底面

から約 20cmほど浮いた状態で出土した。埋土中か

ら微量の大川式土器片が出土した。

S F 216 鉄筋コンクリート造りの住宅下で、基礎

工事による破壊から辛うじて免れていたもので、今

回の調査で検出した煙道付炉穴の中で最も小型のも

のである。全長0.8m、最大幅0.4m、検出面から

の深さ0.2mであった。長軸方向はN42°8'Wを

示す。

天井部は崩落しており遺存していなかった。底面

は中央部分がやや深くなる船底状で、北西端部の煙

道部を除いて壁面は非常によく焼けて、明るい橙色

を呈している。熱による焼土化部分の厚さは最大5

cmを測る。底面はやはり段丘礫層に達しているため、

石が多数みられるが、石および底面の土は焼けてい

ない。また煙道部も焼けていない。

煙道部には多数の、炊き口部にもかなりの石が埋
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まっていた。埋土中より砂岩とサヌカイトのチップ

がそれぞれ 1片づつ出土しただけである。

S F 226 SK201に重複して構築された5基の煙

道付炉穴のうちの東に位置する炉穴である。発掘区

端の排水トレンチ掘削の際に発見したこともあり、

ちょうど天井部付近を破壊してしまったため、橙色

に焼土化した天井部がわずかに残存している。

調査区の東端部を可能な限り拡張したが、どうや

ら軸方向が異なる別の煙道付炉穴 (SF270)が重

複しているようで、 SF226の煙道部を破壊して、

別の煙道が作られていることが判明した。この SF

270は殆どが発掘区外に広がるため、全容は不明で

ある。

さて、SF226については、現存長3.0m、最大

幅0.8m、検出面からの深さはO.lm-----0.3m、長

軸方向はW25°O'Sを測る。天井部分の断面形は

幅0.4m、高さ 0.2mのひしゃげたトンネル形で、

底面はほぼ平坦である。炊き口部の壁面の立ち上が

りは緩く、燃焼部から天井部付近にかけて、次第に

立ち上がりが急になり、断面はU字状となる。

底面の縦断面は船底状を呈するが、炊き口部から

次第に深くなり、天井部やや手前あたりから天井部

下までが最も深い。そして、この部分が被熱のため

鮮やかな橙色に変化している。特に底面はかなり手

前付近からよく焼けており、それが壁面に繋がりな

がら、徐々に奥の方へ向かって壁面を上り、天井部

へと続いている。ただし、天井部下でも煙道側にな

ると、次第に薄くなり、煙道部分では下部でもほと

んど焼けていない状態となり、赤化した箇所は認め

られない。

立ち割りによる断面観察から、この赤色に焼土化

した部分の厚さは、最大4cmほどであることがわか

った。最もよく焼けている部分では表面が硬化して

いたが、後世の須恵器窯などのような還元焼成され

た形跡は認められなかった。

天井部手前の炊き口部周辺から燃焼部にかけての

部分で、かつ底面に近い遺構埋土には、微細な炭化

物を多量に含んでおり、かつ微量ながら押型文土器

片やサヌカイト製チップ、石なども含んだ黒色土が

堆積していた。

また、天井部の下には掌大の河原石が数個、底面
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より若干浮いた状態で検出された。これらの石は被

熱していないか、していてもわずかである可能性が

高い。

調査後、熱残留時期測定を実施した。

S F 227 SK201に重複して構築された5基の煙

道付炉穴のうちの1基である。 SF226の南に隣接

する。上層の歴史時代の井戸により、ちょうど天井

部を有する部分で裁断されており、井戸の掘り方壁

面にひしゃげたトンネル形の穴が認められた。した

がつで煙道部分は残存しておらず、全体は不明なが

ら、残存長 2.2m、炊き口付近の最大幅 I.Om、焼

土化した燃焼部の幅0.6m、検出面からの深さ0.2

m-----0.4 mを測る。長軸方向はN26°6'W。

焼土化した面の広がりは、 SF226と同様に認め

られた。後世の井戸によって裁断された箇所では、

極めて薄くリング状に赤化した部分が裁断面で観察

された。

天井部下には0.4mX0.2mのやや偏平な河原石

が、底面からやや浮いて据えられた様な状態で検出

された。この石も強く火を受けた形跡は認められな

かった。

その他の形状や遺構埋土の状況などは、前述の S

F226と同様であった。遺構埋土からは大川式土器

をはじめ、微細な炭化物、フレイク、チップ、石な

どが出土した。

S F 228 SK201に重複して構築された5基の煙

道付炉穴のうちの1基である。 SF227の南に隣接

する。遺構検出時から煙道部を検出しており、遺構

の埋没状況も精査しながら掘削した。

全長は3.8m、炊き口部の上面最大幅1.2m、底

面最大幅0.8m、燃焼部幅が0.5m、検出面からの

深さが0.2m-----0.4mを測る。長軸方向はN56゚o'

Eである。

トンネル状になった部分の断面形はややつぶれた

トンネル形で、高さ0.24m、底面幅0.28mを測る。

縦断面をみると、炊き口部から燃焼部に向かって次

第に深くなり、天井部下より少し手前で最も深くな

る。この炉穴では、この部分で地山の淡黄灰色土を

掘り抜き、段丘礫層上面まで達しており、地下水が

浸透してきた。

SF227と同様、天井部下には0.28mX0.14mの
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偏平な河原石が、底面より若干浮いて検出された。

この石も強く火熱を受けている形跡は認められなか

った。

その他の形状や遺構埋土の状況などは、前述の S

F226などと同様であった。遺構埋土からは土器片

をはじめ、微細な炭化物、フレイク、チップ、石な

どが出土した。

SF 229 SK201に重複して構築された5基の煙

道付炉穴のうちの西側の1基で、 SF226の対面に

位置する。天井部は崩落していたが、おおよそ全容

を知ることができる。

全長2.2m、炊き口部上面の最大幅0.8m、底面

最大幅0.6m、燃焼部幅0.4m、検出面からの深さ

は0.lm-0.4m、長軸方向はN34°0'Wを測る。

他の炉穴と同様、底面ば炊き口部より次第に深くな

り、燃焼部から天井部下にかけてが最も深くなる。

SF228と同様に、底面は段丘礫層にまで達してい

た。

この炉穴での特徴は、天井部下に大きな河原石が

据えられていなかったことと、燃焼部から炊き口部

にかけて、拳大程度の石が多数投棄されていたこと

である。これらの石は、底面から浮いており、しか

もかなり受熱してもろくなった花岡岩も含まれてい

た。

その他の形状や遺構埋土の状況などは、前述の各

炉穴などと同様であった。遺構埋土からは土器片を

はじめ、微細な炭化物、フレイク、チップ、石など

が出土した。

SF 230 SK201に重複して構築された5基の煙

道付炉穴のうちの北側の1基で、 SF228の対面に

位置する。長軸方向はN6l06'Eを測る。炊き口

部のみを検出し、燃焼部および煙道部は発掘区外へ

延びる。そのため、燃焼部の焼土も確認できなかっ

た。しかし、炊き口部の形状から、他の炉穴と同様

の形状および構造であったと考えられる。

炊き口部の上面最大幅は1.4m、底面の幅は1.0

m、検出面からの深さは 0.lm-0.4mであった。

SF 231 SH220の壁面の段差を利用して構築さ

れだ煙道1寸炉穴である。全長1.3m、炊き口部上面

の最大幅0.6m、燃焼部の幅0.4m、検出面からの

深さ0.2m-0.4mを測る。長軸方向はN31°4'

-40-

Wである。

天井部が残存するが、断面形は土圧による潰れの

ため最大幅0.4m、高さ 0.2mの卵形を呈する。

天井部下付近の最も深い部分を中心に、底面全面

と天井部にかけての壁面から煙道部下部までが、受

熱して橙色に変色、硬化していた。遺構埋土の状況

などは、他の炉穴と同様であった。

SF 232 SF231の東側に隣接し、 SH220の壁

面の段差を利用して構築された炉穴である。天井部

は崩落していたが、前傾（オーバーハング）する天

井部の一部が残存していた。

全長1.9m、燃焼部の幅が最大となり底部で 0.4

m、長軸方向はNl9°O'Eを測る。燃焼部から炊

き口部に向かって次第にすぽまってゆく形状である

が、やはり天井部下が最も深く、検出面から 0.4m

を測る。

火熱のため橙色に変色・硬化した部分は他の炉穴

と同様の状況であった。また、遺構埋土の状況も同

様であった。

SF 233 削平のため遺存状態がきわめて悪いが、

やはりSK220の壁面を利用して構築したと思われ

る炉穴と考えられるものである。 SF232の対面に

位置する。長軸方向はS35°7'Wである。現存長

は0.8m、 最大幅が0.5mで、検出面からの深さは

0.04m、底面はほぽ平坦であった。他の2基の炉穴

に比べて、火熱の受け方が弱かったのか、やや鈍い

橙色の焼土がリング状に確認できた程度であるが、

形状から判断して、煙道付炉穴と考えて間違いなか

ろう。

SF 245 第1次調査で検出しだ炉穴である。 SH

234と重複するが、この炉穴の方が新しい。

ところが、この竪穴住居に重複する他の 2基の炉

穴とは全く異なった重複をしている。すなわち、こ

の炉穴だけが、竪穴住居のくぼみと壁面を利用する

方法で炉を構築していないのである。つまり他の炉

穴が竪穴住居床面を炊き口として、外に向かつで炉

穴を作るのに対して、この炉穴は住居外部から内部

に向かつで炉を作っている。

このことは、竪穴住居と炉穴の切り合い関係が認

められることや、他に単独の煙道付炉穴が存在する

こととともに、煙道付炉穴が竪穴住居に付属する施
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設ではないということを示している。

平面形は長楕円形、全長 1.3m、最大幅 0.6m、

検出面からの深さは0.3mであった。長軸方向はN

4°6, wである。煙道部分を確認することはでき

なかった。また、天井部は長さ20cmほどが残存し

ているが、この炉穴の規模からして、さほど崩落は

しておらず、旧状に近いものと思われる。

天井部の残るやや手前の燃焼部底面が最もよく焼

けて、橙色に変色し硬化しているほか、 トンネル部

分がやや淡い赤褐色に焼けている。そして燃焼部の

外側、炊き口側には小さなものから20cmほどの大き

さのものまでの石が、帯状に詰められたような状態

で検出された。一見、燃焼部をあたかも閉塞するよ

うな様子であった。

SF 246 SH234に重複する形で検出された炉穴

である。全長2.7m、炊き口部上面の最大幅は0.6

m、底面で0.5m、燃焼部で0.4m、検出面からの

深さ0.4m-0.5mの規模を有する。長軸方向はS35°

8'Wを測る。

他の炉穴と同様に燃焼部が最も深く、縦断面形は

船底状を呈する。燃焼部は底面から壁面にかけて非

常によく焼けており、受熱による橙色に変色・硬化

した部分は、天井部下から煙道部下部まで及ぶが、

天井部については側壁ほどよく焼けてはいない。

天井部下付近から燃焼部にかけて、 10cm程度の石

が多数投棄されていた。埋土の状況は他の炉穴と変

わりなく、埋土中より土器片や炭化物、焼石などが

出土した。

SF 247 SH234の埋土をを切り込む形で検出さ

れた炉穴である。 SF246の東隣に位置し、全長は

3.4mと当遺跡で検出された炉穴の中で最も長いも

のである。ただしこれは後述するように、 2基の炉

穴の重複の可能性がある。

炊き口部上面の最大幅0.7m、同底面最大幅0.5

m、燃焼部底面幅0.3m-0.4m、検出面からの深さ

は0.3m-0.5m、長軸方向はs8°8'wを測る。

縦断面形はやはり燃焼部が最も深くなる船底状を呈

している。

炊き口部の最も外側には、炉から掻き出されたと

思われる、焼けた粘土塊や焼土塊混じりの土が検出

された。さらに、レベル的には相当高い（浮いてい
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るが）が、多数の焼けた石や炭化物などとともに、

完形の大川式深鉢が潰れた状態で出土している。

この炉の特徴は、前述のように長さが3rnを優に

越えることと、それに連動してか燃焼部にあたる焼

土化した部分が、およそ 1.2rnとやはり長いことで

ある。

また、煙道には25-40cmほどもある大きな河原石

が詰められており、さらに天井部下には径20cmほど

の円形で偏平な河原石が、底面より約10cmほど浮い

て検出された。このような例は他の炉穴 (SF226,

227,228,248,249) でも見られ、いずれも底面より浮

いてはいるが据えられた形跡が認められる。

本炉穴からは多数の土器片をはじめ、多量の炭化

材や炭化種実（クリ、 ドングリなど）、フレイク、

チップ、焼石、焼けた粘土塊などが出土した。

SF 248 調査区の中央北側で単独に検出した。他

の多くの炉穴の例のような、竪穴住居廃絶後の掘り

込みが埋まらないうちに、その壁面の段差を利用し

て炉穴を構築するといった形をとっていない。

ドーム状に盛り上がった燃焼部の天井部分が、幸

いにも一部残存している。それは遺構検出面よりも

かなり高い。残存部分の全長1.7 rn、炊き口部最大

幅0.7m、燃焼部幅0.6m、長軸方向はS49°5'

Wである。検出面からの深さは、炊き口部で 2----3

cm、最も深い煙道部直下で12cmほどである。天井残

存部分での断面形はトンネル状を呈する。

この炉穴でも天井部の下に相当する場所で、 20cm

ほどの偏平な河原石が据えられているほか、燃焼部

にかけて多数の石が投棄されていた。火熱のため橙

色に変色・硬化した部分の広がり等は、他の炉穴と

同様であった。

SF 249 SF248の北東2mに位置し、やはり単

独で検出されだ炉穴である。 SF248に比べるとや

やレベルが低く、炊き口部の掘り込みが明瞭に検出

された。天井部分は崩落していたが、オーバーハン

グする壁面が残存していた。

残存部分の全長は2.6m、炊き口部の最大幅0.8

m、同底部幅0.6m、燃焼部幅0.5mである。検出

面からの深さは、炊き口部から煙道部に向かって次

第に深くなるが、 10----34cmを測る。長軸方向はN68°

2'Wである。
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他の炉穴同様、天井部下から燃焼部にかけて、大

小の多数の石が投棄されていた。また、天井部下に

は若干小さいが、偏平な河原石が据えられたような

状態で検出された。埋土からは土器片や焼石、炭化

物などが出土した。

SF 252 第1次調査時に上層遺構検出面にて検出

した。 SH250に重複する2基の煙道付炉穴のうち

の1基で、全長1.1m、炊き口部幅0.5m、検出面

からの深さ 30cm、長軸方向はN6°3'Wを測る。

天井部の残る部分の壁面は、よく焼けて橙色に硬

化していたが、底面はあまり焼けておらず、 10cmほ

ど浮いて赤褐色の焼土（壁面ほど焼けていない）が

床面を形成するような状態で検出された。

SF 253 第1次調査時に上層遺構検出面にて検出

した。 SF252の西南に位置し、 SH250の壁面に

重複する。煙道、天井部ともよく残存しており、全

長は 1.6m、炊き口部幅 0.5m、燃焼部幅 0.3m、

検出面からの深さは24---30cmで、長軸方向はN89°

4'Wを測る。天井部下から燃焼部がよく焼けて、

橙色に変色・硬化しており、特に底面と壁面が強く

焼け、天井部はさほどでもない。これは、他の炉穴

に認められるのと同様の傾向である。

S F 267-269 SH205の西～北部周縁部から放

射状にのびる細長い土坑である。 SF267は長さ1.4m

で幅0.6m、268は長さ1.2mで幅0.4m、SF269は

長さI.Omで幅0.5mを測る。いずれも、検出面か

らの深さが0.12m---0.15mと浅い。いずれからも焼

土は検出されていないが、他遺跡の類例から判断し

て煙道付炉穴の可能性が高い。

遺物の出土はなかった。

SF 270 第5次調査で検出したSK201は、 5基

の煙道付炉穴が放射状に構築された土坑であるが、

このうちの東側の炉穴SF226の煙道部は、調査区

の隅でかろうじて検出された。掘削の結果、この煙

道部分に、主軸を反対方向にもつ別の煙道付炉穴の

煙道部が、どうやら重複しているらしいことがわか

った。そのため、 SF226の天井部分は一部が破壊

されていた。

この別の炉穴SF270の天井部や焼けた部分は、

発掘区外に広がるらしく、煙道に投棄された大きな

河原石を確認した以外、何も検出されなかった。し
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たがって、このSF270の詳細については全く不明

である。

しかし、 SK201に隣接してさらに別の遺構の存

在が判明したことから、今後の隣接地での調査の必

要が生じた時には、十分に注意する必要がある。

SF 250 調査区中央部の北端近くに位置し、第1

次調査の下層遺構検出面にて検出した焼土遺構であ

る。直径約0.4mほどの範囲が火熱を受けて橙色に

変色していた。付近には煙道付炉穴であるSF248

および249が検出面よりかなり浮いた状態で検出さ

れていることから、あるいはこの焼土も削平された

炉穴の一部かもしれない。

遺物は全く出土していない。

(4) 集石遺構

集石遺構は全部で 9基検出した。このうち第 5次

調査の下層遺構検出面にて検出したSZ200および

SZ215の2基を除く、 S2260----266の7基はす

べて上層の歴史時代を中心とする遺構検出面にて検

出したものである。

この集石炉と考えられる 7基は、レベル的にも他

の下層縄文時代早期遺構群に比べると、かなり高い

面で検出されており、時期差が考えられる。すなわ

ち、これらの遺構は上層遺構検出面近くから下層包

含層中に切り込んでおり、遺構の埋土がすべて黒褐

色土であることからも、他の早期遺構群と俊別され

る。この 7基については、遺物が何も出土しておら

ず、その所属時期が不明である。これらの課題につ

いては、後のまとめの項で考察することにし、ここ

では以下に各遺構の報告を行う。

S Z 200 調査区の南端近くにて第 5次調査時に、

下層遺構検出面にて検出。 SH202の東4mに位置

する。地山が南に向かって急激に下がっていく肩部

分、すなわち遺跡の南限に営まれている。上面は黒

色土を切り込んでいることから、掘り方を検出する

ことができなかった。あるいは、掘り込みはなかっ

た可能性もある。

平面形ははっきりしないが、直径およそ 4mほど

の範囲に、投棄されたような状態で焼けた石が集中

していた。中心部分では特に石の集中が目立った。

そして、これらの石に混じって大川式の土器破片や



礫器などの石器類も出土した。

この集石内および下部の土に火熱を受けて変色し

たような形跡は認められず、他の円形の小規模な集

石とば性格の異なるものであろう。炉に使用した石

で不要になったものの廃棄場所であろうか。

S Z 215 同じく第5次調査時の下層遺構検出面に

て検出した。調壺区中央部東端近く、 SH214の北

2mに位置する。この遺構の周囲には多数の石が散

在しており、掘り下げが十分行えなかったため、石

を取り上げた後に検出できたものである。

平面形は、 1.1mX  0.9 mの長方形に近いもので、

若干の浅い掘り込みが確認された。ほぼ全面に石が
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詰まっており、それらは火熱を受けていた。また、

石は 4~5cm 程度のものから 20cm のものまであり、

割り石が多い。

石の間や浅い土坑の底には炭化物が多数認められ

たが、やはり土器片などの遺物は出土せず、所属時

期については不明である。

S Z 260 調査区中央部北端近くに位置し、第1次

調査時の上層遺構検出面にて検出した。東西l.lm

x南北1.6mの略円形の浅い掘り方の中に、直径約

0.6mで深さ 0.3mほどの円形の土坑がある。

石はこの土坑の上面に一面に広がり、さらに下部

の土坑の壁面に沿って多数認められた。ただ、土坑

の底部と壁面でも北および南壁には石は認められな

かった。これらの石は2----3 cm大の小さな礫から20

cm程度のものまで含むが、総じて小さなものがほと

んどで、火熱を受けている。

S Z 261 調査区中央部北西部に位置し、第1次調

査時の上層遺構検出面にて検出した。東西 lmX南

北0.8mの長円形の平面形で、西側はさらに、直径

約0.6mの円形で深さ0.3mほどすり鉢状に掘り込

まれ、多数の焼石が詰まっていた。ただし、底部に

は石は見られなかった。

西側壁面には焼土が見られ、埋土中より縄文土器

片が 1片出土したが、時期は不詳である。

S Z 262 調査区中央部南部に位置し、第5次調査

時の上層遺構検出面にて検出した。東西l.2mX南

北l.lmの円形の浅い掘り方内に、火熱を受けた小

石が充満していたが、壁面および底面には焼けた形

跡は認められなかった。浅い皿状のくぽみの底部に

は、やはり石は見られず、炭化物の混じった暗赤黒

色土が埋まっていた。出土遺物はなし。

S Z 263 SZ262の南西4mに位置する。やはり

第5次調査の上層遺構検出面にて検出された。

平面形は直径 0.8mの円形で、すり鉢状にくぽみ、

検出面からの深さは 0.4mほどであった。掘り込み

には火熱を受けた小さな割り石が充満していたが、

底部10cm程は石が少なく、炭化物まじりの土が埋ま

っていた。壁面および底面に焼けて変色したような

形跡は認められなかった。また、遺物の出土はなか

った。

上層検出面にて検出した。平面形は直径が lmの円

形で、焼けた小石が広がる。その周りに東西1.3mX 

南北1.2mの円形の浅い掘り方が検出された。検出面

からの深さは約 0.4mで、すり鉢状を呈する。

前述のS2262,263などと同様に、上面から下部

まで、よく焼けた小石が充満しており、底面に近い

部分のみ石が少なく、微小な炭化物まじりの黒褐色

土が埋まっていた。底面付近に若干の焼土が認めら

れた。出土遺物はない。

S Z 265 調査区の中央部東寄りで、第5次調査の

上層検出面にて検出した。 SZ264の北15mに位置

する。平面形は直径がl.lmの円形で、焼けた小石が

充満する。やはり割り石が多いのが目につくが、中

央部に据えられた河原石は20cmほどの大きなもの

であった。

検出段階では、明確な掘り方は確認できなかった

が、掘り下げの段階ですり鉢状の深さ約0.4mの掘

り込みを確認した。検出面より約30cmほどは石が充

満していたが、その下部には石が少なく、炭化物ま

じりの黒褐色土が埋まっていた。やはり、出土遺物

はなかった。

S Z 266 調査区の中央部やや西寄りで、第5次調

査の上層遺構検出面にて検出した。掘り方の平面形

は、東西 1.0mX南北 1.2mの略円形を呈する。そ

の中に直径約0.7mほどの範囲に、焼けた小石が詰

まっていた。検出面から0.2mほどまで、小石が充

満しており、すり鉢状を呈する底部には炭化物まじ

りの土が埋まっていた。やはり、遺物の出土はなか

った。

(5) ピット

下層遺構検出時に若干のピットも検出されている

が、ほとんど遺物が出土せず、あっても細片であっ

たことから、逐ー記述はしない。以下に図化した遺

物を出土したピットについてのみ取り上げることに

する。

Pit 272 第1次調査区の西端近くに位置し、下層

遺構検出時に検出した小ピットである。 SK272に

隣接し、直径0.2m、検出面からの深さ6cmほどと

浅いピットである。大川式の体部片 (1661)が出土し

S Z 264 調査区の中央部東寄りで、第5次調査の ている。

-50-



c:, 

In 

゜
2
4
.
0
1
1
1
 

ヽ

B
 

2
4
.
0
m
 

~ 

I]> 

S2260 

[cc 

IC-, 

SZ261 

IC:, 

焼土

。
lm 

第 26図 sz 260、261平面図・断面図 (1: 20) 

-51 -



I)> 

ヽ
I)> 

S2262 

B
 

2
3
.
4
m
 

'"' 1. 赤黒色 (2.5YR1.7/1)土に、にぶい赤褐色 (5YRY4/ 4)土混じる

2 . 1十炭化物

C-

c-

◎
 

゜

D 
23.4m 

2. 

第 27図 sz 262、263、264平面図・断面図 (1: 20) 

＼
 
多

E-

@ 

F
一

E-
F 

23.Bm 

2. 

-52 -



Pit 273 第 1次調査区の西端近くで検出した小ピ

ットである。下層遺構検出時に検出、南半を上層の

ピットに切られる。直径がおよそ0.2m、検出面か

らの深さ10cmである。市松文を施した大川式の体部

片(1662)が出土した。

Pit 274 第 1次調査区の下層遺構検出時に検出し

た。 SK236の南に隣接し、東西0.5m、南北0.3

mの楕円形を呈し、検出面からの深さは20cmであっ

た。市松文の体部小片(1663)が出土している。
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遺構名 報 I (1次） 報V (1次） 調査時 備 考

sz 2 0 0 sz 2 0 0 
SK 2 0 1 SK 2 0 1 
SH 2 0 2 土坑 2 SK 2 0 2 
SH 2 0 3 土坑 3 SK 2 0 3 
SF 2 0 4 炉 6 SK 2 0 4 
SH 2 0 5 土坑 4 SK 2 0 5 
SK 2 0 6 土坑 5 SK 2 0 6 
SK 2 0 7 土坑 6 SK 2 0 7 
SH 2 0 8 土坑 7 SK 2 0 8 
SH 2 0 9 土坑 ， SK 2 0 9 
SH 2 1 0 土坑 8 SK 2 1 0 
SH 2 1 1 土坑 1 0 SK 2 1 1 
SH 2 1 2 土坑 1 1 SK 2 1 2 
SK 2 1 3 焼土坑 1 SK 2 1 3 
SH 2 1 4 土坑 1 7 SK 2 1 4 
sz 2 1 5 sz 2 1 5 
SF 2 1 6 炉 7 SF 2 1 6 
SK 2 1 7 土坑 1 0 焼土坑 3 SK 2 1 7 1・5次

SH 2 1 8 土坑 1 4 SK 2 1 8 土器集中

SH 2 1 9 土坑 1 6 SK 2 1 9 
SH 2 2 0 土坑 1 5 SK 2 2 0 土器集中

SK 2 2 1 焼土坑 2 SK 2 2 1 
SK 2 2 2 焼土坑 4 SK 2 2 2 
SH 2 2 3 土坑 1 2 SK 2 2 3 
SH 2 2 4 土坑 1 3 SK 2 2 4 
SK 2 2 5 焼土坑 5 SK 2 2 5 
SF 2 2 6 炉 1 SK 2 0 1内SF 1 
SF 2 2 7 炉 2 SK 2 0 1内SF 2 
SF 2 2 8 炉 3 SK 2 0 1内SF 3 
SF 2 2 9 炉 4 SK 2 0 1内SF 4 
SF 2 3 0 炉 5 SK 2 0 1内SF 5 
SF 2 3 1 炉 8 SK 2 2 1 
SF 2 3 2 炉 ， SK 2 2 2 
SF 2 3 3 炉 1 0 SK220 (G-48) 
SH 2 3 4 竪穴住居 1 SB 1 (K-42l 
SH 2 3 5 竪穴住居 2 SB 1 (M-4 2 l 
SK 2 3 6 土坑 5 SK 1 (J-43) 
SK 2 3 7 土坑 6 SK 1 (H-43) 
SK 2 3 8 土坑 7 SK 1 (H-4 5 J 

SK 2 3 9 土坑 8 SK 1 (E-42・43) 
SK 2 4 0 土坑 ， SK 1 (K-45) 
SK 2 4 1 土坑 3 SK 1 (L-42) 
SK 2 4 2 土坑 4 SK 1 (L-4 3) 
SK 2 4 3 p i t 1 6 SK 2(H-44) 
SF 2 4 4 Pit埋土黒褐色 (F-46) 
SF 2 4 5 屋外炉 1 3 SB 1焼土 (L-4 2 J 

SF 2 4 6 炉 1 4 SB 1焼士 (K-4 2 l 
SF 2 4 7 炉 1 5 SB 1焼土 (K-4 3 l 
SF 2 4 8 屋外炉 1 1 SXl焼土 (L-39l
SF 2 4 9 屋外炉 1 2 SK 1 (M-3 9 l 
SF 2 5 0 .J -3 9焼土

SH 2 5 1 1次面土坑 6 SK 1 (I-4 ll 
SF 2 5 2 1次面 SKl焼土 (I-411
SF 2 5 3 1次面 SK 1焼土 (I-4ll 
SK 2 5 4 1次面土坑 5 SK 1 (F-451 
SK 2 5 5 1次面土坑 7 SK 1 (H-441 
SK 2 5 6 1次面Pi t 2 0 p 1 (I-40) 
SK 2 5 7 1次面Pi t 2 1 
SK 2 5 8 1次面Pi t 1 8 p 1 (H-38) 
SK 2 5 9 1次面Pi t 1 9 
sz 2 6 0 1次面集石炉 16 SK 1 (L-4 1) 
sz 2 6 1 1次面集石炉 17 集石 (G-4 8) 
sz 2 6 2 1次面集石遺遺構構 1 sz 4 
sz 2 6 3 1次面集石 2 sz 1 8 
sz 2 6 4 1次面集石遺構3 sz 1 1 
sz 2 6 5 1次面集石遺構4 sz 1 3 
sz 2 6 6 1次面集石遺構 5 sz 3 2 
SF 2 6 7 p 2 (J-54) 
SF 2 6 8 p 1 (J-54) 
SF 2 6 9 (K-54) 
SF 2 7 0 
PK 2 7 1 SKI焼土 (I（ -4 1 
p・i t 2 7 2 P 1 B-43 
Pit273 p 1 (D-4 4 
Pit274 p 1 (J-43) 

第 6表遺構番号対応表
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N. 縄文土器と土製品

1 . 押型文土器等の群別

押型文土器等は多数出土しており、この内の主要

な665点を掲載したが、その口縁部片の数からおそ

らく210前後の個体数であったと推定される。
① 

第 1群（＝大鼻式期以前） 草創期末の表裏縄文土

I 
詣1点と、早期初頭の押型文土器である大鼻式21点

や、このどちらかに属するらしい3点の計25点を、便

宜上一括しておく。この内、 9例は口縁部、 1例は

底部であり、 8個体以上があったと推定される。
③ 

なお、第 1I群である大川式とした内の大型で角張

った市松文の中には、大鼻式に属する可能性が高い

例も多い。

第I群（＝大川式期） 当遺跡の縄文時代を代表す

るものであり、 476点を掲載した。この内、口縁部

は165点ある。

大部分は大川 a式であるが、型式分類上では大川

b式に属する例も含む。しかし、遺構の切合関係や

層位的関係からは分類できず、大部分は破片でもあ

ることから、明らかな例を除いて細分は控え、単に

「大川式」と表記した。
c 

法量の推定できた例はいずれも大川 a式に属して

おり、 1554が口径25.2cm、器高32.1cm、1386が口径

23.0cm、1387が口径19.8cm、1555が口径25.4cm、1640

が口径28.2cm、器高35.2cmであった。
⑤ 

第m群（＝神宮寺式期） 各遺構や包含層から22片

が出土したに過ぎない。しかも、同一個体の破片ら

しい例が多く、実際には 6個体前後であったと考え

られる。

第N群（＝鴻ノ木N式期） 神宮寺式直後の新型式

であり、後述するように「鴻ノ木w式」と呼ぶ。

134点を掲載でき、当遺跡では大川式に次ぐ量であ

る。口縁部片は35点あり、おそらく30個体程度が存

在したものと考えられる。

法量は、 1894の口径が17.0cm、1965の口径が30.8

cmであった。

2. 全体的傾向

遺構と包含層出土の土器では、その所属型式がや

や異なる傾向が認められる（第 9表）。すなわち、

第I群（＝大鼻式期以前）は25点中24点と大部分が包

含層から出土した。そして、第 11群（＝大川式期）

は全体で476点が出土しており、鴻ノ木遺跡出土の押

型文土器群の量的な中心をなす。その内の過半を占

める291点 (61%)が遺構から出土している。第皿

群（＝神宮寺式期）は22点と少量であるが、 20点が

遺構から出土している。第w群（＝鴻ノ木W式期）

は134点と大川式に次いで多く、 106点(79%)が包

含層から出土している。

(1) 遺構出土の土器（第29---47図）

遺構から土器がある程度まとまって出土した場合
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は全て大川式が中心であり、数点以下の場合では

「鴻ノ木w式」も目立つ。また、大川式では包含層

よりも遺構からの出土が多いのに対して、「鴻ノ木

w式」は包含層出土例がはるかに多い。

なお、重複遺構の遺物は、必ずしも正確に峻別し

て取り上げられてはいない恨みが残る。

土器が10点以上まとまって出土した遺構には、 S

H234、235やSF247、SK201、238、254がある。

中でも、 SH234は122点余りが掲載できた。 1点の

「鴻ノ木w式」を除いて、そのほかは全て大川式で

ある。 SH235では19点、 SF247では22点、 SK201

では11点、 SK254では21点を掲載できたが、全て

大川式である。 SK238では大川式を30点、神宮寺

式を17点を掲載できた。しかし神宮寺式は2個体前



後と考えられ、埋没過程での混入の可能性が高い。

土器出土が10点以内の遺構には、大川式か「鴻ノ

木w式」が単独で出土した例と、 2型式が混在する

例とがある。大川式が単独で 10点以内出土した遺

構には、 SH205、208、210、212、218、SF204、

246、248、249、SK207、236、239、240、242、

243、Pit272~274、SZ200がある。「鴻ノ木W式」

が単独で出土した遺構には、 SH202、203、211、251、

SF245、253、 SK256、258がある。

このほかに、大川式と神宮寺式が混在したSK213、

大川式と「鴻ノ木w式」が混在したSH209、214、

219、223・4、神宮寺式と「鴻ノ木w式」が混在し

たSH220がある。また、 SK241からは縄文だけを

施した 1片が出土している。

(2) 各型式の概要（第29~60図）

A 第 I群土器 (1664・1683~1706) 

ほとんどが包含層出土である。表裏縄文土器が 1

点(1683)と大鼻式土器が21点(1684~1702・l 704・ 

1706)ある。また、表裏縄文か大鼻式か確定しが

たい、縄文のみを施した体部片も3点 (1664・l703・ 

1705)認められた。

なお、大川式とした内でも粗大で角張った市松文

の施文例は大鼻式に属する可能性が十分ある。

大鼻式土器 当遺跡出土の大鼻式も、その型式的特

徴の一般を逸脱するものではない。したがって、ロ

縁部は向かって左から右に横位回転施文し、その後

に口唇部に縄文を施文して内面を強くヨコナデする

ことや、頸部文様帯はないこと、体・底部は押型文

を上から下への縦位回転施文すること、文様は深く

施文されていること、体部内面には指頭圧痕を残す

こと等、大鼻式に一般的な特徴は観察表に逐ー記述

することを省略した。

口縁部の外面に縄文を施した 7例には、縄の側面

圧痕を横位に重ねた例 (1684~1686・1691)と、斜

縄文の例 (1686~1689)とがある。なお、前2例は

同一個体の可能性も否定できない。口縁部に枝回転

文を施した例 (1690)は、口縁部の外反が緩やかで

あり、口唇部の断面形も角張らない。このように、

器形が古相を帯びているにもかかわらず口縁部の文

様は枝回転文である例は少ない。
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体部は一般に枝回転文と思われるが、剌突文かと

も見える例 (1700)も含む。 1704は、枝回転文を地

文として縦位の帯状にし、その間に斜縄文を施した

密接帯状施文の例である。 1702と同一個体かと思わ

れる。なお、当遺跡の大鼻式の密接帯状施文例は、

底部片を除いた21例の中で、この1例 (5%)が確

認できたのみである。

底部片 (1706) には、枝回転文が認められる。

B 大川式土器

大川遺跡出土例を基準資料として設定された大川
⑦ 

式の型式的特徴の一般を逸脱するものではない。し

たがって、口縁部は向かって左から右に横位回転施

文し、その後に口唇部に施文して内面を強くヨコナ

デすることや、頸部文様帯は口縁部や体部の後に施

文されること、頸部文様は刺突文であって非回転文

であること、体・底部は押型文を上から下への縦位

回転施文すること、文様は深く施文されていること、

体部内面には指頭圧痕を残すこと、底部は乳頭状突

起がやや発達して大鼻式よりも立ち上がりが緩くな

ること等、一般的な特徴を観察表に逐ー記述するこ

とは省略した。

また、色調は黄褐色を基調としており、胎土は後

半期の押型文土器ほど砂粒が目立たない。器壁は、

大川 a式ではやや厚く、大川 b式ではやや薄い。

成形技法 成形は、正立状態で粘土紐を積み上げた
⑧ 

ことが継目から確認でき、所々で積み上げを休止し

たことも擬口縁によって知られる。さらに、擬口縁

は継目と同様に一般に長い斜面を成すことはなく、

この擬口縁の接合面に文様が施された例は見られな

ぃ。この点に対応して、擬口縁部分を越えて一気に

回転施文している例も確認される。

施文技法 上記のように観察表での逐ーの記述を避

けたような一般的施文技法を備えている。加えて、

施文方向は第10表に見るように、その84%が右方向

からである。中でも頸部への刺突は大部分が右下か

ら施している。口唇部への施文の大部分も右下りで

ある。 5%程の左方向からの例は、土器製作者が左

利きであったと考えられ、施文に際しての土器の持

ち方や姿勢に強い斉一性が推定される。このような

傾向は、他地方よりも伊勢地方に強く、特に南勢に
⑨ 

強いことは既に指摘した。



施文原体 大川式の文様全般の施文原体は、押型文

原体のみであった可能性が裔い。押型文様のほかに

は、同一の押型文原体によると思われる側面圧痕や

先端の刺突文が見られるのみである。大川式が単一

施文原体である点は後続型式と同じである。しかし、

先行する大鼻式は縄と押型文という複数原体を原則

としており、この点でも明確な違いが認められる。

押型文原体は、大川式全体で観察できた限り直径

3mmから10mm、長さ17mmから36mmの例が認められ、

平均的には直径6.2mm(141例）、長さ25.8mm(64例）

であった（第 16表）。ただし、大川 a式と判断して

問題ない例では直径6.6mm(55例）、長さ27.2mm

(29例）、大川b式と判断して問題ない例では直径5.0

mm (1 2例）、長さ 28.7mm(3例）であり、 a・bの

型式細分を控えて単に「大川式」とした例では直径

6.2mm (74例）、長さ 24.2mm (32例）であった。

押型文原体によると推定される口唇部への側面圧

痕や頸部への刺突は、概して大川 a式では円棒状で

あり、大川 b式では角棒状か箆状の例が目立つが、

これは原体の小径化と関係するかとも思われる。

なお、当遺跡の大川 b式とした中には、頸部に押

型文を施した例は見られない。

文様 口唇部の文様は大部分が円棒具の側面圧痕で

あり、一部に棒状具の先端刺突や箆状具による刻み

の例もある。しかし、箆状具による刻みとした例も

角張った棒状具の側面圧痕である可能性が高い。と

すれば、側面圧痕か刺突かはともかく、いずれも押

型文原体による施文と理解できる。

なお、当遺跡の大川式の口唇部165点の中で、ロ

唇部に斜縄文を施した例が1点 (1732)のみ認めら

れた。口唇部に限らず、どの部分にでも縄文を併用

した例は他にない。その希少性から例外と言わざる

をえず、搬入品の可能性もある。既に指摘したよう

に、縄文は大川遺跡では大川 b式まで残存するが、

伊勢地方では原則として大川 a式の古い段階までし
⑩ 

か残らないことの良い実例である。

口縁部の文様は、大川式全体で押型文が79%、刺

突文が19%であり、例外的に無文の例もある（第11

表）。押型文の内では、市松文が圧倒的に多い。大

川a式では山形文や格子文・ネガ楕円文はなく、大

川b式でも少ない。特に、山形文は大川 b式になっ
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て始めて少量が確認される点が注目に値しよう。こ

の点は、大鼻式に山形文が見られないことと整合的

である。ネガ楕円文も同様である。こうした傾向に

対応して、市松文は大川 a式では 83%であったが、

大川 b式では59%に減少している。さらに、同じく

市松文と呼んでおいた中でも、角張って大きい古相

を帯びた例が少なくなり、格子文やネガ楕円文に類

似した後出的な例が多くなる。かつて「特殊な薄格

子目捺型文」と呼ばれた類もこの中に含まれる。

口縁部の刺突文例は、大鼻式と同様に主体は占め

ないが普遍的に存在する。ただ、その原体は大鼻式

では縄だが大川式では棒状具または箆状具であり、

施文原体は変わっている。その他の部分の特徴は、

口縁部文様が押型文か刺突文かということにかかわ

らずに変わりない。口縁部が刺突文の場合は、頸部

の刺突文との区別が困難である。

頸部は押型文原体による刺突が原則である。刺突

は市松風に上下の位置関係をずらし、 2-3段施す

のが一般的である。刺突の方向は、施文方向の項で

述べたように、右方向からの例は145例中123例 (85

％）に及び（第 10表）、この内でも右下からの剌突

がそのほとんどを占める。頸部への剌突は、既述の

ように大川 a式では円棒具で深く施すのが一般的で

あるが、大川 b式では角棒具や箆状具で余り深くな

く施す例が多い。この施文具の相違も既述したよう

に、押型文原体の変化による先端の断面形の相違に

過ぎないと思われる。

体・底部の文様は、観察できた282個体中で市松

文が90%、格子文が8%、山形文が2%を占め、刺

突文らしい例が 1例であった（第 12表）。ただし

口縁部と同様に、市松文は次第に四角＜角張ったも

のから格子文との区別が困難なものに変化している。

底部は既述のようにあまり厚くなく、乳頭状突起

がやや発達している。

密接帯状施文 大川式の文様帯は、口唇部以外にロ

縁部・頸部・体底部から成るのが原則である。しか

し、この原則から逸脱した例も中にはある。そのひ

とつが密接帯状施文である。大川式では、観察でき

た460例中で10例（約2%)が密接帯状施文と推

定された（第13表）。この内には、体底部の縦位文

様が頸部ではなくて口縁部文様帯の直下から施され



た5例 (1368・1402・1421・1458・1830)と口縁部

から縦位に施された3例 (1429・1547・1728)、ロ

縁部に縦・横両方に施された 1例 (1724)がある。

省略器形 口頸部が省略された器形 (1428)や、ロ

縁部が省略された器形 (1600・1758)もある。しか

し、これらは各地で通時的に散見される例外であっ

て、立野式の搬入品などというわけではない。粘土

紐積み上げを小休止した頸部付近で、それ以上の積

み上げを止めたものと理解するべきものであろう。

c 神宮寺式

薄手でネガ楕円文を浅く施す等、神宮寺式一般の

特徴を備えている。波状口縁の例 (1536) も存在す

る。粘土の積み上げは、前後の型式と同様に正立状

態でおこなっており、やはり接合面は長くない。当

型式以降は、口縁部だけではなくて内面全体が平滑

にナデられている。

暗灰褐色を基調としており、薄手である。

口縁部横位で体部縦位に施文した例 (1379)や、

横位施文の口縁部片 (1535・1536) もある。一方、

SK238出土例 (1623~1639)は口縁部以下が縦

位のみの施文らしく、この内の口縁部片 (1623)のロ

唇外角には刻みが施されておらず、ネガ楕円文も平

行四辺形を呈して斜格子状に配列したものである。

D 「鴻ノ木N式」期

当遺跡の第w群土器を基準資料とし、「考察」の

章で新たに設定する型式である。神宮寺式の直後型

式であり、さらに未確認の後述する「高皿式」と仮

称する 1型式を経て「神並上層式」に続くものと位

置付ける。大部分は包含層出土であるが型式的斉一

性は認められ、 134点を掲載できた。

胎土・色調 細砂粒がやや目立ち、神宮寺式よりも

やや厚手である。茶褐色を基調としている。

器形等 神宮寺式よりもやや厚手であり、わずかに

外反する口縁部から、乳頭状突起がなく厚手で立ち

上がりの強い尖底に至る。口唇部は丸みを持って外

斜する例が典型である。施文は浅く、内面は平滑に

ナデられている。やはり粘土紐の積み上げは正立で

なされており、その接合斜面は長くない。

文様帯 口唇部には施文せず、口縁部から底部まで

一体の施文が原則である。施文方向は、上から下へ

の縦位施文例が多く、向かって左から右への横位施
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文例がこれに次ぎ、斜位の例や密接帯状施文の例も

含む。神宮寺式や「神並上層式」、あるいは樋沢式

に見られるような、口縁部は横位で体底部は縦位の

施文という例はほとんど無いらしい。それは、口縁

部片と体部片の山形文の方向を比べると口縁部横位

例 (70%)が体部横位例 (75%)よりも特に多くな

く、口縁部片と体部片の山形文の方向の比率が大差

ないことに窺える（第 14表）。また、同一片で異方

向施文の確かな例が見られないことも重要である。

おそらく異方向施文は一般的ではなく、外面全体が

単方向施文を原則としていたと推定できる。施文方

向の比率は、斜位をどちらか一方に含めた場合で横

位が 7割強、縦位が3割弱である。

帯状施文 当型式の大きな特徴として、無文地の帯

状施文が目立つ。観察できた133例中15例 (11%) 

を占め、そのほとんどは横位である。ちなみに密接

帯状施文の可能性が認められる率は、口唇部片や底

部小片を除いて大鼻式で 5% (21例中 1例）、大川

式で 2% (460例中 10例）、神宮寺式で 0% (22例

中）である。絶対数の少ない大鼻式や神宮寺式はと

もかく、大川式と比較してもかなり増加しており、

注目に値する。

一方、口縁部の外面だけではなく、内面にも施文

した例も2点 (1913・1963)ある。これらは共に外

面は縦位か斜位、内面は横位の山形文である。

押型文原体は、直径が5例観察できた結果、直径

6mmから12mmの例が見られ、平均7.6mmであった。

長さは7例観察できた結果、 17mmから33mmの例が見

られ、平均 23.4mmであった。

文様 文様の種類は掲載できた134点中で、山形文

が90点 (67%)、格子文が21点 (15%)、羽状文が

3点 (2%)、沈線文が 3点 (2%)である。この

ほかに無文が8点 (6%)、縄文が 5点 (4%)、撚

糸文が 5点 (4%)ある（第 15表）。先行する神

宮寺式がネガ楕円文を中心としていたのに対して、

鴻ノ木w式では山形文が67%と急増しており、格子

文の15%も目立つ。格子文の最も多用された時期で

もある。また、少数ながら無文や縄文・撚糸文・羽

状文・沈線文が伴う点も当該期の特徴である。無文

や撚糸文の例は、例外的な数が通時的に存在するの

が常態だが、当該期には明らかに増えて有意の構成



要素になっている点が注目される。縄文のみを施文

した例の共伴は、伊勢地方の当該期以前の押型文土

器には知られていないが、以後には散見される。当

遺跡でも、大川式や神宮寺式のみを出土した遺構で

はみられない点も、「鴻ノ木w式」期に属するとす

る理解に矛盾しない。

山形文は、「神並上層式」例のように小型ではな

い。 2山一単位が通例と見られる。格子文は小型で

正方形や長方形を呈する例が多く、丸みのある類

(1964・1965)はネガ楕円文に類似する。

縄文のみを残した例 (1986-----1990)は、いずれも

単節斜縄文である。撚糸文のみを残す破片 (1991~ 

1995)は、いずれも細くて密な撚糸文を横位か斜位

に施している。わずかに外傾気味で丸みのある口縁

部を持ち、細くて密な撚糸文を斜位に施し、この一

部をヨコナデによってナデ消した例 (1992) もある。

これらは、後述する高皿遺跡や樋ノ谷遺跡の例に良

＜類似する。ただし、この 2例は口唇がより角頭形

に近く、文様を消すヨコナデは縦の帯状に施してい

る。一方、口唇部が肥厚して口唇直下に横位、以下

を縦位に撚糸文を施したらしい例 (1993) もある。

無文の例も、有文の例と同じ焼成や色調、厚さで

ある。口唇部断面形も、丸みを持って外斜気味な点

も同じである (1679)。

3. その他の土製品

粘土塊の焼成品が 1点 (284頁の2006)、SH234

から出土した。厚さ 1cm前後の板状の軟らかい粘土

を折り曲げて一握りし、焼成したものである。

指の圧痕から、右手の人指し指と中指・薬指の第

ー関節直下までを粘土に沈む程強く握ったものと推

定され、指紋も残る。推定中指痕の先端から第一関

節の内側のくびれまでの長さは19mmと短い。推定薬

指痕は第二関節部分まで残す。小指の指頭が触れた

と思われる部分もある。反対面の掌が触れたと考え

られる部分はやはり全体的に滑らかである。その大

〔註〕
① Jf.'1式的特徴等は、下記の又献に拠る。

a 梅澤裕•山田猛「一般国道 1 号亀山バイパス埋蔵文化財発

掘調介概災皿 大鼻(>:次）• 山城(:次）遺跡J(: 
碩県教脊委員会、 1987年）。

b 山田猛「押籾文土器群の型式学的再検討-_:重県Fの前
半期を中心として—-J (「：菫県史研究」第四サ、 ：重県、
1988年）。

c 山田猛「VIII 考察 l 縄文時代」（「大鼻遺跡」 --:'R県埋
蔵文化財センター、 1994年）。

② 註①の bの文献に同じ。
③ n凶及び註①の a・bの文献に同じ。

a 酒詰仲男• 岡田茂弘「大川遺跡J(「奈良県文化財調介報告
（埋蔵文化財編）』第二集、奈良県教育委員会、 1958年〕。
b 松田真—ほか「大川遺跡」（山添村教育委員会、 1989年）。

④ 大川式を a・b式と 2細分する筆者の立楊 (it①の a・b)

のほかに、異なる刑式観から新旧の段階に [x~分するド記の¥f.場

もある。

矢野健・「押型文土器の起源と変遷一ーいわゆるネガティブ
な楕円文を有する押型文土器群の再検討＿」 （「考占学雑誌」
第78巻第4り、日本考古学会、 1993年）。

⑤ ド記、及び註①の a・bの文献。
a 片山長_:『神宮寺遺跡発掘報告』 （交野町教育委員会・交
野考占学会、 1959年）。
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きさ、とくに第一関節の長さから、身長150cm弱の成人

女性が握った場合が最も手に馴染む。

色調や胎土・焼成は土器と変わるところがなく、

黒褐色 (lOYR3/2)を呈して白色砂粒を含み、焼成

も良好である。これらの要素は、当遺構出土の主体

である大川式が最も類似している。

それなりに完形を保っており、最大長71mm、最大

厚 42mm、重量 70.5gである。

意図的に成形した様子はないが、土器と同様な土

を用いている。 （山田猛）

b 片岡湘「神宮寺式t器の再検吋」（「考占学ジャーナル」 Xo

72、ニュー・サイエンス杜、 1972年）。
c ド村睛文はか「神牝遺跡 I1 』（東大阪市教育委H 会• 財
団法人束大阪rli文化財協会、 1987年）。

⑥ 「密接帯状施文」の用語は、註①の b. Cの文献に拠る。
⑦ 註③に同じ。
⑧ a 山内清男「縄紋t器の技法」（『枇界陶磁全艇」第一巻、河

出苔房、 1958年）。
b 山内清男「縄紋t器の製作と用途」（「日本原始美術 I.I講

談社、 1964年）。
⑨ 山田猛「大鼻式・大川式の再検討」（「研究紀要』第 2サ、
重県埋蔵文化財センター、 1993年）。

⑩ 註⑨に同じ。
⑪ 註③の aの文献の14貞。
⑫ a 松島透「長野県立野遺跡の拾型文t器」（「石器時代」第4

号、 1957年）。
b 神村透ほか「開田高原大原遺跡」（長野県木曽建設事務
所・開田村教育委員会、 1986年）。

⑬ 註⑤に同じ。
⑭ a 戸沢允則「樋沢押型文遺跡」（「石器時代」第 2号、 1955 

年）。
b 戸沢充則はか「樋沢押型文遺跡調査研究報告書』 （岡谷市
教育委員会、 1987年）。
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第 46図 SK 254 (2)、Pit272,..., 274、SK241出土土器 (1: 2) 

1641 ~ 1660 = SK254、1661= Pit 272、1662= Pit 273、1663= Pit 274、1664= SK241 
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第 49図包含層出土土器 (2) (1 : 2) 
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 3 4 1 5 3 7 SH202 体部：横位山形文 外 5YR5/l~5/2 鴻ノ木w式

-04 内 10YR5/l
＇ 

1 3 4 2 5 7 2 SH 2 0 3 体部：縦位山形文、上端に擬口縁 外 10YR7/3 鴻ノ木w式

-05 内 10YR6/1

1 3 4 3 5 7 2 SH 2 0 5 体部：縦位市松文 外 5YR5/2~4/2 大川 a式 右半分は磨耗

-08 内 10YR7/4

1 3 4 4 5 3 6 S H 2 1 1 体部：正格子文、下端に継目 外 7.5YR4/2 鴻ノ木w式

-09 内 7.5YR5/3

1 3 4 5 5 3 7 S H 2 1 1 体部：中位に無文帯を残した横位正格子文 外 7.5YR6/6 鴻ノ木w式 横位帯状施文

--0 6 内 10YR3/l~3/2 

1 3 4 6 5 3 7 SH208 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR6/4 大川 a式

-03 市松文（原体径 7又）） 内 7.5YR7/6

1 3 4 7 5 3 7 SH208 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 5YR6/6~5/2 大川 b式

-0 1 市松文 内 5YR6/4

1 3 4 8 5 7 3 SH208 頸部：円棒具（原体径 7凡））の右下からの刺突 l外 10YR6/3 大川 a式

-0 1 段残、体部：市松文 内 10YR6/2

1 3 4 9 5 3 6 SH208 頸部：円棒具の左からと垂直な刺突各 1段残、体 外 7.5YR6/3 大川 a式

-07 部：縦位市松文 内 7.5YR5/l

1 3 5 0 5 3 7 SH 2 0 8 口縁部：市松文か、頸部：円棒具の右下からの刺 外 10YR7/4 大川式

-02 突 2段残、体部：縦位市松文 内 10YR7/4~6/l

1 3 5 1 5 3 7 SH208 体部：縦位市松文、下端に継目 外 10YR7/3 大川 a式

-1 1 内 10YR7/4

1 3 5 2 5 7 2 SH208 体部：縦位市松文 外 7.5YR4/3 大川 a式

-09 内 10YR6/2

1 3 5 3 5 2 9 SH209 口唇部：箆状具の右下り V字刻み、口縁部：上部 外 10YR6/2 大川 b式

--0 1 に無文部を残して下端に市松文か 内 7.5YR4/2

1 3 5 4 5 2 3 SH209 口縁部：横位山形文 外 5YR4/2 鴻ノ木w式

-04 内 10YR7/2

1 3 5 5 5 3 6 SH 2 0 9 口縁部：下半部に無文部を残した横位山形文 外 7.5YR5/l 鴻ノ木N式 横位帯状施文か

-1 0 内 7.5YR7/4

1 3 5 6 5 3 6 SH 2 1 0 口縁部:横位市松文、頸部:円棒具（原体径 6''))外 10YR7/3 大川 a式

-1 1 の下やや右からの刺突 l段残 内 7.5YR5/l

1 3 5 7 5 3 9 SH 2 1 0 頸部：円棒具（原体径6.5り）右下からの刺突 2 外 10YR6/4 大川 b式

-03 段残、体部：縦位市松文、下端に継目 内 10YR5/4

1 3 5 8 5 3 6 SH 2 1 2 体部：縦位市松文 外 10YR7/4 大川 a式

-08 内 7.5YR5/2

1 3 5 9 5 7 3 SH 2 1 4 頸部：円棒具（原体径 8バ）の右下からの刺突 2外 2.5Y5/l 大川 a式

-1 1 段残、体部：縦位市松文は頸部刺突の後か 内 10YR6/2

1 3 6 0 5 7 3 SH 2 1 4 体部：横位山形文 外 7.5YR4/3 鴻ノ木w式 密接施文か

-1 2 内 7.5YR6/2

1 3 6 1 5 3 8 SH 2 1 9 口縁部：下部に無文部を残した横位山形文 外 10YR5/6 鴻ノ木w式 横位帯状施文

-09 内 10YR5/l

1 3 6 2 5 3 9 SH 2 1 9 口唇部：棒状具の垂直な刺突、口縁部：横位山形 外 7.5YR4/l~5/4 大川 b式か

-07 文 内 7.5YR5/l

1 3 6 3 5 3 8 SH 2 1 9 体部:横位山形文 外 10YR5/3 鴻ノ木w式 密接施文か

-1 0 内 10YR4/2

1 3 6 4 5 3 8 SH 2 1 9 体部：横位山形文 外 7.5YR4/3 鴻ノ木w式 密接施文か

-1 2 内 7.5YR4/2~4/3
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報 告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番 号 番号 出土位置等 所属期

1 3 6 5 5 3 8 SH 2 1 9 体部：横位山形文 外 7.5YR4/2 鴻ノ木N式

-05 内 7.5YR4/4

1 3 6 6 5 3 8 SH 2 1 9 体部：下半部に無文部を残した横位平行沈線押型 外 10YR4/l 鴻ノ木w式 横位帯状施文

-07 文（原体長20バ）） 内 10YR5/1

1 3 6 7 5 1 6 SH 2 1 8 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：無文、 外 10YR6/3~4/1 大川 a式 補修孔 1孔残
-02 頸部：円棒具（原体径 6り）の下やや右からの刺 内 7.5YR4/l

突 2段残、体部：縦位市松文

1 3 6 8 5 2 4 SH 2 1 8 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 5YR6/4 大川 a式 密接帯状施文か

-02 市松文、頸部：口縁部施文の後に縦位市松文 内 5YR4/1

1 3 6 9 5 3 6 SH 2 1 8 口唇部：箆状具のやや左下り D字刻み、口縁部： 外 7.5YR6/2 大川 b式
-1 2 左からの横位市松文（原体長26り以上）、頸部： 内 7.5YR7/3~5/2

箆状具の右横からの浅い剌突 1段残

1 3 7 0 5 3 9 SH 2 1 8 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR4/2~ 大川 a式

-06 市松文（原体径30又）以上）、頸部：角棒具の右横 10YR6/6 
からの浅い刺突 l段残 内 10YR6/6

1 3 7 1 5 3 9 SH 2 1 8 口唇部：箆状具のやや右下り V字刻み、口縁部： 外 10YR7/3 大川 b式

-04 横位市松文 内 7.5YR4/l

1 3 7 2 5 3 9 SH 2 1 8 頸部：円棒具（原体径 8ミ＇））の右下からの刺突 2外 2.5Y8/3 大川 a式

-09 段残、体部：縦位市松文、下端に擬口縁 内 10YR8/4

1 3 7 3 5 3 5 SH 2 1 8 頸部：角棒具のやや右下からの浅い刺突 l段残、 外 7.5YR5/l 大川式
-05 体部：縦位市松文 内 lOYRS/1

1 3 7 4 5 3 5 SH 2 1 8 体部：縦位市松文 外 lOYR7/4 大川 a式
-04 内 10YR6/2

1 3 7 5 5 3 9 SH 2 1 8 体部：縦位市松文（原体長22'•J) 外 10YR7/3 大川式
-1 1 内 lOYR5/l

1 3 7 6 5 3 8 SH 2 2 0 口縁部：無文部と横位山形文を交互に 2帯残 外 7.5YR4/2 鴻ノ木w式 横位帯状施文

-08 内 10YR8/4

1 3 7 7 5 3 8 SH220 口唇部：角頭形、あるいは刺突か、口縁部：縦位 外 10YR4/l 鴻ノ木w式 あるいは後統型

-04 山形文 内 7.5YR5/1 式か

1 3 7 8 5 2 4 SH220 口縁部：横位山形文か 外 7.5YR3/1 鴻ノ木w式 補修孔 l孔残

-0 1 内 7.5YR6/3

1 3 7 9 5 3 9 SH 2 2 0 口縁部：横位のネガ楕円文、体部：縦位のネガ楕 外 10YR7/4 神宮寺式
-08 円文 内 10YR7/3

1 3 8 0 5 3 8 SH220 体部：横位山形文 外 7.5YR6/6 鴻ノ木N式

-08 内 10YR5/l

1 3 8 1 5 7 2 SH 2 2 3 口縁部：横位市松文、頸部：円棒具（原体径4ミ'))外 7.5YR7/3 大川 a式

-02 ・2 2 4 の右下からの刺突 1段残 内 7.5YR7/4

1 3 8 2 5 7 2 SH 2 2 3 口縁部：横位市松文 外 7.5YR7/3 大川 a式
-03 ・2 2 4 内 7.5YR5/3

1 3 8 3 5 7 2 SH223 体部：横位山形文 外 7.5YR4/3 鴻ノ木w式

-04 ・2 2 4 内 7.5YR5/6

1 3 8 4 5 7 2 SH 2 2 3 体部：斜位山形文 外 5YR4/2 鴻ノ木w式

-0 1 ・2 2 4 内 7.5YR6/3

1 3 8 5 5 3 8 SH223 底部：ナデ（無文か） 外 10YR4/2 大川式か

-03 ・2 2 4 内 10YR5/2

1 3 8 6 0 4 7 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 5YR3/3~2/l 大川 a式 体部外面にスス、
-0 1 市松文（原体長19又｝）、頸部：円棒具（原体径6 内 5YR5/8~4/2 口径23.0り／

ミ＇））の右下からの刺突 2又は 3段残、体部：縦位

市松文
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 3 8 7 0 4 7 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR7/3 大川 a式 口径19.8芯ノ

-02 市松文、頸部：円棒具（原体径6り）の右下から 内 10YR7/3
の刺突3段残

1 3 8 8 0 4 5 SH234 体・底部：縦位市松文、底部付近に継目 外 2.5Y7/3~3/l 大川 a式 内面の一部に炭
-0 1 内 2.5Y8/6~ 化物、あるいは

10YR4/3 大鼻式か

1 3 8 9 0 4 0 SH 2 3 4 口唇部：円棒具のやや右下り側面押圧、口縁部： 外 5YR4/4 大川 a式 包含層出土のNu
-05 横位市松文（原体長20り）、頸部：円棒具の右か 内 5YR6/6 1727と同一個体

らの刺突 1段残

1 3 9 0 0 4 7 SH234 口唇部：円棒具のやや右下り側面押圧、口縁部： 外 10YR7/3~3/l 大川 a式

-05 横位市松文（原体長33又｝）、頸部：円棒具の右下 内 10YR5/1~3/1 
からの刺突 2段残

1 3 9 1 0 4 6 SH234 口唇部：円棒具の右からの刺突、口縁部：横位市 外 10YR8/2 大川 a式
-1 2 松文（原体径 8り、長29り）、頸部：円棒具（原 内 10YR8/4

体径8り）の右下からの刺突 2段残

1 3 9 2 0 4 6 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR6/4 大川 a式
-09 市松文（原体長28又｝）、頸部：円棒具の右やや下 内 7.5YR7/6

からの刺突 l段残

1 3 9 3 0 4 6 SH234 口唇部：角棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 2.5Y8/3 大川 a式

-04 市松文（原体長34凡｝） 内 2.5Y6/3

1 3 9 4 0 4 7 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR8/4 大川 a式 補修孔 l孔残

-06 市松文（原体長29又））、頸部：円棒具（原体径 9内 7.5YR7/3
ミ＇））の右下からの刺突 3段残

1 3 9 5 0 4 6 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 2.5Y7/2 大川式

-07 市松文 内 2.5Y7/3

1 3 9 6 0 5 6 SH234 口唇部：円棒具（原体径 5ミ'))の右下り側面押圧 外 7.5YR7/4 大川式
-1 2 、口縁部：横位市松文 内 7.5YR7/6

1 3 9 7 0 4 6 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR6/4 大川式
-1 1 市松文（原体径 7"'i、長31"•J)、頸部：円棒具（原 内 7.5YR6/6

体径 6又｝）の右下からの刺突 2段残

1 3 9 8 0 4 7 SH234 口唇部：円棒具の右からの刺突か、口縁部：横位 外 10YR3/1 大川式
-04 市松文 内 10YR4/l

1 3 9 9 0 5 8 SH 2 3 4 口唇部：円棒具の右からの刺突か、口縁部：横位 外 10YR6/3 大川 b式

-04 市松文（原体長28又））、頸部：剌突か 内 10YR7/3

1 4 0 0 0 5 8 SH234 口唇部：円棒具の縦位側面押圧、口縁部：横位市 外 10YR7/3~6/l 大川 b式

-08 松文 内 10YR6/2

1 4 0 1 0 6 2 SH234 口縁部：横位市松文、頸部：円棒具のやや左下か 外 7.5YR6/4 大川式
-1 2 らの刺突 内 7.5YR7/4

1 4 0 2 0 6 4 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：上半 外 10YR6/2 大川 b式 密接帯状施文か

-02 部は横位市松文、下半部は縦位市松文か 内 10YR4/l

1 4 0 3 0 5 8 SH234 口唇部：円棒具（原体径 5ミ'))の左下り側面押圧、 外 7.5YR5/l 大川 b式

-09 口縁部：横位市松文 内 7.5YR5/2

1 4 0 4 0 5 7 SH234 口唇部：円棒具（原体径 4.5又））のやや左下り側 外 10YR6/l 大川式

-08 面押圧、口縁部：横位市松文 内 10YR7/4

1 4 0 5 0 5 7 SH234 口唇部：円棒具（原体径 5ミ＇））の右からの刺突、 外 10YR7/3~5/l 大川 b式
-1 1 口縁部：上部に無文部を残した横位市松文 内 10YR7/3

1 4 0 6 0 5 9 SH234 口唇部：円棒具（原体径 5ミ'))のやや左下り側面 外 10YR7/3 大川 b式
-1 1 押圧、口縁部：上部に無文部を残した横位市松文 内 10YR7/4

1 4 0 7 0 5 5 SH234 口唇部：円棒具のやや左下り側面押圧、口縁部： 外 10YR7/3 大川 b式
-1 1 上部に無文部を残した縦位市松文か 内 10YR7/4

1 4 0 8 0 6 1 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR8/4 大川 b式

-08 市松文 内 10YR8/4
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 4 0 9 0 4 6 SH234 口唇部：箆状具のD字刻みか、口縁部：横位斜格 外 7.5YR7/6 大川 b式

-03 子文（原体長32り）、頸部：円棒具の右下からの 内 10YR7/2
刺突 1段残

1 4 1 0 0 5 7 SH234 口唇部：円棒具の浅い右下り側面押圧、口縁部： 外 7.5YR6/1 大JII式
-06 斜格子文 内 7.5YR6/1

1 4 1 1 0 4 6 SH234 口唇部：円棒具（原体径 5 ミ •J) の右下り側面押圧、 外 10YR8/3 大川式

-1 0 口縁部：横位斜格子文、頸部：円棒具（原体径 5内 10YR5/2
ミ＇））の右下からの刺突 1段残

1 4 1 2 0 4 6 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR7/4 大川式

-0 1 斜格子文（原体径 6ミ＇）、長 22り以上）、頸部：刺 内 10YR7/4~5/l

突 1段残

1 4 1 3 0 5 8 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：円棒 外 2.5Y4/l 大川式

-06 具（原体径 5s')) の右下からの刺突 内 10YR4/l

1 4 1 4 0 5 9 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：円棒 外 2.5Y7/2 大川式
-1 2 具（竹管状）の垂直な刺突 内 10YR5/1

1 4 1 5 0 5 8 SH 2 3 4 口唇部：円棒具（原体径 5ミ'))の縦位側面押圧、 外 10YR8/3 大川式

-07 口縁部：円棒具の下やや右からの刺突 内 2.5Y6/l

1 4 1 6 0 6 2 SH234 口唇部：円棒具の縦位側面押圧、口縁部：円棒具 外 10YR7/3 大川式

-1 0 （原体径 6丸））の右やや下からの刺突 内 10YR6/4

1 4 1 7 0 5 5 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：円棒 外 10YR6/2 大川式

-1 2 具（原体径 7''))の右下からの刺突 内 7.5YR4/1

1 4 1 8 0 6 1 SH234 口唇部：円棒具のやや右下り側面押圧、口縁部： 外 2.5Y8/3 大川式

-07 円棒具（原体径 5バ）の左下と右下からの剌突 内 10YR7/2

1 4 1 9 0 5 7 SH 2 3 4 口唇部：円棒具のやや右下り刺突、口縁部：円棒 外 1OYR8/3 ~6/2 大川式

-05 具（原体径 7ミ'))の右下からの剌突 内 10YR6/3

1 4 2 0 0 4 6 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：円棒 外 2.5Y6/l 大川式

-05 具の右下からの刺突 内 10YR7/2

1 4 2 1 0 5 6 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：円棒 外 10YR6/2 大川式 密接帯状施文か

-07 具（原体径4.5ミ＇））の右下からの刺突、以下に市 内 7.5YR4/2
松文か

1 4 2 2 0 5 7 SH234 口唇部：円棒具（原体径4ミ'})の右横からの刺突、 外 10YR7/3 大川 b式

-07 口縁部：不明 内 10YR4/2

1 4 2 3 0 5 3 SH234 口唇部：角棒具の左下り側面押圧、口縁部：角棒 外 5YR6/6~ 大川 b式

-05 具の左横からの刺突 7.5YR4/1 
内 5YR6/6

1 4 2 4 0 4 7 SH 2 3 4 口唇部：角棒具の右下り側面押圧、口縁部：角棒 外 2.5Y7/3 大川 b式

-03 具（一辺4り）の右下からの刺突 内 2.5Y8/2

1 4 2 5 0 5 4 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：円棒 外 10YR6/3 大川 b式

-04 具（原体径 5ミ＇））の右下からの刺突 内 10YR7/3

1 4 2 6 0 5 6 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：円棒 外 10YR6/l 大川 b式

-05 具（原体径 5り）の右下からの刺突 内 10YR4/l

1 4 2 7 0 6 1 SH 2 3 4 口唇部：角棒具の右下り側面押圧、口縁部：角棒 外 7.5YR5/2~3/l 大川 b式

-06 具の右下からの刺突 内 7.5YR6/4

1 4 2 8 0 4 6 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、体部：縦位市 外 5YR7/6 大川式 口頸部省略器形

-02 松文 内 10YR6/3 非搬入品

1 4 2 9 0 5 3 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：縦位 外 10YR8/4 大川式 密接帯状施文か

-08 市松文 内 10YR8/4

1 4 3 0 0 5 7 SH234 口唇部：円棒具の右下り側面押圧か、口縁部：縦 外 10YR4/2 大川 b式

-10 位山形文 内 10YR4/4

1 4 3 1 0 5 5 SH234 頸部：円棒具（原体径6り）の右下からの刺突 2外 7.5YR4/l 大川 a式

-09 段残 内 10YR7/4
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 4 3 2 0 5 4 SH234 頸部：円棒具（原体径 6ミ＇））の右下からの刺突 2外 10YR7/3 大川 a式
-07 段残、体部：縦位市松文 内 10YR7/3

1 4 3 3 0 5 5 SH234 頸部：円棒具（原体径 7ミ＇））の下やや右からの刺 外 10YR6/3 大川 a式
-1 0 突 1段残、体部：縦位市松文 内 10YR6/3

1 4 3 4 0 5 6 SH234 頸部：円棒具（原体径 8り）の右下からの刺突 2外 10YR7/2 大川 a式
-08 段残 内 10YR6/2

1 4 3 5 0 5 5 SH234 頸部：円棒具（原体径 5ミ'))の右やや下からの刺 外 7.5YR6/3 大川 a式
-08 突 l段残、体部：市松文 内 10YR6/6

1 4 3 6 0 5 3 SH234 頸部：円棒具（原体径 7ミ'))の右やや下からの刺 外 2.5Y7/3 大川 a式
-07 突 3段残 内 2.5Y7/3

1 4 3 7 0 5 8 SH234 頸部：円棒具（原体径 5ミ＇））の左下からの刺突 2外 10YR7/6~6/6 大川式 外面にスス
-1 1 段残、体部：縦位市松文（原体径 4X7ミ＇）、長 33 内 10YR3/2

ミ'))

1 4 3 8 0 5 5 SH234 口縁部：市松文か、頸部：円棒具（原体径 7り） 外 5YR6/6 大川 a式
-02 の右下からの刺突 3段残、体部：市松文か 内 7.5YR6/6

1 4 3 9 0 5 8 SH234 頸部：刺突(?) 1段残、体部：縦位市松文を左 外 10YR6/3 大川式
-0 1 から右へ 内 10YR3/1

1 4 4 0 0 5 6 SH234 頸部：円棒具（原体径8り）の右下からの刺突 l外 2.5Y8/4 大川式 1441と同一個体
-10 段残、体部：縦位市松文 内 2.5Y6/l~8/4 

1 4 4 1 0 5 6 SH234 頸部：円棒具（原体径 8り）の右下からの刺突 2外 10YR7/3~5/l 大川式 1440と同一個体
-1 1 段残、体部：縦位市松文 内 10YR7/3

1 4 4 2 0 5 7 SH234 頸部：円棒具（原体径 9ミ＇））の右やや下からの剌 外 10YR6/l 大川式
-09 突 2段残 内 10YR5/1

1 4 4 3 0 5 6 SH234 頸部：円棒具（原体径 4ミ,;)の右下からの刺突 2外 2.5Y8/3 大川式
-09 段残、体部:縦位市松文 内 2.5Y8/3

1 4 4 4 0 6 1 SH234 頸部：断面不定形の棒具の右下からの剌突 2段残 外 10YR5/l 大川式
-1 1 、体部：縦位市松文 内 10YR6/l

外面にスス

1 4 4 5 0 6 2 SH234 頸部：円棒具（原体径4り）の右下からの刺突 2外 7.5YR4/l 大川式
-08 段残、体部：縦位市松文 内 10YR6/2

1 4 4 6 0 5 8 SH234 頸部：円棒具（原体径 7り）の下やや右からの刺 外 10YR8/3~5/l 大川式
-03 突 1段残、体部：縦位市松文 内 7.5YR6/3

1 4 4 7 0 6 4 SH234 口縁部:市松文か、頸部:円棒具（原体径 7り） 外 10YR5/l 大川式
-03 の右やや下からの刺突 l段残 内 10YR6/2

1 4 4 8 0 5 8 SH234 頸部：円棒具（原体径 7ミ'))の右下からの刺突 l外 10YR7/2 大川式
-1 0 段残、体部：市松文 内 10YR4/1

1 4 4 9 0 5 3 SH 2 3 4 口縁部：市松文か、頸部：円棒具（原体径 6凡）） 外 2.5Y5/l 大川式
-1 1 の右下からの刺突 2段残、下部に無文部、体部： 内 2.5Y5/2

市松文か

1 4 5 0 0 6 0 SH234 口縁部：下部に無文部を残した市松文か、頸部： 外 5YR4/l 大川式
-03 円棒具（原体径 5又））の右下からの刺突 1段残、 内 5YR3/2

体部：縦位市松文

1 4 5 1 0 5 5 SH234 頸部：円棒具（原体径 5丸））の右下からの刺突 2外 7.5YR5/l 大川式
-05 段残、体部：不明 内 10YR7/4

1 4 5 2 0 5 8 SH234 頸部：棒状具（原体一辺 4り）の右下からの刺突 外 10YR8/3 大川式
-05 2段残、体部：市松文 内 10YR8/4

1 4 5 3 0 5 5 SH234 頸部：箆状具の右下からの刺突 4段残、上端に継 外 7.5YR5/1 大川式
-06 目 内 10YR6/2

1 4 5 4 0 5 4 SH234 頸部：円棒具（原体径 7ミ'})の右下からの刺突 2外 7.5YR5/l 大川式
-03 段残、体部：縦位市松文 内 10YR5/l

1 4 5 5 0 5 7 SH234 頸部：円棒具のやや右下からの刺突 l段残、体部 外 2.5Y8/3 大川式
-1 2 ：縦位市松文（原体長24又）） 内 2.5Y7/3
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 4 5 6 0 6 2 SH234 頸部：円棒具の刺突 1段残、体部：縦位市松文 外 7.5YR5/l~6/3 大川式 外面にスス

-04 内 10YR6/3

1 4 5 7 0 6 4 SH234 頸部：円棒具（原体径 8ミ＇））の右下からの刺突 2外 10YR8/3~ 大川式

-04 段残、体部：縦位市松文 7.5YR8/1 
内 7.5YR4/l

1 4 5 8 0 5 4 SH234 口縁部：縦位（？）市松文、頸部：円棒具（原体 外 2.5Y7/1 大川式 密接帯状施文か

-05 径 9り）の右下からの刺突 2段残 内 2.5Y8/4

1 4 5 9 0 6 2 SH234 頸部：円棒具の垂直な刺突（竹管状） 外 10YR4/l 大川式

-09 内 10YR4/l

1 4 6 0 0 5 9 SH 2 3 4 頸部：円棒具（原体径6り）の右下からの刺突 2外 10YR8/3 大川式

-1 0 段残、体部：縦位市松文 内 10YR8/4

1 4 6 1 0 5 4 SH234 頸部：円棒具の右下からの刺突 l段残、体部：縦 外 7.5YR5/2 大川式

-1 2 位市松文 内 10YR6/2

1 4 6 2 0 4 7 SH234 頸部：円棒具（原体径8ミリ）の右下からの刺突3 外 7.5YR7/4 大川 a式 1463~ 1465と同

-07 段残、体部：横位山形文 内 10YR7/3~5/l 一個体

1 4 6 3 0 4 7 SH 2 3 4 頸部：円棒具（原体径 8又｝）の右下からの刺突3 外 7.5YR8/4 大川 a式 1462・1464・ 

-07 段残 内 10YR5/1~8/4 1465と同一個体

1 4 6 4 0 4 7 SH234 頸部：円棒具（原体径8ミ'))の右下からの刺突 3外 10YR4/l 大川 a式 1462・1463・ 

-07 段残、体部：横位山形文 内 10YR3/1 1465と同一個体

1 4 6 5 0 4 7 SH234 頸部：円棒具（原体径 8り）の右下からの剌突 3 外 7.5YR8/4 大川 a式 1462~ 1464と

-07 段残、下端に継目 内 10YR5/l 同一個体

1 4 6 6 0 4 7 SH 2 3 4 体上部：先に横位山形文、以下に縦位市松文 外 10YR4/1 大川式 密接帯状施文か

-08 内 10YR3/l

1 4 6 7 0 5 4 SH234 体部：縦位市松文 外 10YR5/1 大川 a式

-1 1 内 10YR4/l

1 4 6 8 0 5 6 SH234 体部：縦位市松文 外 7.5YR8/4 大川 a式 1469と同一個

-02 内 10YR7/4~6/2 体

1 4 6 9 0 5 6 SH234 体部：縦位市松文 外 10YR8/3 大川 a式 1468と同一個体

-0 1 内 10YR6/2

1 4 7 0 0 5 6 SH234 体部：縦位市松文、上端に継目 外 10YR8/3 大川 a式

-04 内 10YR7/3

1 4 7 1 0 5 4 SH234 体部：縦位市松文 内 2.5Y7/3 大川 a式

-08 外 2.5Y7/3

1 4 7 2 0 5 5 SH234 体部：縦位市松文 外 7.5YR7/4 大川 a式

-04 内 7.5YR7/6

1 4 7 3 0 5 3 SH234 体部：縦位市松文 外 7.5YR7/6 大川式

-0 1 内 7.5YR7/6

1 4 7 4 0 5 4 SH234 体部：縦位市松文 外 10YR5/l 大川式

-10 内 10YR4/l

1 4 7 5 0 5 7 SH234 体部：市松文、あるいは上端に山形文か 外 10YR7/3~6/l 大川式

-0 1 内 10YR7/3

1 4 7 6 0 5 3 SH234 体部：縦位市松文 外 5YR6/6 大川式

-06 内 5YR6/8

1 4 7 7 0 6 1 SH234 体部：縦位市松文（原体長 18ミ')) 外 2.5Y8/4 大川式

-09 内 2.5Y8/2

1 4 7 8 0 5 3 SH234 体部：縦位市松文 外 5YR6/6 大川式 外面は磨耗

-04 内 5YR6/6

1 4 7 9 0 5 4 SH234 体部：縦位市松文、下端に継目 外 7.5YR5/2 大川式

-06 内 7.5YR5/4
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 4 8 0 0 5 4 SH234 体部：縦位市松文（原体長20<')以上） 外 10YR7/4 大川式

-09 内 7.5YR5/l

1 4 8 1 0 5 8 SH234 体部：縦位市松文、上端に継目 外 10YR7/3 大川式

-02 内 10YR6/2

1 4 8 2 0 6 2 SH 2 3 4 体部：縦位市松文 外 10YR5/1 大川式
-1 1 内 2.5Y5/2

1 4 8 3 0 5 9 SH 2 3 4 体部：縦位市松文、上端に継目 外 2.5Y8/3 大川式

-09 内 2.5Y8/3~7/l

1 4 8 4 0 5 8 SH234 体部：縦位市松文 外 2.5Y7/3 大川式 外面は磨耗

-1 2 内 2.5Y6/3

1 4 8 5 0 5 3 SH234 体部：縦位市松文 外 2.5Y8/3 大川式
-1 2 内 2.5Y7/2

1 4 8 6 0 6 2 SH234 体部：縦位市松文 外 10YR4/l 大川式

-02 内 2.5Y5/2

1 4 8 7 0 6 1 SH234 体部：縦位市松文、上下端に継目 外 10YR7/3~6/1 大川式

-0 1 内 lOY4/1 

1 4 8 8 0 5 5 SH 2 3 4 体部：縦位市松文、下端に継目 外 7.5YR5/l 大川式

-03 内 10YR3/l

1 4 8 9 0 6 2 SH234 体部：縦位市松文（原体長26り） 外 7.5YR5/1 大川式

-06 内 10YR7/3

1 4 9 0 0 5 3 SH234 体部：縦位市松文 外 5YR5/2 大川式

-03 内 7.5Y7/6

1 4 9 1 0 6 1 SH234 体部：市松文 外 7.5YR7/4~5/3 大川式

-04 内 7.5YR6/3

1 4 9 2 0 5 3 SH234 体部：縦位市松文 外 10YR6/3 大川式

-09 内 2.5Y8/3

1 4 9 3 0 5 6 SH234 体部：市松文 外 5YR6/6 大川式

-03 内 5YR6/6

1 4 9 4 0 6 2 SH234 体部：市松文、上端に継目 外 7.5YR4/l 大川式

-03 内 10YR6/3

1 4 9 5 0 5 4 SH 2 3 4 体部：縦位市松文 外 10YR7/3 大川式

-02 内 10YR4/2

1 4 9 6 0 6 2 SH234 体部：縦位市松文、下端に擬口縁 外 5YR4/l 大川式

-07 内 7.5YR4/2

1 4 9 7 0 5 3 SH 2 3 4 体部:縦位市松文 外 10YR4/l~ 大川式

-02 7.5YR6/6 
内 7.5YR6/6

1 4 9 8 0 6 1 SH234 体部：円棒具（原体径6り）の下からの刺突か 外 2.5Y7/3 大川式

-05 内 2.5Y4/1

1 4 9 9 0 6 1 SH234 体部：縦位正格子文（あるいは市松文か）、下端 外 10YR5/l 大川式

-02 に継目 内 2.5Y6/3

1 5 0 0 0 5 4 SH234 体部：縦位正格子文、下端に継目 外 10YR6/3 大川式

-0 1 内 10YR6/3

1 5 0 1 0 5 5 SH234 体部：縦位正格子文、上下端に継目 外 2.5Y8/3 大川式

-0 1 内 2.5Y8/3

1 5 0 2 0 5 7 SH234 体部：縦位正格子文 外 2.5Y6/l 大川式

-04 内 10YR8/4

1 5 0 3 0 6 1 SH234 体部：斜格子文、上端に継目 外 7.5Y6/3 大/11式

-1 0 内 N3/0~2.5Y8/3 
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 5 0 4 0 4 8 SH 2 3 4 体部：横位山形文 外 7.5Y4/1 鴻ノ木w式 外面にスス
-0 1 内 10YR4/l

1 5 0 5 0 6 1 SH234 底部：ナデ 外 2.5Y8/4 大川式
-1 2 内 2.5Y8/3

1 5 0 6 0 5 7 SH234 底部：縦位市松文 外 7.5YR7/4 大川式
-03 内 10Y6/2

1 5 0 7 0 5 7 SH234 底部：ナデ 外 10YR7/4 大川式
-02 内 10YR7/3

1 5 0 8 0 2 8 SH 2 3 5 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR7/2~4/1 大川 a式
-03 市松文（原体長25り以上）、頸部：円棒具（原体 内 10YR7/4~4/l

径5り）の右下からの刺突 2段残

1 5 0 9 0 2 8 SH 2 3 5 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR7/3~3/l 大川 a式
-02 市松文（原体長25又））、頸部：円棒具（原体径6 内 10YR7/3

ミ＇））の右下からの刺突 1段残

1 5 1 0 0 2 9 SH235 口唇部：箆状具の右下り刻み、口縁部：横位市松 外 10YR3/2 大川 a式
-07 文 内 7.5YR5/4

1 5 1 1 0 2 8 SH 2 3 5 口唇部：箆状具のやや右下り側面押圧、口縁部： 外 7.5YR5/1 大川式 1512と同一個
-05 横位市松文（原体長20.5り以上） 内 10YR6/4 体

1 5 1 2 0 2 8 SH235 口唇部：箆状具のやや右下り側面押圧、口縁部： 外 10YR7/4~3/l 大川式 1511と同一個
-04 横位市松文（原体長20.5又）以上）、頸部：刺突 l 内 10YR6/3 体

段残

1 5 1 3 0 2 8 SH 2 3 5 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：円棒 外 10YR6/3~4/2 大川 a式
-0 1 具の右下からの刺突 3段残（原体径6ミ')) 内 10YR6/3~4/l

1 5 1 4 0 2 8 SH235 口唇部：円棒具の右からの刺突、口縁部：円棒具 外 5YR6/6~7/6 大川式
-1 0 の右下からの刺突 1段残（原体径6ミ')) 内 7.5YR7/6

1 5 1 5 0 2 8 SH 2 3 5 頸部：円棒具（原体径 7バ）の右下からの刺突 2外 5YR4/l 大川式
-09 段残、体部：縦位市松文 内 5YR4/3

1 5 1 6 0 2 0 SH235 頸部：円棒具（原体径6.5ミ＇））の右下からの刺突 外 10YR7/4 大川式
-02 1段残 内 10YR7/3

1 5 1 7 0 2 9 SH 2 3 5 頸部：円棒具の右下からの刺突 1段残 外 10YR4/2 大川式
-08 内 10YR5/3~2/3

1 5 1 8 0 2 9 SH235 頸部：棒状具の右下からの刺突 1段残、体部：縦 外 10YR2/2 大川式
-03 位市松文 内 10YR7/4

1 5 1 9 0 2 0 SH 2 3 5 体部：縦位市松文 外 10YR2/2 大川式
-0 1 内 10YR4/2

1 5 2 0 0 2 8 SH235 体部：縦位市松文 外 10YR6/3 大川式
-08 内 7.5YR4/2

1 5 2 1 0 2 8 SH 2 3 5 体部：縦位市松文 外 10YR6/3 大川式
-07 内 10YR6/2

1 5 2 2 0 2 9 SH235 体部：縦位市松文 外 10YR4/2 大川式
-09 内 2.5Y5/2

1 5 2 3 0 2 8 SH235 体部：縦位市松文（原体径8り、長26り） 外 10YR2/3 大川式 内外面に炭化物
-06 内 10YR5/l~7/4 

1 5 2 4 0 2 9 SH 2 3 5 体部：縦位市松文 外 10YR2/2 大川式
-04 内 10YR2/1

1 5 2 5 0 2 0 SH235 体部：縦位市松文 外 10YR7/4 大川式
-06 内 10YR5/2~3/2

1 5 2 6 0 2 9 SH 2 3 5 体部：縦位市松文、上端は継目 外 10YR7/4 大川式
-05 内 10YR2/2
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 5 2 7 0 2 3 SH 2 5 1 口縁部：ナデ 外 2.5YR6/4 鴻ノ木N式

-03 内 2.5YR6/4

1 5 2 8 0 2 3 SH 2 5 1 体部:縦位山形文 外 7.5YR6/2 鴻ノ木W式

-02 内 10YR6/2

1 5 2 9 0 2 3 SH 2 5 1 体部：斜位山形文 外 7.5YR7/4 鴻ノ木w式

-0 1 内 7.5YR7/2

1 5 3 0 0 2 3 SH 2 5 1 体部：斜位山形文 外 7.5YR6/6 鴻ノ木w式

-04 内 7.5YR5/1

1 5 3 1 5 7 3 SF204 口唇部：箆状具のやや左下り V字刻み、口縁部： 外 5YR6/4 大川 b式

-16 縦位ネガ楕円文か 内 7.5YR6/3~5/4

1 5 3 2 5 7 2 SF204 頸部：円棒具（原体径 6ミ'))の下からの刺突 外 7.5YR6/3 大川式

-06 内 7.5YR5/2

1 5 3 3 5 7 2 SF204 体部：縦位格子文、上端は継目 外 2.5Y8/3 大川式か

-07 内 10YR7/3

1 5 3 4 5 3 9 SK 2 1 3 口唇部：指頭状具の押圧、口縁部：横位山形文 外 5YR6/6 大川 b式

-0 1 内 5YR6/6

1 5 3 5 5 3 9 S K 2 1 3 口唇外角：刻み、口縁部：上部に無文部を残した 外 5YR6/6 神宮寺式

-02 横位山形文 内 5YR6/6

1 5 3 6 5 3 8 SK 2 1 3 波状口縁、口縁部：横位山形文 外 5YR6/6 神宮寺式

-1 1 内 5YR7/6

1 5 3 7 5 3 8 SK 2 1 3 底部:文様不明 外 7.5YR8/6 大川式～神

-0 1 内 10YR7/2 宮寺式

1 5 3 8 5 3 8 S K 2 1 3 底部：市松文か 外 2.5Y7/3 大川式～神

-02 内 2.5Y6/2 宮寺式

1 5 3 9 0 6 0 SF245 体部：横位山形文、上部の切り込みは焼成後のキ 外 10YR4/2 鴻ノ木w式

-0 1 ズか 内 10YR5/3 か

1 5 4 0 0 2 3 SF253 体部：ケズリか 外 7.5YR5/4 鴻ノ木N式

-1 9 内 7.5YR7/4

1 5 4 1 0 6 0 SF246 口唇部：円棒具の右下りの側面押圧、口縁部：横 外 2.5Y6/l 大川式

-1 1 位格子文（原体長23"')以上） 内 2.5Y5/l

1 5 4 2 0 6 0 SF246 体部：縦位市松文 外 10YR5/1 大川式

-1 2 内 10YR6/1

1 5 4 3 0 5 9 SF246 体部：縦位斜格子文、 2芹程の間隔で継目 外 7.5YR4/1 大川式

-0 1 内 10YR7/3

1 5 4 4 0 5 9 SF246 体部:指頭圧痕とナデだが、一部に横位市松文 外 10YR6/1~7/3 大川式

-02 内 10YR7/2~5/l

1 5 4 5 0 5 9 口唇部：円棒具（原体径 6s')) の右からの刺突、 外 5YR6/6 大川 a式 口唇部と口縁部

-05 SF247 口縁部：横位市松文（原体径10ミ')、長26又））、頸 内 5YR7/6 の押型文は別な

部:円棒具の右下からの刺突 1段残 原体

1 5 4 6 0 4 6 SF247 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：上下 外 7.5YR6/6 大川式

-06 に無文部を残した横位市松文（原体長26り） 内 7.5YR7/6

1 5 4 7 0 4 6 SF247 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：縦位 外 10YR7/3 大川式 密接帯状施文か

-08 市松文、頸部：円棒具の右からの刺突 1段残 内 10YR5/4

1 5 4 8 0 5 9 SF 2 4 7 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR6/2 大川式

-08 市松文（原体長25り以上）、頸部：円棒具（原体 内 2.5YR6/l
径 6又））の右下からの刺突 l段残

1 5 4 9 0 6 0 SF247 口唇部：円棒具のやや左下り側面押圧、口縁部： 外 2.5Y8/4 大川 b式

-04 上部に無文部を残した横位市松文 内 2.5Y8/4
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 5 5 0 0 6 0 SF 2 4 7 口唇部：円棒具の左下り側面押圧、口縁部：上部 外 10YR7/3 大川 b式
-02 に無文部を残した横位市松文（原体径 7ミ')) 内 10YR7/3~

2.5Y6/2 

1 5 5 1 0 5 9 SF247 口唇部：角棒具の右下り側面押圧、口縁部：角棒 外 2.5Y7/1~ 大川式
-07 具（原体一辺4り）の右下からの刺突 10YR4/2 

内 7.5YR5/l

1 5 5 2 0 6 0 SF 2 4 7 口唇部：円棒具の右下からの刺突、口縁部：上部 外 10YR7/3 大川 b式
-1 0 に無文部を残した円棒具（原体径 5り）の下から 内 10YR7/3

の刺突 2段残

1 5 5 3 0 5 9 SF247 口唇部：円棒具（原体径3り）の右からの刺突、 外 10YR7/4 大川 b式
-06 口縁部：上部に無文部を残した市松文か 内 10YR7/4

1 5 5 4 0 4 3 SF 2 4 7 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR5/4 大川 a式 厚手、完形、内
-0 1 市松文（原体径 9 り•長23ミ＇））、頸部：円棒具（径 内 10YR6/4 面の一部に炭化

9り）の右からの浅い刺突 2段、体部：頸部刺突 物、補修孔 2孔

より先に縦位市松文、各所に継目 残、口径25.2号、
器高32.1号

1 5 5 5 0 4 4 SF 2 4 7 口唇部：円棒具（原体径 6又））のやや右下りの側 外 10YR7/3 大川 a式 内面に炭化物、
-0 1 面押圧、口縁部：横位市松文（原体径 6丸）、長23 内 10YR7/3 口径25.4芍／

ミリ）、頸部：円棒具（原体径 6八））の右下からの

刺突 2段、体部：縦位市松文

1 5 5 6 0 6 0 SF 2 4 7 頸部：円棒具（原体径 5''))の右下からの刺突 2外 10YR7/3 大川式
-05 段残、上端に継目 内 10YR7/4

1 5 5 7 0 6 0 体部：縦位市松文（原体径 7ミ＇）、長 18s')) 外 10YR5/l~4/1 大川式
-07 SF 2 4 7 内 10YR5/l~3/1 

1 5 5 8 0 6 0 頸部：円棒具（原体径 5バ）の下からの刺突 3段 外 10YR7/3 大川式
-06 SF 2 4 7 残、体部：縦位市松文 内 10YR7/3

1 5 5 9 0 5 9 体部：縦位市松文 外 7.5YR7/4 大川式
-03 SF 2 4 7 内 7.5YR7/4

1 5 6 0 0 6 2 頸部：円棒具（原体径6ミ＇））の下からの刺突 3段 外 10YR7/3 大川式
-0 1 SF247 残、体部：縦位市松文（原体長20ミ＇）か） 内 2.5Y8/4

1 5 6 1 0 6 0 体部：縦位市松文、下端に継目 外 10YR8/3~ 大川式
-09 SF 2 4 7 2.5Y7/2 

内 2.5Y7/3

1 5 6 2 0 5 3 SF 2 4 7 頸部：円棒具（原体径 6ミ＇））の下やや右からの刺 外 2.5Y6/3 大川式
-1 0 突 2段残、体部：縦位市松文 内 2.5Y7/3

1 5 6 3 0 6 1 SF247 頸部：円棒具（原体径 6又））の下からの刺突 2段 外 10Y6/3 大川式
-03 残、体部：縦位市松文 内 2.5Y7/3~5/3

1 5 6 4 0 6 2 SF247 体部：縦位市松文 外 7.5Y2/1 大川式 外面にスス

-05 内 5Y3/1

1 5 6 5 0 6 0 SF247 体部：縦位市松文、上端に継目 外 10Y8/3 大）11式
-08 内 2.5Y8/3

1 5 6 6 0 5 9 SF 2 4 7 底部：市松文か 外 7.5YR5/2~4/2 大川式
-04 内 10YR6/2

1 5 6 7 5 3 7 SK 2 0 1 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR4/2 大川 a式 補修孔 l孔残

-05 市松文 内 7.5YR4/1

1 5 6 8 5 3 6 SK 2 0 1 口唇部：円棒具（原体径 6ミ＇））の右からの刺突、 外 5YR5/6 大川 a式
-03 口縁部：横位市松文 内 5YR6/8

1 5 6 9 5 3 6 SK 2 0 1 口唇部：円棒具の縦位側面押圧、口縁部：横位市 外 7.5YR5/3 大川 a式
-06 松文、頸部：円棒具（原体径5.5ミ＇））の右下から 内 7.5YR6/4

の刺突 l段残

1 5 7 0 5 3 6 SK 2 0 1 口唇部：円棒具の縦位側面押圧、口緑部：横位市 外 7.5YR4/2 大川 b式
-02 松文 内 7.5YR6/6
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 5 7 1 5 3 6 SK 2 0 1 口唇部：円棒具（原体径6り）の縦位側面押圧、 外 7.5YR5/3 大川 b式

-05 口縁部：市松文 内 7.5YR4/l

1 5 7 2 5 3 9 SK 2 0 1 頸部：円棒具（原体径5.5凡））のやや右下からの 外 7.5YR4/2 大川式

-1 2 刺突 2段残、体部：縦位市松文 内 2.5Y6/3

1 5 7 3 5 3 6 SK 2 0 1 体部：縦位市松文、上端に擬口縁 外 2.5Y7/l 大川式

-04 内 10YR3/1

1 5 7 4 5 3 7 SK 2 0 1 体部：縦位市松文（原体長 21"'')以上）、下端に継 外 5YR6/6 大川式

-1 0 目 内 lOY4/1 

1 5 7 5 5 3 6 SK 2 0 1 体部：縦位市松文 外 5YR4/2 大川式

-0 1 内 10YR6/2

1 5 7 6 5 3 7 SK 2 0 1 底部：市松文（あるいは枝回転文） 外 10YR7/3 大川式 あるいは大鼻式

-07 内 10YR5/2 か

1 5 7 7 5 3 7 SK 2 0 1 底部：市松文、先端はナデ 外 7.5YR8/3~4/3 大川式

-09 内 7.5YR5/6

1 5 7 8 5 7 3 SK 2 0 7 体部：縦位市松文 外 2.5Y8/3 大川式

-1 3 内 2.5Y8/2

1 5 7 9 0 2 4 SK239 体部：縦位斜格子文 外 10YR6/3 大川式

-1 3 内 10YR8/4

1 5 8 0 0 2 4 SK 2 3 9 体部：縦位市松文、下端に擬口縁 外 10YR8/4 大川式

-1 4 内 10YR5/2

1 5 8 1 0 2 5 SK239 体部：縦位市松文 外 10YR5/2 大川式

-0 1 内 10YR7/2

1 5 8 2 0 2 4 SK242 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR4/3 大川式

-08 市松文（原体長21 〗)以上） 内 7.5YR6/4

1 5 8 3 0 2 4 SK 2 4 2 体部：縦位市松文 外 7.5YR7/6 大川式

-07 内 7.5YR5/2

1 5 8 4 0 2 4 SK242 体部：市松文 外 7.5YR5/2 大川式

-06 内 7.5YR5/1

1 5 8 5 0 2 4 SK242 体部：縦位市松文、上端に継目 外 7.5YR6/6 大川式

-05 内 7.5YR6/3

1 5 8 6 0 2 4 SK240 体部：市松文 外 5YR3/2 大川式 外面にスス

-0 1 内 2.5Y5/l

1 5 8 7 0 2 4 SK 2 4 0 体部：縦位市松文、上端に継目 外 7.5YR7/8 大川式

-02 内 10YR7/6

1 5 8 8 5 7 3 SK243 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口緑部：市松 外 5YR6/6 大川 b式

-1 5 文か、頸部：円棒具の右下からの刺突 1段残 内 5YR6/6

1 5 8 9 5 7 3 SK 2 4 3 体部：縦位市松文 外 10YR8/2 大川式

-1 4 内 10YR7/3

1 5 9 0 5 1 6 S Z 2 0 0 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：円棒 外 2.5Y5/l 大川 a式

-04 具（原体径6.5ミ＇））の右下からの刺突 内 10YR4/2

1 5 9 1 5 1 7 S Z 2 0 0 体部：縦位市松文、上端に継目 外 5YR4/2 大川式

-08 内 10YR5/l

1 5 9 2 5 1 7 S Z 2 0 0 体部：縦位市松文 外 7.5YR5/3 大川式

-06 内 10YR5/1

1 5 9 3 0 2 6 SK 2 3 8 口唇部：角棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR5/2 大川 a式

-1 2 市松文（原体長30ミリ以上）、頸部：角棒具の右下 内 7.5YR6/3
からの刺突 1段残

1 5 9 4 0 6 3 SK238 口縁部：上部に横位（？）市松文（原体径6.5ミ')、 外 2.5Y7/2 大川式 天地不確実

-10 長20ミ')以上）、下部（頸部か）は無文 内 2.5Y5/l~ 
10YR5/l 
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 5 9 5 0 2 5 SK238 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR6/l 大川 a式

-03 市松文（原体長29ミリ以上）、頸部：円棒具の垂直 内 10YR6/3
な刺突 1段残

1 5 9 6 0 2 7 SK238 口縁部：横位市松文 外 10YR6/4 大川 a式

-1 0 内 10YR5/2

1 5 9 7 0 2 5 SK238 口唇部:円棒具の右からの刺突、口縁部：横位市 外 7.5YR4/3~3/1 大川 a式

-05 松文 内 7.5YR8/4

1 5 9 8 0 2 7 SK 2 3 8 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 5YR5/6 大川 a式

-20 市松文 内 7.5YR4/3

1 5 9 9 0 2 5 SK238 口唇部：円棒具の右からの刺突、口縁部：横位市 外 7.5YR4/3 大川 a式

-04 松文（原体径6.4り、長34り以上） 内 7.5YR6/6

1 6 0 0 0 2 6 SK238 口唇部：角棒状具の右下り側面押圧、頸部：棒状 外 10YR6/4 大川 a式 口縁部省略器形

-1 7 具の右からの刺突、体部：縦位市松文 内 10YR6/4

1 6 0 1 0 2 7 SK238 口縁部：横位市松文 外 7.5YR4/4 大川 a式

-2 1 内 10YR6/1

1 6 0 2 0 2 7 SK238 口縁部：横位市松文 外 7.5YR4/4 大川 a式

-1 8 内 10YR6/l

1 6 0 3 0 2 7 SK238 頸部：円棒具（原体径 7ミリ）の右下からの刺突 2外 7.5YR5/l 大川 a式 1605と同一個

--1 9 段残、体部：縦位市松文 内 7.5YR5/2 体

1 6 0 4 0 2 7 SK238 体部：縦位市松文（原体長26又）） 外 7.5YR7/6 大川式 1606~ 1608と

-03 内 10YR5/2 同一個体

1 6 0 5 0 2 7 SK 2 3 8 体部：斜格子文、上端に継目 外 10YR6/3 大川式 1603と同一個

-07 内 10YR6/2 体

1 6 0 6 0 2 7 SK238 体部：縦位市松文 外 7.5YR7/6 大川式 1604・1607・ 

-0 1 内 10YR5/2 1608と同一個体

1 6 0 7 0 2 7 SK 2 3 8 体部：市松文か、上端に擬口縁 外 7.5YR7/6 大川式 1604・1606・ 
-04 内 10YR5/2 1608と同一個体

1 6 0 8 0 2 7 SK238 体部：縦位市松文、上端に擬口縁 外 7.5YR7/6 大川式 1604・1606・ 

-02 内 10YR 5/2 1607と同一個体

1 6 0 9 0 2 6 SK 2 3 8 体部：縦位市松文、上下端に継目 外 10YR3/3 大川式

-1 3 内 10YR6/3

1 6 1 0 0 2 6 SK 2 3 8 体部：縦位市松文、上端に継目 外 10YR5/2 大川式

-1 8 内 10YR8/4

1 6 1 1 0 2 7 SK 2 3 8 体部：縦位斜格子文 外 5YR5/2 大川式

-1 1 内 7.5YR7/4

1 6 1 2 0 2 6 SK238 体部：縦位市松文、上端に継目 外 10YR7/4 大川式

-1 6 内 10YR6/3

1 6 1 3 0 2 7 SK238 体部：縦位市松文、上端に継目 外 5YR4/6 大川式

-06 内 7.5YR4/3

1 6 1 4 0 2 6 SK 2 3 8 体部：縦位正格子文 外 10YR8/4 大川式

-1 5 内 10YR6/1

1 6 1 5 0 2 7 SK 2 3 8 体部：縦位斜格子文 外 5YR5/l 大川式 1616~ 1618と同

-1 2 内 7.5YR6/3 一個体

1 6 1 6 0 2 7 SK238 体部：縦位斜格子文 外 7.5YR7/4 大川式 1615・1617・ 
-1 5 内 5YR5/2 1618と同一個体

1 6 1 7 0 2 7 SK238 体部：縦位市松文 外 5YR5/2 大川式 1615・1616・ 

-1 3 内 7.5YR7/6 1618と同一個体

1 6 1 8 0 2 7 SK 2 3 8 体部：縦位斜格子文 外 5YR 5/3 大川式 1615・1616・ 
-1 4 内 7.5YR 7/4 1617と同一個体
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 6 1 9 0 2 7 SK 2 3 8 体部：縦位市松文、上端に擬口縁 外 10YR6/4 大川式 1620と同一個

-1 7 内 7.5YR6/4 体

1 6 2 0 0 2 7 SK238 体部：縦位市松文 外 10YR6/4 大川式 1619と同一個

-1 6 内 7.5YR6/4 体

1 6 2 1 0 2 7 SK238 体部：市松文 外 10YR6/4 大川式 1622と同一個

-09 内 2.5YR5/3 体

1 6 2 2 0 2 7 SK 2 3 8 体部：縦位市松文 外 10YR5/4 大川式 1621と同一個

-08 内 2.5Y5/3 体

1 6 2 3 0 2 6 SK238 口唇部：薄い角頭形で無文、口縁部：縦位の平行 外 7.5YR4/1 神宮寺式 1624~1628 と

-07 四辺形状ネガ楕円文 内 7.5YR5/1 同一個体

1 6 2 4 0 2 6 SK 2 3 8 体部：縦位の平行四辺形状ネガ楕円文 外 10YR4/2 神宮寺式 1623・1625~ 

-0 1 内 10YR5/2 1628と同一個体

1 6 2 5 0 2 6 SK 2 3 8 体部：縦位の平行四辺形状ネガ楕円文 外 10YR6/l~6/2 神宮寺式 1623・1624・ 

-03 内 10YR6/2 1626~1628と

同一個体

1 6 2 6 0 2 6 SK238 体部：平行四辺形状ネガ楕円文 外 7.5YR5/1 神宮寺式 1623~ 1625・ 

-08 内 10YR6/l 1627・1628と

同一個体

1 6 2 7 0 2 6 SK238 体部：縦位の平行四辺形状ネガ楕円文 外 10YR4/1 神宮寺式 1623 ~ 1626・ 

-04 内 10YR5/l 1628と同一個体

1 6 2 8 0 2 6 SK 2 3 8 体部:平行四辺形状ネガ楕円文 外 7.5YR5/l 神宮寺式 1623~ 1627と

-09 内 7.5YR6/l 同一個体

1 6 2 9 0 2 6 SK238 体部：縦位の平行四辺形状ネガ楕円文 外 10YR4/2 神宮寺式 1630と同一個

-06 内 10YR4/l 体

1 6 3 0 0 2 6 SK 2 3 8 体部：縦位の平行四辺形状ネガ楕円文 外 10YR5/l 神宮寺式 1629と同一個

-02 内 10YR5/l 体

1 6 3 1 0 2 6 SK 2 3 8 体部：平行四辺形状ネガ楕円文 外 7.5YR5/2 神宮寺式 1632と同一個

-1 1 内 7.5YR6/4 体

1 6 3 2 0 2 6 SK238 体部：縦位の平行四辺形状ネガ楕円文 外 7.5YR6/6 神宮寺式 1631と同一個

-1 0 内 7.5YR7/2 体

1 6 3 3 0 2 6 SK 2 3 8 体部：縦位斜格子文 外 7.5YR5/4 神宮寺式 1634と同一個

-1 4 内 10YR6/3 体

1 6 3 4 0 2 6 SK238 体部：縦位の平行四辺形状ネガ楕円文 外 7.5YR5/2 神宮寺式 1633と同一個

-1 9 内 2.5Y5/1 体

1 6 3 5 0 2 7 SK 2 3 8 体部：縦位のネガ楕円文 外 7.5YR4/2 神宮寺式 1636と同一個

-23 内 5YR4/4 体

1 6 3 6 0 2 7 SK238 体部：縦位のネガ楕円文、上下端に継目 外 7.5YR4/2 神宮寺式 1635と同一個

-22 内 5YR4/4 体

1 6 3 7 0 2 7 SK238 体部：ネガ楕円文か格子文 外 5YR5/8 神宮寺式 あるいは大川式

-05 内 5YR6/8 か

1 6 3 8 0 2 5 SK 2 3 8 体部：縦位の平行四辺形状ネガ楕円文（原体長 外 10YR3/l 神宮寺式

-06 19バ以上） 内 2.5Y5/1

1 6 3 9 0 2 6 SK238 体部：縦位の平行四辺形状ネガ楕円文 外 10YR5/6 神宮寺式

-05 内 10YR6/1

1 6 4 0 0 1 9 SK254 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 5Y5/1~4/1 大川 a式 体部外面にスス、

-0 1 市松文（原体径 6ミリ、長36ミ'))、頸部：円棒具（原 10YR4/2~7/3 推定口径28.2セチノ．

~06 体径 6り）、の右下からの刺突 2段、体部：縦位 ~8/4 器高35.2¥'
市松文、途中に継目 内 5Y4/1~

10YR4/l ~6/4 

1 6 4 1 ・o 1 g SK254 口唇部：円棒具のやや右下り側面押圧、口縁部 外 10YR8/2 大川 a式

-1 0 横位市松文 内 7.5YR8/3
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 6 4 2 0 2 1 SK254 口唇部：円棒具の右下り側面押圧か、口縁部：横 外 10YR4/1 大川 a式

-08 位市松文 内 10YR6/3

1 6 4 3 0 2 1 SK254 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 5Y4/l 大川 a式

-1 4 市松文 内 10YR2/2

1 6 4 4 0 2 1 SK254 頸部：円棒具の右下からの刺突 3段残 外 7.5YR6/l 大川式
-1 0 内 7.5YR6/l

1 6 4 5 0 2 1 SK254 頸部：円棒具の右からの刺突 2段残、体部：山形 外 5YR4/3 大川式

-1 5 文か 内 7.5YR6/6

1 6 4 6 0 2 1 SK254 体部：縦位市松文 外 5YR5/6 大川式

-1 2 内 5YR6/8

1 6 4 7 0 1 9 SK254 頸部：円棒具の右下からの剌突 1段残、体部：縦 外 10YR4/1 大川式
~1 1 位市松文（原体径6り、長32ミ')) 内 2.5Y8/4

1 6 4 8 0 1 9 SK254 体部：縦位市松文（原体径 5バ、長35凡）） 外 10YR8/4~6/4 大川 a式

-07 内 10YR3/2

1 6 4 9 0 2 1 SK254 体部：縦位市松文 外 10YR7/3 大川 a式

-05 内 10YR6/l

1 6 5 0 0 2 1 SK254 体部：縦位市松文 外 10YR7/4 大川 a式

-03 内 10YR6/l

1 6 5 1 0 2 1 SK254 体部：縦位市松文、上端に継目 外 10YR7/3 大川式

-02 内 10YR6/1

1 6 5 2 0 2 1 SK254 体部:縦位市松文、途中に継目 外 10YR6/4 大川 a式

-0 1 内 10YR6/l

1 6 5 3 0 2 2 SK254 体部：縦位市松文 外 5YR4/l 大川 a式 外面にスス

-03 内 7.5YR7/l

1 6 5 4 0 2 2 SK254 体部：縦位市松文 外 10YR7/4 大川式

-02 内 10YR6/l

1 6 5 5 0 1 9 SK254 体部：縦位市松文 外 10YR4/l~4/2 大川 a式 外面に若干スス

-09 内 10YR6/3

1 6 5 6 0 2 2 SK254 体部：縦位市松文 外 10YR7/4 大川 a式

-0 1 内 10YR3/l

1 6 5 7 0 2 1 SK254 体部：市松文 外 5YR6/6 大川 a式
-1 3 内 10YR6/2

1 6 5 8 0 2 1 SK254 体部：縦位市松文、上端に継目 外 7.5YR6/4へ 6/6 大）II式
-04 内 10YR5/2

1 6 5 9 0 2 1 SK254 体部:縦位市松文 外 5YR6/6~ 大川 a式

-06 7.5YR6/4 
内 10YR6/2

1 6 6 0 0 2 1 SK254 体部：縦位市松文 外 7.5YR6/6 大川式

-07 内 10YR5/3

1 6 6 1 0 2 3 Pit 2 7 2 体部：縦位市松文（原体径 9八）、長32又）以上） 外 7.5YR4/2 大川式 SK239出土の

-1 5 内 7.5YR5/3 可能性も有

1 6 6 2 0 6 3 Pit 2 7 3 体部：縦位市松文 外 7.5YR7/4 大川 a式

-1 1 内 7.5YR7/4

1 6 6 3 0 2 3 Pit 2 7 4 体部：縦位市松文 外 10YR7/4 大/IIa式

-1 4 内 10YR6/4

1 6 6 4 0 2 4 SK 2 4 1 体部：複節LRの斜縄文 外 7.5YR6/3 表裏縄文～

-03 内 7.5YR5/2 大鼻式

1 6 6 5 0 2 4 SF248 体部：縦位市松文、途中に継目 外 lOYRS/2~7/2 大川式

-1 2 内 10YR8/3
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報告 整理 出土遺構
制作・調整 技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 6 6 6 0 2 4 SF 2 4 8 体部：縦位市松文 外 7.5YR7/2 大川式 外面に炭化物

-1 1 内 2.5Y5/2

1 6 6 7 0 2 4 SF248 体部：縦位斜格子文、上端に継目 外 10YR7/3 大川式
-1 0 内 10YR7/3

1 6 6 8 0 3 0 SF 2 4 9 口唇部：円棒具の右からの刺突、口縁部：横位市 外 10YR7/4~3/3 大川式
-02 松文（原体長26又｝） 内 7.5YR4/3

1 6 6 9 0 3 0 SF249 頸部：円棒具（原体径 4又））の右やや下からの刺 外 10YR2/2 大川式 施文順と方向が

-04 突 2段残、体部：下から上への市松文を頸部刺突 内 10YR5/2 例外的

より後に施文

1 6 7 0 0 3 0 SF 2 4 9 口縁部：横位市松文、頸部：円棒具の右下からの 外 10YR3/l 大川 a式
-05 刺突 2段残 内 10YR8/3

1 6 7 1 0 3 0 SF249 頸部：円棒具の右やや下からの刺突 2段残 外 2.5YR4/l 大）II式
-09 内 10YR6/l

1 6 7 2 0 3 0 SF249 体部：縦位市松文（原体径5.4り、長30凡）以内） 外 10YR8/2~6/1 大川式
-0 1 内 10YR7/2

1 6 7 3 0 3 0 SF249 頸部：円棒具の右下からの剌突 l段残、体部：市 外 10Y8/2 大川式 外面にスス

-03 松文 内 2.5Y8/3

1 6 7 4 0 3 0 SF249 体部：縦位市松文、上端に継目 外 7.5YR7/4 大川式
-08 内 7.5YR5/4

1 6 7 5 0 3 0 SF 2 4 9 体部：縦位市松文 外 2.5Y8/3 大川式
-06 内 2.5Y5/3

1 6 7 6 0 3 0 SF249 体部：縦位市松文 外 7.5YR6/1 大川式
-07 内 10YR6/l

1 6 7 7 0 2 3 SK256 体部：ナデ、上端に継目 外 7.5YR4/2 鴻ノ木w式
-1 1 内 7.5YR6/l~4/1 

1 6 7 8 0 2 3 SK258 体部：斜位正格子文 外 5YR2/l 鴻ノ木w式
-1 7 内 5YR2/l

1 6 7 9 0 1 7 SK258 口縁・体部：ナデ、途中に継目 外 10YR4/l 鴻ノ木w式 口径17.5笠
-0 1 内 10YR5/2

1 6 8 0 0 3 1 SK 2 3 6 口縁部：横位斜格子文 外 7.5YR5/3~2/2 大川式
-0 1 内 7.5YR5/3~2/2

1 6 8 1 0 3 1 SK236 体部：縦位市松文 外 7.5YR6/8 大川式
-07 内 7.5YR7/l

1 6 8 2 0 3 1 SK236 体・底部：縦位市松文（原体径 7ミ＇））、途中に継 外 7.5YR5/6~3/l 大川式
-05 目 内 5YR4/4~3/2

1 6 8 3 5 1 6 包含層 口唇部：複節LRの斜縄文、口縁部：表裏に複節 外 2.5YR4/1 表裏縄文

-08 J 56・57 LRの斜縄文 内 2.5YR4/l

1 6 8 4 5 1 6 包含層 口唇部：単節Rの斜縄文、口縁部：単節Rの縄の 外 10YR6/2 大鼻式
-07 J 5 7淡褐 側面押圧 3段残 内剥離

1 6 8 5 5 2 8 包含層 口唇部：斜縄文、口縁部：単節らしい縄の側面押 外 7.5YR6/6 大鼻式
-0 1 I 5 7褐 圧 2段残 内 7.5YR4/2

1 6 8 6 5 1 6 包含層 口唇部：斜縄文、口縁部：上半部に複節RLらし 外 5YR4/3 大鼻式
-06 I 4 7淡褐 い斜縄文、下半部に複節RLらしい縄の側面押圧 内 5YR5/6

2段残

1 6 8 7 5 1 7 包含層 口唇部：斜縄文、口縁部：単節斜縄文 外 7.5YR4/3 大鼻式
-09 H58淡褐 内 10YR4/2

1 6 8 8 5 1 6 包含層 口唇部：斜縄文、口縁部：単節斜縄文 外 10YR6/2 大鼻式
-1 0 G56 内 10YR3/2

1 6 8 9 5 1 6 包含層 口唇部：斜縄文、口縁部：単節Rの斜縄文の上に 外 7.5YR7/3 大鼻式
-09 J 5 6 縄の先端刺突列 2段残 内 10YR6/3
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 6 9 0 5 1 7 包含層 口唇部：単節斜縄文、口縁部：横位枝回転文 外 10YR7/3 大鼻式

-02 I 5 7 内 10YR7/3~5/1

1 6 9 1 5 3 3 包含層 口唇部：強い撚りの単節Rの斜縄文、口縁部．．縄 外7.5YR5/2 大鼻式

-04 H56淡褐 の側面圧痕か 内 7.5YR7/3

1 6 9 2 5 1 7 包含層 体部：縦位枝回転文 外 10YR7/3 大鼻式

-04 J 5 7淡褐 内 7.5YR5/3

1 6 9 3 5 2 1 包含層 体部:枝回転文 外 7.5YR5/4 大鼻式

-1 2 I 5 8褐 内 10YR6/4

1 6 9 4 5 1 8 包含層 体部：縦位らしい枝回転文、上端に擬口縁、下端 外 7.5YR5/3 大鼻式

-02 H 5 7淡褐 に継目 内 10YR6/2

1 6 9 5 5 3 3 包含層 体部：枝回転文 外 10YR7/3 大鼻式

-08 J 5 8褐 内 2.5Y6/1

1 6 9 6 5 2 5 包含層 体部：縦位枝回転文 外 10YR8/3 大鼻式

-0 1 J 5 8 内 10YR7/2~2/l

1 6 9 7 5 2 9 包含層 体部：縦位枝回転文、上端に擬口縁 外 7.5YR6/3 大鼻式

-08 I 5 8褐 内 7.5YR6/2

1 6 9 8 5 3 0 包含層 体部：縦位枝回転文、上端に擬口縁 外 10YR6/2 大鼻式

-08 J 5 8褐 内 10YR6/2

1 6 9 9 5 1 8 包含層 体部：縦位枝回転文、上端に擬口縁 外 2.5Y8/4 大鼻式

-0 1 J 5 7淡褐 内 10YR8/4

1 7 0 0 5 3 4 包含層 体部：枝回転文（あるいは円棒状具による下から 外 7.5YR7/6 大鼻式

-02 F 4 8淡褐 の剌突か） 内 10YR7/4

1 7 0 1 5 3 4 包含層 体部:枝回転文 外 7.5YR6/4 大鼻式

-05 J 5 7淡褐 内 7.5YR6/4

1 7 0 2 5 1 6 包含層 体部：単節斜縄文、下端に継目 外 10YR7/2 大鼻式か 1704と同一個

-1 2 J 5 7淡褐 内 10YR3/2 体か

1 7 0 3 5 1 7 包含層 体部：単節Rの太い斜縄文 外 7.5YR6/3 表裏縄文～

-03 J 5 7淡褐 内 10YR6/2 大鼻式

1 7 0 4 5 1 6 包含層 体部：枝回転文を地文として縦位帯状に施し、そ 外 10YR7/2 大鼻式 1702と同一個体

-1 1 J 5 7淡褐 の間に単節Lの斜縄文 内 10YR7/4 か、密接帯状施

文

1 7 0 5 5 3 5 包含層 体部：単節Lの縦位斜縄文、上端に継目 外 7.5YR6/4 表裏縄文～

-0 1 K47 内 7.5YR6/4 大鼻式

1 7 0 6 5 2 2 包含層 底部：枝回転文 外 10YR6/l 大鼻式

-1 0 I 5 0褐 内 10YR6/1

1 7 0 7 0 3 7 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR8/3 大川 a式

-03 H42 市松文 内 10YR8/2

1 7 0 8 5 1 8 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR5/2 大Jlla式

-04 市松文 内 7.5YR6/4

1 7 0 9 0 4 2 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR6/4~5/4 大川 a式

-04 E 4 6 市松文（原体長25s'))、頸部：円棒具の右下から 内 2.5Y8/4
の刺突 1段残

1 7 1 0 5 1 5 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR3/2 大川 a式

-06 H58淡褐 市松文 内 10YR3/2

1 7 1 1 5 3 3 包含層 口唇部：円棒具（原体径 5り）の右下り側面押圧、 外 7.5YR6/3 大川 a式

-07 G49淡褐 口縁部：横位市松文 内 10YR6/2

1 7 1 2 5 2 8 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR6/4 大川 a式

-05 I 5 7褐 市松文、頸部：円棒具の右下からの剌突 l段残 内 5YR6/6
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 7 1 3 5 2 6 包含層 口唇部：円棒具の右からの先端刺突、口縁部：横 外 10YR8/4 大川 a式
-02 L48淡褐 位市松文 内 10YR8/3

1 7 1 4 0 4 2 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 2.5Y5/l 大川 a式
-03 市松文（原体長20又）以上） 内 2.5Y7/3

1 7 1 5 0 4 1 包含層 口唇部：角棒状具の右下り側面押圧、口縁部：横 外 7.5YR5/2 大川 a式
-1 2 I 4 4 位市松文（原体長30り）、頸部：円棒具の右やや 内 7.5YR7/3

下からの刺突 1段残

1 7 1 6 5 2 7 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR7/4 大）11 a式
-07 I 5 7 市松文 内 7.5YR7/6

1 7 1 7 0 3 7 包含層 口唇部：円棒具のやや右下り側面押圧、口縁部： 外 5YR5/3~4/2 大川 a式
-06 H45 横位市松文（原体長24り以上） 内 5YR5/3~

10YR5/l 

1 7 1 8 0 4 0 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR7/3 大川 a式
-09 M42 市松文（原体長28又））、頸部：円棒具（原体径 8 内 7.5YR7/3

ミリ）の右下からの刺突 2段残

1 7 1 9 5 1 8 包 含 層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR4/2 大川 a式
-03 G 5 1 市松文（原体径7.5り、長36り）頸部：円棒具の 内 7.5YR7/4~5/2

右下からの刺突 l段残

1 7 2 0 5 3 5 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR7/4 大川 a式
--0 9 J 5 5褐 市松文（原体長25<')以上）、下端に擬口縁 内 7.5YR7/4~

10YR8/6 

1 7 2 1 5 1 6 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 10YR5/l 大川 a式
-03 G49淡褐 市松文（原体径 7又））、頸部：円棒具（原体径 7内 10YR7/2~6/l

り）の右下からの刺突 2段残

1 7 2 2 5 2 5 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR5/3 大川 a式
-04 G57 市松文 内 7.5YR4/2

1 7 2 3 5 1 6 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 7.5YR6/4~ 大川 a式
-0 1 I 5 7淡褐 市松文、頸部：円棒具（原体径 6''))の右下から 10YR5/2 

の剌突 2段残 内 7.5YR6/4~
10YR5/2 

1 7 2 4 5 1 7 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：縦位 外 7.5YR8/2~6/3 大川 a式 密接帯状施文か
-0 1 K52 と横位の市松文、頸部：円棒具の右からの剌突 l内 10YR5/l

段残

1 7 2 5 0 6 3 包含層 口唇部：円棒具のやや右下り側面押圧、口縁部： 外 10YR5/l 大川 a式
-05 K42 横位市松文（原体径 9凡）、長30又）以上） 内 2.5Y8/3~7/3

1 7 2 6 0 3 2 包含層 口唇部：角棒状具の右下り側面押圧、口縁部：横 外 10YR5/2 大川 a式
-08 G39 位市松文、頸部：箆状具の右からの刺突 l段残 内 10YR7/4~6/2

0 4 0 包含層 口唇部：円棒具のやや右下り側面押圧、口縁部： 外 5YR4/2 大川 a式 1389と同一個体

1 7 2 7 -04 H45 横位市松文（原体長20り以上）、頸部：円棒具 内 5YR5/8
（原体径 6ミ＇））の右下からの刺突 1段残

1 7 2 8 5 1 5 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：縦位 外 7.5 YR6/3~6/l 大川 a式 密接帯状施文か

-0 1 M 5 2褐 市松文 内 5YR4/4

1 7 2 9 5 2 8 包含層 口唇部：箆状具の縦位刻み、口縁部：横位市松文 外 5YR4/l 大/IIa式
-08 G49淡褐 内 10YR6/3

1 7 3 0 0 3 2 包含層 口唇部：円棒具のやや右下り側面押圧、口縁部： 外 7.5Y4/2 大川 a式 頸部外面に炭化

-04 E 4 2 横位市松文、頸部：円棒具（原体径6.5り）の右 内 5YR5/3 物
下からの刺突 2段残

1 7 3 1 5 2 1 包含層 口唇部：円棒具の刺突か、口縁部：横位市松文 外 10YR4/l~6/3 大川 a式
-06 I 5 9褐 （原体径 8又）か）、頸部：円棒具の右下からの刺突 内 10YR4/l

2段残

1 7 3 2 5 2 4 包含層 口唇部：斜縄文（単節か）、口縁部：横位市松文、 外 7.5YR7/4 大川 a式
-08 H59 頸部：円棒具の右下からの刺突 1段残 内 10YR7/4
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 7 3 3 0 6 3 包含層 口縁部：市松文、頸部：円棒具の右下からの刺突 外 10YR6/l 大川 a式

-09 L38 1段残 内 10YR8/2

1 7 3 4 5 2 3 包含層 口唇部：円棒具のやや右下り側面押圧、口縁部： 外 7.5YR3/2 大川 b式

-07 L 5 7淡褐 上半部に無文部を残した横位市松文（原体長23り） 内 7.5YR5/3

1 7 3 5 0 2 1 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：横位 外 2.5Y7/3 大川 a式

-09 F 4 5 市松文 内 2.5Y5/2

1 7 3 6 0 6 3 包含層 口唇部：円棒具の右下からの刺突、口縁部：市松 外 7.5Y6/1 大川 a式

-06 G45 文か 内 10Y7/3

1 7 3 7 0 3 9 包含層 口唇部：円棒具の縦位側面押圧、口縁部：横位市 外 10Y7/4 大川 b式

-08 M42 松文 内 10Y7/4

1 7 3 8 0 5 6 包含層 口唇部：円棒具（原体径4ミ＇）か）の右下り側面押 外 7.5YR7/3 大川 b式

-06 圧、口縁部：横位市松文 内 10YR6/2

1 7 3 9 5 2 1 包含層 口唇部：円棒具の右からの刺突、口縁部：横位市 外 10YR6/3 大川 b式

-0 1 M5 0褐 松文 内 10YR7/4

1 7 4 0 5 2 7 包含 層 口唇部：円棒具の右からの刺突、口縁部：横位山 外 5YR6/6 大川 b式

-02 I 5 8褐 形文 内 7.5YR5/2

1 7 4 1 5 3 0 包含層 口唇部：円棒具の右下り刺突か、口縁部：横位山 外 7.5YR4/4 大川 b式

-0 1 G56 形文 内 7.5YR7/6

1 7 4 2 0 3 5 包含層 口唇部：円棒具のやや右下り側面押圧か、口縁部 外 10YR6/4 大川 b式 外面にスス

-09 E44 ：横位押型文（山形文あるいは羽状沈線文か） 内 10YR5/2

1 7 4 3 5 1 5 包含層 口唇部：円棒具の縦位側面押圧、口縁部：円棒具 外 10YR5/2 大川 a式

-04 E50淡褐 （原体径6ミ］））の右下からの刺突 3段残 内 10YR3/2

1 7 4 4 5 3 3 包含層 口唇部：箆状具の右下り刻み、口頸部：円棒具 外 7.5YR6/6~4/3 大Illa式

-03 M 5 2褐 （原体径6.5又））の右やや下からの刺突 2段残、体 内 7.5YR5/4

部：市松文か

1 7 4 5 0 4 2 包含層 口唇部：円棒具のやや右下り側面押圧、口緑部： 外 10YR7/4 大川 a式

-0 1 M42 円棒具（原体径 5又））の右下からの刺突 内 10YR7/3~6/2

1 7 4 6 5 1 5 包含層 口唇部:円棒具の右下り側面押圧、口縁部:円棒 外 10YR4/2 大川 a式

-03 H58淡褐 具（原体径 7り）の右下からの刺突 内 10YR4/2

1 7 4 7 0 4 2 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：円棒 外 10YR6/3~3/2 大川 a式

-02 I 4 3 具（原体径6"'))の右下からの刺突 内 10YR5/3

1 7 4 8 5 1 8 包含層 口唇部：細い円棒具の右下り側面押圧、口縁部： 外 10YR6/2 大川 a式

-08 L 5 7 円棒具(?)の右下からの刺突 内 7.5YR4/2

1 7 4 9 0 4 2 包含層 口縁部:円棒具（原体径 5又））の右下から 2段・ 外 5YR4/4 大）II a式

-08 M42 下から 2段の刺突残 内 10YR7/4

1 7 5 0 5 1 5 包含層 口唇部：円棒具のやや右下り側面押圧、口縁部： 外 7.5YR6/3 大川 a式

-02 I 4 8褐 円棒具（原体径 7丸））の右下からの剌突 内 7.5YR6/3

1 7 5 1 5 2 4 包含層 口唇部：円棒具（原体径 5ミ'})の右からの刺突、 外 7.5YR5/2 大川式

-07 I 5 8 口縁部：ョコナデ 内 10YR7/2

1 7 5 2 0 3 8 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：円棒 外 7.5YR4/l~ 大川 a式

-0 1 F45 具（原体径 4~'}) の左下から 1 段・右下から 2 段 2.5Y 7 I 2 

の刺突残 内 10YR4/3

1 7 5 3 5 3 0 包含層 口唇部：円棒具の左下からの剌突、口縁部：円棒 外 10YR8/4 大川 a式

-07 J 5 7褐 具の左下からの刺突 内 2.5Y8/4

外 10YR5/41 7 5 4 5 2 1 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：ョコ 大川式

-04 I 5 8淡褐 ナデ 内 7.5YR4/2

1 7 5 5 0 3 8 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：無文 外 7.5YR4/2 大川 a式

-07 J 4 3 の下に円棒具（原体径 5s'}) の右下からの刺突 1内 10YR6/3

段残るが、これは頸部文様の可能性も高い
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 7 5 6 5 1 5 包含層 口唇部：円棒具の右下り側面押圧、口縁部：箆状 外 10YR7/3 大川 b式

-05 E50淡褐 具の右からの浅い刺突 内 7.5YR5/3

1 7 5 7 5 2 3 包 含 層 口唇部：ョコナデ、口縁部：ョコナデ 外 5YR7/6 大川式

-06 J 4 8 内 5YR7/6

1 7 5 8 5 2 2 包含層 口唇部：円棒具（原体径 5り）の縦位側面押圧、 外 10YR5/4~7/4 大川式 口縁部省略器形、

-07 G49淡褐 頸部：円棒具（原体径 5り）の下やや右からの刺 内 7.5YR4/2 非搬入品

突 1段、体部：縦位市松文

1 7 5 9 0 4 2 包含層 口縁部：横位市松文、頸部：円棒具（原体径 7外 5YR3/2 大川 a式

-10 J 4 5 り）の右下からの刺突 3段残、体部：縦位市松文 内 5YR4/1

1 7 6 0 0 4 2 包含層 口縁部：横位市松文（原体長23り）、頸部：円棒 外 7.5YR3/3 大川 a式

-09 J 4 3 具（原体径 6り）の下からの刺突 2段残 内 7.5YR6/6

1 7 6 1 5 2 1 包 含 層 頸部：円棒具（原体径6り）のやや右下からの刺 外 10YR6/4 大川式

-1 1 G49淡 突 2段残、体部：縦位市松文 内 10YR5/2

1 7 6 2 0 3 8 包 含 層 口縁部:横位市松文、頸部:円棒具の右下からの 外 10YR6/2 大川 a式

-02 E44 刺突 2段残 内 2.5Y7/2

1 7 6 3 0 3 7 包含層 頸部：円棒具（原体径6.5又））の右下からの刺突 外 10YR7/3 大川 a式

-1 2 M42 2段残、体部：縦位市松文 内 10YR7/3

1 7 6 4 5 3 3 包含層 頸部：円棒具の右下からの刺突 2段残、体部：縦 外 7.5YR6/4 大川式

-05 G49淡褐 位市松文 内 7.5YR8/6

1 7 6 5 5 2 2 包含層 頸部:角棒状具の右からの刺突 1段残、体部：縦 外2.5Y8/4 大川式

-02 M48褐 位市松文 内 2.5Y6/1

1 7 6 6 5 2 9 包含層 口縁部：横位市松文、頸部：円棒具（原体径6ミ'))外 7.5YR5/3 大川式

-04 I 5 8褐 の右下からの刺突 2段残 内 7.5YR6/3

1 7 6 7 5 2 1 包含層 頸部：円棒具（原体径 5り）の右下からの刺突 2外 10YR8/3 大川式

-1 0 I 5 7褐 段残、体部：縦位市松文 内 lOY4/2 

1 7 6 8 0 4 2 包含層 頸部：半裁竹管状具の右からの刺突 2段残、体部 外 10YR8/3 大川式

-05 I 4 2 ：縦位市松文 内 7.5Y8/4

1 7 6 9 5 2 9 包含層 頸部：円棒具の右やや下からの刺突 3段残、体部 外 7.5YR6/4 大川式

-05 I 5 8褐 ：縦位市松文 内 7.5YR7/4

1 7 7 0 0 4 0 包含層 頸部：円棒具（原体径6ミ＇））の右下からの剌突 2外 10YR2/3 大川 a式

-08 J 4 1 段残、体部：縦位市松文 内 7.5Y5/l

1 7 7 1 5 2 7 包含層 頸部：円棒具の右下からの刺突 2段残、体部：市 外 10YR4/2~4/4 大川 a式

-06 I 5 8褐 松文か 内 10YR7/3

1 7 7 2 0 3 9 包含層 頸部：円棒具（原体径 9ミ'))の右下からの刺突 2外 7.5YR5/3 大川式

-1 3 H45 段残、体部：縦位市松文 内 7.5YR6/4

1 7 7 3 5 1 7 包含層 頸部：円棒具の右下からの刺突 2段残、体部：縦 外 7.5YR7/4 大川式 補修孔 l孔残

-07 F53 位市松文 内 7.5YR4/6

1 7 7 4 5 2 8 包含層 頸部：円棒具の右下からの刺突 3段残、体部：縦 外 10YR5/2 大川式

-04 I 5 7褐 位市松文 内 10YR6/2

1 7 7 5 0 4 0 包含層 頸部：楕円棒具の右やや下からの剌突 l段残、体 外 10YR7/3 大川式 1791と同一個

-03 E44 部：市松文、上端に継目 内 7.5YR6/3 体

1 7 7 6 0 3 9 包含層 頸部:円棒具（原体径4s')) の右下からの刺突 3外 7.5YR5/4 大川式

-1 2 I 4 2 段残 内 10YR5/2

1 7 7 7 5 2 9 包含層 頸部：円棒具の右やや下からの刺突か、体部：縦 外 2.5Y8/3 大川式

-02 M 5 1褐 位市松文 内 10YR8/4

1 7 7 8 0 3 7 包含層 頸部：円棒具（原体径6s')) の右やや下からの刺 外 7.5YR5/4 大川式

-1 3 突 1段残、体部：縦位市松文 内 10YR5/2

1 7 7 9 0 4 0 包含層 頸部：円棒具（？）の右下からの刺突 1段残、体 外 10YR7/3 大川式

-1 1 部：縦位市松文 内 7.5YR4/2
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 7 8 0 5 3 1 包含層 頸部：円棒具の右下からの剌突 l段残、体部：縦 外 7.5YR4/l 大川式

-03 I 5 8褐 位市松文、上端に擬口縁 内 2.5Y6/l

1 7 8 1 5 1 7 包含層 頸部:円棒具の右下からの刺突 l段残、体部:縦 外 5YR5/3 大川式 外面にスス

-05 J 5 7淡褐 位市松文 内 7.5YR6/4

1 7 8 2 0 3 6 包含層 頸部：右下からの刺突 1段残、体部：縦位市松文 外 7.5YR4/2 大川式

-06 J 4 4 内 10YR5/l

1 7 8 3 5 3 3 包含層 頸部：円棒具（原体径 6s•}) の下からの刺突 2 段 外 10YR7/3 大川式

-0 1 I 5 7淡褐 残、体部:市松文、下端に擬口縁 内 10YR8/4

1 7 8 4 0 6 4 包含層 頸部：円棒具（原体径 6バ｝）の右やや下からの刺 外 7.5YR6/4 大川式

-0 1 E44 突 2段残 内 7.5YR7/4

1 7 8 5 5 3 3 包含層 頸部：円棒具の右下からの刺突 2段残、体部：市 外 7.5YR4/3 大川式

-06 M 5 2褐 松文か 内 2.5Y5/1

1 7 8 6 0 4 2 包含層 頸部：円棒具（原体径 9凡｝）の右下からの刺突 2外 10YR8/3 大川 a式

-07 H45 段残、体部：縦位市松文 内 10YR8/2

1 7 8 7 0 6 3 包含層 頸部：箆状具の右下からの刺突 2段残、下端に擬 外 10YR7/3 大川式

-0 1 L 4 2 口縁 内 2.5Y6/3

1 7 8 8 5 3 1 包含層 口縁部：横位市松文、頸部：円棒具（原体径9又｝） 外 10YR8/4 大川式

-08 J 5 5褐 の右やや下からの刺突 2段残 内 10YR8/4

1 7 8 9 5 3 1 包含層 頸部：角棒具の右からの刺突 2段残、体部：縦位 外 2.5Y8/3 大川式

-02 I 5 8褐 市松文 内 2.5Y8/3

1 7 9 0 0 3 8 包含層 口縁部:横位の市松文か斜格子文、頸部:角棒具 外 10YR8/3 大川式

-1 5 K42 の右下からの剌突 3段残 内 2.5Y7/3

1 7 9 1 0 4 0 包含層 頸部：円棒具（原体径 9ミ'})の右からの刺突 l段 外 10YR6/2 大川式 1775と同一個

-02 E44 残、体部:縦位市松文、上端に擬口縁か継目 内 10YR3/2 体

1 7 9 2 0 3 7 包含層 頸部：楕円棒状具の右下からの剌突 2段残 外 10YR7/3 大川式

-05 H45 内 10YR6/2

1 7 9 3 5 2 5 包含層 頸部：角棒具の左からの刺突 2段残 外 10YR8/3 大川 a式

-03 I 5 8 内 7.5YR5/2

1 7 9 4 0 4 1 包含層 頸部：円棒具（原体径 6バ／）の右からの刺突 2段 外 10YR2/2 大川式

-03 M42 残、体部：縦位市松文 内 2.5Y6/l

1 7 9 5 0 3 9 包含層 頸部：円棒具（？）の右からの刺突 l段残、体部 外 7.5YR4/1 大川式

-07 M42 ：縦位市松文 内 7.5YR4/1

1 7 9 6 5 2 1 包含層 頸部：円棒具の左下からの刺突 2段残、体部：縦 外 10YR4/2 大川式

-02 I 5 7褐 位市松文（原体径6凡）か、長20凡）か） 内 10YR5/l

1 7 9 7 5 3 3 包含層 頸部:円棒具（原体径5.5ミ＇））の下からの刺突 2外 7.5YR5/3 大川式

-02 I 5 7淡褐 段残、体部：縦位市松文 内 2.5Y5/1

1 7 9 8 0 6 3 包含層 頸部又は体部：円棒具（原体径 6り）の下からの 外 10YR4/1 大川式

-07 L 3 9 刺突 5段残、下端に継目 内 7.5YR5/2~ 
10YR7/3 

1 7 9 9 5 2 1 包含層 頸部：下やや右からの剌突か、体部：縦位市松文 外 10YR7/3 大川式

-05 内 10YR6/2

1 8 0 0 5 2 7 包含層 頸部：円棒具（原体径5.5り）の左からの刺突 3外 10YR7/3 大川式

-05 M5 0褐 段残、体部：市松文 内 2.5Y5/l

1 8 0 1 5 2 8 包含層 頸部：円棒具の刺突を右上から 1段、上から 2段、 外 10YR7/3 大川式 天地・部位共に

-06 E57 右から 1段、右下から 1段残 内 10YR6/3 不確実

1 8 0 2 0 1 9 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR2/2 大川 a式

-08 F 4 5 内 10YR5/l

1 8 0 3 5 2 1 包含層 体部：縦位市松文（原体長21り）、上下端に継目 外 7.5YR6/3 大川 a式

-08 L 4 8淡褐 内 7.5YR5/4
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報告 悶
出土遺構

制作・調整技法の特徴 色 調
型式名

備 考
番号 出土位置等 所属期

1 8 0 4 0 2 3 包含層 体部：縦位市松文 外 5YR4/3 大川 a式

-1 3 J 4 3 内 5YR6/6

1 8 0 5 0 3 9 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR6/3 大川 a式 内面に炭化物

-0 1 K43 内 10YR6/3

1 8 0 6 0 3 6 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR6/4 大川 a式

-04 L 4 2 内 7.5YR7/4

1 8 0 7 5 3 2 包含層 体部：縦位市松文、上下端に継目 外 10YR6/l 大川 a式

-0 1 I 5 7淡褐 内 10YR8/3

1 8 0 8 0 4 1 包含層 体部：市松文 外 7.5YR6/6 大川a式 内面に炭化物

-09 M42 内 2.5YR6/2

1 8 0 9 0 3 9 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR6/2 大川 a式

-05 M42 内 2.5Y8/3

1 8 1 0 0 4 1 包含層 体部：縦位市松文、下端に継目 外 2.5Y8/3 大川 a式

-1 0 M42 内 2.5Y8/3

1 8 1 1 0 3 8 包含層 体部：縦位市松文、上端に擬口縁 外 10YR6/3 大川式

-1 4 J 4 3 内 2.5Y6/l

1 8 1 2 0 3 6 包含層 体部：縦位市松文 外 5YR5/l 大）II a式

-08 J 4 4 内 10YR7/2

1 8 1 3 5 2 8 包含層 体部：縦位市松文（原体長22ミ＇）以上） 外 10YR7/4 大川式

-02 I 5 7褐 内 5YR4/2

1 8 1 4 0 3 6 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR7/4 大川式

-1 5 E 4 2 内 10YR7/4

1 8 1 5 0 3 6 包含層 体部：縦位市松文 外 2.5Y5/2 大川式

-13 内 2.5Y7/3

1 8 1 6 0 3 6 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR6/4 大川式

-09 K40 内 2.5Y5/2

1 8 1 7 0 3 9 包含層 体部：縦位市松文（原体径 8ミ＇）、長 23又）以上）、 外 10YR7/3~ 大川式

-09 K42 下端に擬口縁 7.5Y6/l 
内 10Y6/2

1 8 1 8 0 3 7 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR7/4 大川式

-02 D45 内 7.5YR7/3

1 8 1 9 0 4 1 包含層 体部：縦位市松文、上端に継目 外 10YR6/2 大川式

-07 M42 内 10YR5/l

1 8 2 0 5 2 1 包含層 体部：縦位市松文、上端に継目 外 10YR4/1~6/4 大川式

-09 I 5 9褐 内 10YR5/1

1 8 2 1 5 2 6 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR6/3 大川式 外面にスス

-05 I 5 2褐 内 7.5YR5/l~4/1 

1 8 2 2 5 2 6 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR4/l~5/2 大川式 外面にスス

-06 I 5 8淡褐 内 7.5YR6/2

1 8 2 3 0 3 8 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR6/6 大川式 外面に炭化物

-1 1 L 3 8 内 2.5Y6/l

1 8 2 4 0 3 6 包含層 体部：縦位市松文、上下端に継目 外 10YR7/4 大川式

-14 J 4 4 内 10YR7/4

1 8 2 5 5 2 8 包含層 体部：市松文 外 10YR7/3 大川式

-03 I 5 7褐 内 10YR3/1

1 8 2 6 5 3 1 包含層 体部：浅い縦位市松文 外 10YR7/3 大川式

-04 J 4 8 内 10YR7/6

1 8 2 7 0 3 2 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR7/4 大川式

-1 1 J 4 2 内 10YR7/3
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 8 2 8 5 2 9 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR7/3 大川式

-06 I 5 8褐 内 7.5YR5/2

1 8 2 9 5 2 5 包含層 体部：市松文 外 10YR8/3 大川式

-07 H56 内 7.5YR7/3

1 8 3 0 0 3 8 包含層 口縁部（？） ：横位市松文、体部：縦位市松文 外 10YR7/4 大川式 密接帯状施文か

-1 2 L 4 2 内 10YR7/3

1 8 3 1 0 3 9 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR4/2 大川式

-02 内 10YR5/2

1 8 3 2 5 3 1 包含層 体部：縦位市松文（原体径6りか、長30りか） 外 7.5YR6/4 大川式

-0 1 I 5 8褐 内 10YR5/1

1 8 3 3 5 2 4 包含層 体部：縦位市松文（原体径 7り、長17バ）、上下 外 10YR6/3 大川式

-03 F48淡褐 端に継目 内 10YR5/2

1 8 3 4 0 3 8 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR7/3 大川式

-04 K43 内 2.5YR6/l

1 8 3 5 0 3 8 包含層 体部：縦位市松文、上下端に擬口縁 外 10YR6/2~ 大川式

-09 7.5YR4/l 
内 2.5Y4/1 

1 8 3 6 0 4 0 包含層 体部：縦位市松文、上端に継目 外 7.5YR4/2 大川式

-1 0 I 4 5 内 10YR5/2

1 3 3 7 0 4 1 包含層 体部：縦位市松文、下端に継目 外 10YR7/3 大川式

-06 M42 内 10YR6/1

1 8 3 8 0 3 7 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR4/3 大川式

-1 0 M42 内 7.5YR4/l

1 8 3 9 0 3 6 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5Y7/4 大川式

-03 J 4 0褐 内 10YR4/l~6/3 

1 8 4 0 0 3 6 包含層 体部：縦位市松文、上下端に継目 外 7.5YR5/4 大川式 外面に炭化物

-1 2 M42 内 5Y6/l

1 8 4 1 0 4 2 包含層 体部：縦位市松文、途中に継目 外 7.5YR7/4~4/2 大川式

-06 H45 内 7.5YR5/3

1 8 4 2 0 4 1 包含層 体部：縦位市松文、下端に継目 外 10YR8/3 大川式

-05 M42 内 10YR7/2

1 8 4 3 0 4 0 包含層 体部：縦位市松文、上端に継目 外 2.5Y2/1 大川式

-06 M42 内 2.5Y7/3

1 8 4 4 0 4 1 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR7/3 大川式

-08 M42 内 2.5Y6/3

1 8 4 5 0 6 3 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR7/4 大川式

-1 2 L38 内 7.5YR7/4

1 8 4 6 0 3 7 包含層 体部：縦位市松文（格子文状の部分多、原体径 5外 7.5YR6/4~4/2 大川式

-1 1 M42 ミ')) 内 7.5YR7/4

1 8 4 7 0 3 8 包含層 体部：縦位市松文、上端に継目 外 7.5YR4/3 大川式

-1 0 H43 内 10YR4/2

1 8 4 8 0 3 7 包含層 体部：縦位市松文 外 5YR6/4 大川式

-09 H42 内 10YR5/l

1 8 4 9 0 3 7 包含層 体部：縦位市松文、上端に継目 外 7.5YR5/4 大川式

-08 H42 内 7.5YR7/4

1 8 5 0 0 3 9 包含層 体部：縦位市松文、下端に継目 外 10YR7/3 大川式

-1 0 I 4 5 内 10YR8/3

1 8 5 1 0 3 6 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR7/3 大川式 内面に炭化物

-1 0 J 4 3 内 7.5YR5/2

第 7図 縄文時代早期の土器観察表 (22)

-113 -



報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 8 5 2 0 3 2 包含層 体部：縦位市松文、途中に継目 外 2.5Y6/2 大川式

-05 M41 内 2.5Y6/2

1 8 5 3 0 3 6 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR4/2 大川式

-0 1 J 4 3 内 10YR6/3

1 8 5 4 0 3 8 包含層 体部：縦位市松文、上端に継目 外 10YR6/4 大川式

-08 J 4 3 内 10YR6/4

1 8 5 5 5 3 1 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR7/2 大川式

-07 M51 内 IOYRS/2

1 8 5 6 5 3 9 包含層 体部：市松文 外 10YR8/4 大川式 外面は磨耗

-05 G49 内 2.5YR8/4

1 8 5 7 5 2 5 包含層 体部：浅く縦位らしい市松文、途中に継目、下端 外 10YR7/3 大川式

-02 J 5 7 に擬口縁 内 10YR8/3

1 8 5 8 0 3 8 包含層 体部：縦位市松文、上端に擬口縁 外 10YR7/3 大川式

-06 J 4 3 内 10YR7/4

1 8 5 9 5 2 3 包含層 体部：縦位市松文（原体径7又）か、長22又）か） 外 5YR6/3 大川式

-02 I 5 7淡褐 内 10YR7/6

1 8 6 0 5 3 1 包含層 体部：縦位正格子文、上下端に継目 外 7.5YR5/l 大川式 外面にスス

-06 I 5 2淡褐 内 10YR7/4

1 8 6 1 5 2 6 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR8/3 大川式

-03 H58淡褐 内 7.5YR5/2~5/3

1 8 6 2 0 4 1 蝕含層 体部：縦位市松文 外 10YR7/4 大川式

-04 M4 2 内 10YR7/4

1 8 6 3 0 3 6 包含層 体部：縦位市松文 外 2.5Y6/2 大川式 内面に炭化物

-02 J 4 0 内 2.5Y5/l

1 8 6 4 0 3 7 包含層 体部：縦位市松文（一部は斜格子状） 外 10YR7/2 大川式

-1 4 H43 内 10YR7/2

1 8 6 5 0 3 7 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR5/2 大川式

-1 5 L 4 3 内 10YR7/4

1 8 6 6 5 3 0 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR5/2 大川式

-05 G49淡褐 内 10YR7/4

1 8 6 7 0 3 7 包含層 体部：縦位市松文、上端に継目 外 5YR6/4 大川式 外面に炭化物

-0 1 D44 内 7.5YR6/4

1 8 6 8 0 3 8 包含層 体部：縦位市松文、上端に擬口縁 外 10YR8/4 大川式

-03 G45 内 10YR6/1

1 8 6 9 0 3 8 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR5/2 大川式

-1 3 L 4 2 内 10YR5/l

1 8 7 0 0 2 1 包含層 体部：縦位市松文、上端に継目 外 10YR7/4 大川式

-1 1 F 4 5 内 10YR5/2

1 8 7 1 5 3 0 包含層 体部：縦位斜格子文（原体径 6ミ＇）、長 30ミ＇）か） 外 7.5YR6/2~5/1 大川式

-03 F 4 8褐 内 7.5YR4/l

1 8 7 2 0 3 2 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR6/3 大川式 外面にスス

-02 M39 内 10YR8/3

1 8 7 3 0 4 0 包含層 体部：縦位市松文 外 7.5YR7/3 大川式

-07 L 4 2 内 10YR8/4

1 8 7 4 5 2 2 包含層 体部：縦位市松文、上端に継目 外 10YR7/4 大川式

-0 1 I 5 8褐 内 10YR7/4

1 8 7 5 0 3 6 包含層 体部：縦位市松文（原体径6り） 外 5YR6/3 大川式

-1 1 I 4 2 内 10YR6/l
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 8 7 6 5 2 2 包含層 体部：縦位市松文（原体径5.4ミ')、長22ミ＇）以上）、 外 10YR8/3 大川式

-04 G49 途中に継目 内 10YR8/3~6/l

1 8 7 7 0 3 2 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR7/3 大川式 内面に炭化物

-03 E42 内 7.5YR6/l

1 8 7 8 5 2 4 包含層 体部：縦位斜格子文（原体径 7ミ＇）、長 27ミ＇））、上 外 10YR5/2 大川式

-06 F57 端に継目、下端に擬口縁 内 10YR6/3

1 8 7 9 5 2 3 包含層 体部：縦位斜格子文、上端に継目 外 10YR5/2 大川式

-05 F56 内 10YR6/3

1 8 8 0 0 3 7 包含層 体部：縦位斜格子文 外 7.5YR5/6 大川式 内面に炭化物

-04 H45 内 10YR7/8

1 8 8 1 0 3 9 包含層 体部：縦位斜格子文 外 7.5YR6/3 大川式

-06 M42 内 2.5Y5/l

1 8 8 2 0 3 2 包含層 体部：斜格子文 外 10YR6/4 大川式

-10 H43 内 10YR8/4

1 8 8 3 5 3 4 包含層 体部：縦位斜格子文、下端に擬口縁 外 10YR8/3 大川式

-0 1 E 5 5淡褐 内 10YR8/3

1 8 8 4 0 4 1 包含層 体部：縦位市松文 外 10YR8/3 大川式

-0 1 内 7.5YR7/3

1 8 8 5 0 3 7 包含層 底部：縦位市松文 外 2.5Y7/3 大川式

-07 F44 内 2.5Y7/3

1 8 8 6 5 2 2 包含層 底部:市松文 外 10YR6/4 大111式

-1 2 I 5 7褐 内 10YR8/2

1 8 8 7 0 4 1 包含層 底部：縦位市松文、上端に継目 外 10YR7/4 大川式 内面に炭化物

-1 1 M42 内 2.5Y5/3

1 8 8 8 5 2 2 包含層 底部：縦位市松文 外 10YR7/3 大川式
-1 1 L 5 7淡褐 内 2.5Y6/l

1 8 8 9 5 3 7 包含層 底部：縦位市松文か 外 7.5YR7/6 大川式

-08 内 10YR6/4

1 8 9 0 5 2 2 包含層 底部：ナデ 外 10YR6/6 大川式

-09 I 5 8褐 内 10YR6/3

1 8 9 1 5 2 2 包含層 底部：文様不明、上端に継目 外 10YR8/3 大川式

-08 I 5 9褐 内 10YR6/l

1 8 9 2 0 3 9 包含層 体部：ネガ楕円文、上端に擬口縁、下端に継目 外 10YR6/3 神宮寺式

-04 E45 内 10YR5/2

1 8 9 3 5 2 8 包含層 体部：縦位ネガ楕円文、下端に擬口縁 外 10YR5/2 神宮寺式

-07 I 5 7褐 内 10YR5/l

1 8 9 4 5 1 5 包含層 口縁・体部：横位山形文（原体径12'')) 外 10YR5/2 鴻ノ木w式 口径17.0号

-08 J 4 8褐 内 10YR4/l

1 8 9 5 0 3 4 包含層 口縁部：横位山形文 外 5YR4/6 鴻ノ木w式

-1 3 G44 内 5YR2/4

1 8 9 6 0 3 5 包含層 口縁部：横位山形文 外 5YR4/l 鴻ノ木w式

-1 0 K42 内 10YR6/3

1 8 9 7 5 3 4 包含層 口縁部：横位山形文 外 10YR6/4 鴻ノ木w式

-06 G48淡褐 内 10YR4/l

1 8 9 8 5 3 5 包含層 口縁部：上下に無文部を残した横位山形文（原体 外 7.5YR6/6 鴻ノ木w式

-03 G48 径 6'-,)以上） 内 7.5YR7/6

1 8 9 9 5 1 5 包含層 口縁・体部：横位山形文 外 7.5YR5/4 鴻ノ木w式

-1 2 J 4 8 内 7.5YR7/4
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 9 0 0 0 3 4 包含層 口縁・体部：下部に無文部を残した横位山形文 外 7.5YR4/l 鴻ノ木w式

-03 H43 内 7.5YR4/1

1 9 0 1 5 3 4 包含層 口縁部：横位山形文 外 7.5YR5/4 鴻ノ木N式

-1 2 K49褐 内 7.5YR7/4

1 9 0 2 5 1 8 包含層 口縁・体部：部分的に無文部を残した横位山形文 外 10YR7/3 鴻ノ木w式 外面にスス

-06 F 4 9 内 10YR5/1

1 9 0 3 0 6 3 包含層 口縁部：口縁部直下に無文部を残した横位山形文 外 10YR3/l~6/4 鴻ノ木w式

-08 H44 内 10YR4/1

1 9 0 4 0 3 2 包含層 口縁部：横位山形文 外 7.5YR5/4 鴻ノ木w式

-1 2 L 4 1 内 7.5YR5/2

1 9 0 5 0 3 4 包含層 口縁部：横位山形文 外 10YR2/2 鴻ノ木w式

-04 J 4 3 内 7.5YR5/6

1 9 0 6 0 3 3 包含層 口縁部：ほぼ縦位の山形文 外 7.5YR4/l 鴻ノ木w式

-03 L 4 1 内 7.5YR3/l

1 9 0 7 5 3 4 包含層 口縁・体部：縦位山形文 外 7.5YR4/1 鴻ノ木w式

-1 1 K47淡褐 内 10YR7/4

1 9 0 8 5 1 8 包含層 口縁部：ほぼ縦位の山形文 外 7.5YR5/2~3/l 鴻ノ木w式

-07 J 5 3 内 7.5YR5/1

1 9 0 9 5 3 2 包含層 口縁部：縦位山形文 外 5YR7/6 鴻ノ木w式

-03 M 5 2褐 内 5YR7/6

1 9 1 0 0 3 3 包含層 口縁・体部:縦位山形文 外 10YR7/4 鴻ノ木w式

-04 I 4 4 内 10YR7/6

1 9 1 1 0 3 3 他含層 口縁部：上部に無文部を残した横位山形文 外 7.5YR4/2 鴻ノ木w式

-06 F46 内 7.5YR4/3

1 9 1 2 0 6 3 包含層 口縁部：上部に無文部を残した横位山形文 外 10YR4/1 鴻ノ木w式

-04 I 4 4 内 10YR6/2

1 9 1 3 5 3 4 包含層 口縁部：外面に縦位山形文、内面に横位山形文 外 7.5YR6/6 鴻ノ木N式

-08 GH52・53 内 10YR5/l

1 9 1 4 5 3 1 包含層 体部：横位山形文、あるいは一部は縦位山形文か 外 10YR3/l 鴻ノ木N式 あるいは異方向

-05 K48褐 内 7.5YR6/6 帯状施文か

1 9 1 5 5 2 1 包含層 体部：横位山形文、上端に擬口縁 外 7.5YR5/3 鴻ノ木N式

-07 G50淡褐 内 7.5YR5/3

1 9 1 6 0 3 5 包含層 体部：横位山形文 外 5YR4/4 鴻ノ木w式

-1 5 K42 内 5YR4/2

1 9 1 7 5 2 6 包含層 体部：横位山形文 外 5YR7/6 鴻ノ木w式

-07 G4S淡褐 内 5YR6/6

1 9 1 8 5 1 8 包含層 体部：横位山形文、上端に擬口縁 外 7.5YR5/4 鴻ノ木N式

-05 I 4 8褐 内 10YR4/l

1 9 1 9 5 3 2 包含層 体部：横位山形文 外 7.5YR4/3 鴻ノ木w式

-05 J 5 4褐 内 5YR6/6

1 9 2 0 0 3 4 包含層 体部：横位山形文、上端に継目 外 5YR4/2 鴻ノ木w式

-1 4 L 4 2 内 7.5YR4/6

1 9 2 1 5 3 4 包含層 体部：横位山形文 外 7.5YR5/6 鴻ノ木N式

-03 F48淡褐 内 10YR4/l

1 9 2 2 0 3 4 包含層 体部：横位山形文 外 7.5YR6/6~4/4 鴻ノ木N式

-05 D47 内 7.5YR7/6

1 9 2 3 5 3 2 包含層 体部：中位に無文部を残した山形文（原体長33外 7.5YR4/3 鴻ノ木N式 横位帯状施文

-02 K48褐 ミ')) 内 10YR5/l
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報告 整理 出土遺構
制 作 ・ 調 整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番 号 番号 出土位置等 所属期

1 9 2 4 0 3 5 包含層 体部：横位山形文 外 7.5YR7/6 鴻ノ木w式
-03 I 4 4 内 7.5YR4/3

1 9 2 5 5 3 5 包含層 体部：横位山形文 外 5YR6/8 鴻ノ木IV式 外面の一部剥離、

-1 2 E 5 1淡褐 内 7.5YR5/6 1999と同一個体

か

1 9 2 6 5 2 4 包含層 体部：横位山形文、下端に継目 外 7.5YR7/4 鴻ノ木N式

-05 L 5 6 内 7.5YR5/2

1 9 2 7 0 3 5 包含層 体部：横位山形文 外 7.5YR2/3 鴻ノ木w式 外面に炭化物

-1 3 J 4 4 内 7.5YR5/1

1 9 2 8 0 3 4 包含層 体部：横位山形文 外 10YR6/4 鴻ノ木w式 外面に炭化物

-08 L 4 1 内 10YR4/l

1 9 2 9 5 2 5 包含層 体部：横位山形文 外 7.5YR7/4 鴻ノ木N式
-06 J 5 7 内 7.5YR7/4

1 9 3 0 0 3 5 包含層 体部：横位山形文 外 10YR8/4 鴻ノ木N式
-1 1 F44 内 10YR5/l

1 9 3 1 0 6 3 包含層 体部：横位山形文 外 7.5YR3/l 鴻ノ木w式
-02 F46 内 7.5YR7/4

1 9 3 2 0 3 5 包含層 体部：横位山形文 外 5YR5/8 鴻ノ木w式
-1 6 F44 内 5YR4/l

1 9 3 3 5 2 3 包含層 体部：横位山形文（原体長22ミ＇）以上）、上端に擬 外 7.5YR6/3 鴻ノ木w式
-0 1 G57 口縁（接合後に施文） 内 7.5YR6/3

1 9 3 4 5 2 5 包含層 体部：横位山形文 外 7.5YR7/3 鴻ノ木w式
-08 I 5 7 内 7.5YR7/3

1 9 3 5 5 2 7 包含層 体部：横位山形文、上下端に継目 外 7.5YR4/l 鴻ノ木w式 密接施文だが一

-0 1 H50褐 内 7.5YR5/2~6/2 部磨耗

1 9 3 6 0 3 5 包含層 体部：横位山形文、上端に継目 外 2.5YR5/2 鴻ノ木w式
-07 E 4 7 内 10YR7/6

1 9 3 7 5 3 4 包含層 体部：横位山形文、上端に擬口縁 外 7.5YR6/6 鴻ノ木w式
-1 0 G48 内 10YR8/4

1 9 3 8 0 3 4 包含層 体部：横位山形文、途中に継目 外 10YR6/4 鴻ノ木w式 内面に炭化物、

-1 1 F46 内 10YR4/2 外面は磨耗

1 9 3 9 5 2 3 包含層 体部：横位山形文 外 7.5YR6/4 鴻ノ木w式 一部磨耗

-03 J 4 8 内 2.5YR4/l

1 9 4 0 0 3 4 包含層 体部：横位山形文 外 10YR4/3 鴻ノ木w式
-09 G44 内 10YR4/l

1 9 4 1 0 3 4 包含層 体部：横位山形文 外 10YR6/3 鴻ノ木w式
-1 0 D46 内 10YR4/2

1 9 4 2 0 3 5 包含層 体部：下部に無文部を残した横位山形文 外 5YR6/8 鴻ノ木w式 横位帯状施文か

-04 G44 内 5YR6/6

1 9 4 3 0 3 4 包含層 体部：中位に無文部を残した横位山形文、上端に 外 10YR3/3 鴻ノ木w式 横位帯状施文

-1 2 K42 擬口縁 内 10YR4/2

1 9 4 4 5 3 4 包含層 体部：中位に無文部を残した横位山形文 外 7.5YR4/2 鴻ノ木w式 横位帯状施文

-09 H47褐 内 10YR6/6

1 9 4 5 5 1 8 包含層 体部：下部に無文部を残した横位山形文 外 7.5YR6/4~3/1 鴻ノ木w式 横位帯状施文か

-09 M4 8 内 10YR3/l

1 9 4 6 0 3 5 包含層 体部：中位に無文部を残した横位山形文 外 7.5YR4/4 鴻ノ木w式 横位帯状施文

-02 E 4 7 内 10YR2/2

1 9 4 7 0 3 4 包含層 体部：上部に無文部を残した横位山形文、途中に 外 10YR4/3 鴻ノ木w式

-06 K42 継目 内 10YR4/2

第 7表 縄文時代早期の土器観察表 (26)
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 9 4 8 0 3 5 包含層 体部：縦位山形文 外 5YR6/3 鴻ノ木w式
-1 4 E44 内 10YR6/4

1 9 4 9 0 3 5 包含層 体部：横位山形文 外 5YR6/6 鴻ノ木w式

-05 E 4 7 内 7.5YR6/6

1 9 5 0 5 2 9 包含層 体部：斜位の山形文か 外 7.5YR7/6 鴻ノ木w式

-03 I 4 8褐 内 5YR5/4

1 9 5 1 0 3 4 包含層 体部：横位山形文 外 7.5YR5/6 鴻ノ木w式

-02 G44 内 7.5YR4/2

1 9 5 2 0 3 5 包含層 体部：中央に無文部を残した縦位山形文 外 7.5YR6/6 鴻ノ木w式 縦位帯状施文か

-0 1 E 4 7 内 5YR5/2

1 9 5 3 0 3 5 包含層 体部：縦位（やや斜位）山形文 外 5YR4/6 鴻ノ木w式

-08 K42 内 5YR5/8

1 9 5 4 5 3 2 包含層 体部：縦位山形文、上端に継目 外 7.5YR5/1 鴻ノ木w式

-04 I 5 1 内 10YR5/l

1 9 5 5 5 2 9 包含層 体部：縦位山形文（原体径 7ミリ、長29ミ＇）） 外 2.5Y8/3 鴻ノ木w式

-07 F48褐 内 10YR6/2

1 9 5 6 0 3 5 包含層 体部：縦位山形文、あるいは縦位に無文部か 外 10YR4/l 鴻ノ木w式 内面に炭化物

-1 2 L 4 2 内 10YR5/2

1 9 5 7 0 3 3 包含層 体部：縦位山形文 外 10YR4/1 鴻ノ木w式

-02 J 4 4 内 10YR5/2

1 9 5 8 0 3 5 包含層 体部:縦位山形文 外 7.5YR4/2 鴻ノ木w式 外面にスス

-06 E44 内 2.5Y6/l

1 9 5 9 0 3 4 包含層 体部：縦位山形文 外 10YR4/3 鴻ノ木w式
-0 1 F46 内 7.5YR5/l

1 9 6 0 5 3 0 包含層 体部：縦位山形文（原体径7ミ＇）、長 17ミ')) 外 10YR5/l~8/4 鴻ノ木w式

-02 F48褐 内 10YR6/1

1 9 6 1 5 3 5 包含層 体部：縦位山形文か 外 10YR5/2 鴻ノ木N式

-06 L 5 3 内 10YR5/l

1 9 6 2 0 3 4 包含層 体部：縦位山形文、上端に継目 外 10YR7/4 鴻ノ木w式

-07 E 4 0 内 2.5Y5/l

1 9 6 3 5 3 2 包含層 口縁部：外面は斜位山形文、内面は横位山形文 外 7.5YR5/l 鴻ノ木w式 補修孔 l孔残

-08 J 5 5褐 内 2.5Y4/1 

1 9 6 4 0 2 5 包含層 口縁部：斜位正格子文 外 10YR3/1 鴻ノ木w式

-02 L 4 4 内 7.5YR5/l

1 9 6 5 5 1 6 包含層 口縁部:縦位正格子文 外 7.5YR4/4 鴻ノ木w式 口径30.8号
-05 J 4 9淡褐 内 7.5YR4/4

1 9 6 6 5 3 2 包含層 口縁部：縦位正格子文 外 7.5YR4/3 鴻ノ木w式

-07 K58淡褐 内 7.5YR6/6

1 9 6 7 5 2 6 包含層 体部：縦位正格子文、下端に擬口縁 外 10YR5/3 鴻ノ木w式

-0 1 H49淡褐 内 10YR5/2

1 9 6 8 0 4 0 包含層 体部：上下に無文部を残した横位正格子文（原体 外 7.5YR4/1 鴻ノ木w式 横位帯状施文、

-0 1 長18s')) 内 7.5YR4/l 1977と同一個

体か

1 9 6 9 5 3 9 包含層 体部：縦位正格子文 外 10YR7/4 鴻ノ木N式
-1 0 H47 内 10YR8/4

1 9 7 0 5 3 5 包含層 体部：正格子文 外 7.5YR4/l~5/3 鴻ノ木w式

-02 K49褐 内 7.5YR7/6

1 9 7 1 5 2 2 包含層 体部：横位正格子文、上端に継目 外 10YR5/l~6/4 鴻ノ木w式

-03 L 5 0褐 内 10YR7/4~5/1 

第 7表縄文時代早期の土器観察表 (27)
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 9 7 2 5 1 7 包含層 体部：横位正格子文 外 10YR2/3 鴻ノ木w式

-1 0 内 7.5YR5/3

1 9 7 3 5 2 7 包含層 体部：正格子文 外 10YR7/4 鴻ノ木w式

-03 E57褐 内 10YR7/3

1 9 7 4 0 3 2 包 含 層 体部：正格子文か、上端に継目 外 7.5YR5/3 鴻ノ木w式

-06 D42 内 2.5Y6/l

1 9 7 5 5 3 0 包含層 体部：縦位斜格子文 外 7.5YR7/6 鴻ノ木w式

-06 K 5 1褐 内 7.5YR4/3

1 9 7 6 0 3 9 包含層 体部：縦位正格子文 外 7.5YR6/6 鴻ノ木N式

-1 1 E44 内 7.5YR6/6

1 9 7 7 0 4 0 包含層 体部：正格子文 外 10YR5/4 鴻ノ木w式 1968と同一個

-1 3 I 4 5 内 7.5YR5/6 体か

1 9 7 8 5 1 5 包含層 体部：正格子文 外 7.5YR6/6~4/l 鴻ノ木w式

-07 G48褐 内 10YR5/l~4/1 

1 9 7 9 5 3 0 包含層 体部：中位に無文部を残した横位正格子文 外 7.5YR5/3 鴻ノ木w式 横位帯状施文か

-04 K 5 1褐 内 7.5Y7/6

1 9 8 0 5 3 4 包含層 体部：正格子文、上端に継目 外 7.5YR7/6 鴻ノ木w式

-04 G48淡褐 内 10YR5/1

1 9 8 1 0 3 8 包含層 体部：正格子文、上下端に継目 外 7.5YR6/6 鴻ノ木w式

-05 J 4 5 内 2.5Y5/l

1 9 8 2 5 1 5 包含層 体部．• 平行沈線押型文か、あるいは横位山形文か 外 10YR7/3 鴻ノ木w式

--1 1 G49 内 10YR6/1

1 9 8 3 5 3 5 包含層 体部：上下に羽状押型文、中位に平行沈線押型文 外 7.5YR4/2 鴻ノ木w式

-07 L 4 7 内 7.5Y6/6

1 9 8 4 0 3 3 包含層 体部：縦位羽状押型文（原体径 6り、長25s'J)、 外 10YR6/3 鴻ノ木w式 1985と同一個

-0 1 E 4 5 上端に継目 内 10YR5/2 体か

1 9 8 5 5 2 1 包含層 体部：横位羽状押型文、下端に擬口縁 外 10YR7/4 鴻ノ木w式 1984と同一個

-03 H50褐 内 10YR7/6 体か

1 9 8 6 5 2 2 包含層 口縁部：単節斜縄文、口唇部はあるいは擬口縁か 外 7.5YR4/2 鴻ノ木w式

-05 E48淡褐 内 7.5YR5/4

1 9 8 7 5 1 5 包含層 体部：単節斜縄文、下端に継目 外 7.5YR6/4~5/2 鴻ノ木w式

-1 0 G48褐 内 10YR4/2

1 9 8 8 5 2 4 包含層 体部：単節斜縄文 外 5YR4/1 鴻ノ木w式

-04 J 4 9淡褐 内 5YR4/l

1 9 8 9 5 2 5 包含層 体部:単節斜縄文 外 10YR4/2 鴻ノ木w式

-05 M51 内 10YR4/2

1 9 9 0 5 2 7 包含層 体部：単節斜縄文、下端に継目 外 7.5YR6/3~5/3 鴻ノ木N式

-04 I 5 7 内 7.5YR7/3

1 9 9 1 5 2 6 包含層 体部：横走撚糸文か 外 7.5YR7/4 鴻ノ木w式

-04 H50褐 内 10YR5/2

1 9 9 2 5 1 5 包含層 口縁部：単節の撚糸文、一部をヨコナデでナデ消 外 10YR3/1 鴻ノ木w式

-09 J 5 1褐 す、下端と途中に継目 内 10YR5/2

1 9 9 3 5 3 4 包含層 口縁部：口唇直下に横走撚糸文、以下は縦走らし 外 10YR7/6~ 鴻ノ木w式 口縁部は肥厚

-07 G 4 8淡褐 い撚糸文 2.5Y 4/1 
内 2.5Y4/1 

1 9 9 4 5 2 3 包含層 体部：細い単節Lの横走撚糸文、上端や途中に継 外 7.5YR5/2 鴻ノ木w式 外面にスス

-08 H50褐 目 内 10YR7/3

1 9 9 5 0 6 3 包含層 体部：細かく疎らな横走撚糸文、上端に継目 外 2.5Y5/l 鴻ノ木w式

-03 E 4 1 内 10YR7/3~5/2

第 7表縄文時代早期の土器観察表 (28)
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 9 9 6 0 4 0 包含層 体部：ナデ 外 10YR4/4 鴻ノ木w式
-1 2 I 4 5 内 2.5Y8/4

1 9 9 7 0 3 9 包含層 体部：ナデ 外 10YR6/4 鴻ノ木w式
-03 K43 内 2.5Y5/2

1 9 9 8 0 3 6 包含層 体部：ナデ 外 2.5Y7/3 鴻ノ木w式
-07 L 4 2 内 2.5Y5/2

1 9 9 9 5 3 5 包含層 底部：文様は磨耗により不明 外 7.5YR7/8 大川式～ 1925と同一個
-1 1 E 5 1淡褐 内 10YR4/4 鴻ノ木N式 体か

2 0 0 0 0 2 3 包 含 層 底部：ナデ 外 10YR7/2 大川式～
-09 K42 内 10YR7/3 鴻ノ木w式

2 0 0 1 5 3 5 包含層 底部：文様は磨耗により不明、上端に継目か 外 7.5YR6/6 大川式～
-08 I 5 0 内 10YR7/6 鴻ノ木w式

2 0 0 2 0 4 1 包含層 底部：文様は不明、一部に格子文か 外 10YR5/3 大川式～ S K256出土の
-02 I 4 5 内 10YR5/l 鴻ノ木w式 可能性も有

2 0 0 3 5 3 2 包含層 底部：文様は磨耗により不明、上端に擬口縁、途 外 5YR7/6 大川式～ 内面に炭化物
-06 I 4 8淡褐 中に継目 内 7.5YR7/2 鴻ノ木w式

2 0 0 4 0 3 2 包含層 底部：ナデ、上端や途中に継目 外 7.5YR7/6 大川式～ 内面に炭化物
-0 1 J 4 3 内 7.5YR2/l 鴻ノ木w式

2 0 0 5 0 3 2 包含層 底部：ナデ、途中に継目 外 10YR6/3 鴻ノ木w式 外面の一部に炭
-09 L 4 2 内 2.5Y8/3 化物

第 7表縄文時代早期の土器観察表 (29)

群 I 型式期 総点数口縁部：底部：その他 群 遺構 出土
I 

包含層出土
I I 

表 裏縄文 1 1 I I 0 : 0 1点（ 4 %) 
I 

2 4点 (96 %) I I 
I 

I [天` ―`-五― ----8―[―---;丁―_l _2_ -
--------------- -----—トー―----:-------

II 2 9 1点 (61 %) 
I 

1 8 5点 (39 %) I 
I 
「

表裏～大鼻 3 0 : 0 : 3 □ ::11)::~-1: 三~:パ／口［五:ー／
I11 神宮寺式 22 4: o: 18 

f-________________________  I _______  1 ______  _ 

w 鴻ノ木w式 134 35: 1: 98 
f-- -—,_ ---------!--------ト--- ---1-------1-------

III 2 0点 (91 %) I 2点( 9 %) 
I I 

2 8点 (21 %) 
I 

1 0 6点 (79 %) N I 
I 

その他 2点
I 

6点I 
I 
r 

計 3 4 2点 I 3 2 3点
I ' 

8 I o : 8 : 0 第 9表各期の土器出土傾向
I 

その他

掲載総点数 6651213: 

I 

l 

26:426 〔朋式期の特定が困難な例は「その他」とした。〕
I I 

第 8表 各土器型式期の部位別点数

（①．「11縁部」とか「底部」とかした場合は、省略器形例も含めて％該部分を持つ破片を意味しており、「その他」が体部のみの破片である。

②．特訊試期に限定できない例も「その他」とした。

③．占相を帯びた市松文例は大鼻式の可能性もあるが、確かな例を除いて大川式に含めておいた。 ） 
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部位 左方向から 右方向から その他

口唇部 8 (6 %) 1 1 7 (8 3 %) 15 (11%) 

頸部 6 (4 %) 1 2 3 (8 5 %) 1 6 (1 1 %) 

合計 1 4 (5 %) 240 (84%) 31 (11%) 

第10表 大川式の施文方向 （① . D字形は右方向からとした。
②．多方向の例は除外した。 ） 

文様 大川 a式 大川 b式 大川式全体

市 松 6 9 ( 8 3 %) 2 2 ( 5 9 %) 1 1 3 ( 7 0 %) 
1----------f--------------- - -

刺突文 1 3 ( 1 6 %) 7 ( 1 9 %) 3 1 ( 1 9 %) 
トー＿＿＿＿＿＿＿＿1---------------

格子文 0 ( 0 %) 1 ( 3 %) 6 ( 4 %) 
~--------- '-・  .. -

山形文 0 ( 0 %) 6 ( 1 6 %) 6 ( 4 %) 
~---------' '  

無ヽヽヽ 文 1 ( 1 %) 0 ( 0 %) 4 ( 2 %) 
'-

ネガ楕円文 0 ( 0 %) 1 ( 3 %) 1 ( 1 %) 

合 計 83 (100%) 37 (100%) 1 6 1 (1 0 0 %) 

第11表大川式の口縁部文様構成 （①. 大川式全体には、 a・bの細分を控
えて単に「大川式」とした例も含む。

②．省略器形例は除外した。 ） 
文 様 文様例数( %) 

山形文 9 0 (6 7 %) 
← ------

格子文 2 1 (1 5 %) 
トー—-----
無ヽ 文 8 （ 6 %) 

文様 大川式全体

市松文 2 5 4 ( 9 0 %) 
ト—-----------

格子文 2 3 ( 8 %) 
1------------- —-— 

山形文 4 ( 2 %) 
f------------ • — 

刺突文 1 ( 0 %) 

合計 282 (100%) 

第12表 大川式の体底部文様構成
（ロ・頸部と接合しない破片(/)み
を対象とした。 ） 

遺跡 型式 率（絶対数）

鴻ノ木w式 11%(15/133) 
鴻 トー―-----------

神宮寺式 0% (0/ 22) 
ノ ← -------------

木
大川式 2% (10/ 460) 

ト—-------------
大鼻式 5% (1/21) 

大鼻 大鼻式 3% (3/101) 
t-- - - - - - -

坂倉 大鼻式 8% (7 / 90) 

平均 大鼻式 5%(11/212) 

第13表帯状施文例の型式別占有率

（底部片は除き、+確実な例は含めた。）

I-------

縄 文
ト-------
撚糸文

5 （ 

5 （ 

4 %) 

4 %) 

方 向 1 口縁部(%) I 体部(%) I 合計（％）

横位 19 (70%) 50 (75%) 69 (73%) 

I-------

羽状文 3 （ 2 %) 
縦位 I s (30%)111 (25%) I 25 (21%) 

ト—----―-— • ― 

沈線文 3 （ 2 %) 

合 計 135(100%) 

第14表鴻ノ木w式の山形文の破片別方向
（① 山形文の方向であり、施文方向とは限らない。
②．斜位例は、縦・横位のどちらかに含めた。 ） 

第15表 鴻ノ木w式期の文様構成（羽状文と沈線文が併川されている 1例は別。）

直 径 （ミ，］） 長 さ （ミリ）
遺跡名 型式名 >------------ -------I ------------- -----------r-------r-------------

平 均 例数 I 最小～最大 平 均 ： 例数 ： 最小～最大I 
L I 

坂倉・大鼻遺跡 大 琴論冒 式
I I I 

8. 6 1 1 : 5-12 3 0. 3 I 1 3 I 1 8~3 2 
I I 

大 JI I 遺 跡 大 JI I 式 I 
2 5. 1 

I 
2 1 

I 
1 6 ~ 3 3 I I I 

I I I 

大 川 a 式
I I I 

6. 6 5 5 : 4 ---I 0 2 7. 2 I 29 I 1 9 ~ 3 6 
I I 

1------------ -----------1--------1------------- -----------1--------1--------------

大川 b 式 5. 0 
I 

1 2 : 3- 7 2 8. 7 
I 

3 
I 

2 6 ~ 3 2 I I I 
,__ ___________ 

----------―:―------―: ------------- ----------—トーー一＿＿＿＿トー―-----------
鴻ノ木遺跡 大 JI I 式 6. 2 I 7 4 : 4 ~ 9 2 4. 2 I 3 2 I 1 7 ~ 3 3 I I I 

~----------- -----------1--------1------------- -----------1--------1--------------

大）II式全体 6. 2 I I 1 4 1 I I 3~10 2 5. 8 
I 

6 4 
I 

1 7 ~ 3 6 I I 
I I I I 

渇ノ木 w式 7. 6 
＇ I 5 ＇ I 6 ~ 1 2 2 3. 4 

＇ I 
7 

I I 

1 7 ~ 3 3 
I I I I I I 

I I 

第16表押型文原体の大きさ
（①．「以上」 ・「以ド」は考慮外とした。 ② . 1個体多原体例では旗体別に扱った。

③ . 1個体 1原体例では 1原体として扱った。 ④．原体は円棒具のみを対象とした。 ） 

-121 -



V. 石器・石製品

今回の調査で出土した石器は、遺構との関係が捉

えられる資料も多く、押型文土器前半期に伴う極め

て時間的限定性の高い石器群として、重要な資料で

ある。

出土総数は、 10478点ある。その器種別内訳は、

尖頭器 6点、有茎尖頭器 3点、石鏃85点、打製石

斧11点、台石・石皿40点、敲石106点、磨石103点、

1 . 石

(1)尖頭器（第61図2007~2012)

本器種とした石器は、 6点ある。明らかに左右非

対称をなす平面形をもつ資料を含むことが注意され

る。

2007は整った幅広な木葉形を呈する。両端をごく

わずかに欠失する。調整加工は両面のほぼ全体に及

ぶが、中央に一次剥離面を残す。いずれも浅い幅広

の剥離で概形を整え、両端周縁に表裏から器体中央

に及ぶ深い剥離や細かい剥離を施す。ほぼ左右対称

の平面形を呈するが、仔細に観察すると左図右側縁

がやや脹らみ、下半にわずかに段を形成する。風化

度は弱い。

2008は、完形の小型品で全長は 3cmにわずかに

満たない。チャートを用いる。全体に加工は粗く、

厚手でずんぐりとした左右非対称の平面形を呈する。

その形態からは、石鏃・石錐などの他器種を考える

こともできるが、石鏃とするには他の資料との様相

の相違が大きいこと、石錐とするには機能部の使用

がみられないことから、全体的に判断して本器種に

含めた。ただし、本器種として考えた場合も、他の

資料との間に違和感があることも否めない。

2009は、肌理の細かい緻密なサヌカイトを素材

とする。上部の欠損は蝶番状に近い古い剥離面とな

っているが、下部の欠損は残念ながら発掘時のもの

である。風化は 2007に比してやや強く、白味を帯

びる。両面の調整加工は、石材が良質なことと相侯

って、器体中軸を越える深い剥離が比較的連続して

石錐4点、削器12点、楔形石器57点、磨製石斧2点、

礫器442点、砥石2点、二次加工痕有剥片77点、使

用痕有剥片117点、剥片・砕片9385点、石核34点、

線刻礫 1点である。遺構別出土点数表は第17表に、

剥片、砕片、分割礫の遺構・石材別点数表は、第18

表にそれぞれ示した。

器

施されている。断面形も薄手の整った凸レンズ状と

なる。平面形を見ると、一方の側縁がほぼ直線状を

なすのに対して、もう一方は緩やかに弧状を呈して

おり、上下端を欠失するため断定はできないが、細

身の半月形を呈していた可能性が考えられる。

2010は、本来 2007と同様の木葉形を呈していた

と推定される大型品である。風化は 2009と同様で

ある。両面の中央にやはり一次剥離面を残し、調整

加工も全体に粗く、 2007に近似する。左図左縁に

は、急角度の階段状剥離がみられる。折損部に二次

加工を施し再生しているが、削器など他器種として

転用されていた可能性も考えられる。

2011は、白い石英質の節理が縞状に走る暗灰色

の良質チャートを素材とする。上半約 2分の 1を欠

く。折損面は古い。側縁はいずれも緩やかに張り出

すが、左側縁はやや直線的である。身部と着柄部の

区画を意識したとも考えられる。本例も左右非対称

といえよう。

2012は本器種としては一般的ではない片岩系の

石材を用いている。背面の剥離が見られない部分は、

素材の礫表が残存しているように観察される。腹面

も調整加工が今一つ不明瞭である。下縁の丸味も素

材剥片本来の縁辺である。先端部形成の意図が不明

瞭であることから、未成品かもしくは全く他器種で

ある可能性も考慮される。
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尖頭 有誓杢
石鏃

打製
石皿 台石 敲石 磨石

磨製
石錐 削器

楔形
礫器 砥石 RF UF 石核 剥片 砕片

線刻
計

器 石斧 石斧 石器 礫

SH202 1 1 1 1 7 2 7 414 434 

SH203 1 1 1 2 80 85 

SH205 2 1 1 4 133 141 

SH208 2 1 2 5 5 120 135 

SH209 2 1 3 3 3 2 1 9 125 149 
SH210 1 3 1 1 66 72 

SH211 1 2 5 44 52 

SH212 2 3 3 6 205 219 

SH214 1 3 5 68 77 

SH218 1 4 1 5 155 166 

SH219 269 269 

SH220 2 2 1 3 2 1 3 246 260 
SH223 1 1 1 2 2 7 

SH224 

゜ ゜SH234 4 1 1 5 2 2 8 2 4 21 135 185 

SH235 1 2 1 4 1 6 15 
SH251 1 2 3 
SH 百ヤ

゜゜
18 1 5 

゜
16 12 

゜
1 

゜
4 45 

゜
11 8 

SK201 1 1 7 4 2 6 23 1 5 1 17 1080 1 1146 
SK206 17 17 
SK207 3 3 
SK213 1 2 1 3 1 1 1 158 168 
SK217 2 2 
SK221 2 12 14 
SK222 10 10 
SK225 24 24 
SK236 1 3 4 
SK237 

゜SK238 1 1 1 3 
SK239 1 1 
SK240 1 1 
SK241 

゜SK242 

゜SK243 

゜SK254 1 1 1 3 
SK255 2 2 
SK256 

゜SK257 

゜SK258 

゜SK259 

゜SK271 

゜SK言t 1 1 11 

゜
5 

゜
3 ， 

゜゜
1 1 26 

゜
2 8 2 24 1306 1 1398 

SF204 1 1 37 39 
SF216 

゜SF226 2 1 3 1 1 43 51 
SF227 1 73 74 
SF228 1 1 1 76 79 
SF229 1 2 1 6 2 78 90 
SF230 1 1 8 10 
SF231 

゜SF232 

゜SF233 

゜SF244 

゜SF245 

゜SF246 1 27 4 2 4 37 
SF247 

゜SF248 

゜SF249 1 1 
SF250 

゜SF252 

゜SF253 

゜SF267 

゜SF268 4 4 
SF269 

゜SF270 

゜SF酎t 1 

゜
31 

゜
2 

゜
6 4 

゜゜゜
2 11 

゜゜
4 1 5 319 

゜
385 

S2200 4 1 5 
SZ215 1 5 1 27 34 
S2260 

゜SZ261 

゜S2262 1 1 31 33 
SZ263 

゜S2264 1 1 2 
SZ265 2 1 3 16 22 
S2266 1 1 11 13 
sz百t

゜゜゜゜
1 

゜゜
3 

゜゜゜
1 14 

゜゜
2 

゜
2 86 UH 109 

Pit272 

゜Pit273 

゜Pit274 

゜Pit言十

゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜゜その他遺溝

゜゜ ゜
2 

゜゜
1 1 

゜
1 10 68 

゜
83 

包含層 4 2 25 10 23 4 81 73 2 3 11 48 345 2 64 95 27 942 4478 0 6233 
応目千 6 3 85 11 36 4 106 103 2 4 12 57 442 2 77 117 34 1066 8319 1 10477 

第 17表石器・石製品遺構別出土表

-123 



濁 18.塗 F ． 某 F ．5 } 唱 j 藩 廠 葦 ・ 出 ⇔ 浬 圧 廿 澤

ー
12
4|
 

剥
片

砕
片

分
割

慄
遺
構

砂
岩

チ
ャ
ー
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

そ
の
他

計
砂

岩
チ
ャ
ー
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

そ
の
他

計
砂

岩
チ
ャ
ー
ト

サ
ヌ
カ
イ
ト

そ
の
他

計
総

計

数
：

重
(g)

数
：
重

(g)
数
：
重

(g)
数
：
重

(g)
数

i
重
(g)

数
！
重

(g)
数
：
重

(g)
数

i
重
(g)

数
！
重

(g)
数
：
重

(g)
数

！
重

(g)
数

：
重

(g)
数

！
重

(g)
数

：
重

(g)
数

：
重

(g)
数

：
重

(g)

SH
20
2 

6: 
13
0.
9 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

11 
9.
7 

7: 
14
0.
6 

41
: 

11
0.
3 

81
1 

27
.3
 

28
2:
 

51
.6
 

10
1 
13
.7
 

41
4:
 
20
2.
9 

7: 
49
81
 

01 
0.
0 

01 
0.
0 

21 
48
7.
8 

9: 
98
5.
9 

43
0:
 

13
29
.4
 

SH
20
3 

2: 
99
.9
 

o: 
0.
0 

OI 
0.
0 

o: 
0.
0 

2: 
99
.9
 

91 
33
.0
 

s: 
97
.6
 

63
1 

6
9
 

Ol 
0.
0 

80
1 

13
75
 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

Qi 
0.
0 

QI 
0.
0 

s2
: 

23
7.
4 

SH
20
5 

3: 
59
.0
 

o! 
0.
0 

o! 
0.
0 

1
 

!
 
7.
5 

4: 
66
.5
 

14
! 

70
.8
 

49
: 

24
.1
 

68
: 

3.
9 

2: 
0.
8 

13
3!
 

99
.6
 

1! 
30
.3
 

1: 
79
0.
0 

o! 
0.
0 

o! 
0.
0 

2: 
82
0.
3 

13
9:
 

98
6.
4 

SH
20
8 

51 
90
.7
 

o: 
0.
0 

Ol 
0.
0 

o: 
0.
0 

5l 
90
.7
 

21
: 

28
1.
2 

33
: 

5.
8 

65
: 

5
2
 

11 
16
.6
 

12
0:
 
30
8 
8

 
5: 

83
4 
6

 
11 

57
.4
 

o: 
0.
0 

21 
13
3.
5 

s: 
10
25
.5
 

13
3:
 

14
25
.0
 

SH
20
9 

5: 
11
6.
6 

41 
11
8.
2 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

91 
23
4.
8 

14
1 

5
3
 9

 
73
: 

82
.3
 

32
1 

14
.4
 

61 
5.5
 

12
51
 
15
-6
1 

7: 
12
08
.1
 

o: 
0.
0 

QI 
0.
0 

o: 
0.
0 

7: 
12
08
.1
 

14
11
 

15
99
.0
 

SH
21
0 

1
 

I
 

6.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

1: 
6.
0 

11
: 

27
.8
 

32
: 

12
.9
 

22
: 

1.6
 

11 
0.
8 

66
: 

43
.1
 

41 
19
7 
2

 
1: 

59
0.
0 

o: 
0.
0 

O: 
0.
0 

5: 
78
7.
2 

72
: 

83
6.
3 

SH
21
1 

4: 
34
.7
 

1: 
12
.1
 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

5: 
46
.8
 

20
: 

23
7.
1 

15
l 

8.
3 

Bl 
2.
2 

ll 
0.1
 

44
l 

24
7.
7 

o: 
0.
0 

Ol 
0.
0 

01 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

49
: 

29
4.
5 

SH
21
2 

21 
33
.3
 

1: 
2.
6 

1: 
1.6
 

2:
 

17
.9
 

5: 
55
.4
 

22
: 

42
.6
 

70
1 

41
.8
 

11
1:
 

18
.2
 

2: 
0.
3 

20
5:
 
10
2.
9 

31 
32
1.
2 

2: 
13
9.
4 

Qi 
0.
0 

o: 
0.
0 

5: 
46
0.
6 

21
5:
 

61
8 
9

 
SH
21
4 

51 
11
6.
8 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

5: 
11
6.
8 

13
1 

36
.1
 

39
: 

22
.5
 

16
1 

1.3
 

o: 
0.
0 

68
1 

59
.9
 

s: 
25
6.
5 

21 
70
.4
 

01 
0.
0 

O: 
0.
0 

10
: 

32
6.
9 

83
: 

50
3.
6 

SH
21
8 

3: 
12
8.
6 

1: 
1.2
 

11 
1.6
 

o: 
0.
0 

51 
13
1.
4 

33
: 

95
.9
 

41
1 

15
.0
 

79
: 

10
.3
 

21 
1.5
 

15
5:
 
12
2.
7 

61 
56
2.
2 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

61 
56
2.
2 

16
61
 

81
6.
3 

SH
21
9 

Qi 
0.
0 

Qi 
0.
0 

o: 
0.
0 

QI 
0.
0 

o: 
0.
0 

31 
0.
2 

19
: 

2.
4 

24
61
 

8.
0 

1: 
01
 

26
9:
 

10
.7
 

a: 
0.
0 

Qi 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

26
9:
 

10
.7
 

SH
22
0 

3: 
63
.9
 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

31 
63
.9
 

32
: 

18
1.
3 

11
3:
 
11
0.
5 

94
: 

7.5
 

71 
1.5
 

24
6:
 
30
0 
8

 
1

 
I

 
55
.5
 

2: 
18
.5
 

o: 
0.
0 

1: 
77
.7
 

41 
15
1.
7 

25
31
 

51
6.
4 

SH
22
3 

2: 
98
.5
 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

2: 
98
5 

t: 
0.
5 

o: 
0.
0 

11 
0.
4 

o: 
0.
0 

2: 
0.
9 

3: 
86
.6
 

2: 
87
.8
 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

5: 
17
4.
4 

9: 
27
3 
8

 
SH
23
4 

15
: 

20
4.
7 

31 
13
5.
7 

3: 
6.
5 

QI 
0.
0 

21
: 

34
6.
9 

15
: 

8.
3 

68
1 

10
.6
 

39
: 

12
.1
 

13
: 

0.
6 

13
5:
 

31
.6
 

g: 
12
92
 9

 
1: 

70
.0
 

o: 
0.
0 

5: 
73
0.
8 

14
: 

20
93
.7
 

17
0:
 

24
72
.2
 

SH
23
5 

3: 
2
8
 2

 
01 

0.
0 

3: 
27
.1
 

o: 
0.
0 

6l 
55
.3
 

o: 
0.
0 

Ol 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

6: 
55
 3

 
SH
25
1 

2: 
ro
.s
 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

21 
10
.5
 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

2: 
10
.5
 

S
H
計

61
: 

12
22
.3
 

10
: 

26
9.
8 

s: 
36
.8
 

41 
35
.1
 

83
: 

15
64
.0
 

24
91
11
79
.0
 

6
4
1
:
4
6
1
1
 
11
26
1 

14
3.
6 

46
: 
41
.5
 
20
62
: 
18
25
.2
 

53
1 

53
43
.2
 

12
: 

18
23
.5
 

o: 
0.
0 

10
: 

14
29
.8
 

75
: 

85
96
.5
 

22
20
1 

11
98
57
 

SK
20
1 

12
1 

24
9.
0 

1: 
2.
6 

3: 
3.
2 

1: 
18
.0
 

17
: 

27
2.
8 

19
91
 
70
2.
7 

46
9:
 
18
6.
1 

40
5:
 

72
.2
 

71 
1.8
 

10
80
: 

96
2.
8 

15
: 

21
86
.3
 

2: 
21
.1
 

o: 
0.
0 

6: 
41
05
 2

 
23
: 

63
12
.6
 

11
20
: 

75
48
.2
 

SK
20
6 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

1: 
4
5
 

14
1 

8
2
 

21 
0.
6 

o: 
0.
0 

17
1 

13
.3
 

o: 
0.
0 

Ol
 

0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

17
: 

13
.3
 

SK
20
7 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

QI 
0.
0 

1: 
0.
2 

2: 
01
 

Qi 
0.
0 

3: 
0.
3 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

3: 
0.
3 

SK
21
3 

Ol 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

18
: 

57
.6
 

34
: 

16
.9
 

10
0:
 

6.
6 

6: 
30
.6
 

15
8:
 
11
1 
7

 
9: 

15
00
.0
 

1: 
29
.0
 

o: 
0.
0 

3: 
69
1.
8 

13
: 

22
20
 8

 
17
1 
I

 2
33
2 
5

 
SK
21
7 

01 
0.
0 

01 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

21 
0.
2 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

21 
0.
2 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

2: 
0.
2 

SK
22
1 

1: 
1.3
 

1: 
5
5
 

Qi 
0.
0 

o: 
0.
0 

2: 
6.
8 

Qi 
0.
0 

2: 
01
 

91 
0.
3 

1: 
0.
2 

12
: 

0.
6 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

a: 
0.
0 

141
 

7.4
 

SK
22
2 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

1: 
0.1
 

6: 
0.
3 

3: 
0.1
 

o: 
0.
0 

10
: 

0.
5 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

10
: 

0.
5 

SK
22
5 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

51 
27
.9
 

s: 
51
 

10
1 

0.
3 

1
 

I
 0.
4 

24
: 

33
7 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

24
l 

33
 7

 
SK
23
6 

o: 
0.
0 

3: 
1.
0 

o: 
0.
0 

Qi 
0.
0 

3: 
1.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

O! 
0.
0 

o: 
0.
0 

O! 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

a: 
0.
0 

o: 
0.
0 

3t 
1.0
 

SK
23
8 

o: 
0.
0 

Oi 
0.
0 

o: 
0.
0 

11 
13
.7
 

1: 
13
.7
 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

Ol 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

1: 
13
.7
 

SK
23
9 

i: 
4.
9 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

1
 

I
 

4.
9 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

11 
4.
9 

S
K
計

14
: 

25
5.
2 

5: 
9.1
 

3: 
3
2
 

2: 
31 
7

 I
 

24
1 

29
9.
2 
I
 

22
4!
 
79
2.
8 
I
 

53
61
 
21
1.
11
 
53
11
 

80
2 
I
 

15
! 
33
.0
 1
13
06
11
12
3.
1 

24
: 

36
86
.3
 

31 
50
.1
 

o: 
0.
0 

91 
47
97
. 

6: 
85
33
.4
 

13
66
: 

99
55
.7
 

SF
20
4 

1
 

I
 
19
.6
 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

1
 

I
 
19
.6
 

1: 
7.4
 

4: 
0.
8 

31
 l

 
21
 

t: 
01
 

37
: 

10
.4
 

3: 
24
9.
0 

〇{
0.
0 

〇{
0.
0 

o: 
0.
0 

3: 
24
9.
0 

41
: 

27
9.
0 

SF
22
6 

i: 
34
.2
 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

1: 
34
.2
 

7: 
12
.9
 

24
: 

18
 

10
: 

0.
4 

2: 
0.
5 

43
: 

15
.6
 

11 
27
.6
 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

1: 
27
.6
 

45
: 

77
.4
 

SF
22
7 

o: 
0.
0 

o: 
〇
.0

OI 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

12
1 

11
4.
5 

45
: 

3.
2 

15
: 

13
 

n
 0
9
 

73
: 

11
9.
9 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

QI 
0.
0 

73
: 

11
9.
9 

SF
22
8 

o: 
0.
0 

1: 
5.5
 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

1: 
5.
5 

36
: 

47
.4
 

26
1 

12
.6
 

14
: 

2.
3 

o: 
0.
0 

76
: 

6
2
 3

 
o: 

0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

77:
 

67
.8
 

SF
22
9 

1: 
94
8 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

11 
16
 1

 
2: 

11
0.
9 

14
: 

13
2.
9 

27
1 

5.1
 

35
: 

2.
9 

2: 
0.
4 

78
1 

14
1.
3 

2: 
42
6.
5 

3: 
13
20
.0
 

01 
0.
0 

31 
28
45
.0
 

s: 
45
91
.5
 

88
1 

48
43
.7
 

SF
23
0 

o: 
0.
0 

Qi 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

2: 
26
.1
 

4: 
0.
2 

21 
0.1
 

o: 
0.
0 

s: 
26
.4
 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

a: 
26
.4
 

SF
24
6 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

1
 

I
 
68
.4
 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

2: 
17
2.
6 

3: 
24
1.
0 

3: 
24
1.
0 

SF
26
8 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0,
0 

01 
0.
0 

2: 
0.
2 

2: 
0
3
 

01 
0.
0 

4: 
0.
5 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

41 
0.
5 

S
F
計

3: 
14
8.
6 

1: 
5.
5 

o: 
0.
0 

1: 
16
.1
 
I
 5: 

11
0.
21
 

72
: 

34
1.
2 
I
 

13
2:
 

23
 9

 I
 

10
9:
 

9.
4 
I
 6: 

1.9
 
I
 

31
9:
 
37
6.
4 

7: 
77
1.
5 

3: 
13
20
.0
 

o: 
0.
0 

5: 
30
17
6 

15
1 

51
09
.1
 

33
9:
 

56
55
.7
 

SZ
21
5 

o: 
0.
0 

1: 
46
.9
 

O! 
0.
0 

O! 
0.
0 

1: 
46
.9
 

61 
37
.0
 

15
: 

14
.6
 

6: 
0.
8 

o: 
0.
0 

27
! 

52
.4
 

O: 
0.
0 

O: 
0.
0 

O: 
0.
0 

O: 
0.
0 

O: 
0.
0 

28
: 

99
.3
 

SZ
26
2 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

1: 
3.
3 

o: 
0.
0 

1: 
3.
3 

2: 
9.
5 

23
1 

3.4
 

6: 
0.
3 

o: 
0.
0 

31
1 

13
.2
 

o: 
0.
0 

0:
 

0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

32
1 

16
.5
 

SZ
26
4 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

Ol 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

1
 

I
 
0.1
 

o: 
0.
0 

1: 
0.1
 

Qi 
0.
0 

QI 
0.
0 

OI 
0.
0 

Qi 
0.
0 

o: 
0.
0 

1i 
0.1
 

SZ
26
5 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

O; 
0,
0 

o: 
0.
0 

12
: 

3.
0 

41 
0.1
 

o: 
0.
0 

16
: 

3.1
 

o: 
0.
0 

O: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o! 
0.
0 

o: 
0.
0 

16
: 

3.1
 

S2
26
6 

01 
0.
0 

01 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

21 
3.
9 

7: 
5.1
 

2: 
0.1
 

01 
0.
0 

11
: 

9.1
 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

o: 
0.
0 

生1!s; 
93
84
28
6 2
 I
 

I
 

136
10!
 :

 
0.
0 

11
: 

9.1
 

s
z
計

O: 
0.
0 

1, 
46
.9
 

1: 
3.
3 

O: 
0.
0 

2: 
50
.2
 

10
: 

50
.4
 

57
: 

26
.1
 

19
: 

1.4
 

O: 
0.
0 

86
: 

77
 9

 
o: 

0.
0 

O: 
0.
0 

D: 
0.
0 

0.
0 

88
: 

12
8.
1 

Pi
t計

91 
26
8.
4 

QI 
0.
0 

1: 
0.
4 

o: 
0.
0 

10
: 

26
8.
8 

22
: 

87
.5
 

19
1 

4.
5 

24
: 

3.
3 

31 
10
.6
 

68
l 

10
5.
9 

5: 
49
4.
1 

4: 
20
3.
0 

o: 
0.
0 

___
 o

 

這
胃
計

87
: 

18
94
.5
 

17
1 

33
1.
3 

13
1 

43
.7
 

7: 
82
.9
 

12
4:
 

23
52
.4
 

57
71
 2
45
0.
9 

13
85
: 

73
2.
7 

18
09
: 

23
7.
9 

70
: 
87
.0
 
38
41
 :

 
35
08
.5
 

89
: 
10
29
5.
1 

22
1 

33
96
.6
 

o: 
0.
0 

2
 

23
02
0.
3 

41
01
: 

28
88
1.
2 

切.
';
:
層
計

70
1 
i

 
15
14
6.
4 

16
6:
 2
93
1.
7 

34
1 

13
5.
0 

41
: 
48
02
.2
 

94
2:
 
23
01
5.
3 

16
0:
 
40
6.
8 

27
71
 
17
4.
4 

40
13
: 

26
5.
8 

28
: 

8.
2 

44
78
: 

85
5.
2 

59
6:
 5
65
09
.2
 

10
71
 
80
11
.0
 

O: 
0.
0 

76
: 

52
03
.9
 

77
9:
 6
97
24
.1
 

61
99
: 

93
59
4.
6 

租‘
計

78
81
17
04
0 
9

 
18
3:
 3
26
3.
0 

47
1 

17
8.
7 

48
14
88
5.
1 

10
66
: 
25
36
7.
7 

73
7l
 2
85
7 
7

 1
66
21
 
90
7.
1 

58
22
1 

50
3.
7 

gs
: 
95
.2
 
83
19
l 
43
63
 7

 
68
5:
 6
68
04
.3
 

12
9:
 1
14
07
.6
 

o: 
0.
0 

1
 

o
n
 1
45
32
.5
 

91
5:
 9
27
44
.4
 
10
30
0:
 1
22
47
5.
8 



ロ

C>  

ロ

2007 

2008 

2011 

ロ

□□二〉
こ

I ~ 

ヽ ヽ,_ ヽ
ヽ

. --. -

2009 

2010 

<C:> 2012 

5 cm こニニニ＞
第 61図

-125 -



(2)有茎尖頭器（第62図2013-----2015)

3点出土しており、いずれも小型品である。 2013

は小型細身で、先端部を新しく、左の返し部を古く

欠損している。表裏面とも左右側縁からやや粗めの

平坦な剥離が施され、一次面が除去されている。基

部は左の返し部をわずかに欠いているため断定でき

ないが、右の返し部の状態から本来は凸基式であっ

た可能性が高い。茎部は身部幅に比して幅広で尖ら

ず逆台形状を呈し、端部はやや張り出す。サヌカイ

ト製で、サヌカイト製尖頭器 2点 (2009・2010)

に比べて風化度が強く、表面がザラつく感がある。

2014は小型であるが、 2013に比して幅広である。

先端部および左右両方の返し部を欠損するが、新し

＜欠いたものか古くに欠いたものかは、石質の特性

上判然としない。 2013同様に表裏面とも左右側縁

からやや粗めの平坦な剥離が行われる。基部は凸基

式もしくは平甚式で、茎部は逆台形状である。濃灰

色と淡灰色が斑となるチャート製。

2015も薄手小型で、上半部および片方の返し部

を欠損するが、 2014同様に新しく欠いたものか古

くに欠いたものか分からない。片面には一次面を残

している。基部は凸基式で、茎部が逆台形状となり、

おそらく2013・2014同様の形態となろう。黒色の

チャート製。

(3)石鏃（第62----64図2016----2079)

凹基式•平基式がある。形態にはバラッキがある

が、側縁形態に注目すれば、先端部付近で屈曲する

もの、直線的なもの、外に張り出すもの、内に張り

出すもの、に大別できる。

まず、凹基式 (2016----2069)からみていく。い

わゆる「五角形鏃」 (2016----2045・2078) に蝕括

されるのは、側縁が先端部付近で屈曲するもので、

屈曲点から脚部にかけてくびれるものが大部分で、

直線的なものはごくわずかである。さらに前者は、

側縁の屈曲が明瞭で強くくびれるもの (2016・2018・

2021・2029・2032・2033・2035・2036・ 

2040----2044)、側縁の屈曲が不明瞭でくびれが弱

いもの (2017・2019・2020・2022----2028・2030・

2031・2034・2037----2039・2045・2078)とに分

けられる。 2016・2041・2042は細身でよりシープ

-126 -

な感がする。屈曲点から脚部にかけて直線的なのは、

2030・2031・2045が該当する。石材は、 2018・

2021・2023~ 2025・2028・2037・2038・2040・ 

2041・2044・2036がチャート、 2036が頁岩、

それ以外はすべてサヌカイトである。これら五角形

鏃は全体的に扶りが浅く、表裏面に一次面をとどめ

るものが多い。

次に、側縁が直線的なものは、 2046~2062であ

る。小型品は、表裏面に一次面をとどめることが多

く、概して扶りが浅く、なかには平基式と区別が難

しいものが存在する。逆に大型品は表裏面とも一次

面を除去しているものが多く、扶りも明瞭である。

2049は左右非対称で、 2062は脚端部が内にすぽま

る特徴的な形態である。石材は2048・2050・2052・

2057・2059・2062がチャート、 2051が片岩、

それ以外がサヌカイトで占められている。

側縁が外に張り出す2063・2065・2069、側縁

が内に張り出す2064・2066~2068は数的にわずか

で、 2066・2067・2069はかなりの小型品である。

最後に平基式 (2070~2079)であるが、 2071

・2072のように側縁が直線的で先端部をより尖鋭

に作り出すもの、 2075~2077のように砲弾形状を

呈するもの、側縁が内に張り出す2079などがある。

2072・2078がチャート、それ以外はサヌカイト

である。先に触れたように、基部調整が不整形であ

る場合、一部の形成された窪みを挟りとするか、直

線部分の単なる窪みと認識するかは困難であり、し

たがって平基式と凹基式の区別は絶対的でない点を

ご了承いただきたい。

(4)打製石斧（第65・66図2101~2108) 

11点が出土し、うち 8点を図示した。 2101は、

大型の楔形石器である可能性も考えられる。 2102

~2104は片岩系の石材を素材とするものである。裏

面は全面が礫表で構成される。 2102は、器体側縁

にくびれを形成する、整った縦長分銅形の平面形を

呈する。節理が強いため観察が困難だが、周縁から

の粗い幅広の剥離によって器形を作出していること

がわかる。 2103・2104は刃縁を丸く形成する短冊

形の平面形をもつ。 2103は、背面を礫表、腹面を主

剥離面が大きく占める。腹面の方向から、打点側を
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刃部としていることがわかる。背面側の加工は、刃

部と側縁上部にとどまり、いずれも浅いものである。

背面側は上縁を除く全周に及ぶ。上端は折れ面とな

っているが、現形で完結するのか、もう少し器長が

あったのかは判断できない。図示していないが刃部

周縁と左側縁のほぽ全体、右側縁の上部には縁辺に

著しいつぶれが観察され、刃部のものは使用痕、側

縁のものは着柄痕と考えられる。 2104は、やや節

理の細かい片岩を素材とし、表面の風化が他と比し

て強い。粗い剥離によって概形を作出し、刃部・上

縁部に浅くやや細かい剥離を加えて器形を整えてい

る。上半の一部を古く折損する。 2105は、下半が

緩やかに器幅を増す自然礫の形状をほぽそのまま利

用する。調整加工は、上下端の両面に幅広・不規則

な剥離を施し、下半は側縁にも及ぶ。全体の性状か

ら打製石斧として分類したが、礫器の一種として分

類することも可能である。また、上下縁はいずれも

つぶれ状の縁辺となっていることから、大型の楔形

石器として認定することも可能であろう。 2106は

砂岩、 2107は片岩系の石材を用いる。周縁に不規
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則な加工を加えて器形を作出するもので、刃部の形

成など不十分な部分も見られるが、全体の形状から

本器種とした。 2108の石材は、砂岩を用いる。周縁

の一部に加工の見られるもので、約 2分の 1を折損

していると判断した。加工が不十分なことから、未

成品ないしは他器種の可能性も考えられる。

(5)石皿（第66~71図2112~2122)

破片も含めて36点ある。 13点を図示した。いずれ

も大型自然礫を素材としてそのまま使用している。

加工によって機能部の凹みを形成したいわゆる有縁

石皿はみられない。また、図示していないが、他に

長径が 50cm近い大型品もある。

2112~2116は片面のみを機能面とするものである。

2112は完形品である。平端な片面のほぼ中央に磨

面を形成する。 2113~2116はいずれも大型の破片

である。 2113・2115は約4分の1、2114は約3分の

l、2116は約2分の1を残すと推定される。 2116は

裏面にもやや平滑な部分が見られ、床擦れと判断し

たが、両面使用の可能性もある。 2117~2123は両

面を機能面としている。 2117・2118は約 3分の

2を残す。 2117は、淡緑色で鉱物粒の粗い深成岩を

素材としている。 3片に分割しているが、それぞれ

異なるグリッド・遺構から出土しており、注意され

る。図の上からSH209、真ん中の小片がSH202、

下の最も大きな破片がH57区出土である。これらは

意図的に分割された可能性も考えられる。機能面は

両面に広く形成されるが、一部に特に平滑な部分も

みられる。側縁の一部に剥落が見られるが、意図的

な加撃によるものかは判断できない。 2118は、肌理

の細かい砂岩の自然礫を素材とし、本来はほぼ正円

形を為すと考えられる。現状で 2片に分割している。

周縁からの大きな剥離が 1面みられるが、礫器など

への再生を意図したものであろうか。機能部は両面

にすべすべした磨面が形成される。

2119は約4分の1を残す破片である。周縁の大型片

に中央部の破片が接合している。周縁の剥落が著し

い。流紋岩を素材とし、やや灰白色に変色する事か

ら受熱の可能性が考えられる。いずれもG50区出土。

2120は片面しか図示していないが、両面を使用す

る。肌理の細かい砂岩を素材とする。 I52区出土の
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大型破片に、 G53区出土の周縁小片が接合してい

る。 2121は周縁部の小片である。 2122は、 2片

が接合している。周縁の剥落がみられる。

(6)敲石（第72~77図2148~2188)

破片を含めて106点が出土したが、うち 41点を図

化した。

平面形と機能部の位置から大きく四者に分類した。

I類一棒状礫の端部に敲打痕を残すもの。 II類一楕

円形自然礫を素材とするもの。さらに周縁のみに敲

打痕をもつものと平坦部にも敲打痕の集中部を形成

するものの二者がある。 III類ー側縁に敲打もしくは

整形による面を形成するものを本類とした。さらに

平面形が整った隅丸方形を呈する、いわゆる「石鹸

形」を呈するものを a類とした。一般には磨石とし

て認定されることが多いが、器体中央付近を残すも

のには敲打痕をもつものが多いことから、本稿では

小片も含めて敲石として扱った。今回出土した本類

には完形品が 1点も見られず、また色調の強弱があ

るもののその大半が赤化しており、受熱による破砕

の可能性をもつという特徴が挙げられる。肌理の細

かい良質の砂岩を選択的に利用している。 b類とし

たものは、石鹸形以外の主として円形礫の一部に敲

打痕による面を形成するものである。 W類ー不整形

な素材礫を用いるものである。

I類は、 9点を図示した。 2148~2152は、棒状礫

を素材とする。 2148は、両端に軽微な敲打痕が見ら

れ、側面の一部に磨痕を残す。 2149は一端に環状

に軽微な敲打痕が残る。 2150は砂岩、 2151は片岩

製の棒状礫を素材とする。 2150は、約2分の1を折

損する。残存する一端には軽微な敲打痕がみられ、側

縁の一部にも敲打痕が残る。 2151は、図上端に敲打

痕が残存する。 2152は、両端に敲打痕の集中部が形

成される。 2153~2156はやや幅広な楕円礫の端部

に敲打痕を残すものである。 2153は、不整形な楕円

礫の両端周縁に敲打痕がみられる。 2154は、やはり

縦長楕円礫の一端を残す破片である。端部に広く軽

微な敲打痕が残る他に、側縁にもわずかに敲打痕が

みられる。 2155は2154と同様の破片で、端部にご

く軽微な敲打痕が残る。一面は磨面となっている。

2156は、斜めに図化されているが、幅広楕円礫の
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周縁の一部にごく軽微な敲打痕がみられる。平坦面

の一面には磨痕が形成される。

II類は、 5点を図示した。 2157は、厚手・球形の

自然礫を素材とする。表裏両面のほぼ中央に敲打痕

の集中部が形成される。側縁の一部にも敲打痕がみ

られる。また、図左面の下半には黒色付着物が広く

残る。 2158は、約2分の1を欠く。側縁に剥離を伴

う強い敲打痕が形成される。一面の中央付近に浅い

皿状に凹む敲打痕の集中部が形成される。 2159は、

不整形な扁平礫を素材とする。片面の一端寄りに敲

打痕が溝状に形成される。下端に近い側縁から 1面

の剥離がみられるが、意図的なものか否かは判断で

きない。 2160は、片面約 3分の 1が剥落している。

全体に淡い赤化が観察され、さらにほぼ全面にわた

って厚い黒色付着物が残存している。表面には発掘

時の傷が多く残り、観察が困難だが、平坦面と周縁

の一部に敲打痕がみられる。一部には線状の傷も観

察される。 2161は、大型の扁平礫を素材とする。

両面のほぼ同じ位置に敲打痕の集中が残る。周縁の

全周近くに敲打痕がみられる。

ma類は、小片も含め22点を図示した。 2162は今

回出土した資料の中で、唯一全形を知ることができ

るものである。側面の形成は、平面感では完全な直

線をなさないが、断面では安定した面形成が為され

ていることがわかる。両面は全体が磨面となってい

る。 2163は、約2分の1が残存する。全面が著しく

赤ないし濃い橙色に変色し、強い受熱の結果と判断

される。現状では 2片が接合し、片面は剥落面とな

っているが、これも強い受熱によって本資料が破損

したことを示している。 2164は、 G49区から接近し

て出土した2点が2165・2166は、ほぼ同様の本類

に典型的な整った形態をもつ中間部である。 2168も

K48区から出土した 2点が接合している。敲打痕

は平坦面にも形成され、磨面は光沢をもつ。 2167・

2169------2174は、いずれも側縁に平坦面が残る小片

である。なお、接合は 3例のみだったが、石質や厚

さなどから、同一個体と考えられる破片がいくつか

ある。

ill b類は、 9点を図示した。 a類同様、肌理の細

かい石材を選択的に使用している。 2175・2176は、

共にほぼ正円形の厚手礫を素材とする。約 2分の 1
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を欠失し、側縁の一部に細かい敲打による平坦面を

形成する。 2175は片面の中央やや下寄りに敲打痕が

残る。 2176は、両面の広い範囲に軽微な敲打痕がみ

られる。 2177・2178は、 ma類に近い形態を有す

る。 2178は、 側縁の面形成は片側のみである。両面

には磨面が形成される。 2178はma類との中間的な

ものである。 2179も全景はほぽ正円となると推定さ

れる。側縁に幅広の面が形成される。 2180も同様の

素材礫を用いる。周縁は一部が残存するのみだが、

敲打による面形成は全周に及ぶ可能性が考えられ

る。周縁寄りの表裏ほぽ同じ位置に敲打痕の集中部

が残る。次図に示した 2187~2188も本類の小片で

あろう。

w類は、 6点を図示した。 2181は、厚手の大型礫

を素材とし、約 2分の 1を欠失する。全体が明瞭に

赤化し、ひび割れも一部に見られることから、強く

受熱していることが分かる。一面の中央に敲打痕を

もつと共に、側面に敲打による面を形成する。 2182・

2183はよく似た不整形な平面形をもつ厚手礫を素

材とする。共に一面に敲打の集中がみられる。 2183

は一部を欠く。 2184は、扁平な円礫の一部に弱い

敲打痕がみられる。 2185は、厚手礫の一部に面形

成がみられる。皿a類に含めてもよい資料か。 2186

は、周縁に極めて軽微な敲打痕がみられ、一部に加

撃による剥離痕をみる。約 2分の 1を欠く。

(7)磨石（第78図2254~2260)

103点ある。完形品は13点と少ない。 8点を図示

した。 2254は、厚手・球形の素材礫を用いる。ほぼ

全面が弱いながらも磨面となる。 2255は、小型隅

丸方形の礫を素材とする。両面が磨面となっている

と推定されるが、全体に受熱し、淡橙色に変色して

いることから明瞭ではない。 2256・2257は整った

楕円形を呈する自然礫を素材とする。表面の全体が

磨面として使用されており、本器種の典型例である。

2258は、 2256・2257のようなものの小片であろう。

2259は約 3分の 2が欠失している。一端に剥離痕

が残る。 2260・2261も一部に磨面を残す小片で

ある。
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(8)石錐（第78図2357)

4点のうち 1点図示した。サヌカイト製。平面形

は木葉形を呈し、つまみ部を形成しない。両面とも

中央に素材剥片の一次面を大きく残す。先端部の磨

耗は明瞭ではない。尖頭器あるいは石鏃との弁別が

難しいが、全体の性状から本器種と判断した。

(9)削器（第78・79図2361~2369) 

側縁に連続した加工が行われ、安定した刃部を形

成するものを本器種とした。 2361は打面が礫表に

覆われた横長剥片を素材とするもので、縁辺の表裏

面に細かな剥離がみられる。 2362は幅広剥片の右

側縁に両面から連続して加工を行い、弧状に刃部を

作出する。左側縁から末端縁にかけては、使用痕ら

しき刃こぼれが連続する。 2361同様、打面は礫表

である。 2363は表裏面ともポジテイヴ面をとどめ

る剥片を素材としている。剥離面の状態・重複関係

などから、図左が背面側で、本来は板状の大型剥片

であったと考えられる。その大型剥片を石核素材と

し、図左の左側から礫面を打面にして小型剥片を剥

離している。小型剥片と同じ打面を用いて剥取され

たのが、削器素材となる剥片である。一側縁だけは

違う面であるが、全周に加工が施され、直線的な刃

部が形成される。 2364は背面側全面に礫表をとど

める大型の幅広剥片を素材とし、ー側縁に集中的に

加工を施し、弧状の刃部を作り上げている。 2365は

大型の幅広剥片を素材とする。刃部は右側縁下半に

両面からの加工によって、ほぼ直線的に仕上げられ

るが、背面側が細かな剥離であるのに対して腹面側

は奥に延びる比較的大きな剥離である。また、右側

縁上半には使用痕らしき刃こぼれがみられる。 2366

は幅広剥片の打面側に連続して加工を施し刃部とす

る。一部を新しく欠損している。 2367は打点部分

で半折した剥片の一側縁に小さな加工がみられる。

石材は 2361~2363・2366がサヌカイト、 2364が

砂岩、 2365が頁岩、 2367がチャートである。

(10)楔形石器（第80~82図2373~2407)

概ね矩形の平面形を呈し、器体の対向する二辺な

いしは四辺に本器種に独特のつぶれ状の剥離痕が形

成され、あるいは側縁に使用時の加撃による歓断
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面・折断面が形成されるという特徴を有するものを

本器種とした。

I類は、扁平な自然楕円礫を素材とし、主として

長軸両端の縁辺に本器種特有の周縁がつぶれ状をな

す階段状の剥離痕を有する機能部が形成されるもの

である。 I類としたものは、一見すると打欠き石錘

として考えられるものだが、打欠き石錘の最も重要

な要素である紐掛け用の凹部の形成がいずれも不十

分であり、縁辺がほぼ直線状をなすものが大半であ

ることから、打欠き石錘とは認定しなった。

II類は、一般に本器種と認定されるもので、剥片

ないしは残核を素材とし、概ね 5cm四方以下を呈す

るものである。

I類は、 17点を図示した。 2373・2376~2378 

は自然礫をそのまま用いる。 2373の剥離面は表裏

相反する端部に形成される。 2374・2375は、片面

が剥離面により構成される。 2374の表面は上下端に

剥離面が構成されるが、裏面では短軸方向の剥離も

みられる。 2375の薄手品も裏面は一面ではなく図

下方には下端部側からの剥離痕が数枚観察されるこ

とから、本来円礫であったものが、使用時の加撃に

より二分し、その一方がそのまま使用を継続された

ものと考えられる。短軸方向にも対向する剥離がみ

られ、両極からの衝撃による剥離であることが分か

る。 2376もやはり長軸の両端に機能部が形成される。

上端は器体中央に及ぶ剥離面となっている。 2377は

ほぼ正円形をなす薄手偏平礫を素材とする。下縁は

完全な直線状となる。 2379~2383はいずれも円礫

の分割片を素材とするものである。 2379は横長の平

面形をもつが、上・下縁の縁辺には本器種特有の剥

離痕が残る。表面は円礫表である。 2380・2381は

158区から近接して出土しており、石材も近似して

いることから同一母岩であると考えられる。 2380は

表面の上縁にわずかに礫表を残す。 2381は、上・下

縁ともほぼ直線となる。 2382は大型の円礫片を利

用し、礫表は表面の一部に残る。 2383は、円礫が

ほぼ二分した状態のものである。側縁にも使用によ

る剥離がみられる。第81図2384は、円礫が表裏に

二分したものを用いている。上・下縁はやはりほぽ

直線状をなす。 2385も大型円礫の一部を利用した

ものである。 2386も縦長の円礫片を素材としてい
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る。腹面側には調整加工と考えられる連続した剥離

がみられるため、最初は削器として考えたが、刃部

として不適切と思われたのと、長軸の対向する両端

に本器種特有の剥離痕の形成がみられることから楔

形石器とした。 2387は、サヌカイトを素材とする。

この資料も器種認定を迷ったが、やはり周縁の剥離

痕の性状から本器種とした。 2388は、大型礫を素材

とし、今回出土したものの中で最大の例である。や

はり長軸の両端に本器種特有の縁辺が形成される。

加撃により一部は器体中央に及ぶ剥離痕となってい

る。第82図2396は、小型円礫片を素材とする小型

品である。

II類は、 18点を図示した。 2389・2390は小型例で

ある。 2391は不整形な五角形を呈する。全縁辺が

完結する。 2392も四辺が完結するものである。 2393

も不整形ながら、赦断面・折断面は形成されない。

2394は、小型で一片が折断面となる。 2397は一方

の側縁を斜めに折断する。 2396は円礫素材に含まれ

るものである。 2397は両側縁が折断面となる。 2399

も同様である。 2398は一側縁が礫表となる剥片を素

材とする。一部を新しく欠失する。 2400は薄手の剥

片を素材とする。上・下縁の剥離の形成は弱い。 2402

は大型扁平な剥片を素材とする。 2404は、断面がほ

ぼ正三角形となる厚手品である。縁辺のつぶれはや

や摩滅している。 2405は器種認定を迷ったが、やは

り対向する縁辺に階段状剥離が形成されることから

本器種とした。 2406・2407は加撃によって剥落し

た本器種の砕片である。 2406は図上端に本器種特

有の縁辺がわずかに残る。 2407は典型的な砕片で

ある。 2389・2391・2393・2395・2399・2400

・2402・2404はチャート製、 2403は頁岩製、 2387・

2391・2392・2394・2397・2398・240 l・2406・2407 

はサヌカイトまたは安山岩製、 2378・2381は片岩製、

2396は粘板岩製である。他は、砂岩製である。

(11)磨製石斧（第83図2428・2429)

2点が出土した。いずれも素材となった礫の形状

を大きく変えることなく、そのまま利用するという

特徴を有する。 2428は、刃部のみを残す破片であ

る。全形の約 3分の 2を欠失すると推定される。刃

部は正面観では両刃のようにみえるが、側面観と研
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磨のあり方から片刃であると考えられる。刃部周辺

には、研磨による線状痕が明瞭に残存する。折損面

は、平坦な節理面である。 2429は、やや粒子の粗い

砂岩を素材とする。表面の全体を剥離ないし敲打で

粗く調整し、全面を研磨している。しかし、研磨が

完全に施されるのは刃部周辺のみにとどまり、図右

面では剥離ないし敲打痕が研磨の下に残る。側縁は

細かい敲打により丁寧な調整を行い、一部に研磨が

施されている。刃部は正面観・側面観から片刃であ

ることが分かる。刃部縁には使用時の衝撃による剥

離が残る。頭部の剥離は研磨後に形成されている。

他の用途に再利用された時に形成されたものか。

(12)礫器（第84----95図2430----2508)

円礫や分割礫などの一端あるいは一部に粗い剥離

を加えたものを一括した。石材は大部分が砂岩で、

チャート・粘板岩などがわずかに混じる程度である。

礫器は一般的には片刃礫器（チョッパー）と両刃礫

器（チョッピング・トゥール）に分類されているが、

そこには加工部位は刃部であるという意味合いが含

まれている。また、このような分類とは別に礫器を

礫石器と礫核石器に二分する考えもある。ここでは、

実態にあわせて、前者の分類法、すなわち片刃礫器

と両刃礫器に大別して記述する。その理由について

は考察の項を参照されたい。なお、片刃礫器はその

名の通り片面からの剥離で刃部が形成されるもので

あるが、ここでは「両面に剥離面をもつものでも、

片面側の剥離が、その下方の礫面や平坦面と角度を

なすことなく連なるものは片刃礫器の範疇に含める

ものとする」という定義を採用た。

出土した礫器は大部分が片刃礫器であり、両刃礫

器はごくわずかである。以下、図示した資料のそれ

ぞれについて概観する。

片刃礫器は 2430----2499が該当する。楕円礫の一

端に 1枚～数枚の剥離を施すものには、比較的薄型

の2430----2434・2436・2440、厚めの2437----2439・

2473・2475がある。 2435・2441----2443・2447・ 

2448・2464は分割・歓断などにより整形されてい

るか、破損した状態のものであろう。 2444・2445は

剥片の末端部分に剥離がみられるもので、加工の度

合いが低く、本器種に分類することに些か躊躇する
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が、一応本器種に含めた。また、一部に敲打痕や磨

痕の観察されるものがあり、石皿や敲石・磨石が転

用されていると考えられる。また、敲打痕が刃部と

対向する縁辺に形成される場合には、刃部の使用に

対応する可能性が想定される。

2446・2449・2467・2476・2478・2479・ 

2482は周縁の 3分の 2ほどに加工が及ぶもので、

2449はピック状を呈する。 2450~2463・2465・

2466・2468~24 72・24 77・2480・2481・2487 

・2489などは、礫器といわれてイメージされる典

型的な形態例であろう。全体形として隅丸三角形状

あるいは横長の楕円形状を呈しており、加工部以外

は礫表で覆われるものがほとんどである。 2488・ 

2490・2494・2495・2497は両端から同一面もし

くは面を違えて加工が施されるものである。 2492 

は台石もしくは石皿を分割して利用したもので、か

なり厚みがある。

2498・2499・2507はほぼ全周に加工が及ぶもの

で、先に述べた定義とには当てはまらないことにな

るが、 イレギュラー的なものとして本類に含めてお

く。 2498は表面中央に一次面（腹面）を残す以外は

丁寧な加工が施され、裏面の節理面と接する部分を

除く縁辺が磨耗した状態である。 2507は舟底形石器

のような形態を呈すもので、両側からの加工はほぼ

90度の角度をもっている。

これまでみてきた、片刃礫器には加工部位が刃部

を形成するというよりは、面を形成する感の強いも

のが多くみられる。例えば、 2435・2437・2450~

2452・2455・2457・2458・2464・2466・2470・2472 

・2473・2475・2476・2480・2483・2486・2487な

どである。

両刃礫器に該当するのは2500-----2506である。 2500

・2501・2504は薄手の楕円礫を、 2502は分割礫を、

2503は厚手の円礫を、 2505は剥片を、 2506は棒状

礫をそれぞれ利用している。 2506については加工部

位が面的な状況を呈しており、両刃とするには問題

があるかもしれない。 2508は一部に研磨を施す棒状

礫の一端に加工を行うもので、別器種の転用の可能
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性がある。

(13)砥石（第96図2872・2873)

2点を本器種とした。 2872は、小型の砂岩礫を

素材とする。一端を欠失し、残存部は約 3分の 2と

推定される。機能面は必ずしも明確ではないが、 2873

は、軽石を素材とする。不整形な形態を有する。石

材と各面の性状から本器種と判断した。

(14) 二次加工痕有剥片 (RF) 

（第97図2879~2881)

二次加工を行うものの定型的な石器に分類するこ

とを躊躇する石器を本器種として一括した。したが

って、削器・楔形石器自体、あるいはそれらの未成

品を含む可能性がある。 3点を図示した。 2879は

頁岩製で一辺を除く三辺に粗く不規則な加工を施

す。図右の面の中央付近に異方向の研磨が施され、

一方の図左の面は大半が平滑で、側面付近にわずか

に研磨痕をとどめるが、いずれも周縁の加工に先立

つものと思われる。加工前の全体形、機能・ 用途が

どのようなものであったのかは、今後の類例資料の

増加を待ちたい。 2880は厚手の剥片の三辺に粗い

加工を施す。砂岩製。 2881はサヌカイト製で打点か

ら半折している。幅広の末端縁に細かな加工が残っ

ているが、その一部は使用に伴う刃こぼれである可

能性がある。

(15)使用痕有剥片 (UF) 

（第97~98図2956~2961)

縁辺に微小な剥離痕や不規則な剥離痕をとどめる

ものを本器種として一括した。サヌカイト・チャー

ト• 砂岩・結晶片岩などの剥片が用いられている。

特徴的な資料を6点図示した。 2956は複打面の幅広

剥片の縁辺左半に微小剥離痕をとどめる。サヌカイ

ト製。 2957は背面が礫表に覆われた大型剥片の背

面右折れ面以外の縁辺に微小剥離痕がみられる。砂

岩製か。 2958は末広がりの剥片の左側縁以外に微小

剥離が残る。 2959は厚手の縦長剥片で、右側縁下

半に微小剥離痕をとどめる。 2960は背面左側縁に微

小剥離痕をとどめる。 2958~2960はチャート製。 2961

は円形状の大型剥片の一側縁に微小剥離を残す。サ

ヌカイト製。

(16)剥片・砕片（第98図3073)

1点のみ粘板岩製の大型厚手の剥片を図示したが、

石核の可能性がある。本遺跡では多くの剥片・砕片

が出土している。剥片と砕片の区別は当然のことな

がら明確にし得ないもので、一般には任意の基準を

設け、大きさ（長さ・幅）で区分する。その任意の

基準は、本質的には狭義の石器の素材になり得るか

どうか、あるいは、石片（剥片・砕片）の諸特徴か

ら、それが素材を獲得する過程の中で意図的に剥が

されたものか、それに伴って必然的・偶発的に生じ

たものかを判断し、設定されるものであろう。

したがって、基準となる数値は単純に 2cmである

とか 1cmであるとは決しがたい面をもつ。すなわち、

本遺跡の小型石鏃をみるならば、 1cm強の大きさの

素材が石器になり得るであろうし、これとは逆に、

時期が異なれば2cm以上の素材でなければ石器にな

り得ないという実態もある。ここでは、あえて任意

の基準を設けないが、曖昧ながら石器素材になり得

ると判断されるものを剥片、なり得ないと判断され

28 72 
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るものを砕片として記載する。

本遺跡では、調壺の方法の項で述べられているよ

うに主要な遺構の埋土について、水洗選別を実施し

ている。その結果、概ね lないし 2mm四方以上の遺

物については、ほぼ完全に採集されている。遺構周

辺の包含層についても主要部分については同様に水

洗選別が実施されている。遺構別の出土点数は、第

18表に示した。特に出土点数の多い遺構としては、

SK201で各石材合わせて1080点という突出した数

が見られるほかは、 SH202・SH212・SH219で

200点から300点前後の石器素材となり得ない砕片

が出土しており、他はいずれも100点前後までであ

る。石器素材になるような剥片をまとまって出土す

る遺構はなぜか見られない。

(17)石核（第99図3074・3075)

数的に29点と少ない。そのうち 2点を図示した。

サイズ的には拳大ほどのものであるが、石核の大部

分を占めるチャートは全体的に石質があまりよくな

く、目的的な剥片を剥離した痕跡に乏しいものが大

多数である。 3074は質のよくないチャートを用い

たもので、主に礫表を打面として 3枚ほど剥片剥離

作業の痕跡をとどめる。 3075は正面に剥片剥離の

痕跡を 3枚残すが、その状態からは良好な剥片が取

れたとは思えない。裏面は礫表と分割面で構成され

る。チャート製。

2 . 石製品

(1)線刻礫（第98図3108)

1点のみを本器種とした。中央がくびれる長瓢箪

形の自然礫をそのまま素材として利用している。線

刻はくびれによって 2つに画されたうち、小さな部

分にみられる。素材礫は片面が平坦になっており、

擦り切りはこの平坦面と側縁の境のわずかに稜線を

為す部分に施され、もう一方の面からは見えない。

線刻は 2本あり、ほぼ同一方向に平行して擦り切り

によって形成される。平坦面に浅く長く延びる線が

みられるが、これが意図的なものか、擦り切り部の

形成に付随したものか判断は難しいが、後者と考え

るのが自然に思われる。

（大下明・久保勝正）
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番号 :: 器種 地区 層位 遺構 石質 残存状態 長(cm)幅(cm)厚(cm) 重(g) 備 考 挿図番号

2007 833-02 尖頭器 K 5 1 下眉 包含層 サヌカイト 両端若干欠損 (6. 1) 2.6 0.7 (10. 9) 第61図

2008 795-01 尖頭器 K・L57 下層 SK201 チャート 完形 3.0 I. 7 0.6 2.4 第61図

2009 089-01 尖頭器 H45 上層 P2混入 サヌカイト 先端基部欠損 (4.5) 2.3 0.8 (10. 0) 第61図

2010 833-01 尖頭器 K52 下層 包含層 サ刃カイト 1/2欠損 (4.8) (3.4) (0.9) (lt.Z) 欠損部 2次加工 他器種に転用？ 第61図

2011 089-02 尖頭器 K42 下層 SF246 チャート 1/2欠損 (5.1) (2.5) (0.9) (11.0) 第61図

2012 089-03 尖頭器 J 5 7 下層 包含層 ホルツ7ェ）以 先端欠損 (5. 9) 2.7 0.8 (12.0) 第61図

2013 833-03 有茎尖頭器 J 5 3 上層 P8混入 サ刃カイト 先端返し一方欠損 (Z.B) (1. 3) 0.3 (0.8) 第62図

2014 833-04 有茎尖頭器 J 5 3 下層 包含層 チャート 先端返し両方欠損 (2.9) (I. 7) 0.3 (1. 5) 第62図

2015 827-04 有茎尖頭器 K・L57 下層 SKZOl チャート 先端1/2 返し一方欠損 (1.4) (I. 3) (0.2) (0.5) 第62図

2016 091-07 石鏃 K42 下層 SF246 サ刃カイト 脚部一方欠損 (1.1) (0.7) o.z (o. 1) 第62図

2017 090-06 石鏃 K 4 2 下層 SFZ46 サヌカイト 脚部一方欠損 (1. 3) (0.9) 0.2 (0.2) 第62図

2018 090-12 石鏃 K42 下層 SF246 チャート 脚部一方欠捐 1.4 (1.0) 0.3 0.3 第62図

2019 090-02 石鏃 K42 下層 SF246 サヌカイト 完形 1. 1 0,7 0. 1 0.1 第62図

2020 090-03 石鏃 K42 下層 SFZ46 サヌカイト 脚部一方欠損 (1.1) (0.8) 0.2 (O. I) 第62図

2021 091-04 石鏃 K42 下層 SF246 チャート 脚部一方欠損 (1.5) (1.0) 0.2 (0.3) 第62図

2022 091-03 石鏃 K42 下層 SF246 サヌカイト 脚部一方欠損 1. 2 (0.8) 0.2 (0.2) 第62図

2023 091-06 石鏃 K42 下層 SF246 チャート 脚部一方欠損 (I. 3) (I. 3) 0.2 (0. 2) 第62図

2024 090-05 石鏃 K42 下層 SF246 チャート 完形 I. 2 0,9 0.3 0.2 第62図

2025 091-02 石鏃 K42 下層 SF246 チャート 脚部一方欠損 (1. 6) (1.1) 0.4 (0.6) 第62図

2026 081-01 石鏃 K42 下層 SH234 サヌカイト 先端部欠損？ (1.5) 1. 1 0.3 (0.4) 第62図

2027 090-07 石鏃 H44 下層 SKZ55 サヌカイト 完形 I. 9 1. 1 0.3 0.5 第62図

2028 828-01 石鏃 H47 下層 包含層 チャート 完形 2.8 1.4 0.5 1.4 第62図

2029 824-01 石鏃 C・D75・76 上層 SH606混入 がカイト 先端側縁若千欠損 (2.1) (1.4) 0.4 (0.8) 第6次調査 第62図

2030 824-02 石鏃 排土 サヌカイト 先端若干欠損 (3.0) 1. 7 0.8 (3.8) 第62図

2031 090-10 石鏃 H44 下層 SK255 がカイト 完形 I. 2 0.7 0.2 0.2 第63図

2032 825-04 石鏃 F・G51 下層 SH212 サヌカイト 先端部若干欠損 (1.0) 0.7 0.2 (0.2) 第63図

2033 825-02 石鏃 049 下層 SHZ18 がカイト 完形 1. 2 1.0 0.4 0.3 第63図

2034 825-08 石鏃 L57 下層 SF230 サヌカイト 完形 0.9 0.7 0.1 0.1 第63図

2035 796-01 石鏃 F・G51 下層 SH212 チャート 完形 1. 3 0.8 0.3 0.3 第63図

2036 825-07 石鏃 K・L51・52 下層 SH209 頁岩 完形 l. 5 1.3 0.4 0.3 第63図

2037 827-03 石鏃 048 下層 SH220 チャート 完形 I.I 0.9 0.2 2.0 第63図

2038 825-05 石鏃 K・L57 下層 SK201 チャート 完形 1.4 0.7 0.2 0.2 第63図

2039 825-03 石鏃 K・L57 下層 SKZOl ”カイト 脚部一方欠損 (1.5) (O.B) 0.3 (O.Z) 第63図

2040 826-02 石鏃 H50 下層 包含層 チャート 胴l部一方欠損 (I. 2) (0.7) 0.2 (o. 2) 第63図

2041 826-03 石鏃 F56 下層 SH203 チャート 脚部一方欠損 (1.6) (0.8) 0.3 (0.3) 第63図

2042 826-01 石鏃 K・L51・52 下層 SHZ09 サヌカイト 先端部若干欠損 (1.4) 0.8 0.2 (O. l) 第63図

2043 826-05 石鏃 H 5 -0 下層 包含層 サヌカイト 1/2欠損 (I. 3) (0.8) (0. 2) (O.Z) 石集中 第63図

2044 826-04 石鏃 K57 下層 SF229 チャート 先端脚部一方欠損 (1. 3) (0.8) (0.3) (0.3) 第63図

2045 827-05 石鏃 H50 下層 包含層 サ刃カイト 先端部欠損 (1. 3) 1.0 0.3 (0.4) 第63図

2046 091-01 石鏃 K42 下層 SF246 がカイト 完形 1.0 0.9 0.2 0.2 両面中央1次面風化度強 第63図

2047 090-08 石鏃 K42 下層 SF246 サヌカイト 完形 I.I 0.9 0.2 0.2 第63図

2048 797-01 石鏃 K57 下層 SF227 チャート 完形 1. 1 1.0 0.4 0.2 SK201内 第63図

2049 090-11 石鏃 K42 下層 SF246 サヌカイト 脚部一方欠捐 (I. 2) (I.I) 0.2 (0.2) 第63図

2050 090-01 石鏃 K42 下層 SF246 チャート 脚部一方欠損 I.I (0.8) 0.3 (0.2) 第63図

2051 091-05 石鏃 K42 下層 SFZ46 片岩 完形 1.2 1.0 0.2 0.2 第63図

2052 091-08 石鏃 K42 下層 SF246 チャート 先端剥離 (1.4) 1.1 0.3 (0.3) 第63図

2053 823-02 石鏃 G・H53 下層 SH208 サヌカイト 完形 1. 9 1.4 0.2 0.3 第63図

2054 823-03 石鏃 H 5 1 下層 包含層 サヌカイト 完形 2.2 I. 5 0.5 0.8 第63図

2055 823-04 石鏃 L47 下層 包含層 サヌカイト 完形 z.z 1. 5 0.5 0.7 風化強 第63図

2056 825-06 石鏃 K 5 7 下層 SF228 がカイト 先端部欠損 (0.8) 0.8 0.2 (0.1) 第64図

2057 092-02 石鏃 K42 下層 SFZ46 チャート 完形 1. 3 1. 3 0.4 0.4 第64図

2058 798-01 石鏃 G4S 下層 包含層 サヌカイト 完形 I. 6 1. 3 0.3 0.4 土器簗中 第64図

2059 092-01 石鏃 K42 下層 SF246 チャート 完形 I. 5 I.I 0.2 0.3 第64図

2060 799-01 石鏃 G4S 下層 包含層 サヌカイト 先端部欠損？ (1. 9) 1. 5 0.2 (0.4) 第64図

2061 085-01 石鏃 J 4 3 下層 包含層 サヌカイト 先端部欠損 (2.4) I. 9 0.3 (I.I) 第64図

2062 823-01 石鏃 G・H53 下層 SH208 チャート 先端部若干欠損 (2.6) 1.6 0.4 (1. 2) 第64図

2063 827-01 石鏃 L48 下層 SH214 チャート 脚部一方欠損 (1. 6) (1. 3) 0.3 (0.5) 第64図

2064 092-03 石鏃 K42 下層 SF246 チャート 先端欠損 (2.0) 1.4 0.4 (0.7) 第64図

2り65828-02 石鏃 H50 下層 包含層 サヌカイト 完形 2.4 l. 3 0.4 1. 5 第64図

2066 091-09 石鏃 K42 下層 SF246 がカイト 脚部一方欠捐 (0.6) (0. 6) 0.1 (0.03) 第64図

2067 825-01 石鏃 F・G56 下層 SH202 サヌカイト 先端部若千欠損 (1.0) 0.9 0.2 (0.1) 第64図

2068 083-01 石鏃 F45 下層 SKZ54 サヌカイト 完形 z.o 1. 5 0.4 0.8 第64図

2069 827-02 石鏃 H50 下層 包含層 サヌカイト 両脚部欠損 (1. 3) (0. 6) 0.2 (0.1) 石簗中 第64図

2070 824-03 石鏃 K・L57 下層 SK201 サヌカイト 完形 1. 1 1. 1 0.3 0.2 第64図

2071 B24-05 石鏃 151・52 下層 SHZlO ”カイト 完形 1.6 1. 1 0.3 0.3 第64図

2072 084-01 石鏃 044 下層 包含層 チャート 完形 l. 3 1.2 0.3 0.2 第64図

2073 090-04 石鏃 M42 下層 SHZ35 がカイト 完形 I. 2 1.0 0.2 0.3 第64図

2074 801-01 石鏃 H50 下層 包含層 サヌカイト ほぽ完形 2.6 l. 3 0.6 1. 7 第64図

2075 800-01 石鏃 H50 下層 包含層 がカイト 完形 Z.9 1. 7 0.5 2.5 第64図

2076 802-01 石鏃 H50 下層 包含層 サヌカイト 完形 2.3 I.I 0.5 1. 2 第64図

2077 827-06 石鏃 H 5 0 下層 包含層 サヌカイト 基部残存 (1.5) (1.5) (0.3) (0. 6) 第64図

2078 082-01 石鏃 K42 下層 SH234 チャート 完形 1.0 1. 2 0.5 0.9 第64図

2079 090-09 石鏃 K42 下層 SFZ46 サヌカイト 先端欠損 (0.9) 0.9 0.2 (0.2) 第64図

2080 824-04 石鏃 G4S 下層 SH220 サヌカイト 先端部残存 (0.9) (0.9) (0.3) (0.2) 

2081 石鏃 K57 下層 SK201 チャート 両脚部欠捐 (I. 3) (0.8) (0.3) (0.3) 

2082 石鏃 K57 下層 SK201 サヌカイト 両脚部欠損 (1. 3) (0.9) (0.2) (0. 2) 

2083 石鏃 K57 下層 SK201 チャート 両脚部欠損 (1. 6) (1. 2) (0.4) (0.6) 

2084 石鏃 K・L57 下層 SK201 サヌカイト 一部欠損？ (2.2) (0.9} (0.2) (0.3) 未製品

2085 石鏃 K42 下層 SH234 サヌカイト 完形？ 1.1 1.0 0.2 (0.2) 

2086 石鏃 K42 下層 SH234 チャート 先端部欠損 (1. 3) 1.0 0.3 (0.4) 

2087 石鏃 J 4 3 下層 SK236 チャート 両脚部欠損 (1.4) (0.9) (0.2) (0. 2) 

2088 石鏃 K42 下層 SF246 サヌカイト 一部欠損 1. 9 1.2 0.2 (0.4) 

2089 石鏃 K42 下層 SF246 チャート 先端部欠損 (1. 3) I. 3 0.3 (0.5) 

2090 石鏃 K42 下層 SFZ46 サヌカイト 両脚部欠損 (1.0) (0.9) 0.2 (0.1) 

2091 石鏃 K42 下層 SF246 チャート 先端部両脚欠損 (1.1) (1.0) (0.3) (0.2) 

2092 石鏃 K42 下層 SF246 チャート 先端部残存 (1.0) (0.8) (0.2) (0.2) 

2093 石鏃 M39 下層 SFZ49 チャート 先端部欠損 (1. 6) I.I 0.3 (0.5) 

2094 石鏃 H50 下層 包含層 サヌカイト 完形 1.7 1. 3 o.z 0.6 未製品

2095 石鏃 H50 下層 包含層 サヌカイト ほぼ完形 2.0 1.6 0.4 (1.0) 

2096 石鏃 H50 下層 包含層 サヌカイト ほぽ完形 1. 5 1.2 0.4 0.7 石集中

2097 石鏃 H50 下層 包含層 サヌカイト 小片 (l. 4) (1.0) (0.3) (0.4) 石集中

2098 石鏃 HSO 下層 包含層 サヌカイト 完形 I. 9 1. 3 0.4 1.1 
2099 石鏃 H50 下層 包含層 砂岩 完形 1.8 1.4 0.3 0.6 
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番号 悶 器種 地区 層位 遺 構 石質 残存状態 長(cm)幅 (cm)厚 (cm) 重 (g) 備 考 挿図番号

2100 石鏃 HSO 下層 包含層 砂岩 完形 I. 5 1.1 0.3 0.6 

2101 822-01 打製石斧 K46 上層 SD18混入 砂岩 完形 7. 1 4.7 1. 5 64.3 第65図

2102 726-01 打製石斧 I 5 7 下層 包含層 絹雲母石英片岩 完形 14.7 5.5 1.4 155.0 第65図

2103 821-01 打製石斧 K48 下層 包含層 結晶片岩 完形 10.5 4.9 1. 2 85.0 第65図

2104 778-01 打製石斧 F59 上層 包含層 絹雲母石英片岩 完形 13.5 5.9 1. 2 11. 6 第65図

2105 349-01 打製石斧 G 1 1 1 上層 包含層 砂岩片岩 完形 18.9 7.1 2 8 510.0 第4次調査 第65図

2106 777-01 打製石斧 H53 上層 包含層 砂岩 完形 4.9 6.6 I. 5 58.0 第66図

2107 075-01 打製石斧 K42 下層 SH234 緑泥石石英片岩 完形 7.1 5.5 1.0 46.2 第66図

2108 074-01 打製石斧 F46 下層 包含層 砂岩 完形 6 .1 4.1 I.I 31.2 第66図

2109 打製石斧 F47 下層 包含層 砂岩 一部欠損 6.5 (4.3) 1.0 (35.1) 

2110 打製石斧 H58 下層 包含層 砂岩 一部欠損 (8.5) (4.2) (0.8) (28.7) 

2111 打製石斧 K 4 7 下層 包含層 サヌカイト 完形？ 7.1 3.7 0.8 18.6 

2112 703-01 石皿 L57 下層 SK201 流紋岩 完形 26.0 17.6 7.0 4245.0 No.171 第66図

2113 731-01 石皿 L57 下層 SF226 流紋岩 1/4残存 (8.5) (14.5) (5.6) (805.0) SK201内 1層 第67図

2114 702-03 石皿 K・L57 下層 SK201 片麻岩 1/3残存 (16.6) (11. 1) (8.3) (1800) 第67図

2115 731-02 石lill L57 下層 SF226 流紋岩 1/4残存 (10.0) (6.1) (5.2) (305.0) SK201内 第67図

2116 758-01 石皿 I 4 7 下層 包含層 流紋岩 1/2残存 (14. 0) (14. 7) (5.1) (1490.0) 集石 第67図

2117 711-01 石皿 G56 下層 SHZOZ 斑レイ岩 2/3残存 (22.2) (17.7) (4.5) (2500) No.24 第68図

2118 764-01 石皿 E47 下層 包含層 砂岩 2/3残存 (27. 0) (20.7) (7.6) (5750.0) 763-01と接合 第69図

2119 762-01 石皿 G50 下層 包含届 流紋岩 1/4残存 (14.1) (16.4) (6. 7) (2115.0) 773-01と接合 第70図

2120 761-01 石皿 I 5 2 下層 包含層 砂岩 1/2残存 (14.8) (19.6) (6.5) (2585.0) 710-01と接合トレンチ地山直上 第70図

2121 066-01 石皿 K42 下層 SH234 片麻岩 一部残存 (6.5) (5.7) (4.0) (239.0) 第71図

ZIZZ 759-01 石皿 M5 l 下層 包含層 流紋岩 一部残存 (13.8) (10.4) (6.0) (1235.0) 760-01と接合 第71図

2123 石皿 L 5 7 下層 SK201 流紋岩 一部残存 (6.1) (15. 7) (4.7) (600.0) No.58 

2124 石皿 L57 下層 SK201 流紋岩 小片 (12.6) (7.9) (5.5) (860.0) No.166 

2125 石皿 F55 下層 SH203 花固岩 2/3残存 (21.4) (13. 0) (7.8) (3500.0) No 2 

2126 石皿 L 5 1 下層 SH209 流紋岩 小片 (6.0) (6.9) (4.4) (215.0) No.ill 

2127 石皿 E 5 1 下眉 SK213 砂岩 一部欠損 25.7 22.6 7.5 (7000.0) No.82 

2128 石皿 M48 下眉 SZ215 砂岩 一部残存 (4.5) (8.4) (5.5) (285.0) 

2129 石皿 GSO 下層 SHZZ3 砂岩 完形 25.3 17.4 7.Z 5250.0 No.18 

2130 石皿 J 5 6 上層 SH502混入 砂岩 一部残存 (IQ.I) (4 I) (2.4) (138.0) 礫器を転用

2131 石皿 L53 上層 SX505混入 流紋岩 1/Z欠損 (17.5) (16. 3) (7.1) (2750.0) No.18 

2132 石皿 K54 上層 SD506混入 流紋岩 小片 (5.3) (4.5) (5.4) (167. 0) 受熱

2133 石皿 K50 上層 SZ533混入 砂岩 完形 45.5 24.5 15.0 23500.0 

2134 石皿 F50 下層 包含層 流紋岩 一部残存 (5.3) (9.0) (7.8) (340.0) 

2135 石1Dl H57 下暦 包含層 砂岩 一部残存 (7.5) (5.9) (4.2) (200.0) 

2136 石皿 I 5 2 下層 包含層 砂岩 ! / 3残存 (12.6) (15. 0) (10.0) (2600.0) 地山直上トレンチ

2137 石皿 I 5 7 下層 包含層 砂岩 1/3残存 (30.0) (13. 0) (9.1) (4600.0) 

2138 石皿 I 5 8 下屑 包含層 片麻岩 一部残存 (6.6) (12.0) (6.7) (515.0) 

2139 石皿 J 5 5 上層 包含層 流紋岩 一部残存 (10.0) (9.7) (5.4) (570.0) 

2140 石皿 J55 上層 包含層 流紋岩 一部残存 (6.B) (3.0) (3.4) (45.0) 

2141 石皿 J 5 5 下層 包含周 砂岩 一部残存 (10. 0) (5.4) (5.0) (148.0) 

2142 石皿 J 5 5 下層 包含唇 砂岩 一部残存 (6.5) (6.2) (3.2) (120.0) 

2143 石皿 K49 上層 包含層 流紋岩 小片 (8.2) (4.1) (I. 7) (66.0) 

2144 石llll K57 下層 包含層 砂岩 小片 (9.6) (9.9) (4.8) (325.0) 

2145 石皿 L 4 3 下唇 包含層 流紋岩 小片 (9. 6) (6.1) (2.0) (120.5) 

2146 石皿 L54 上層 包含層 砂岩 小片 (8.9) (6.2) (1.8) (122.0) 

2147 石皿 M42 下層 包含層 砂岩 小片 (4.3) (3.3) (4.6) (89.5) 

2148 717-04 敲石 J 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 12.6 4.8 3.0 217.0 第72図

2149 716-01 敲石 J 5 3 下層 包含層 砂岩 完形 9.9 4.6 4.0 250.0 第72図

2150 727-01 敲石 E 5 7 下層 包含層 砂岩 1/ 2残存 (14.2) (4.9) (3.7) (368.0) 第72図

2151 051-01 敲石 K42 下層 SFZ46 絹雲母石英片岩 完形 18.l 4.0 3.3 345.0 第72図

2152 750-01 蔽石 H 5 5 上層 P6混入 流紋岩 完形 11. 6 4.0 3.9 275.0 第72図

2153 706-01 敲石 K 5 1 下層 SH209 砂岩 完形 11. 7 6.7 3.3 295.0 No.149 第72図

2154 050-02 敲石 K42 下屑 SF246 砂岩 1/2欠損 (4.4) (4.2) (2.8) (70.0) 第72図

2155 051-02 敲石 M42 下層 SH235 砂岩 1/2欠損 (5.8) (4.8) (2.9) (95.0) 第72図

2156 705-03 敲石 I 5 7 下層 包含層 砂岩 小片 (4.6) (7.3) (3.3) (163.0) 第72図

2157 050-01 敲石 H40 上層 SK27混入 砂岩 完形 8.5 7.3 5.1 430.0 第73図
2158 727-02 敲石 I 5 7 下層 包含層 砂岩 1/2残存 (8.4) (6.1) (3. 1) (200.0) 第73図

2159 706-02 敲石 K 5 1 下層 SH209 流紋岩 完形 10.2 8.6 3.2 390.0 No.134 第73図
2160 743-01 敲石 H 5 1 上層 包含層 流紋岩 1/3欠損 12.8 (11.0) (2.2) (425.0) 煤付着 第73図
2161 742-01 敲石 E49 下層 包含層 輝緑岩 完形 12.7 10.4 3.9 802.0 SK213近く 第73図
2162 716-02 敵石 L54 下層 包含層 砂岩 1/3残存 (5.2) (8.0) (4.3) (272.0) トレンチ（東端） 側縁に面あり 第74図
2163 705-02 敲石 L62 下層 包含層 砂岩 1/2残存 (5.1) (3.7) (4.6) (123.0) 第74図
2164 705-01 敲石 G49 下層 包含層 流紋岩 一部欠損 (10.5) 9.1 4.6 (600.0) 土器集中受熱 No.50 第74図
2165 740-02 敲石 K53 下層 包含唇 砂岩 一部残存 (8.5) (5.7) (4.2) (262.0) 740-03と接合 第74図
2166 717-01 敲石 H52 下層 包含層 砂岩 一部欠損 (5.5) (7. 9) (4.4) (279.0) 第74図
2167 065-01 敲石 D43 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.4) (7.5) (4.4) (305.0) 第74図
2168 739-01 蔽石 K48 下層 包含眉 砂岩 1/2残存 (6.4) (7.1) (5.0) (833.0) 739-02と接合 第75図
2169 716-04 敲石 M51 下層 包含層 砂岩 一部残存 (4.0) (3.7) (3.3) (54.0) 磨石？ 第75図
2170 738-03 敲石 J 4 8 下層 包含層 砂岩 一部残存 (2.4) (6.2) (3.3) (45.0) 第75図
2171 738-02 敲石 I 5 9 下眉 包含層 砂岩 1/3残存 (6.0) (5.2) (4.0) (115. 0) 第75図
2172 738-04 敲石 J 5 2 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.2) (4.7) (4.5) (123.0) 第75図
2173 739-03 敲石 K 5 1 下層 包含層 砂岩 1/3残存 (3.5) (6.2) (4.6) (152.0) 第75図
21.74 738-01 蔽石 I 5 4 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.9) (5.1) (4.3) (150.0) 第75図
2175 052-03 敲石 K42 下層 SHZ34 砂岩 1/2欠損 (11.l) (5.0) (6.5) (400.0) 第76図
2176 737-03 敲石 I 5 3 下層 包含屑 砂岩 1/2欠損 (4.7) (9. 2) (4.6) (2.15.0) 第76図
2177 704-01 敲石 053 下層 SH208 輝緑岩 1/2欠損 (8.4) (9.6) (4.6) (525.0) 第76図
2178 740-01 敲石 J 5 5 下層 包含層 砂岩 一部残存 (3.6) (8.3) (5.0) (170.0) 第76図
2179 754-02 敲石 H50 下層 包含層 砂岩 1/3残存 (10.1) (7.6) (4.5) (350.0) No.15 土器築中 第76図
2180 740-04 敲石 J52 下層 包含層 砂岩 一部残存 (3.9) (6.8) (3.6) (88.0) 第76図
2181 716-03 敲石 M51 下層 包含層 砂岩 1/2欠損 (12.4) (6.6) (5.7) (520.0) 第77図
2182 751-01 敲石 K・L57 下層 SK201 砂岩 完形 8.3 8.0 4.4 328.0 No.147 第77図
2183 702-02 敲石 K57 下層 SF229 砂岩 一部欠損 9.6 (8.5) 3.8 (446.0) No.9 第77図
2184 755-01 敲石 K50 上層 SZ533混入 砂岩 一部残存 (5.5) (6.7) (2.8) (151.0) 第77図
2185 051-03 敲石 K42 下層 SH234 砂岩 1/3欠損 (10. 0) (6.2) (4.3) (390.0) 第77図
2186 717-02 源石 H47 下層 包含層 砂岩 1/2欠損 (9.3) (6.6) (4.0) (250.0) 地山 第77図
2187 050-03 敲石 K 4 2 下層 SFZ46 砂岩 一部残存 (5.7) (5.5) (4.5) (90.0) 南側炉内 第77図
2188 737-01 敲石 F53 下層 包含層 砂岩 一部残存 (3.0) (6.8) (3.9) (86.0) 第77図
2189 752-01 敲石 M51 下層 SH211 砂岩 一部残存 (6.1) (2.0) (3.2) (30.0) SK211 
2190 050-04 敲石 K42 下層 SF246 砂岩 一部残存 (4.5) (7. 5) (4.2) (178.0) 
2191 728-01 敲石 F・G49 50 上層 SX526混入 砂岩 一部欠損 (15.5) 8.6 4.6 (968.0) 
2192 737-02 敲石 G52 下層 包含層 砂岩 一部残存 (7.4) (4.5) (5. 6) (132.0) 
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番号 :: 器種 地区 層位 遺構 石質 残存状態 長(cm)幅(cm)厚 (cm) 重(g) 備 考 挿図番号

2193 737-05 敲石 I 4 9 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.0) (3.8) (4.2) (71.0) 

2194 737-06 敲石 I 4 9 下層 包含層 砂岩 小片 (2.3) (1.6) (2.9) (10. 0) 

2195 717-03 敲石 I 5 3 下暦 包含層 砂岩 一部残存 (7. 5) (4.7) (4.7) (215.0) 

2196 737-04 敲石 I 5 3 下層 包含層 砂岩 小片 (3. 6) (1.8) (3.0) (20.0) 

2197 716-05 敲石 I 5 7 下層 包含届 砂岩 一部残存 (3.7) (4.2) (4.0) (48.0) 磨石？

2198 713-02 敲石 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 12.7 (4.7) 3.7 255.0 

2199 739-04 敲石 J 5 5 下層 包含層 砂岩 一部残存 (4.0) (3.7) (2.4) (30.0) 

2200 敲石 K・L57 下層 SK201 砂岩 完形 12.3 7.3 3.7 565.0 No.144 

2201 敲石 K 5 1 下層 SH209 片麻岩 完形 9.5 8.2 5.8 625.0 No.61 

2202 敲石 048 下層 SHZZO 砂岩 一部残存 (9.7) (5.4) (4.1) (315.0) 

2203 敲石 G4S 下層 SH220 砂岩 1/2残存 8.0 6.2 3.2 200.0 

2204 敲石 G・H50 下層 SH223 砂岩 一部残存 (7.5) (4.3) (4.0) (165.0) No.9 

2205 敲石 K57 下層 SF229 砂岩 完形 10.7 7.9 3.8 448.0 SK201内 No.1

2206 敲石 K42 下層 SH234 砂岩 完形 11. 0 4.9 3.4 255.0 

2207 敲石 K42 下層 SH234 砂岩 完形 3.5 3.0 1. 7 25.0 

2208 敲石 K 4 2 下層 SH234 絹雲母石英片岩 完形 12.4 4.1 2.4 175.0 

2209 敲石 M42 下層 SH235 絹室母石英片岩 一部欠捐 (10.4) (3.8) (Z.0) (118.0) 

2210 蔽石 H45 下層 SK238 砂岩 完形 11. 9 4.1 3.3 245.0 

2211 蔽石 I 4 1 下層 SH251 輝緑岩 完形 10.4 8.3 3.1 410.0 

2212 敲石 J56・57 上層 SH50Z混入 砂岩 一部残存 (6.6) (4.9) (2.2) (100.0) No.3 

2213 敲石 L53 上層 SX505混入 砂岩 完形 9.1 6.9 5.1 490.0 No.19 

2214 敲石 K54 上層 SD506混入 砂岩 一部残存 (1.8) (3. 1) (3. 6) (20.0) 

2215 敲石 J 5 2 上層 SX507混入 砂岩 一部欠損 (8.0) 4.8 2.7 (148.0) No.18 

2216 敲石 L 5 1 上層 SK509混入 砂岩 完形 13.0 6.0 2.3 273.0 
2217 敲石 I 5 4 上層 包含層 砂岩 一部残存 (7.0) (7.5) (5.4) (210.0) 受熱

ZZ¥B 敲石 I 5 6 上層 包含層 砂岩 完形 12.4 7.4 3. 1 420.0 

2219 敲石 J 5 5 上層 包含層 砂岩 一部欠損 6.3 4.3 2.2 80.6 

2220 敲石 E 4 8 下層 包含層 砂岩 1/2欠損 (6.6) (9.6) (4.1) (315.0) 

2221 敲石 E 5 7 下周 包含層 砂岩 1/2欠損 (9.5) (6.4) (2.1) (179.0) 

2222 敲石 F57 下層 包含層 砂岩 一部残存 (12.1) (6.3) (4.1) (509.0) 

2223 敲石 G49 下層 包含層 流紋岩 一部残存 (11.5) (6.8) (5.3) (490.0) 士器集中 No.96受熱

2224 敲石 052 下層 包含眉 砂岩 一部残存 (8.7) (3.7) (4.2) (162.0) 

2225 敲石 H 4 9 下層 包含層 砂岩 小片 (5.6) (Z.6) (3.6) (69.0) 

2226 敲石 H53 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.5) (3.3) (2.6) (40.0) 

2227 敲石 H53 下層 包含層 砂岩 一部残存 (4.0) (6.3) (2.8) (105.0) 

2228 敲石 H 5 3 下層 包含層 砂岩 完形 10.2 3.7 3.4 197.0 

2229 敲石 H58 下層 包含層 絹雲母緑泥片岩 1/3欠損 (12.2) (3.4) (2.1) (188.0) 

2230 敲石 H58 下層 包含層 砂岩 一部残存 (6.3) (6.6) (2.7) (98.0) 

2231 敲石 H58 下層 包含層 絹雲母石英片岩 完形 13.6 3.7 1.8 135.0 

2232 敲石 H58 下唇 包含屑 流紋岩 1/2欠損 (11.2) (4.6) (4.8) (280.0) 

2233 敲石 I 5 7 下層 包含層 砂岩 一部残存 (7.5) (6.5) (5.1) (185.0) 

2234 敲石 J 5 1 下層 包含層 砂岩 一部残存 (7.2) (6.0) (5.4) (239.0) 

2235 敲石 J 5 1 下層 包含層 砂岩 小片 (4.4) (4.7) (2.3) (55.0) 

ZZ36 敲石 J54 下層 包含層 砂岩 一部欠損 (9.4) (7.2) (4.4) (385.0) 

2237 敲石 J 5 7 下層 包含層 絹雲母石英片岩 完形 12.6 3.9 1.8 135.0 

2238 敲石 J 5 7 下層 包含層 絹雲母石英片岩 完形 12.0 3.8 2.3 135.0 
2239 敲石 J 5 7 下層 包含層 砂岩 一部残存 (7.1) (3.8) (3.1) (109.0) 
2240 敲石 J 5 7 下層 包含周 砂岩 一部残存 (5.4) (3.7) (4.1) (77. 0) 
2241 敲石 J 5 8 下層 包含層 砂岩 1/2残存 (6.8) (7.6) (2.7) (206.0) 
2242 敲石 K47 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.5) (7.6) (4.7) (209.0) 
2243 敲石 K49 下層 包含層 砂岩 1/2残存 (7.9) (7.3) (2.6) (149. 0) 

2244 敲石 K 5 1 下層 包含層 砂岩 一部残存 (6.6) (3.3) (3. 2) (82.0) 
2245 敲石 K 5 3 下層 包含層 砂岩 一部残存 (8.5) (3.5) (4.8) (167.0) 
2246 敲石 L45 下層 包含層 砂岩 一部残存 (8.2) (5.5) (6.6) (365.0) 
2247 敲石 L 5 1 下層 包含層 砂岩 一部残存 (8.4) (5.2) (4.0) (140.0) 
2248 敲石 L54 下層 包含層 砂岩 一部残存 (4.2) (2.4) (2.3) (22.0) 
2249 敲石 L54 下層 包含層 絹雲母石英片岩 一部残存 (9.7) (4.0) (1.8) (105.0) 
2250 敲石 L54 下眉 包含層 砂岩 一部残存 (4.5) (4.4) (2.8) (65.0) 

2251 敵石 L54 下層 包含層 砂岩 一部残存 (1. 1) (4.4) (3.6) (15. 0) 
2252 敲石 M48 下層 包含層 砂岩 完形 7.0 6.2 4.3 258.0 No.106 
2253 敲石 試掘坑 No.7 砂岩 一部欠損 (8.5) (7. 5) (2.4) (178.0) 
2254 765-01 磨石 H60 上層 包含層 流紋岩 完形 6.5 6.4 5.1 273.0 第78図
2255 052-02 磨石 K42 下層 SH234 砂岩 完形 7.2 4.1 2.0 95.0 受熱 第78図
2256 743-02 磨石 L57 上層 包含唇 砂岩片岩 一部欠損 (7.5) 7.6 2.9 (255.0) 第78図
2257 727-03 磨石 M52 下層 包含眉 砂岩 1/2欠損 (8.5) (7.4) (5.1) (435.0) 第78図
2258 754-01 磨石 G49 下層 包含層 砂岩 一部残存 (4.1) (7. 0) (3.9) (93.0) 士器集中受熱 No.49 第78図
2259 052-01 磨石 K42 下層 SH234 砂岩 1/3欠損 (6.8) (7.1) (1.1) (75. 0) 第78図
2260 731-03 磨石 L57 下唇 SF226 砂岩 一部残存 (5.8) (1.8) (5.0) (55.0) S K201内 1層 第78図
2261 704-02 磨石 G53 下層 SH208 砂岩 一部残存 (4.2) (2.4) (4.1) (64.0) 第78図
2262 742-02 磨石 H47 上層 包含層 砂岩 一部残存 (4.7) (1. 5) (4.0) (28.0) 
2263 742-03 磨石 H53 上層 包含層 砂岩 一部残存 (4.0) (2.6) (4.3) (30.0) 
2264 743-03 磨石 J 4 5 上層 包含層 砂岩 一部残存 (3.0) (2.2) (4.9) (50.0) 
2265 741-02 磨石 L 5 1 下層 包含層 砂岩 一部残存 (3.3) (5.0) (4.6) (83.0) 
2266 磨石 K・L57 下層 SK201 輝緑岩 完形 12.5 10. I 2.6 510.0 
2267 磨石 K57 下眉 SK201 流紋岩 完形 10.0 5.5 3.8 280.0 No.74 
2268 磨石 K 5 7 下層 SK201 絹雲母石英片岩 一部残存 (2.8) (4.2) (2.7) (30.0) No.97 
2269 磨石 L57 下層 SKZOI 砂岩 完形 8.0 6.8 4.9 390.0 No.215 
2270 磨石 K57 下層 SK201 砂岩 一部残存 (5.9) (3.0) (1.8) (40.0) No.216 
2271 磨石 K 5 7 下層 SK201 流紋岩 完形 8.1 6.2 3.4 215.0 No.186 
2272 磨石 F・G57 下層 SH202 砂岩 一部残存 (7.Z) (3.4) (Z.4) (72.0) 
2273 磨石 J54・55 下層 SH205 砂岩 小片 (3.3) (2.8) (2.6) (18. 0) No.18 
2274 磨石 J54・55 下層 SHZ05 砂岩 一部残存 (3.9) (3.9) (4.3) (55.0) 
2275 磨石 G・H53 下層 SH208 砂岩 1/2欠損 (10. 0) (6.6) (3. 1) (240.0) 
2276 磨石 K52 下層 SH209 流紋岩 一部残存 (6. I) (5.4) (6.0) (225.0) 強く受熱 No.82 
2277 磨石 K 5 1 下層 SHZ09 砂岩 完形 10.0 7.3 4.5 483.0 No.25 
2278 磨石 K 5 1 下層 SH209 砂岩 完形 9.5 7.2 4.4 380.0 No.32 
2279 磨石 E 5 1 下層 SK213 砂岩 完形 9.6 8.4 3.5 420.0 No.52 
2280 磨石 F 5 1 下層 SK213 砂岩 完形 15.0 10. 1 6.3 1448.0 No.46 
2281 磨石 G4S 下層 SH220 砂岩 一部残存 (6.7) (5.0) (2.7) (80.0) 
2282 磨石 G・H50 下層 SH223 輝緑岩 一部残存 (5.5) (9.3) (3.9) (275.0) No.11 
2283 磨石 K57 下層 SF229 流紋岩 完形 9.6 B.O 5.4 552.0 SK201内 No.39
2284 磨石 K42 下層 SF246 砂岩 小片 (3.2) (1.4) (2.9) (7.6) 
2285 磨石 K 4 2 下層 SFZ46 凝灰岩 完形 2.8 2.3 2.0 15.0 
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番号 芹 器種 地区 層位 遺 構 石 質 残存状態 長(cm)幅(cm)厚(cm) 重(g) 備 考 挿図番号

2286 磨石 F 4 5 下層 SK254 砂岩 完形 13.4 6.5 3.2 430.0 

2287 磨石 H 5 5 下層 SZZ65 砂岩 一部残存 (5.8) (2.2) (2.7) (49.0) 

2288 磨石 H 5 5 下層 SZ265 砂岩 一部残存 (11.2) (5.8) (3.4) (205.0) 

2289 磨石 055 下層 Pl 砂岩 一部残存 (2.7) (4.7) (2.3) (35.0) 

2290 磨石 I 5 2 下層 Pl 砂岩 一部残存 (3. l) (2.9) (1.1) (13.0) 

2291 磨石 048 上層 SD555混入 砂岩 一部残存 (8.5) (4.6) (2.7) (110.0) 

2292 磨石 E48 上層 P3混入 砂岩 一部残存 (3.6) (7.4) (2.0) (65.0) 

2293 磨石 G52 上層 包含層 砂岩 一部残存 (2.9) (2.7) (3.3) (39.0) 

2294 磨石 G59 上層 包含眉 砂岩 小片 (1.0) (3.6) (2.7) (12.0) 

2295 磨石 I 5 5 上層 包含層 砂岩 小片 (3.6) (I. 2) (2.6) (15.0) 

2296 磨石 I 5 6 上層 包含層 砂岩 小片 (4.6) (4.5) (3.7) (72.0) 

2297 磨石 J 5 6 上層 包含層 砂岩 一部残存 (6.8) (6.4) (2.3) (122.0) 

2298 磨石 J 5 7 上層 包含層 砂岩 小片 (3.3) (2.9) (I. 2) (13. 0) 

2299 磨石 E47 下層 包含層 砂岩 小片 (1. 7) (2.4) (3.4) (16.0) 焼土近く

2300 磨石 E49 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.Z) (4.2) (1. 5) (35.0) 剥片

2301 磨石 F48 下層 包含層 砂岩 一部残存 (2.1) (6.6) (1.6) (33.0) 

2302 磨石 G48 下層 包含層 砂岩 一部残存 (2.7) (2.5) (0.6) (3.0) 

2303 磨石 G4S 下層 包含層 砂岩 一部残存 (9.1) (4.1) (3.9) (159.0) 集石（付者物） No.63 

2304 磨石 G4S 下層 包含層 輝緑岩 一部残存 (3.8) (4. 7) (2.9) (63.0) 

2305 磨石 049 下層 包含層 流紋岩 小片 (5.0) (3.3) (1.4) (20.0) 土器集中 No.51

2306 磨石 G49 下層 包含層 砂岩 一部残存 (4.7) (5.3) (4.0) (85.0) 土器集中 No.42

2307 磨石 H47 上層 SZ266 砂岩 一部残存 (5.7) (5.9) (3.1) (80.0) No.39 

2308 磨石 H47 下層 包含層 砂岩 一部残存 (8.5) (4.0) (5.Z) (158.0) 地山

2309 磨石 H47 下層 包含層 砂岩 小片 (3.0) (1.0) (Z.O) (5.0) 地山

2310 磨石 H50 下層 包含層 砂岩 一部残存 (9. I) (6.2) (4. 3) (223.0) 石簗中

2311 磨石 HSO 下層 包含層 砂岩 小片 (6.6) (3.2) (3.0) (15. 0) 石簗中

2312 磨石 H 5 0 下層 包含層 砂岩 小片 (2.4) (1.6) (1. 3) (2.0) 石集中

2313 磨石 H 5 0 下眉 包含層 砂岩 一部残存 (2.4) (2.4) (1.6) (9.0) 石集中

2314 磨石 H50 下層 包含層 砂岩 一部残存 (4.1) (3.2) (I.I) (13.0) 

2315 磨石 H50 下層 包含層 砂岩 一部残存 (1. 7) (I. 3) (1. 3) (4.0) 

2316 磨石 H50 下層 包含層 砂岩 小片 (7.9) (4.5) (3.8) (115. 0) 

2317 磨石 H 5 8 下層 包含層 砂岩 一部残存 (6.0) (5.3) (3.5) (100.0) 

2318 磨石 I 4 7 下層 包含層 砂岩 小片 (3.4) (2.1) (1.6) (9.0) 

2319 磨石 I 4 7 下層 包含層 流紋岩 小片 (7.6) (3.8) (4.8) (160.0) 

2320 磨石 I 4 9 下層 包含層 砂岩 小片 (3.2) (2.0) (3.8) (20.0) 

2321 磨石 I 4 9 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.6) (3. 2) (2.9) (69.0) 

2322 磨石 I 5 2 下層 包含層 砂岩 一部残存 (6.1) (3. 6) (1.5) (35.0) 

2323 磨石 I 5 4 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.3) (3.8) (4.9) (85.0) 

2324 磨石 1かG56 下眉 包含層 砂岩 一部残存 (5.1) (2.1) (4.7) (21.0) 

2325 磨石 I 5 7 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5. 1) (4.5) (3.1) (95.0) 

2326 磨石 I 5 7 下層 包含層 砂岩 一部残存 (3.6) (5.7) (1.5) (32.0) 

2327 磨石 I 5 7 下層 包含層 砂岩 小片 (3.9) (5.9) (3.0) (76. 0) 

2328 磨石 I 5 7 下層 包含層 砂岩 一部残存 (3. 1) (2.4) (1.7) (19. 0) 

2329 磨石 I 5 7 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.9) (1.1) (2.1) (16.0) 

2330 磨石 I 5 8 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5. 1) (4.9) (Z.O) (49.0) 

2331 磨石 I 5 8 下層 包含層 砂岩 一部残存 (9.9) (4.0) (3.3) (159.0) 

2332 磨石 I 5 8 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.8) (1.6) (3.5) (27.0) 

2333 磨石 J 4 8 下層 包含層 砂岩 一部残存 (2.7) (5.6) (3 6) (80.0) 

2334 磨石 J 4 8 下層 包含層 砂岩 小片 (5.3) (Z.4) (2.9) (50.0) 

2335 磨石 J 4 8 下層 包含層 砂岩 一部残存 (8.4) (5.2) (2.9) (130.0) 

2336 磨石 J 5 3 下層 包含層 砂岩 一部残存 (2.8) (2. 1) (1.4) (5.0) 

2337 磨石 J 5 7 下層 包含層 砂岩 一部残存 (9.6) (5.8) (1.6) (65.0) 

2338 磨石 J 5 8 下層 包含層 流紋岩 小片 (7. 3) (2.1) (3.4) (30.0) 

2339 磨石 J 5 8 下層 包含層 砂岩 小片 (1. 3) (1.8) (3.7) (9.0) 

2340 磨石 J58 下層 包含層 砂岩 小片 (1.1) (3.4) (3.3) (10. 0) 

2341 磨石 J 5 8 下層 包含層 砂岩 一部残存 (2.2) (1. 9) (2.0) (7.0) 

2342 磨石 K49 下層 包含層 砂岩 小片 (3.2) (3.8) (3.4) (20.0) 

2343 磨石 K50 下層 包含層 砂岩 一部残存 (6.4) (8.6) (3.0) (210.0) 

2344 磨石 K 5 1 下層 包含層 砂岩 一部残存 (4.7) (2.4) (2.4) (40.0) 

2345 磨石 K 5 1 下層 包含層 砂岩 一部残存 (6.1) (5.6) (3.9) (133.0) 

2346 磨石 K52 下層 包含層 流紋岩 1/2欠損 (8.8) (4.5) (3.2) (135.0) 

2347 磨石 K55 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.4) (3.2) (3.9) (55.0) 

2348 磨石 K56 下層 包含層 砂岩 小片 (4.6) (1.0) (3.5) (15.0) 

2349 磨石 K56 下層 包含層 流紋岩 3/4欠捐 (7.0) (5.1) (5.3) (178. 0) 

2350 磨石 K57 下層 包含層 砂岩 小片 (2.8) (1. 3) (2.8) (8.0) 

2351 磨石 K57 下層 包含層 砂岩 小片 (2.6) (1. 9) (3.4) (18.0) 

2352 磨石 K57 下層 包含層 砂岩 小片 (4.4) (4.6) (2.3) (35.0) 

2353 磨石 K58 下層 包含層 砂岩 一部残存 (2.8) (2.9) (I. 5) (12.0) 

2354 磨石 L47 下層 包含層 砂岩 小片 (2.7) (2.2) (1. 9) (5.0) 

2355 磨石 L 5 1. 下層 包含層 砂岩 一部残存 (3.0) (5.7) (4.5) (90.0) 

2356 磨石 不明 不明 包含層 砂岩 1/2欠損 (8.3) (6.2) (4.4) (222.0) 受熱

2357 820-01 石錐 F・G56 下層 SH202 サヌカイト 完形 3.3 1. 2 0.5 1.6 第78図
2358 石錐 G 5 1 上層 SD512混入 サ刃カイト 完形 4.4 2.2 I.I 8.1 

2359 石錐 表土 サヌカイト 基部欠損？ 3.8 1.0 0.8 2.3 第4次調査

2360 石錐 M 1 0 5 表土 チャート 完形 2.6 1. z 0.9 2.6 第4次調査

2361 073-01 削器 排土 サヌカイト ほぼ完形 3.1 6.4 0.9 10.6 第78図
2362 350-01 削器 E 1 0 3 上層 SD4102混入 サヌカイト 一部欠損 (4.3) (6. 2) (1. 0) 17.0 第4次調査 第79図
2363 830-01 削器 F47 下層 包含層 サヌカイト ほぼ完形 4.7 6.0 1.8 39.3 第79図
2364 774-01 削器 K46 上層 SD18混入 砂岩 完形 5.5 7.0 1.0 36. 3 第79図
2365 775-01 削器 055 上層 包含層 頁岩 ほぽ完形 6.2 7.2 1.6 56.7 第79図
2366 774-02 削器 F49 上層 SH521混入 サヌカイト ほぽ完形 5.2 4.8 0.6 12.9 第79図
2367 831-02 削器 M53 下層 包含層 チャート 完形 3.7 4.2 1.0 10.5 第79図
2368 832-01 削器 排土 砂岩 ほぼ完形 4.8 5.6 0.9 28.9 第79図
2369 072-02 削器 E45 下層 SK240 砂岩 ほぼ完形 6.5 4.3 1.0 26.2 第79図
2370 削器 I 5 5 上層 包含層 サヌカイト 一部欠損 5.5 (6.0) 0.9 (24.4) 

2371 削器 G54 上層 包含層 砂岩 完形 8.5 4.3 I. z 42.4 
2372 削器 K53 上層 包含層 サヌカイト 完形 4.2 6.8 I.I 30.4 
2373 814-02 楔形石器 K55 上層 SD503混入 砂岩 ほぽ完形 2.8 I. 7 0.7 4.1 第80図
2374 788-01 楔形石器 M48 下層 包含層 砂岩 完形 3.0 3.8 0.9 10.8 第80図
2375 818-01 楔形石器 M53 下層 包含層 砂岩 完形 3.9 3.3 0.6 7.9 第80図
2376 790-01 楔形石器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 4.2 3.9 0.7 17.4 第80図
2377 816-01 楔形石器 K 5 8 上層 包含層 砂岩 完形 4.4 4.9 0.7 19.5 第80図
2378 813-01 楔形石器 K55 下層 包含層 片岩 完形 4.6 3.4 1.1 15. 1 第80図
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番号 芹 器種 地区 層位 遺 構 石質 残存状態 長(cm)幅(cm)厚(cm) 里(g) 備 考 挿図番号

2379 794-01 楔形石器 K57 下層 包含層 砂岩 完形 2.8 6.2 0.9 14.2 第80図

2380 792-01 楔形石器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 3.7 3.4 0.8 9.3 第80図

2381 793-01 楔形石器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 ほぽ完形 4.9 4.3 0.9 25.0 第80図

2382 814-01 楔形石器 H57 下層 包含層 砂岩片岩 完形 4.3 5.0 0.6 19.0 第80図

2383 789-01 楔形石器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 ほぽ完形 5.8 4.7 I. 0 35.6 第80図

2384 817-01 楔形石器 F49 上層 SH521混入 砂岩 一部欠損 5.5 4.8 1.0 (32.3) 第81図

2385 791-01 楔形石器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 ほぽ完形 4.3 6.0 0.9 23.2 第81図

2386 829-01 楔形石器 J 5 6 上唇 包含層 砂岩 ほぼ完形 8.4 5.4 1.8 75.0 第81図

2387 776-01 楔形石器 K54 上層 包含層 サヌカイト 一部欠捐 5. 1 5.7 1 8 (64 0) 第81図

2388 815-01 楔形石器 L47 上層 SD18混入 砂岩 完形 9.6 7.7 2.2 252.8 第81図

2389 076-01 楔形石器 M42 下磨 SH235 チャート 完形 1. 5 1. 9 0.5 1.1 第89図

2390 783-01 楔形石器 J48 下層 包含層 チャート 完形 1. 5 2.2 0.5 1. 7 第89図

2391 787-01 楔形石器 F 5 1 下層 包含層 安山岩 完形 3.9 2.4 0.8 7.4 第89図

2392 779-01 楔形石器 L48 下層 P5 安山岩 完形 3.0 2.9 0.5 6.3 第89図

2393 803-01 楔形石器 F 5 6 下層 包含層 チャート 完形 3.1 3.5 0.8 10.8 第89図

2394 780-01 楔形石器 K57 下層 SF228 サヌカイト 完形 2.0 I. 9 0.4 1. 9 SK201内 第89図

2395 780-02 楔形石器 K55 下層 包含層 チャート 完形 3.3 2.8 0.8 5.3 第89図

2396 086-01 楔形石器 K42 下層 SH234 粘板岩 一部欠損 3.1 (3.9) 1.4 (22.4) 第89図

2397 781-01 楔形石器 H46 上層 Pl混入 サヌカイト 完形 2.9 2.9 0.9 5.7 第89図

2398 782-01 楔形石器 J 5 0 上層 SD512混入 サヌカイト 完形 3.4 3.2 0.8 8.7 第89図

2399 784-01 楔形石器 K53 上層 包含層 チャート 完形 3.0 2.0 0.7 4.1 第89図

2400 079-01 楔形石器 I 3 8 上層 包含層 チャート 完形 3.9 2.3 0.6 7.6 第89図

2401 325-01 楔形石器 J 8 4 上層 包含層 サヌカイト ほぽ完形 3.8 2.6 1. 2 10.4 第89図

2402 786-01 楔形石器 M50 下層 包含眉 チャート 完形 5.6 2.8 0.7 11.6 第89図

2403 786-02 楔形石器 K46 上層 SD18混入 頁岩 ほぽ完形 3.6 4.4 0.6 12.0 第89図

2404 785-01 楔形石器 M 3 8 下磨 包含層 チャート 完形 2.5 3.3 1. 8 14.4 第89図

2405 830-02 楔形石器 057 下層 包含層 砂岩 完形 4.5 4.8 0.9 20.1 第89図

2406 077-01 楔形石器 K42 下層 SHZ34 サヌカイト 完形 2.9 1.0 0.5 0.7 第89図

2407 078-01 楔形石器 E43 下層 包含層 サヌカイト 完形 Z.7 0 8 0.6 1.4 第89図

2408 楔形石器 FSS 下唇 SF204 サヌカイト 完形 2.4 1. 9 0.6 2.0 S K204の I

2409 楔形石器 E 5 1 下層 SK213 サヌカイト 完形 2.6 1.4 0.5 1.6 No.36 

2410 楔形石器 L 4 6 上層 SD18混入 チャート 完形 4.6 2.8 0.8 8.9 

2411 楔形石器 I・J・K・L54 上層 SD506混入 チャート 完形 2.9 2.3 0.5 3.3 

2412 楔形石器 I・J・K・L54 上層 SD506混入 チャート 完形 1. 9 1.6 0.3 1. 2 

2413 楔形石器 151 52 上層 SK510混入 砂岩 完形 4.5 7.5 0.8 29.9 

2414 楔形石器 F49 上層 SH521混入 チャート 完形 5.0 5.6 1.6 71.4 トレンチ

2415 楔形石器 K56 上層 包含層 チャート 完形 2.6 1.4 0.8 2.6 

2416 楔形石器 048 下層 包含層 砂岩 完形 2.3 1.7 0.4 1.4 士器集中

2417 楔形石器 G・H50 下層 包含層 砂岩 一部欠損 3.1 (5.7) 0.6 (13. 3) 

2418 楔形石器 G50 上層 SD550混入 チャート 完形 4.3 3.5 1.6 17.9 
2419 楔形石器 H50 下層 包含層 サヌカイト 完形 1.8 2.2 0.5 2.8 
2420 楔形石器 H50 下層 包含層 サヌカイト 完形 1. 7 1. 9 0.3 1.4 

2421 楔形石器 HSO 下層 包含層 サヌカイト 完形 1.4 2.0 0.4 1. 3 
2422 楔形石器 H 5 0 下層 包含屑 サヌカイト 一部残存 (l 4) (0.7) (0.6) (0.8) 

2423 楔形石器 H 5 0 下層 包含層 サヌカイト 一部残存 (1.4) (1.6) (0.6) (1.1) 

2424 楔形石器 I 1 0 8 表土 包含層 チャート 完形 2.7 4.1 1.1 11.8 第4次調査

2425 楔形石器 J 4 8 下層 包含層 サヌカイト 完形 2.7 2.1 1.4 6.0 
2426 楔形石器 K45 下層 包含層 砂岩 完形 2.8 5.9 0.9 15.9 
2427 楔形石器 排土 チャート 1/2残存 3.6 (3.0) 1.4 (15. 0) 北側

2428 811-01 磨製石斧 H57 下層 包含層 石英片岩 2/3欠捐 (4.2) (5. 1) (1.2) (37.2) 第83図
2429 812-01 磨製石斧 L54 下層 包含層 砂岩 完形 8.2 6.8 2.7 232.1 第83図
2430 736-03 礫器 M46 下層 包含層 凝灰質砂岩片岩 完形 4.65 4.1 I. 6 40.0 第84図
2431 735-04 礫器 K 5 1 下層 包含層 粘板岩 完形 5.7 5.4 1. 9 70.0 第84図
2432 747-01 礫器 I 5 6 下層 包含層 花尚岩 完形 6.4 8.2 1.6 128.0 第84図
2433 741-03 礫器 F 4 8 下層 包含層 砂岩 一部欠祖 (8.6) 5.6 2.6 (170.0) 第84図
2434 734-01 礫器 H56 下層 包含層 砂岩 一部欠損 5.8 4.3 I. 9 (52.0) 磨石転用か 第84図
2435 707-02 礫器 151・52 下層 SH210 砂岩 完形 6.3 4.8 3.9 188.0 No.8 第84図
2436 723-02 礫器 HSB 下層 包含層 砂岩 完形 7.7 6.7 2.8 187.0 第84図
2437 720-01 礫器 K 5 7 下層 SK201 片麻岩 完形 8.3 6.9 4.2 290.0 No.220 第84図
2438 718-04 礫器 K57 下層 SKZOl 砂岩 完形 8.7 8.9 4.6 390.0 No.86 第84図
2439 719-03 礫器 L57 下眉 SK201 砂岩 完形 10.4 6.3 4.7 355.0 No.213 第84図
2440 741-01 礫器 KSB 下層 SK201 砂岩片岩 一部欠損 (15.2) (5.8) (2.3) (300.0) 第85図
2441 067-02 礫器 K42 下層 SH234 砂岩 完形 4.5 6.9 3.5 100.0 磨石を転用？受熱？ 第85図
2442 702-01 礫器 L57 下層 SF226 砂岩 完形 7.3 4.6 1.8 66.0 第85図
2443 701-02 礫器 K57 下層 SK201 砂岩 完形 6.6 5.2 2.1 84.0 No.245 第85図
2444 720-03 礫器 K・L57 下層 SK201 砂岩 完形 9.4 6. 1 2.5 180.0 第85図
2445 720-02 礫器 K57 下層 SKZOI 砂岩 完形 8.4 5.5 1. 5 100.0 No.242 第85図
2446 709-02 礫器 J 5 8 下層 包含層 チャート 完形 8.5 7.2 4.0 195.0 第85図
2447 712-03 礫器 I 5 8 下隅 包含層 砂岩 完形 9.5 7.5 5.0 327.0 第85図
2448 718-02 礫器 K57 下層 SFZZ9 砂岩 完形 10.2 6.1 4.0 300.0 No.26 第85図
2449 749-01 礫器 H53 上層 Pl混入 砂岩 完形 8.2 5.9 2.7 130.0 磨石を転用 第86図
2450 721-01 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 8.2 11. 2 4.0 435.0 第86図
2451 707-01 礫器 151・52 下層 SHZlO 砂岩 完形 6.5 7.3 3.4 190.0 No.5 第86図
2452 708-04 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 8.2 9.7 4.2 315.0 第86図
2453 746-01 礫器 F 5 1 下層 SK213 砂岩 完形 9.7 9.4 6.0 560.0 No.75 第86図
2454 720-04 礫器 L57 下層 SFZ30 砂岩 完形 7.3 9.7 4.8 325.0 敵石を転用か 第86図
2455 712-02 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 8.9 13.1 4.8 635.0 第86図
2456 735-02 礫器 K50 下層 包含層 砂岩 完形 5.9 7.9 4.4 230.0 敲石を転用 第87図
2457 708-02 礫器 G57 下層 包含層 砂岩 完形 6.3 8.2 4.1 235.0 第87図
2458 730-01 礫器 M48 下層 包含層 砂岩 完形 6.8 8.1 3.6 220.0 第87図
2459 714-04 礫器 E57 下層 包含層 砂岩 完形 6.4 8.5 4.0 246.0 磨石（敲石）を転用か 第87図
2460 718-03 礫器 K57 下層 SF229 粘板岩 完形 7.5 9.9 4.2 300.0 No.27 第87図
2461 722-01 礫器 F57 下層 包含層 粘板岩 完形 8.2 10.3 3.3 355.0 第87図
2462 712-01 礫器 G52 下層 包含層 砂岩 完形 10.6 10.4 3.8 490.0 第87図
2463 753-01 礫器 H47 上層 SZZ66 砂岩 完形 8.6 8.6 5.2 472.0 第87図
2464 725-03 礫器 K48 下層 包含層 砂岩 完形 6.7 8.2 3.8 192.0 敲石転用 第88図
2465 719-01 礫器 K57 下層 SK201 砂岩 完形 9.3 9.3 3.2 265.0 No.191 第88図
2466 722-03 礫器 H58 下層 包含層 チャート 完形 8.7 8.2 4.9 400.0 第88図
2467 714-01 礫器 L 5 1 下層 包含層 貢岩 完形 8.2 7.2 5.2 295.0 第88図
2468 724-04 礫器 L47 下層 包含層 砂岩 完形 7.9 12.0 5.3 513.0 第88図
2469 708-03 礫器 H50 下眉 包含眉 砂岩 完形 8.9 5.3 4.2 215.0 士器集中 No.18 第88図
2470 713-01 礫器 I 5 4 下層 包含層 砂岩 完形 8.0 11. 7 4.1 545.0 第88図
2471 067-01 礫器 K42 下層 SH234 砂岩 ほぼ完形 6.9 9.9 4.2 415.0 第88図
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番号 芹 器種 地区 層位 遺構 石 質 残存状態 長(cm)幅(cm)厚(cm) 璽 (g) 備 考 挿図番号

2472 747-02 礫器 K52 上層 包含層 砂岩 完形 6.9 8.5 5.2 295.0 敲石転用 地山面 第89図
2473 722-02 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 8.7 7.8 4.7 485.0 第89図

2474 714-03 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 11. 7 8.3 6.0 770.0 第89図

2475 735-01 礫器 J 5 8 下層 包含層 砂岩 ほぼ完形 12. 1 8.7 5.3 600.0 第89図

2476 708-01 礫器 G4S 下層 包含層 砂岩 完形 9.4 8.6 6.5 715.0 集石 No.45 第89図
2477 725-02 礫器 H47 下層 包含層 砂岩 完形 8.4 13.5 5.1 692.0 敲石転用 第90図

2478 734-03 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 6.5 9.7 5.0 345.0 第90図

2479 724-03 礫器 J 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 10.1 7.6 1. 9 150.0 第90図

2480 713-04 礫器 J 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 8.4 11. 8 4.6 582.0 第90図

2481 723-03 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 6.8 12.2 4.1 360.0 第90図

2482 736-01 礫器 L 5 1 下展 包含層 砂岩 ほぼ完形 9.2 9.5 2.7 285.0 第90図

2483 715-01 礫器 F・G56 下層 SH202 砂岩 完形 8.2 11. 7 3.7 480.0 No.65 第91図

2484 701-01 礫器 L57 下層 SK201 砂岩 完形 9.9 8.6 4.7 485.0 No.206 第91図

2485 719-02 礫器 K57 下層 SK201 砂岩 完形 7.2 10.8 4.4 340.0 No.126 第91図

2486 713-03 礫器 J 5 2 下層 包含層 砂岩 完形 7.2 10.3 5.0 472.0 第91図

2487 725-01 礫器 M48 下層 包含層 砂岩 完形 9.2 8.9 6.6 735.0 S107磨石を転用 第91図

2488 719-04 礫器 L57 下層 SK201 砂岩 完形 5.4 10.5 5.1 355.0 No.214 第91図

2489 701-04 礫器 L 5 7 下屑 SFZZ6 砂岩 完形 10.8 7.6 5.7 739.0 第92図

2490 730-04 礫器 F58 下層 包含層 砂岩 完形 8.1 9.2 4.5 455.0 第92図

2491 068-02 礫器 K42 下層 SH234 花尚岩 完形 10 5 11.0 3.1 355.0 第92図
2492 733-01 礫器 FSO 下層 包含層 砂岩 完形 14.9 9.0 7 .1 1270.0 石皿を転用か 第92図

2493 734-04 礫器 I 4 8 下層 包含層 砂岩 完形 8.1 12.0 2 .1 249.0 第93図
2494 732-01 礫器 J56・57 上層 SH502混入 流紋岩 完形 13.3 9.6 4.8 835.0 No.4 第93図

2495 068-01 礫器 K42 下層 SH234 砂岩 完形 9.6 4.7 2.6 155.0 第93図

2496 721-02 礫器 E 4 8 下届 包含層 砂岩 完形 6.5 9.5 4.4 278.0 第93図
2497 718-01 礫器 K57 下層 SF229 砂岩 完形 9.1 4.6 1.8 78.0 No.17 第93図

2498 749-02 礫器 K48 J:眉 P6混入 砂岩 完形 8.1 6.7 4.9 295.0 第93図
2499 709-03 礫器 K 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 8.2 6.4 3.4 195.0 第93図
2500 071-02 礫器 M42 上層 包含層 粘板岩 完形 8.1 4.9 1. 1 50.0 第94図
2501 069-03 礫器 M42 下層 SH235 緑泥片岩 完形 10.0 4.3 1.6 115.0 第94図
2502 721-03 礫器 G50 下層 包含層 砂岩 完形 8.0 6.6 5.1 418.0 第94図
2503 735-03 礫器 K50 下層 包含眉 砂岩 完形 7.1 6.9 4.2 220.0 敲石を転用 第94図
2504 709-01 礫器 I 5 7 下層 包含層 緑泥片岩 完形 10.4 4.9 2.2 190.0 第94図
2505 701-03 礫器 L57 下層 SK201 砂岩 完形 9.8 5.6 3.9 202.0 No.247 第94図
2506 071-01 礫器 I 4 5 下層 包含層 絹雲母石英片岩 完形 18.8 4.0 2.9 305.0 第94図
2507 736-04 礫器 K 5 6 下層 包含層 砂岩 完形 11.1 5.6 4.8 320.0 第95図
2508 748-01 礫器 I 5 9 上層 包含層 緑泥片岩 一部欠損 (11.6) (4.4) (2.5) (180) 風化強 第95図
2509 745-01 礫器 G・H53 下層 SH208 砂岩 完形 7.1 9.1 5.7 435.0 

2510 067-03 礫器 K42 下層 SHZ34 石英片岩 完形 5.6 6.5 1. 7 85.0 
2511 067-04 礫器 K42 下層 SH234 砂岩 ほぽ完形 8.7 7.3 5.4 255.0 
2512 068-03 礫器 K42 下層 SH234 砂岩 完形 8.0 7.2 4.1 320.0 
2513 068-04 礫器 K42 下層 SH234 輝緑岩 完形 7.0 10.0 4.7 330.0 
2514 069-01 礫器 M42 下層 SH235 石英雲母片岩 完形 10.9 7.4 4.2 380.0 
2515 069-02 礫器 M42 下層 SH235 砂岩 完形 6 5 10.2 2.6 160.0 
2516 069-04 礫器 M42 下層 SH235 流紋岩 完形 8.0 7.7 3.2 190.0 風化強

2517 766-02 礫器 K46 上層 SD18混入 絹雲母片岩 完形 9.1 2.5 1.0 48.0 
2518 070-01 礫器 J 4 2 上層 SKZ5混入 絹雲母結晶片岩 完形 16.0 5.8 2.6 300.0 
2519 767-02 礫器 K54 上層 SD506混入 砂岩 完形 7.3 8.3 4.6 350.0 
2520 766-03 礫器 L51・52 上層 SK510混入 砂岩 完形 7 .1 6.2 1. 9 86.0 
2521 766-04 礫器 L51・52 上層 SK510混入 砂岩 完形 10.3 6.5 2.8 205.0 
2522 767-01 礫器 151・52 上層 SK510混入 砂岩 完形 10.2 7.8 5.1 400.0 
2523 766-01 礫器 K 5 0 上層 SD512混入 凝灰質砂岩 一部欠損？ 9.0 7.4 2.5 200.0 
2524 756-01 礫器 K50 上層 SZ533混入 砂岩 完形 8.5 9.9 7.0 652.0 
2525 730-02 礫器 E 5 1 下層 包含層 砂岩 完形 6.6 8.1 4.0 245.0 
2526 730-03 礫器 F49 下層 包含層 砂岩 完形 9.7 7.5 6.3 460.0 
2527 771-01 礫器 F 5 1 下磨 包含層 砂岩 完形 7.6 11. 3 3. l 230.0 
2528 771-02 礫器 F52 下層 包含層 砂岩 完形 7.8 9.6 3.7 250.0 
2529 733-02 礫器 G52 下層 包含層 砂岩 完形 8.3 9.2 4.4 375.0 
2530 734-02 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 5.8 7. 1 3.5 182.0 
2531 721-04 礫器 K53 下層 包含眉 砂岩 ほぽ完形 8.4 6.4 6 .1 410.0 
2532 736-02 礫器 K57 下層 包含暦 砂岩 完形 9.6 6.2 2.8 145.0 
2533 772-01 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 6.5 7.1 2.1 119.0 
2534 771-03 礫器 L53 下層 包含層 砂岩 完形 9.7 4.8 3.5 255.0 
2535 768-01 礫器 F56 上層 包含層 粘板岩 完形 6.8 5.0 1.1 45.0 
2536 768-02 礫器 F58 上層 包含層 絹雲母片岩 完形 3.0 4.8 1.1 20.0 
2537 768-03 礫器 H 5 1 上層 包含層 砂岩 完形 10.7 11. 4 2.4 300.0 
2538 769-01 礫器 H55 上層 包含層 砂岩 完形 6.9 7.8 3. 1 163.0 
2539 769-02 礫器 H55 上層 包含層 砂岩 完形 9.7 8.1 2.7 200.0 
2540 769-03 礫器 H58 上層 包含層 砂岩 完形 7.5 7.4 0.9 68.0 
2541 770-01 礫器 H58 上層 包含層 砂岩 完形 7.2 7.7 2.9 135.0 
2542 770-02 礫器 H58 上層 包含層 砂岩 完形 7.5 8.3 2.4 150.0 
2543 770-03 礫器 I 5 3 上層 包含層 砂岩 完形 8.6 15. 1 6.3 853.0 
2544 744-02 礫器 J 5 5 上層 包含層 砂岩 完形 9.7 8.0 3.7 285.0 磨石を転用か
2545 709-04 礫器 F57 下層 包含層 砂岩 完形 8.4 9.3 4.9 490.0 
2546 722-04 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 11. 2 8.2 6.7 651. 0 磨石を転用か
2547 723-01 礫器 H58 下層 包含層 チャート 完形 9.3 9 5 5.3 651. 0 
2548 724-01 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形？ 10.3 7.7 4 6 265.0 分割片 敲石を転用
2549 724-02 礫器 I 5 8 下層 包含層 花巌岩 完形 9.0 13.1 4.0 588.0 
2550 723-04 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 10.1 6.1 3. 1 168.0 
2551 744-01 礫器 J 5 5 上層 包含層 輝緑岩 完形 11. 3 8.3 5.6 740. 0 
2552 714-02 礫器 L54 下層 包含層 砂岩 一部欠損 8.4 12.8 4.5 (615.0) トレンチ
2553 071-03 礫器 M42 下層 包含層 チャート 完形 7.0 10.4 5.0 295.0 
2554 729-01 礫器 不明 不明 包含層 砂岩 完形 7.5 11.0 5.6 523.0 
2555 729-02 礫器 不明 不明 包含層 砂岩 完形 11.6 7.4 Z.5 195.0 磨石を転用
2556 礫器 K57 下層 SK201 チャート 完形 9.3 8.1 5.5 470.0 No.120 
2557 礫器 K57 下層 SK201 砂岩 小片 6.6 6.2 1. 5 85.0 No.114 
2558 礫器 K57 下層 SK201 砂岩 一部欠損 11.2 3.4 2. 1 (122.0) No.153 
2559 礫器 K 5 7 下層 SK201 砂岩 完形 10.3 4.7 3.0 200.0 No.83 
2560 礫器 K57 下層 SK201 砂岩 完形 8.3 5.1 2.8 180.0 No.145 
2561 礫器 L57 下層 SK201 砂岩 完形 8. 1 7.8 2.7 165.0 No.62 
2562 礫器 L57 下層 SK201 砂岩 完形 8.4 13.9 7.6 1175. 0 No.211 
2563 礫器 L57 下層 SK201 砂岩 完形 7.6 8.4 2.5 150.0 No.64 
2564 礫器 L 5 7 下層 SK201 砂岩 完形 7.4 8.9 4.2 255.0 No,65 
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番号 鍔 器種 地区 層位 遺 構 石質 残存状態 長(cm)幅(cm)厚(cm) 重(g) 備 考 挿図番号

2565 礫器 L57 下層 SK201 砂岩 完形 8.7 7.6 4.1 290.0 No.168 

2566 礫器 L 5 7 下層 SK201 砂岩 完形 9.3 5.7 4.3 200.0 No.69 

2567 礫器 G56 下層 SHZOZ 砂岩 小片 (7.4) (3.7) (2.4) (52.0) No.27 

2568 礫器 F56 下層 SH202 砂岩 完形 8.0 6.0 3.3 145.0 No.35 

2569 礫器 G56 下層 SH202 砂岩 完形 10.0 14.1 5.9 790.0 No.67 

2570 礫器 G56 下眉 SH202 砂岩 完形 11. 3 8.0 3.0 185.0 No.27 

2571 礫器 056 下唇 SH202 花尚岩 完形 8.4 10.9 4.7 592.0 No.80 

2572 礫器 056 下層 SH202 砂岩 完形 6.8 8.0 2.9 120.0 No.27 

2573 礫器 G53 下層 SH208 流紋岩 完形 7.9 12.5 5.1 440.0 No.7 

2574 礫器 G53 下層 SH208 砂岩 完形 6.3 7.3 3.5 165.0 

2575 礫器 G53 下層 SH208 砂岩 完形 10.1 7.2 5.2 440.0 

2576 礫器 H53 下層 SH208 砂岩 完形 5.6 4.7 1.8 48.7 

2577 礫器 K 5 1 下層 SH209 砂岩 完形 7.4 9.7 4.2 265.0 No.67 

2578 礫器 K 5 1 下層 SH209 砂岩 完形 8.6 10.6 6.0 615.0 No.5 

2579 礫器 K 5 1 下層 SH209 砂岩 完形 13.5 9.7 2.5 510.0 No.138 

2580 礫器 I 5 2 下層 SHZlO 砂岩 完形 9.7 4.9 3.8 280.0 No.1 

2581 礫器 M51 下層 SH211 絹雲母石英片岩 完形 9.9 5.7 2.2 285.0 No.15 

2582 礫器 M51 下層 SH211 砂岩 小片 (6.Z) (4.0) (1.4) (45.0) No.32 

2583 礫器 F 5 1 下層 SH212 花尚岩 完形 11.4 9.0 3.7 460.0 No.28 

2584 礫器 F 5 1 下層 SH212 砂岩 完形 11. 0 9.1 2.8 415.0 No.8 

2585 礫器 F 5 1 下層 SH212 砂岩 完形 10. 1 11. 3 4.Z 580.0 No.1 

2586 礫器 F 5 1 下層 SK213 砂岩 完形 9.0 8.1 4.9 385.0 No.66 

2587 礫器 F 5 1 下層 SKZ13 砂岩 完形 7.6 8.7 3.2 228.0 No.55 

2588 礫器 L48 下層 SH214 花尚岩 完形 9.0 6.9 4.5 325.0 No.23 

2589 礫器 L48 下層 SH214 輝緑岩 完形 10.8 6.4 3.5 275.0 No.9 

2590 礫器 L 4 8 下唇 SH214 砂岩 小片 (5. 1) (6.0) (1. 6) (53.0) No.10 

25Sl 礫器 M48 下眉 SZ215 砂岩 完形 5.1 6.8 3.5 150.0 2592と接合

2592 礫器 M48 下層 SZ215 砂岩 完形 5.9 6.6 3.7 200.0 2591と接合

2593 礫器 M48 下層 SZ215 砂岩 完形 6.9 9.3 4.4 310.0 

2594 礫器 M48 下層 SZ215 砂岩 完形 10.0 5.5 4.2 220.0 

2595 礫器 M4  8 下層 SZ215 チャート 完形 8.9 6.0 5.5 328.0 

2596 礫器 G49 下層 SH218 砂岩 完形 13.7 9.9 6.6 732.0 No.15 

2597 礫器 G49 下層 SHZ18 砂岩 小片 (7.2) (3.0) (2.3) (55.0) 

2598 礫器 G49 下層 SH218 砂岩 小片 (5.6) (5.6) (2.2) (65.0) No 24 

2599 礫器 G49 下層 SHZ18 砂岩 完形 9.5 4.7 2.4 105.0 No.23 

2600 礫器 G4S 下層 SH220 砂岩 完形 10.6 6.5 4.3 288.0 

2601 礫器 G4S 下屑 SH220 緑泥片岩 完形 10.9 8.2 2.8 240.0 風化強

2602 礫器 048 下層 SHZZO 流紋岩 完形 6.8 9.7 3.5 255.0 

2603 礫器 L57 下層 SF226 砂岩 完形 13.1 9.9 4.0 765.0 炉内

2604 礫器 K57 下層 SF229 砂岩 完形 8.2 5.3 5.0 160.0 

2605 礫器 K 5 7 下層 SF229 チャート 完形 8.4 8.7 4.3 270.0 

2606 礫器 K57 下層 SF229 輝緑岩 完形 8.0 9.2 5.2 345.0 No.21 

2607 礫器 M39 下層 SF249 砂岩 完形 5.3 4.8 1.6 40.0 

2608 礫器 J 5 0 下層 SZ264 砂岩 小片 (8.4) (5.1) (1. 7) (78) 

2609 礫器 M47 下層 SZ265 砂岩 完形 8.9 6.2 4.1 239.0 

2610 礫器 M4  7 下層 SZ265 砂岩 完形 7.3 10.4 2.6 228.0 

2611 礫器 M47 下層 SZ265 砂岩 完形 10.8 10.0 1. 3 145.0 

2612 礫器 L48 下層 PIO 砂岩 小片 (4.2) (4.7) (3.5) (101) 

2613 礫器 J 4 7 上層 SD18混入 砂岩 完形 13.2 4.2 1. 4 85.0 

2614 礫器 J56・57 上屡 SH502混入 砂岩 完形 4.5 8.8 2.5 90.0 

2615 礫器 I・J・K・L54 上層 SD506混入 砂岩 完形 4.6 7.1 4.1 100.0 

2616 礫器 I・J・K・L54 上層 SD506混入 砂岩 完形 7.4 13.0 3.4 360.0 

2617 礫器 J 5 2 上層 SX507混入 砂岩 完形 8.2 7.7 4.0 350.0 

2618 礫器 L49 上層 SD512混入 砂岩 完形 8.1 7.1 4.7 315.0 

2619 礫器 L 5 1 上層 SX516混入 砂岩 完形 13.8 8.6 3.3 545.0 No 3 

2620 礫器 I 5 2 上層 SD522混入 絹雲母石英片岩 完形 9.4 3.8 2.1 97.0 

2621 礫器 I 4 8 上屑 SD522混入 絹雲母石英片岩 完形 6.7 6.4 1. 2 69.0 

2622 礫器 F 5 0 上層 SX526混入 砂岩 一部残存 (13.0) (6. 1) (4.1) (365.0) No.8 

2623 礫器 J 4 8 上層 SH534混入 砂岩 小片 (5.4) (6.2) (4.4) (135) 

2624 礫器 J 4 7 上層 SH534混人 砂岩 完形 5.8 7.5 3.4 145.0 焼土磨石転用？

2625 礫器 F55 上層 包含層 砂岩 完形 6.6 5.3 4.3 175.0 
2626 礫器 G 5 1 上層 包含層 砂岩 完形 7.8 3.9 1. 9 75.0 

2627 礫器 G56 上層 包含唇 緑泥片岩 完形 8.3 4.7 1. 9 100.0 
2628 礫器 H52 上層 包含層 砂岩 完形 8.3 6.6 2.9 125.0 

2629 礫器 I 4 8 上層 包含層 砂岩 完形 4.8 8.7 2.2 100.0 

2630 礫器 I 5 6 上眉 包含層 砂岩 完形 6.6 8.8 2.6 150.0 

2631 礫器 I 5 6 上層 包含層 砂岩 一部残存 (3.3) (6.8) (2.0) (30.0) 

2632 礫器 J 5 1 上唇 包含層 砂岩 完形 7.3 4.0 3.5 105.0 
2633 礫器 K54 上層 包含層 砂岩 完形 3.8 7.3 2.5 62.0 磨石転用

2634 礫器 E47 下層 包含層 チャート 完形 8.6 8.4 2.7 195.0 No. I 
2635 礫器 E 5 0 下層 包含層 砂岩 完形 5.3 3.7 1.6 28.0 
2636 礫器 ESO 下層 包含層 砂岩 一部欠損 (6.7) 8.2 3.0 (58.0) 

2637 礫器 E 5 0 下層 包含層 砂岩 完形 7.8 8.2 4.7 243.0 

2638 礫器 E 5 1 下層 包含層 輝緑岩 完形 12.6 8.9 5.7 930.0 
2639 礫器 E56 下層 包含層 砂岩 完形 6. 1 7.5 5.3 190.0 
2640 礫器 E57 下層 包含層 砂岩 完形 6.6 5.5 I. 9 75.0 
2641 礫器 E 5 7 下層 包含層 流紋岩 完形 5.8 6.9 2.5 110.0 
2642 礫器 E57 下層 包含層 砂岩 完形 8.8 6.2 3.9 170.0 
2643 礫器 F47 下層 包含層 砂岩 完形 5.3 10.6 3.2 200.0 
2644 礫器 F50 下眉 包含層 砂岩 完形 6.9 6.8 3.2 130.0 
2645 礫器 F50 下層 包含層 砂岩 一部欠捐 5.7 (9.6) 3.8 (180.0) 
2646 礫器 F50 下層 包含層 砂岩 完形 9.6 6.1 5.7 385.0 
2647 礫器 F50 下層 包含層 砂岩 完形 4.4 6.3 1.6 50.0 
2648 礫器 F 5 0 下層 包含層 砂岩 完形 12.7 5.7 6.4 402.0 
2649 礫器 F55 下層 包含層 砂岩 完形 12.9 7.6 6.1 590.0 
2650 礫器 F55 下層 包含層 砂岩 一部欠損 7.2 (8.7) 1.7 (90.0) 
2651 礫器 F57か58 下層 包含層 砂岩 一部残存 (8.7) (4.3) (2. 6) (123.0) 
2652 礫器 F57 下層 包含層 流紋岩 完形 11. 0 5.2 1. 7 138.0 風化強

2653 礫器 F57 下層 包含層 砂岩 完形 10.2 7.4 3.5 235.0 
2654 礫器 F57 下層 包含層 輝緑岩 完形 8.6 6.3 3.2 250.0 
2655 礫器 F57 下層 包含層 砂岩 完形 8.1 5.1 2.6 178.0 
2656 礫器 F57 下層 包含層 流紋岩 完形 11.4 8.0 4.9 510.0 
2657 礫器 G47 下層 包含層 チャート 完形 5.8 9.0 5.2 388.0 
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番号 芹 器種 地区 層位 遺 構 石質 残存状態 長(cm)幅(cm)厚(cm) 重(g) 備 考 挿図番号

2658 礫器 G4S 下層 包含層 砂岩 完形 12.6 6.7 6.3 545.0 集石 No.46 

2659 礫器 G4S 下層 包含層 砂岩 完形 10.8 7.0 6.4 525.0 集石 No.82 

2660 礫器 048 下層 包含層 砂岩 完形 5.9 7.7 2.4 105.0 集石 No.78 

2661 礫器 G4S 下層 包含層 硬砂岩 完形 6.9 7.3 2.8 177.0 集石 No.41 

2662 礫器 G4S 下層 包含層 硬砂岩 完形 8.2 4.9 2.7 63.0 集石 No.42 

2663 礫器 G4S 下層 包含層 砂岩 完形 5.8 5.9 1.4 55.0 簗石 No.76 

2664 礫器 048 下層 包含層 砂岩 完形 3.9 4.7 2.3 47.0 集石 No.51 

2665 礫器 049 下層 包含層 チャート 完形 10.0 7.0 2.9 245.0 土器集中 No.53 

2666 礫器 049 下層 包含層 砂岩 一部欠損 7.3 (6.0) 2.2 (85.0) 土器集中 No.34 

2667 礫器 G49 下層 包含層 砂岩 完形 6.8 6.7 2.2 73.0 土器集中

2668 礫器 G49 下層 包含層 砂岩 完形 7.5 10.4 2.2 122.0 士器集中 No.37 

2669 礫器 049 下層 包含層 砂岩 完形 9.2 8.7 4.5 455.0 No.35 

2670 礫器 049 下層 包含層 砂岩 小片 (3.9) (2.8) (2.3) (15. 0) 土器集中 No.54 

2671 礫器 G49 下層 包含層 砂岩 完形 7.0 11.6 4.9 535.0 土器集中 No.41 

2672 礫器 G49 下層 包含層 絹雲母石英片岩 完形 16.0 4.6 z.z 240.0 

2673 礫器 049 下層 包含層 砂岩 ほぼ完形 5.5 7.6 I. 6 83.0 土器集中

2674 礫器 G49 下層 包含層 砂岩 完形 6.5 5.5 2.9 115. 0 士器集中

2675 礫器 G49 下層 包含層 砂岩 完形 6.6 8.5 4.2 335.0 土器集中

2676 礫器 G49 下層 包含層 砂岩 完形 6.8 4.3 1. 7 50.0 士器集中

2677 礫器 G49 下層 包含層 砂岩 完形 8.9 6.3 2.4 180.0 土器集中

2678 礫器 G49 下層 包含層 硬砂岩 完形 7.5 4.9 3.2 150.0 士器集中

2679 礫器 G49 下層 包含層 砂岩 完形 7.5 5.4 3.3 90.0 土器集中

2680 礫器 G 5 1 下層 包含層 砂岩 完形 6.8 6 .1 2.0 100.0 

2681 礫器 G 5 1 下層 包含層 砂岩 完形 11. 0 8.6 4.3 660.0 

2682 礫器 G 5 1 下層 包含層 流紋岩 完形 7.5 6.3 2.4 140.0 

2683 礫器 G 5 1 下層 包含層 砂岩 一部欠損 (9.9) 6.8 1. 7 (123.0) 

2684 礫器 G 5 1 下層 包含層 砂岩 一部残存 (4.6) (4.4) (1. 7) (48.0) 

2685 礫器 G 5 1 下層 包含層 砂岩 完形 10.3 6.4 2.5 238.0 

2686 礫器 G 5 1 不明 包含層 輝緑岩 完形 15.9 10.4 5.4 1270.0 

2687 礫器 G 5 1 下層 包含層 砂岩 完形 6.5 5.9 3.4 115.0 

2688 礫器 052 下層 包含層 砂岩 完形 9.2 6.1 4.6 232.0 

2689 礫器 G54 下層 包含層 流紋岩 完形 10. 1 13.4 4.0 520.0 

2690 礫器 057 下層 包含層 硬砂岩 完形 4.9 7.0 I. 7 70.0 

2691 礫器 G57 下層 包含層 砂岩 完形 4. 5 8.4 3.5 165.0 

2692 礫器 G57 下層 SZ200 砂岩 完形 5.9 8.3 4.0 160.0 

2693 礫器 057 下層 包含眉 砂岩 完形 7.6 4.0 I. 9 45.0 剥片索材

2694 礫器 G57 下層 包含層 砂岩片岩 完形 6.6 7.9 I. 8 100.0 

2695 礫器 G 5 7? 下層 SZ200 輝緑岩 完形 8.2 4.5 2.9 170.0 

2696 礫器 G 5 7? 下層 SZ200 砂岩 完形 8.7 9.2 2.1 240.0 

2697 礫器 058 下層 包含層 砂岩 完形 11. 7 5.8 2.1 230.0 

2698 礫器 058 下層 包含層 砂岩 完形 6.1 6.8 2.0 95.0 

2699 礫器 058 下層 包含層 チャート 完形 10.3 13.7 7.8 1180.0 

2700 礫器 H47 下層 包含層 砂岩 完形 7.3 5.6 2.6 115.0 

2701 礫器 H47 下層 包含層 砂岩 完形 5.7 5.1 2.1 65.0 

2702 礫器 H47 下層 包含層 砂岩 完形 3.7 5.4 I. z 28.0 

2703 礫器 H49 下層 包含層 流紋岩 完形 10.5 8.0 5.0 625.0 
2704 礫器 H50 下層 包含層 輝緑岩 完形 13. 1 11.2 6.9 1088.0 

2705 礫器 H50 下層 包含層 砂岩 完形 3.8 7.0 3.3 80.0 石簗中

2706 礫器 H50 下層 包含層 砂岩 ほぼ完形 12.9 6.8 4.0 315.0 

2707 礫器 H53 下層 包含層 砂岩 完形 11. 3 6.6 2.8 246.0 

2708 礫器 H53 下層 包含層 花閾岩 一部欠損 7.7 (7.2) 4.9 (290.0) 

2709 礫器 H 5 3 下層 包含層 砂岩 完形 6.4 9.5 4.9 305.0 

2710 礫器 H53 下層 包含層 花尚岩 完形 8.1 10.1 5.0 338.0 

2711 礫器 H53 下層 包含層 砂岩 一部残存 (8.1) (5.8) (2.2) (160.0) 

2712 礫器 H53 下層 包含層 絹雲母石英片岩 完形 17. I 5.1 2.0 227.0 
2713 礫器 H・I 55 下層 包含層 砂岩 完形 4.8 9.6 3.1 118.0 

2714 礫器 H57 下層 包含層 流紋岩 完形 5.4 5.9 2.0 70.0 
2715 礫器 H57 下層 包含層 砂岩 完形 11. 0 5.5 1. 2 105.0 

2716 礫器 H57 下層 包含層 石墨千枚岩 完形 14.5 5.7 I. 5 125.0 

2717 礫器 H57 下層 szzoo 砂岩 一部残存 (4.7) (8.3) (3.0) (95.0) 

2718 礫器 H57 下層 包含層 砂岩 完形 6.3 9.3 2.4 150.0 
2719 礫器 H58 下層 包含層 片麻岩 完形 7.8 5.7 2.1 93.0 

2720 礫器 H58 下層 包含層 硬砂岩 完形 8.7 5.2 7.0 335.0 
2721 礫器 H58 下層 包含層 硬砂岩 完形 7.4 8.2 5.7 383.0 

2722 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 11. 2 4.4 2.1 145.0 

2723 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 10.Z 5.5 2.7 205.0 
2724 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 5.8 5.9 3.5 128.0 

2725 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 9.2 9.1 5.7 600.0 

2726 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 11. 6 5.6 4.8 385.0 
2727 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 6.6 10.3 4.5 410.0 

2728 礫器 H58 下層 包含層 輝緑岩 完形 8.0 7.8 3.8 318.0 

2729 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 6.9 8.4 3.7 250.0 

2730 礫器 H58 下層 包含層 流紋岩 完形 6.7 9.7 3.4 184.0 

2731 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 8.8 7.8 5.2 460.0 
2732 礫器 H58 下層 包含層 凝灰質砂岩 完形 8.3 4.8 3.6 135.0 

2733 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 12.9 7.7 5.4 510.0 
2734 礫器 H58 下層 包含層 流紋岩 完形 11. 8 10.6 3.8 471. 0 
2735 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 完形 14.8 17.4 6.8 1950.0 

2736 礫器 H58 下層 包含層 砂岩 一部残存 (3.7) (7.9) (3.3) (112.0) 

2737 礫器 H58 下層 包含層 チャート 完形 8.1 8.7 2.6 200.0 
2738 礫器 H58 下層 包含層 赤鉄鉱石英片岩 完形 4.6 9.5 1.8 82.0 
2739 礫器 H58 下層 包含層 砂岩片岩 一部残存 (4.0) (5.4) (1. 2) (23.0) 

2740 礫器 H59 下層 包含層 砂岩 完形 9.5 6.9 3.0 112.0 
2741 礫器 I 4 7 下層 包含層 砂岩 完形 7.8 8.5 4.7 430.0 集石 No.36 
2742 礫器 I 4 8 下層 包含層 砂岩 完形 5.3 7.1 5.2 190.0 
2743 礫器 I 4 8 下層 包含層 流紋岩 完形 18.6 12.0 4.9 963.0 
2744 礫器 I 4 9 下層 包含層 砂岩 完形 8.3 5.8 2.6 88.0 
2745 礫器 I 4 9 下層 包含層 砂岩 完形 8.2 6.8 3.7 225.0 
2746 礫器 I 4 9 下層 包含層 砂岩 完形 6.3 5.2 2.3 66.0 
2747 礫器 I 4 9 下層 包含層 砂岩 完形 5.0 6.5 3.6 123.0 
2748 礫器 I 4 9 下層 包含層 砂岩片岩 一部欠損 8.4 (8.2) 3.7 (229.0) 
2749 礫器 I 4 9 下層 包含層 砂岩 完形 9.5 6.3 l. 9 115.0 
2750 礫器 I 5 2 下層 包含層 砂岩 完形 7.7 6.7 4.8 310.0 地山逍上トレンチ
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番号 討 器種 地区 層位 遺構 石質 残存状態 長(cm)幅(cm)厚(cm) 窒(g) 備 考 挿図番号

2751 礫器 I 5 4 下層 包含層 砂岩 完形 12. 1 12.7 e.9 995.0 
2752 礫器 I 5 5 下層 包含層 流紋岩 完形 4.9 9.5 1. 7 98.0 束西トレンチ

2753 礫器 I 5 5 下層 包含層 砂岩 完形 6.0 9.0 3.8 263.0 東西トレンチ

2754 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 5.4 5.0 1.6 55.0 
2755 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 13.0 8.4 7.0 939.0 
2756 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩片岩 完形 7.5 3.0 1. 3 26.0 
2757 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 8.6 4.1 2.9 110. 0 
2758 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5. l) (3.0) (1. 9) (28.0) 
2759 礫器 I 5 7 下眉 包含層 粘板岩 完形 6.1 5.5 2.4 50.0 
2760 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 12.2 8.5 3.5 408.0 
2761 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 6.0 3.1 1.4 25.0 
2762 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 4.6 5.8 3.3 130.0 

2763 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 6.4 7.8 3.6 220.0 
2764 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 8.6 5. 6 5.2 310.0 
2765 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 7.0 6.8 4.1 178.0 
2766 礫器 I 5 7 下層 包含層 花閥岩 完形 7.8 8.2 4.6 300.0 
2767 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 8.5 7.5 3.7 260.0 
2768 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 8.7 7.7 4.2 275.0 
2769 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 一部残存 (3.8) (8.1) (2.2) (68.0) 

2770 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 7.0 4.2 2.0 40.0 
2771 礫器 I 5 7 下層 包含層 花尚岩 完形 3.3 9.7 2.5 72.0 
2772 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 3.5 4.3 1.1 17.0 
2773 礫器 I 5 7 下層 包含層 輝緑岩 完形 10.5 5.7 3.2 268.0 
2774 礫器 I 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 7.6 10.5 5.0 475.0 
2775 礫器 I 5 8 下層 包含層 チャート 完形 7.6 7.4 5.7 335.0 
2776 礫器 I 5 8 下層 包含層 輝緑岩 完形 10.3 9.8 4.5 620.0 
2777 礫器 I 5 8 下層 包含屑 流紋岩 完形 9.3 17.0 7.5 1470.0 
2778 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 16. 1 10.9 4.5 940.0 
2779 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 5.4 7.6 2.8 110.0 
2780 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 10.6 6.7 7.0 500.0 
2781 礫器 I 5 8 下層 包含層 流紋岩 完形 8.7 6.8 3.7 255.0 
2782 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.3) (3.2) (I. 9) (35.0) 
2783 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 6.3 8.2 2.1 127.0 
2784 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 6.7 9.3 2.5 162.0 
2785 礫器 I 5 8 下層 包含層 絹雲母石英片岩 完形 17.6 5.1 2.6 350.0 
2786 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 7.9 10.8 4.7 445.0 
2787 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 9.3 5.3 I. 7 95.0 
2788 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 7.1 7.7 3.5 225.0 
2789 礫器 I 5 8 下層 包含層 緑泥片岩 完形 7.4 11. 9 3.6 450.0 
2790 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 9.4 6.9 3.2 265.0 
2791 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 8.9 6.3 2.5 133.0 
2792 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 4. 0 5.5 2.9 70.0 
2793 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 6.9 6.6 2.3 130.0 
2794 礫器 I 5 8 下層 包含層 粘板岩 一部欠損 (12.4) 4.1 2.6 (105.0) 
2795 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 15.0 6.6 5.4 605.0 
2796 礫器 I 5 8 下層 包含層 赤鉄鉱石英片岩 完形 8.6 4.9 l. 3 65.0 
2797 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 4.8 6.9 1. 5 50.0 
2798 礫器 I 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 7.5 5.3 4,4 195.0 
2799 礫器 I 6 0 下層 包含層 砂岩 完形 7.2 6.2 2.0 120.0 
2800 礫器 I 6 0 下層 包含層 砂岩 一部欠捐 7.5 4.4 2.2 (60.0) 
2801 礫器 I 6 0 下層 包含層 砂岩 完形 4.2 6.0 2.4 70.0 
2802 礫器 I 6 0 下層 包含層 砂岩 一部欠損 (5.7) 4.8 I. 9 (45.0) 
2803 礫器 I 6 0 下層 包含層 緑泥片岩 完形 6 .1 3.0 1.0 25.0 
2804 礫器 J 5 1 下層 包含層 砂岩 完形 6.4 5.1 3.4 120.0 
2805 礫器 J 5 1 下層 包含層 砂岩 完形 6.5 7.1 4.8 341. 0 
2806 礫器 J 5 1 下層 包含層 砂岩 完形 8.1 3.0 2.0 42.0 
2807 礫器 J 5 3 下層 包含層 砂岩 完形 7.0 7.6 6.1 280.0 
2808 礫器 J 5 5 下層 包含層 砂岩 完形 10.2 4. 9 3.8 200.0 
2809 礫器 J 5 5 下層 包含層 流紋岩 一部欠損 11.0 6.8 3.6 (343.0) 
2810 礫器 J 5 7 下層 包含層 砂岩 一部欠損 (10.6) 6.9 3.1 (170.0) 
2811 礫器 J 5 7 下層 包含層 砂岩 一部残存 (4.2) (4.7) (1.8) (28.0) 
2812 礫器 J 5 7 下層 包含層 硬砂岩 完形 7.6 4.4 1.4 45.0 
2813 礫器 J 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 4.9 5.5 1.8 43.0 
2814 礫器 J 5 7 下層 包含層 硬砂岩 完形 8.0 7.2 1.8 100.0 
2815 礫器 J 5 8 下眉 包含層 砂岩 一部欠損 5.4 (6.1) 2.1 (80.0) 
2816 礫器 J 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 7.4 10.6 2.3 165.0 
2817 礫器 J 5 8 下層 包含層 絹雲母石英片岩 一部欠損 14.1 4.9 1. 3 (140.0) 
2818 礫器 J 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 12.3 10.0 6.6 630.0 
2819 礫器 J 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 7.0 4.2 1. 5 45.0 
2820 礫器 J 5 8 下隅 包含層 絹雲母石英片岩 完形 9.5 3.8 1.8 110.0 
2821 礫器 J 5 8 下眉 包含層 流紋岩 完形 8.0 4.5 3.4 125.0 
2822 礫器 J 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 7.8 3.8 3.0 68.0 
2823 礫器 J 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 5.5 6.0 2.8 70.0 
2824 礫器 J 5 8 下層 包含層 花尚岩 完形 4.8 6 .1 3.2 80.0 
2825 礫器 J 5 8 下層 包含層 片麻岩 完形 13.5 12.1 4.1 675.0 
2826 礫器 J 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 12.0 14.4 6.4 1400.0 
2827 礫器 J 5 8 下層 包含層 砂岩 一部残存 (7.7) (4.0) (1.6) (45.0) 
2828 礫器 J 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 9.5 7.8 2.7 177.0 
2829 礫器 J 5 8 下層 包含層 絹雲母結晶片岩 完形 8.0 4.0 1.4 70.0 
2830 礫器 J 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 II. I 8.6 5.9 580.0 
2831 礫器 J 5 8 下層 包含層 輝緑岩 完形 14.1 12.9 5.1 1187.0 
2832 礫器 J58 下層 包含層 砂岩 完形 11.2 8.5 4.9 395.0 
2833 礫器 K46 下層 包含層 砂岩 完形 8.5 11. 7 6.7 800.0 
2834 礫器 K46 下層 包含層 花閾岩 完形 9.6 4.9 4.0 300.0 
2835 礫器 K47 下層 包含層 砂岩 完形 3. l 4.8 1.1 20.0 
2836 礫器 K47 下層 包含層 砂岩 完形 6.9 8.4 3.2 125.0 
2837 礫器 K47 下層 包含層 砂岩 完形 4.0 6.6 3.1 80.0 
2838 礫器 K48 下層 包含層 チャート 完形 5.3 6.8 3.0 125.0 
2839 礫器 K48 下層 包含層 砂岩 完形 6 .1 8.5 2.4 130.0 
2840 礫器 K48 下層 包含層 砂岩 完形 8.1 12.5 6.1 734.0 
2841 礫器 K49 下層 包含層 緑泥片岩 完形 9.3 9.0 I. 5 138.0 
2842 礫器 K52 下層 包含層 砂岩 完形 5.8 6.4 3.8 120.0 
2843 礫器 K52 下層 包含層 砂岩 完形 11.4 9.2 8.8 1390.0 
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番号 悶 器種 地区 層位 遺 構 石質 残存状態 長(cm)幅(cm)厚(cm) 璽(g) 備 考 挿図番号

2844 礫器 K52 下層 包含層 砂岩 完形 6.3 7.4 2.6 148.0 
2845 礫器 K52 下層 包含層 花巌岩 完形 6.2 7.4 3.0 115 0 

2846 礫器 K52 下眉 包含層 砂岩 完形 9.2 8.3 4.1 335.0 

2847 礫器 K 5 2 下屑 包含層 チャート 完形 10.1 6.3 5.0 340.0 

2848 礫器 K 5 2 下層 包含層 砂岩 完形 8.5 4.2 2.3 70.0 

2849 礫器 K52 下層 包含層 砂岩 完形 4.8 8.1 3.1 108.0 

2850 礫器 K55 下層 包含層 チャート 一部欠損 5.5 4.5 4.0 (120.0) 

2851 礫器 K 5 5 下層 包含層 砂岩片岩 完形 9.1 5.9 1. 5 80.0 

2852 礫器 K 5 6 下層 包含層 砂岩 完形 2.6 7.0 1.8 38.0 
2853 礫器 K 5 6 下層 包含層 砂岩 完形 15.7 19.5 6.1 2100.0 敲石を転用？

2854 礫器 K58 下層 包含層 砂岩 完形 4.3 4.3 I. 3 22.0 

2855 礫器 K58 下層 包含暦 砂岩 一部欠損 (7.7) 3.9 5.7 (180. 0) 

2856 礫器 K58 下層 包含層 砂岩 完形 7.9 5.1 3.1 120.0 

2857 礫器 L39 下層 包含層 砂岩 完形 10.0 5.1 2.4 100.0 

2858 礫器 L47 下層 包含層 砂岩 完形 4.6 6.5 1.8 65.0 

2859 礫器 L 4 8 下層 包含層 砂岩 完形 9.6 12.4 3.8 510.0 

2860 礫器 L48 下層 包含層 花尚岩 完形 13.Z 14.4 4.3 1030.0 

2861 礫器 L49 F層 包含層 砂岩 完形 3.7 6.1 2.4 60.0 

2862 礫器 150 下層 包含層 硬砂岩 完形 6.0 4.0 I. 8 58.0 

2863 礫器 150 下層 包含層 砂岩 一部残存 (5.1) (7.0) (3.7) (145. 0) 

2864 礫器 L 5 0 下層 包含層 砂岩 完形 9.2 4.6 3.2 165.0 

2865 礫器 L 5 1 下層 包含層 砂岩 完形 6.8 10.2 5.8 502.0 
2866 礫器 L 5 1 下層 包含層 砂岩 一部残存 (10.8) (5.1) (3.4) (182.0) 

2867 礫器 L54 下層 包含層 チャート 完形 4.7 4.9 2.3 85.0 

2868 礫器 L54 下層 包含層 砂岩 完形 5.9 10.3 Z.5 175.0 

2869 礫器 L57 下層 包含層 流紋岩 完形 6.3 9.3 2.2 120.0 

2870 礫器 M51 下層 包含眉 砂岩 完形 6.9 4.6 1. 9 50.0 
2871 礫器 不明 不明 包含層 砂岩 完形 9.7 8.9 4.6 325.0 

2872 757-01 砥石 1-l 5 7 下層 包含層 砂岩 2/3残存 (5.4) 3.9 I. 6 (57.0) 第96図
2873 757-02 砥石 L50 下層 包含層 軽石 完形 6.8 7.0 3.7 100.0 第96図
2874 欠番

2875 欠番

2876 欠番

2877 欠番

2878 欠番

2879 072-01 RF I 3 9 上層 包含層 頁岩 ほぽ完形 7.6 7.8 I. 7 76.0 第97図
2880 831-01 RF L 5 0 下層 包含屑 砂岩 ほぼ完形 3.7 6.5 2.1 54.5 第97図
2881 808-01 RF HSB 下層 包含層 サヌカイト ほぼ完形 3.2 3.6 0.4 3.7 第97図
2882 RF L57 下層 SK201 チャート 完形 8.6 4.7 I. 7 64.1 N<1163 

2883 RF F55 下層 SH203 チャート 完形 4 7 6.7 I. 3 52.2 
2884 RF K 5 1 下層 SHZ09 チャート 完形 3.9 5.9 3.5 95.0 No.65 

2885 RF K・L51・52 下層 SHZ09 チャート 完形 4.1 4.6 1.4 30.0 
2886 RF I 5 2 下層 SH210 砂岩 完形 5. I 6.9 I.I 45.7 No.16 
2887 RF F 5 1 下層 SH212 チャート 完形 2.3 2.3 I. 9 8.3 No.12 

2888 RF F 5 1 下層 SHZIZ チャート 完形 4.1 4.7 1.1 16.9 No.44 

2889 RF F 5 1 下層 SH212 砂岩 完形 3.6 5.1 1.4 27.0 No.3 
2890 RF F 5 1 下層 SK213 サヌカイト 完形 4.2 3.0 1. 9 11. I No.68 
2891 RF F・G48 下層 SH220 チャート 完形 4.3 1. 9 1. 9 12.0 No.30 
2892 RF F・G48 下層 SH220 チャート 完形 4.8 3.0 0.9 13.1 No.42 
2893 RF K42 下層 SH234 サヌカイト 完形 3.3 3.9 1.4 14.4 炭化物混

2894 RF K42 下層 SH234 砂岩 完形 4.1 2.2 1.4 8.7 
2895 RF K47 上層 SD18混入 チャート 完形 3.2 4.3 1.0 17.3 
2896 RF K49・50 上層 SD512混入 砂岩 完形 4.5 4.9 1. 7 34.5 
2897 RF J 4 8 上層 SH514混入 チャート 完形 4.4 3.2 1. 9 12.7 焼土

2898 RF F50・51 上層 SH520混入 凝灰岩 完形 5.8 3.3 1. 5 28.0 
2899 RF F49 上層 SH5Zl混入 砂岩 完形 6.7 5. 1 1.2 35.0 トレンチ

2900 RF F49 上層 SH521混入 チャート 完形 5.4 3.2 2.0 15.9 トいンチ

2901 RF F・G50 上層 SX526混入 サヌカイト 完形 2.2 4.0 0.8 6.2 
2902 RF G4S 上層 SD555混入 チャート 完形 2.8 4.3 0.8 9.Z 
2903 RF F47 上層 Pl混入 砂岩 完形 3.7 2.3 0.6 5.5 
2904 RF F48 上層 包含層 砂岩 ほぼ完形 7.1 2.0 2.5 18.5 
2905 RF G 1 0 2 上層 包含層 サヌカイト ほぽ完形 4.1 6.0 I.I 17.0 第4次調査

2906 RF I 4 4 上層 包含層 チャート 完形 3.8 4.6 I. 2 18.4 
2907 RF I 4 8 上層 包含層 砂岩 ほぽ完形 3.4 7.3 2.1 45.4 
2908 RF I 4 8 上層 包含層 砂岩 完形 8.8 4.7 2.0 94.9 
2909 RF J 5 0 上層 包含層 砂岩 完形 5.6 8.2 2.0 90.9 
2910 RF J 5 5 上磨 包含層 サヌカイト ほぽ完形 5.3 3.5 1.0 20.7 
2911 RF J 5 5 上層 包含層 チャート 完形 1. 6 1. 7 0.5 1.4 
2912 RF J 5 6 上層 包含層 サヌカイト 完形 3.5 5.7 1.0 17.5 
2913 RF K 5 3 上層 包含層 砂岩 完形 4.8 6.2 1.8 44.4 
2914 RF K53 上層 包含層 砂岩 完形 4.4 8.0 1. 1 33.3 
2915 RF L 5 1 上層 包含層 砂岩 完形 7.0 5.6 1.4 60.5 
2916 RF L99 上層 包含屑 チャート 完形 1.8 2.3 0.6 2.6 
2917 RF E 5 7 下層 包含層 サヌカイト 完形 3.7 2.0 0.6 4.7 
2918 RF F43 下層 包含層 砂岩 完形 4.9 2.9 1. 1 19.3 
2919 RF F 4 8 下層 包含層 サヌカイト 完形 6.1 2.8 0.8 14.7 
2920 RF F55 下層 包含唇 チャート ほぽ完形 2.6 6.8 I.I 13.0 
2921 RF F 5 6 下層 包含層 サヌカイト 完形 1. 9 1. 9 0.6 2.0 
2922 RF F 5 9 下層 包含層 チャート 完形 8.8 7.6 2.2 146.1 トレンチ

2923 RF F 5 9 下層 包含層 チャート 完形 3.8 5.5 1.6 33.0 トレンチ

2924 RF G4S 下層 包含層 チャート 完形 5.4 2.5 1.0 15.9 土器集中

2925 RF 049 下層 包含層 砂岩 完形 5.8 7.2 1. 1 52.9 土器集中 No.33
2926 RF G49 下層 包含層 砂岩 完形 7.0 3.7 2.2 58.1 土器集中 No.33
2927 RF G 5 1 下層 包含層 サヌカイト 完形 1.0 1. 9 0.3 0.7 
2928 RF G57 下層 包含層 チャート 完形 4.5 5.6 1.8 40.7 
2929 RF H49 下屑 包含層 絹雲母結晶片岩 完形 4.1 3.2 1.1 13.2 
2930 RF H50 下層 包含層 チャート 完形 5.0 4.7 2.5 53.3 
2931 RF H50 下層 包含層 凝灰岩 一部残存 (2.1) (3, 2) (0.7) (5.5) 石築中
2932 RF H50 下層 包含唇 サヌカイト 一部残存 (4.1) (1.8) (0.4) (2.7) 石集中

2933 RF H 5 0 下層 包含層 サヌカイト 一部残存 (I. 5) (1. 2) (0.4) (0.7) 
2934 RF H 5 2 下層 包含層 砂岩 完形 5.0 3. 1 1. 2 22.8 
2935 RF H 5 7 下層 包含層 チャート 完形 3.9 4.6 1. 6 24.9 
2936 RF H 5 7 下層 包含層 チャート 完形 6.2 2.6 I. 3 25.6 
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番号 芦 器種 地区 層位 遺構 石質 残存状態 長(cm)幅(cm)厚 (cm) 重(g) 備 考 挿図番号

2937 RF H 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 6.8 3.7 1. 2 30.7 

2938 RF 14 7 下層 包含層 砂岩 一部残存 (1. 6) (1.8) (0.4) (0.6) 石集中

2939 RF I 4 7 下層 包含層 サヌカイト 完形 2.2 2.9 0.4 2.6 石集中

2940 RF I 5 1 下層 包含層 チャート 完形 3.7 3.9 0.9 17.3 

2941 RF I 5 2 下層 包含層 チャート 完形 3.4 2.3 O.B 5.7 

2942 RF I 5 6 下層 包含層 絹雲母石英片岩 一部残存 (6.5) (3.4) (1.5) (44.7) 

2943 RF I 5 6 下層 包含層 チャート 完形 4.2 3.4 I. 7 21. 6 

2944 RF J 4 8 下唇 包含層 チャート 完形 3.0 4.0 I. 7 12.9 

2945 RF J 5 5 下層 包含層 チャート 完形 2.6 3.1 0.7 4.8 

2946 RF J 5 7 下層 包含層 砂岩 一部残存 (6.0) (3. 6) (1.1) (18. 3) 

2947 RF  J 5 7 下層 包含層 絹雲母石英片岩 完形 5.5 2.4 1.0 16.9 

2948 RF J 5 8 下層 包含層 砂岩 完形 8.0 4.1 3.Z 87 .4 

2949 RF L 3 9 下層 包含層 砂岩 ほぽ完形 4.0 5.4 1.0 26.6 

2950 RF L48 下層 包含層 砂岩 完形 5.0 4.6 1.4 30.3 遺構面上

2951 RF L 4 8 下層 包含層 片岩 完形 5.6 8.2 I. 3 53.9 

2952 RF 148 下層 包含層 チャート 完形 2.9 2.5 1.0 7.3 

2953 RF  L48 下層 包含層 チャート 完形 4.6 1.6 I. 2 6.7 

2954 RF 148 下層 包含層 チャート 完形 5.7 2.5 I. 3 13.9 

2955 RF L 5 2 下層 包含層 サヌカイト 完形 2.8 I. 7 0.8 3.1 

2956 805-01 UF  J 5 1 下層 包含層 サヌカイト ほぽ完形 3.3 5.6 0.8 8.3 第97図

2957 804-01 UF  H54 上層 包含層 砂岩 ほぼ完形 11. 7 7.3 1. 7 138.6 第97図

2958 080-01 UF  F49 下層 包含層 チャート 完形 3.8 3.1 0.9 4.8 第98図

2959 088-01 UF  M44 上層 包含層 チャート 完形 6.7 3.3 1.6 23.0 第98図

2960 806-01 VF  J 5 3 下層 包含層 チャート 完形 3.5 4.3 1.0 13.6 第98図

2961 807-01 UF  L 4 7 下層 包含層 サ9カイト 完形 7.0 7.2 2.1 97.5 地山直上 第98図

2962 UF  K57 下層 SK201 チャート ほぽ完形 4.6 7.3 2.7 62.6 No.92 

2963 UF  K・L57 下屑 SK201 サヌカイト 完形 3.3 4.5 0.7 9.8 SK201内土坑

2964 UF K 5 7 下層 SK201 砂岩 完形 4.0 2.2 0.5 5.2 No.89 

2965 UF  K57 下層 SKZOl サヌカイト 完形 4.6 3.5 。ら8 9.7 No.193 

2966 UF  L57 下層 SK201 サヌカイト 完形 2.2 3.8 0.6 3.9 No.64 

2967 UF  F・G56 下層 SHZOZ チャート 完形 5.2 4.4 2.1 33.1 

2968 UF  F・G56 下層 SH202 砂岩 完形 4.0 5.1 2. 1 36.7 No.79 

2969 UF  J 5 4 下層 SH205 サヌカイト 一部欠損 1.2 (3.9) 0.5 (2.4) No.II 

2970 UF  F 5 1 下層 SK213 チャート 完形 2.6 2.0 1.0 3.7 No.20 

2971 UF  K42 下層 SH234 砂岩 完形 6.4 3.2 0.8 11. 4 

2972 UF  K42 下層 SHZ34 サヌカイト 一部欠損 (2.7) 2.3 0.3 (2.5) 

2973 UF K42 下層 SH234 砂岩 完形 4.2 4.4 0.9 16.5 

2974 UF  K42 下層 SHZ34 硬砂岩 完形 2.7 3.7 0.8 6.4 

2975 UF  M42 下層 SH235 チャート 完形 2.6 1.6 0.9 2.8 

2976 UF  H45 下層 SK238 サヌカイト 完形 1. 9 2.2 0.7 0.5 

2977 UF  K42 下層 SFZ46 チャート 完形 2.4 1.8 0.5 1. 9 

2978 UF  K42 下層 SF246 チャート 完形 1.8 2.6 0.7 I. 9 

2979 VF  K42 下眉 SF246 チャート 完形 2.6 2.0 0.6 2.7 

2980 UF  K42 下屑 SF246 サヌカイト 完形 1.0 0.5 0.4 0.3 

2981 UF F 4 5 下層 SKZ54 サヌカイト 完形 2.4 Z.7 0.3 I. 7 

2982 UF I 5 5 下層 SZZ62 チャート 完形 1.8 1.8 0.4 I. 3 簗石上

2983 UF  K47 上層 SD18混入 砂岩 一部欠損 3.4 (4.0) 0.8 (8.3) 磨石転用

2984 UF  J 5 7 上層 SH502i昆入 チャート 完形 3.5 3.6 1.1 11.6 

2985 UF  J56・57 上層 SH502混入 サヌカイト 一部欠捐 3.3 4.5 I. 3 (15. 9) 

2986 UF  J56・57 上層 SH502混入 サヌカイト 完形 15.1 3.9 4.9 0.6 

2987 UF  K 5 1 上層 SK509混入 砂岩 完形 2.6 3.6 0.5 5.2 

2988 UF  K 5 2 上層 SX508混入 チャート 完形 1.4 3.1 0.5 1.8 INo.18 

2989 UF  M52 上層 SK510混入 チャート 完形 3.3 Z.7 0.7 6.1 

2990 UF  F 5 1 上層 SD512混入 チャート 完形 4.1 4.8 I. 7 24.2 

2991 UF F50・51 上層 SH520混入 チャート 完形 3.0 3.6 0.8 5.6 

2992 UF  F・G49 上層 SH521混入 チャート 完形 3.2 3.8 0.6 6.7 

2993 UF  F・G50 上層 SX526混入 チャート 一部欠損 1. 9 2.5 0.5 (2.1) 

2994 UF  J 4 7 上層 SH534混入 チャート 完形 3.6 4.5 1. 3 19.9 

2995 UF  G 5 1 上層 SD549混入 砂岩 完形 4.6 6.7 1. 5 45.8 

2996 UF I 4 7 上層 SD555混入 チャート 完形 2.7 5.6 I. 7 19.5 

2997 UF G48 七層 SD555混入 砂岩 完形 1. 9 I. 9 0.3 1.4 

2998 UF J52・!53 上層 SX556混入 チャート 完形 3.2 3.8 0.7 10.2 

2999 UF  F47 上層 pg混入 チャート 完形 3.0 2.2 0.8 4 .1 

3000 UF  F48 上層 P7混入 チャート 完形 1. 9 4.2 0.6 4.1 

3001 UF  F 5 3 上層 PZ混人 砂岩 完形 4.4 5.5 2.0 37.9 

3002 UF  G47 上層 P2混入 砂岩 完形 9.0 4.2 1. 6 59.7 

3003 UF  G49 上層 Pl混入 チャート 完形 4.1 5.8 0.9 14.4 

3004 UF  H49 上層 P6混入 砂岩 完形 3.0 5.4 I. 3 20.5 

3005 UF M48 上層 P3混入 砂岩 完形 5.6 2.0 1.6 10.1 

3006 UF M51 上層 Pl混入 チャート 完形 4.1 5.2 1. 7 26.1 

3007 UF B 6 9 上層 包含層 チャート 完形 2.7 3.6 1. 8 12.5 第2次調査

3008 UF  Cl05・106 上層 包含層 サヌカイト 完形 3.1 4.6 0.9 11.0 トレンチ拡張

3009 UF  F59 上層 包含層 砂岩 完形 5.2 7.8 0.4 19.0 

3010 UF  I 5 5 上層 包含層 チャート 完形 7.5 2.5 2.1 30.7 

3011 UF  J 5 6 上層 包含層 チャート 一部欠損 3.3 3.9 0.5 (6.5) 

3012 UF  L54 上層 包含層 砂岩 完形 5.5 8.1 1.1 65.4 

3013 UF  N76 上層 包含層 チャート 完形 2.4 2.7 0.9 5.3 第3次調査

3014 UF  不明 上層 包含層 チャート 完形 2.8 2.5 I. 2 8.7 第3次調査

3015 UF  E 3 9 下層 包含層 チャート 完形 I. 5 2.4 0.8 2.4 

3016 UF  E57 下層 包含層 砂岩 完形 4.4 3.5 0.6 12.4 

3017 UF  E57 下層 包含層 サヌカイト 完形 4.3 7.4 0.3 12.9 
3018 UF  E57 下層 包含層 砂岩 完形 7.0 5.5 3.2 100.0 
3019 UF  F54 下層 包含層 石英片岩 一部欠損 (6.4) (6.9) (0.8) (17.0) 2分割

3020 UF  F 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 3.4 4.9 I.I 12.1 
3021 UF 043 下層 包含層 砂岩 一部欠損 (2.4) 5.2 (0.6) (7. 5) 

3022 UF  044 下層 包含層 サヌカイト 完形 4.3 4.2 0.9 12.9 
3023 UF  G46 下唇 包含層 砂岩 完形 3.0 5. I 0.9 10.1 
3024 UF  G48 下屑 包含層 チャート 完形 3.8 5.6 2.0 33.7 簗石

3025 UF  048 下眉 包含層 砂岩 完形 2.6 0.5 1.0 9.0 築石 No.40
3026 UF  054 下層 包含層 砂岩 完形 6.6 3.2 1.0 18.2 
3027 UF  056 下層 包含層 チャート 完形 I. 6 1.6 0.4 1. 1 
3028 UF  G57 下層 包含層 砂岩 完形 6.0 5.5 1. 5 55.3 
3029 UF G57 下層 包含層 砂岩 完形 6.6 3.0 0.7 13.6 
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番号 芹 器種 地区 層位 遺構 石質 残存状態 長(cm)幅(cm)厚(cm) 室(g) 備 考 挿図番号

3030 UF  G57 下層 包含層 泥岩 完形 7.8 4. 5 2.3 69.4 

3031 UF  057? 下層 SZ200 砂岩 完形 6.0 4. 1 2.4 59.7 

3032 UF  H57 下層 包含層 砂岩 完形 4.7 4.3 1.0 13.8 

3033 UF  H57 下層 包含屑 チャート 完形 2.5 3.3 0.4 3.4 

3034 UF  H58 下層 包含層 砂岩 完形 3.5 2.8 0.9 8.4 

3035 UF  H58 下層 包含層 結晶片岩 完形 8.0 2.6 0.8 19.9 

3036 UF  H58 下層 包含層 チャート 一部欠損 3.1 (5.2) 1.0 (11.3) 

3037 UF  H58 下層 包含層 砂岩 完形 6.2 7.8 I. 8 73.4 

3038 UF  H58 下層 包含層 砂岩 完形 2.5 3.7 I. 5 10.0 

3039 UF  H58 下層 包含層 砂岩 完形 7.3 2.6 2.1 39.8 

3040 UF  H58 下層 包含層 砂岩 完形 6.1 4.7 1.6 35.9 

3041 UF  H58 下層 包含層 砂岩 完形 5.2 6.8 1.1 41. 3 

3042 UF  I 4 5 下層 包含層 砂岩 完形 3.5 3.4 1.0 8.3 

3043 UF  I 4 5 下層 包含層 サヌカイト 完形 1. 3 1. 9 0.3 0.8 
3044 UF  I 4 7 下層 包含層 チャート 完形 5.4 4.8 1.6 38.5 

3045 UF  I 4 9 下層 包含層 チャート 完形 4.3 2.6 0.9 6.2 

3046 UF  I 5 2 下層 包含層 チャート 完形 2.6 3.5 1.0 8.1 

3047 UF  J 4 3 下層 包含層 チャート 完形 2.3 2.9 0.8 4.5 

3048 UF  J 4 7 下層 包含層 チャート 完形 5.9 7. 1 2.0 75.6 

3049 UF  J 5 2 下層 包含層 チャート 完形 3.3 2.2 0.4 2.8 

3050 UF  J 5 6 下層 包含層 砂岩 一部欠損 5. l 3.7 1. 4 (12. 2) 

3051 UF  J 5 7 下層 包含層 サヌカイト 完形 4.0 4.4 0.9 15.3 

3052 UF  J 5 7 下層 包含層 砂岩 完形 I. 6 3.8 0.5 3.3 

3053 UF  J 5 7 下層 包含層 サヌカイト 完形 Z.5 3.8 0.5 4.9 

3054 UF  J 5 7 下眉 包含層 がカイト 完形 2.1 5.4 0.8 6.6 
3055 UF  J 5 7 下層 包含層 チャート 一部残存 (2.3) (2.7) (0.3) (2.2) 

3056 UF  J 5 7 下層 包含層 チャート 完形 3.3 5.1 1.0 12.9 

3057 UF  J 5 7 下層 包含層 チャート 完形 4.4 5.3 3.4 58.7 

3058 UF  K48 下眉 包含層 チャート 完形 4.3 3.5 1.6 18.7 

3059 UF  K49 下層 包含層 砂岩 完形 6.9 3.8 I. 9 59.5 

3060 UF  L39 下層 包含層 砂岩 完形 3.3 4.3 0.5 8.1 

3061 UF  L42 下層 包含層 チャート 完形 2.8 2.8 0.6 3.9 

3062 UF  L58 下層 包含層 砂岩 完形 5.0 2.0 1.0 7.9 

3063 UF  不明 下層 包含層 チャート 一部残存 (2.2) (2.9) (0.8) (3.8) 

3064 UF  試掘坑 No.2 サヌカイト 完形 2.1 2.7 0.5 3.1 

3065 UF  排士 チャート 完形 4.5 3.5 1.2 20.1 

3066 UF  排士 砂岩 完形 3.9 6.9 1. 6 42.0 第1次調査北側

3067 UF  排土 サヌカイト 完形 4.7 4.3 1.2 23.6 第1次調査北側

3068 UF  排土 チャート 完形 3.3 2.8 1.0 7.2 第1次調査北側

3069 UF  排土 チャート 完形 2.4 2.6 0.6 3.7 
3070 UF  排土 チャート 完形 2.5 3.5 1.0 7.7 
3071 UF  排土 砂岩 完形 4.6 6.9 0.9 39.0 
3072 UF  排士 砂岩 完形 4.8 2.9 0.6 7.6 

3073 087-01 剥片 F 4 5 上層 包含層 粘板岩 完形 8.2 6.3 2.8 132.1 第98図
3074 809-01 石核 I 4 7 下層 包含層 チャート 完形 3.0 6.2 4. 0 64.6 第99図
3075 810-01 石核 I 5 6 下層 包含層 チャート 完形 6.7 7.2 3.7 132.2 第99図
3076 石核 K57 下層 SKZOI 砂岩 完形 8.1 3.5 2.4 85.2 
3077 石核 F 5 1 下屑 SK213 チャート 完形 5.7 4.7 3.6 83.2 No.43 
3078 石核 G49 下暦 SH218 チャート ほぽ完形 5.1 5.7 3.2 110.9 集石下部 No.46 
3079 石核 G4S 下層 SH220 石英 完形 6.9 5.8 2.6 105.7 No.34 
3080 石核 L57 下屑 SF226 チャート 完形 7.0 4.2 3.0 85.5 SKZOl内

3081 石核 H49 下層 Pl チャート 完形 5.0 5.5 3.0 63.0 No.24 
3082 石核 I 5 5 上層 SD503混入 チャート 完形 3.9 5.7 2.4 41. 3 
3083 石核 E 4 9 上層 SD555混入 チャート 完形 4.0 4.8 3.1 48.7 
3084 石核 I 5 9 上層 包含層 チャート 完形 6.9 5.9 4.3 1603.0 
3085 石核 J 6 3 上層 包含層 チャート 完形 6.9 5.6 2.4 84.3 トレンチ

3086 石核 L 4 6 上層 包含層 チャート 完形 6.5 7.7 3.3 198.3 
3087 石核 048 下層 包含層 砂岩 完形 3.9 3.1 2.1 20.4 

3088 石核 H57 下層 包含層 チャート 完形 7.6 5.8 2.5 103.6 
3089 石核 H59 下層 包含層 チャート 完形 5.6 4.6 3.0 57.4 
3090 石核 I 4 8 下層 包含層 チャート 完形 5.5 3.9 3.1 43.9 
3091 石核 I 5 7 下層 包含層 チャート 完形 6.6 5.7 5.4 129.7 
3092 石核 I 5 7 下層 包含層 チャート 完形 8.1 7.7 4.9 295.0 おちこみ

3093 石核 I 5 8 下層 包含層 チャート 完形 3.8 3.7 2.8 34.6 
3094 石核 I 5 8 下層 包含層 チャート 完形 9.1 7.0 5.7 429.0 
3095 石核 I 5 9 下層 包含層 チャート 完形 5.9 3.2 3. 1 61.1 
3096 石核 I 6 0 下層 包含層 チャート 完形 10.2 7.4 6.2 427.0 
3097 石核 J 5 5 下層 包含層 チャート 一部欠損 2.7 (6.4) 2.4 (45.0) 
3098 石核 K49 下周 包含層 チャート 完形 4.2 2.6 2.3 29.1 
3099 石核 L 5 1 下層 包含層 チャート 完形 4.2 1.8 2.5 15.6 
3100 石核 I 5 7 下層 包含層 チャート 完形 5.6 5.9 2.7 117.9 
3101 石核 'G  5 2 撹乱 サヌカイト 一部残存 (7. 9) (3.7) (3.3) (95.4) 2分割

3102 石核 排土 チャート 完形 45.0 5.0 5.0 137.2 第5次調査北側

3103 石核の素材 K 5 1 下層 SH209 石英 完形 4. 3 3.0 2.2 43.6 
3104 石核の索材 L55 上層 SD503混入 チャート ほぽ完形 4.0 2.9 2.5 25.3 
3105 石核の索材 J 5 4 上層 SD506混入 チャート ほぽ完形 4.3 4.6 2.4 51.6 
3106 石核の素材 J・K48 上暦 SH534混入 チャート 完形 5.5 3.5 3.7 49.6 
3107 石核の素材 J 4 7 上層 Pl混入 チャート 完形 3.6 4.8 I. 9 33.6 撹乱坑

3108 819-01 線刻礫 K・L57 下層 SK201 砂岩 完形 4.6 I. 6 0.8 6.4 第98図
3109 楔形石器 H55 下層 SZZ65 絹雲母片岩 1/2欠損 (9.2) (2.8) (1.0) (32.0) 
3110 欠番
3111 楔形石器 J54・55 下層 SH205 絹雲母結晶片岩 一部欠損？ (7.2) (2.6) (1. 3) (31. 3) 
3112 台石 057 下国 包含層 砂岩 1/2残存 (13.0) 11. 0 (8.3) (1380.0) 
3113 台石 I 5 6 下唇 包含層 砂岩 一部残存 (15.2) (12.5) (10. 5) (325.0) 
3114 台石 I 5 8 下層 包含層 砂岩 一部残存 (11. 7) (6.6) (3.9) (320.0) 
3115 台石 J 5 6 下屑 包含層 片麻岩 1/2残存 27.0 13.5 8.0 5400.0 地山直上
3116 欠番
3117 欠番
3118 L 4 1 上層 包含層 絹雲母石英片岩 一部残存 (7.1) (4.4) 1.4 (72.0) 器種不明
3119 L53 上層 包含層 砂岩 完形 5.0 5.6 1.4 41.4 器種不明
3120 K 5 6 下層 包含層 砂岩 一部残存 (3.1) (5.8) (1. 3) (20.3) 器種不明

第 19-12表石器・石製品一覧表
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VI. 自然科学分析

1 . 炭化物の放射性炭素年代・炭化材の樹種

(1)放射性炭素 (14c)年代測定

A. 試料

試料は、縄文時代早期（押型文期）の第 1次調査

区SH234及びSF247から採取された炭化物4点（試

料番号 1~ 4)と、第 5次調査区の各遺構 (SK201、

SK213、S2215、SH218、SK220、S2265)から採取さ

れた炭化物 6点（試料番号5-----10)で、試料番号 1が

骨である以外は全て炭化材である。

B. 方法

測定は、学習院大学放射性炭素年代測定室が行っ

た。

C. 結果

測定結果を第20表に示す。

D. 考察

第 1次調壺区から採取された 4点の試料の測定値

は、 10270土170y.B.P.から9390土l70y .B.P. であ

った。このうち、試料番号 3を除く 3点は、 10270

士l70y .B.P. から9990士150y.B.P.の間の極めて近

い値を示し、誤差範囲では一致する。この 3点は、

いずれもSH234から検出されたものである。炭化材

が放射性炭素年代測定の試料として、最も適した試

料の一つであること（東村， 1990)、年代値が互い

出式料番号 遺構名 出上位置
.. 

第次翻杏'" ・一• 2 4 3 1 

S H 2 3 4 SBl  (A) 
・・-

S H 2 3 4 SB  1 (C) 
.. 

S F 2 4 7 S B 1 (南側炉内）

S H 2 3 4 S B l  (D) 

第 5 S K 2 0 1 SK201-Ill 

五 6 S K 2 1 3 S K 2 1 3 
' -- . -- - - -

汐欠 7 S Z 2 1 5 S Z 2 1 5 

調 8 S H 2 1 8 S K 2 1 8 
' -

査 ， SH220・SF233 S K 2 2 0 
ド・一

[;,{ 1 0 S Z 2 6 5 S Z 1 3 

に近いこと等を考慮すれば、測定した木材が活動を

停止した時期はほぼ同時期といえる。試料番号 3は、

SH234と重複したSF247で、 SH234の試料と最近

値で250y.B.P.の開きがある。 SF247は、 SH234の

埋積中にその窪みに構築されたと考えられており、

その時間差は、調査時の所見と一致する。

第 5次調査区の各遺構から採取された 6点の炭化

物（炭化材）の年代測定値は、試料番号8が7420土

190y .B.P. である他は、 9420土190y.B.P.~ 10300 

士360y.B.P. で非常に近い値を示した。この値は、

第 1次調査区の試料の測定値 9390土l70y.B.P. ~ 

10270土l70y.B.P. ともよく一致する。

これらの炭化物が検出された遺構は、いずれも縄

文時代早期に区分される。本地域では、これまでに

同時期の遺構から検出された炭化物等の年代測定は、

ほとんど行われていない。比較資料は乏しいが、押

型文期の既存資料では、中部地方で8650士180y.B.P.

近畿地方では8400土350y.B.P.という測定値がある

（キーリ・武藤， 1982)。今回の結果は、これより

もほぼ1000年古い値を示している。しかし、最新の

資料で縄文時代草創期と早期の境界が約 1万年前と

されていること（日本第四紀学会ほか， 1992)、大

出式米斗 0)'11{ 年代 (1950年よりの年数） Code No. 
- -'  

／妓ィヒ物 （肯） 10,270土 170 8,320 B.C. Gak-18057 
——• -- - - - -

炭化物（炭化材） 10,000士 170 8,050 B.C. Gak-18058 
- -- - -

I 

炭 化物（炭化材） 9,390±170 7,440 B.C. Gak-18059 

炭化物（炭化材） 9,990土 150 8,040 B.C. Gak-18061 

炭化物（炭化材） 10,300土 360 8,350 B.C. 1 Gak-18784 
- - - --- - -

炭化物（炭化材） 9,740士 320 7,790 B.C. Gak-18785 
．一

炭化物（炭化材） 9,919±370 7,969 B.C. Gak-18786 
と・ ---

炭化物（炭化材） 7,420士 190 5,470 BC. Gak-18787 

炭化物（炭化材） 9,870土 380 7,920 B.C. Gak-18788 

炭化物（炭化材） 9,470士 310 7,520 B.C. Gak-18789 

＊年代；イ直の算出には、,• cの半減期として LIBBY の半減期5570年を使用した。

第 20表放射性炭素年代測定結果
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川式土器が押型文土器群の中でも比較的古いと考え

られていることを考慮すれば、今回の結果を含め本

地で得られた測定値は調和的といえる。

(2)炭化材の樹種

A. 試料

試料は、第 1次調壺区の各遺構から検出された炭

化材55点（番号 1~55) と第 5次調査区の各遺構か

ら検出された炭化材57点（試料番号 56~112)の

計112点である。（第21・22表参照）

B. 方法

木口（横断面） ．柾目（放射断面） ・板目（接線

断面）の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡およ

び走壺型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察

し、種類を同定する。

C. 結果

樹種同定結果を第21・22表に示す。炭化材の中

には保存状態が良好でないために樹種の同定にいた

らないものもあった。それらの試料については、観

察できた範囲で木材組織の特徴等を記し、組織が全

く観察できなかった場合には不明とした。試料番号

35、44、 109は材でなく、骨の破片であった。そ

の他の試料は、クマシデ属・コナラ属コナラ亜属コ

ナラ節・クリ・ヤマグワ・ムクノキ・ケヤキ・イネ

科タケ亜科の 7種類に同定された。各種類の解剖学

的特徴等を以下に記す。

・クマシデ属 (Carpinussp.) カバノキ科

散孔材で管孔は放射方向に 2~ 4 (時に10以上）

個が複合する。横断面では楕円形、管壁は薄い。単

穿孔を有し、壁孔は対列状～交互状に配列する。放

射組織は異性ill~ II型、 1~3細胞幅、 1~40細胞

高のものと集合放射組織とがある。柔組織は短接線

状及びターミナル状。

以上の特徴から、クマシデ属の中でも、イワシデ

(Carp in us turzaninovii Hance)、イヌシデ (C.

tschonoskii Maxim.)、アカシデ (C.laxiflora 

〈Sied.et Zucc. 〉 Blume) のいずれかである。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercussubgen. 

Lepidobalanus sect. Prinus sp.) ブナ科

環孔材で孔圏部は 1~2列、孔圏外で急激に管径

を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。大
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道管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、小道

管は管壁は中庸～薄く、横断面では多角形、ともに

単独。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列す

る。放射組織は同性、単列、 1~20細胞高のものと

複合放射組織とがある。柔組織は周囲状および短接

線状。

・クリ (Castanea crenata Sied. et Zucc.) 

ブナ科クリ属

環孔材で孔圏部は 1~4列、孔圏外で急激に管径

を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。大

道管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単

独および2~3個が斜（放射）方向に複合、横断面

では角張った楕円形～多角形、ともに管壁は薄い。

道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放

射組織は同性、単列、 1 ~15細胞高。柔組織は周囲

状および短接線状。

細片の試料については、コナラ節の複合放射組織

が観察できなかった可能性もあるため、クリ近似種

とした。

・ヤマグワ (Morus australis Poiret) 

クワ科クワ属

環孔材で孔屡部は 1~ 5列、晩材部へ向かって管

径を漸減させ、のち塊状に複合する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は密に交互状に配列、小道管内壁には

らせん肥厚が認められる。放射組織は異性II~ III型、

1~5細胞幅、 1~40細胞高で、しばしば結晶を含

む。

・ムクノキ(Aphanantheaspera (Thund.) Planchon) 

ニレ科ムクノキ属

散孔材で横断面では角張った楕円形、単独または

2~3個が複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔は

交互状に配列する。放射組織は異性1I型、 1~5細

胞幅、 1~20細胞高。

・ケヤキ (Zelkova serrata (Thund .) Makino) 

ニレ科ケヤキ属

環孔材で孔圏部は 1~ 2列、孔圏外で急激に管径

を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋

様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配

列、小道管内壁には、らせん肥厚が認められる。放

射組織は異性III型、 1~10細胞幅、 1~30細胞高で

あるが、時に60細胞高を越える。しばしば結晶を含



む。

・イネ科タケ亜科 (Gramineae subfam. 

Bambusoideae sp.) 

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をも

つ。タケ亜科は、タケ・ササ類であるが解剖学的特

徴では区別できない。

D. 考察

燃料材と考えられる炭化材は、全体的にクリが多

い結果が得られた。また、一部を除き、ほとんど全

ての遺構でクリが認められる。各遺構の樹種構成は、

試料数に差はあるものの、クリの単独種で構成され

るもの、クリを含む複数種で構成されるもの、クリ

以外の単独種で構成されるものの3つに大別できる。

クリ以外の複数種で構成される遺構は認められない。

SK236・SF249は、いずれもクリ1種で構成される

のに対して、 SF245・247の位置するSH234では、

コナラ節・ニレ科・タケ亜科が、 SF226------SF229の

煙道付炉穴が集中するSK201では、クマシデ属・ニ

レ科がそれぞれ確認され、樹種構成に違いが認めら

れる。炭化材は、燃焼とその後の埋積過程を経て残

存したものを調在対象としているために、この組成

が当時の組成をどの程度反映しているかは不明であ

る。しかし、用途や時代等によつで燃料材の樹種構

成が異なっていた可能性もある。

上記のように、クリ以外の樹種が遺構毎に異なる

原因は今のところよく分からないが、時期・場所の

違い等と対応するのかどうか今後検討を行いたい。

いずれにしても、これまでに確認されてきた樹種か

ら、クリを中心とした木材を燃料材に利用していた

ことが推定される。また、燃料材は基本的に周辺で

生育していた樹木を利用したと考えられ、遺跡周辺

には主としてクリやコナラ属等の落葉広葉樹が生育

していたと考えられる。なお、櫛田川を挟んだ対岸

に位置する古墳時代の明気窯跡群では、アカガシ亜

属を中心とした常緑広葉樹と二次林と考えられるマ

ツ属複維管束亜属が確認されている（未公表）こと

から、縄文時代と古墳時代とでは、遺跡周辺の植生

が異なっていたことが示唆される。

（パリノ・サーヴェイ株式会社）
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試料番号 遺 構 名 出土位置 時；ィ~. B寺印1 用途等 桔す 禾重

1 S F 2 4 5 142 SBl ;;jヒイ則炉内 縄文時代早期 燃料材 クリ近似種

2 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉 焙哩道 縄文時代早期 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

3 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉 灼亜道 糸亀文時代早期 燃料材 クリ

4 S F 2 4 7 K43 SB 1 南側炉 娼亜道 網亀文時代早期 燃料材 クリ

5 S F 2 4 7 K43 SB 1 南側炉 姐！道 縄文時代早期 燃料材 クリ

6 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉 焙！道 糸亀文時代早期 燃料材 クリ

7 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉 焙亜道 系罷文時代早期 燃料材 クリ近似種

8 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉 娼亜道 縄文時代早期 燃料材 クリ近似種

， S F 2 4 7 K43 SB 1 南側炉内 糸罷文時代早期 燃料材 クリ

1 0 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉内 糸罷文時代早期 燃料材 イネ科タケ亜科

1 1 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉内 縄文時代早期 燃料材 広葉樹（環孔材）

1 2 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉内 縄文時代早期 燃料材 クリ

1 3 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉内 糸阻文時代早期 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

1 4 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉内 縄亀文B寺イt早期 燃料材 クリ

1 5 S F 2 4 7 K43 SB 1 南側炉内 糸亀文時代早期 燃料材 クリ

1 6 S F 2 4 7 K43 SB 1 南側炉内 糸罷文時代早期 燃料材 クリ

1 7 SF  2 4'7 K43 SBl 南側炉内 繍罷文B寺イt早期 燃料材 広葉樹（環孔材）

1 8 S F 2 4 7 K43 SB 1 南側炉内 縄文時代早期 燃料材 クリ

1 9 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉内 網亀文時；ィt早期 燃料材 クリ

2 0 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉内 繍罷文時；ィt早期 燃料材 クリ

2 1 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉内 縄文時代早期 燃料材 クリ

2 2 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉内 縄文時代早期 燃料材 クリ

2 3 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉内 網阻文時代早期 燃料材 クリ

2 4 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉内 糸亀文時代早期 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

2 5 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉内 絹亀文時代早期 燃料材 イネ科タケ亜科

2 6 S F 2 4 7 K43 SB 1 南側炉内 繍亀文時代早期 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

2 7 S F 2 4 7 K43 SB 1 南側炉内 糸亀文時代早期 燃料材 クリ

2 8 S F 2 4 7 K43 SB 1 南側炉内 縄文時代早期 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

2 9 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉煙道後焼土 糸尾文時代早期 燃料材 クリ

3 0 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉煙道後焼土 縄文時代早期 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

3 1 SF  2 4 7 K43 SBl 南側炉煙道後焼土 縄文時代早期 燃料材 クリ

3 2 S F 2 4 7 K43 SB 1 南側炉煙道後焼土 縄文時代早期 燃料材 クリ

3 3 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉煙道後焼土 縄文時代早期 燃料材 クリ

3 4 S F 2 4 7 K43 SBl 南側炉煙道後焼土 縄文時代早期 燃料材 クリ

3 5 SH  2 3 4 K42 SBl (A) 繍亀文時代早期 燃料材 骨

3 6 SH234  K42 SB 1 (B) 細［文時代早期 燃料材 クリ近似種

3 7 SH234  K42 SB 1 (B) 網［文時代早期 燃料材 クリ

3 8 SH234  K42 SB 1 (B) 糸罷文時代早期 燃料材 クリ

3 9 SH234  K42 SBl (C) 縄文時代早期 燃料材 ムクノキ

4 0 SH234  K42 SBl (C) 縄文時代早期 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

4 1 SH  2 3 4 K42 SBl (C) 練罷文時代早期 燃料材 クリ

4 2 SH234  K42 SBl (C) 縄文時代早期 燃料材 クリ

4 3 SH234  K42 SBl (C) 縄文時代早期 燃料材 クリ近似種

4 4 SH  2 3 4 K42 SBl (C) 網阻文時代早期 燃料材 骨

4 5 SH  2 3 4 K42 SBl (D) 糸亀文時代早期 燃料材 クリ近似種

4 6 SH  2 3 4 K42 SB 1 (D) 糸阻文：B寺イt早リ明 燃料材 コナラ属コナラ亜属コナラ節

4 7 SH  2 3 5 M42 SB 1 縄文時代早期 燃料材 クリ近似種

4 8 SK  2 3 6 J43 SKl (A) 縄文時代早期 燃料材 クリ

4 9 SK  2 3 6 J43 SKl (A) 縄文時代早期 燃料材 クリ

5 0 SK  2 3 6 J43 SKl (A) 糸罷文B寺代早期 燃料材 クリ

5 1 S F 2 4 9 L39 SKl 繍罷文時代早期 燃料材 クリ

5 2 S F 2 4 9 M39 SKl 縄文時代早期 燃料材 クリ

5 3 S F 2 4 9 M39 SKl 縄文時代早期 燃料材 クリ

5 4 •SF 2 4 9 M39 SKl 糸亀文時代早期 燃料材 クリ

5 5 S F 2 4 9 M39 SKl 網亀文直寺イt早り明 燃料材 クリ

第21表炭化材の樹種同定結果（第 1次調査区）
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試料番号 遺 構 名 出土位置 時代・時期 用途等 樹 種i

5 6 SF  2 2 6 SK201 内 SF1 (煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

5 7 SF  2 2 6 SK201 内 SF1 (煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

5 8 SF  2 2 6 SK201 内 SFl(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

5 9 SF  2 2 6 SK201 内 SF1 (煙道付炉穴） 練［文時代早期 燃料材 クリ

6 0 S F 2 2 6 SK201 内 SF1 (煙道付炉穴） 系罷文時代早期 燃料材 クリ

6 1 SF  2 2 6 SK201 内 SF1 (煙道付炉穴） 繍罷文時代早期 燃料材 クリ

6 2 SF  2 2 6 SK201 内 SF1 (煙道付炉穴） 繍［文時代早期 燃料材 クリ

6 3 SF  2 2 6 SK201 内 SF1 (煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

6 4 SF  2 2 6 SK201 内 SFl(煙適付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

6 5 SF  2 2 6 SK201 内 SF1 (煙道付炉穴） 網阻文時代早期 燃料材 クリ

6 6 SF  2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

6 7 SF  2 2 7 SK201 内 SFZ(煙道付炉穴） 糸亀文時代早期 燃料材 クリ

6 8 SF  2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

6 9 SF  2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

7 0 SF  2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

7 1 SF  2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 ク マ シ デ 属

7 2 S F 2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

7 3 SF  2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 練亀文時代早期 燃料材 クリ

7 4 SF  2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 絹亀文時代早期 燃料材 クリ

7 5 S F 2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

7 6 SF  2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 網亀文時代早期 燃料材 広葉樹（環孔材）

7 7 S F 2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 糸亀文時代早期 燃料材 ヤマグワ

7 8 SF  2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 網亀文時代早期 燃料材 クリ

7 9 S F 2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 絹亀文時代早期 燃料材 クリ

8 0 SF  2 2 7 SK201 内 SF2(煙道付炉穴） 糸罷文時代早期 燃料材 クリ

8 1 SF  2 2 8 SK201 内 SF3(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

8 2 SF  2 2 8 SK201 内 SF3(煙這付炉穴） 繍罷文時代早期 燃料材 クリ

8 3 SF  2 2 8 SK201 内 SF3(煙道付炉穴） 繍罷文時代早期 燃料材 クリ

8 4 SF  2 2 8 SK201 内 SF3(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

8 5 SF  2 2 8 SK201 内 SF3(煙道付炉穴） 繍罷文時代早期 燃料材 クリ

8 6 SF  2 2 8 SK201 内 SF3(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

8 7 SF  2 2 8 SK201 内 SF3(煙道付炉穴） 系罷文時代早期 燃料材 クリ

8 8 SF  2 2 8 SK201 内 SF3(煙道付炉穴） 練罷文時代早期 燃料材 クリ

8 9 S F 2 2 8 SK201 内 SF3(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

9 0 SF  2 2 8 SK201 内 SF3(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

9 1 S F 2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

9 2 S F 2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

9 3 S F 2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 縄文時代早期 、燃料材 クリ

9 4 S F 2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

9 5 SF  2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

9 6 S F 2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

9 7 SF  2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

9 8 S F 2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 繍罷文時代早期 燃料材 クリ

9 9 SF  2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 縄亀文時代早期 燃料材 クリ

1 0 0 S F 2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 網尾文時代早期 燃料材 クリ

1 0 1 SF  2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

1 0 2 S F 2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

1 0 3 SF  2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 糸罷文B寺イt早期 燃料材 不明

1 0 4 SF  2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 繍罷文時代早期 燃料材 クリ

1 0 5 SF  2 2 9 SK201 内 SF4(煙道付炉穴） 縄文時代早期 燃料材 クリ

1 0 6 SF  2 0 4 F55 SF204 (1) 縄文時代早期 燃料材 クリ

1 0 7 S K 2 1 3 F55 SK213 底面 糸亀文時代早期 燃料材 クリ近似種

1 0 8 S F 2 1 6 E54 SF216 縄文時代早期 燃料材 コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜 属 コ ナ ラ 節

1 0 9 SH  2 2 0 G49 SK220 縄文時代早期 燃料材 骨

1 1 0 S Z 2 6 2 155 SZ4 集石下 縄文時代早期 燃料材 クリ

1 1 1 S Z 2 6 3 H55 SZ18 集石下 縄文時代早期 燃料材 ケ ヤ キ

1 1 2 F47 Pi t1 縄文時代早期 燃料材 クリ

第22表炭化材の樹種同定結果（第 5次調査区）
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2. 考古地磁気

土には少量 (1~ 3 %)の磁性鉱物（磁石になる

ことができる鉱物）が含まれている。これらの鉱物

は、高温まで熱せられると磁性（磁石になることが

できる性質）を失う。しかし、全ての磁性鉱物は、

温度が低下して、その鉱物に固有のある温度に達す

ると、再び、その磁性を取り戻す性質がある。もし

その時、（地球磁場程度の）非常に弱いものであって

も、磁場が存在しているとすると、これらの磁性鉱

物はその磁場の方向に磁化され、磁石となる。この

ようにして獲得された磁化を熱残留磁化 (thermo

remanent magnetization、略して、 TRM)という

土中に含まれる磁性鉱物は、磁鉄鉱 (Fe304)、赤鉄

鉱 (Fe203)、チタン磁鉄鉱 ((Fe,Ti)3Q4)などであ

る。遺跡に残されている焼成坑などの焼土遺構では

焼土の部分が焼成時の地磁気の方向のTRMを有し

ており、過去の地磁気をそれが記録している。いわ

ば、焼土は地磁気の化石ともいえる TRMを保持し

ているのである。

地磁気（地球磁場）の方向は時間と共に少しずつ

変化しており、数十年の隔たりがあれば、十分に検

出し得る地球磁場方向の変化として観測される。こ

のようなゆっくりとした地球磁場の変化を、地磁気

永年変化という。もし、地磁気永年変化が過去にど

のようなものであったかが時代を追って知られてい

れば、過去のどの時代の地磁気の方向と似ているか

によって、年代を推定することができる。

考古学的な遺物や遺構から試料を得て、残留磁化

を測定して、考古学が扱う過去の地磁気の変動を調

べる研究を考古地磁気学といい、西南日本各地に分

布する遺跡の焼土の考古地磁気測定から、過去2,000

年間の地磁気永年変化が明らかにされている(Hiraoka、

1971; 広岡、 1977)。

残念ながら、縄文時代の地磁気永年変化は、まだ

よく分かっていないので、年代推定をすることはで

きないが、磁化方向の類似性から同じ時期であるか

否かを判定することができる。
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(1)試料の採取

鴻ノ木遺跡では、 1つの土坑から複数基の炉が放

射状に配置されているものが、幾つか発見されてい

る。このようなSK201の4基 (SF226~SF229)と

SH220の2基 (SF231、SF232)から試料を採取し

た。また、 SK213からも試料を得たので、全部で 7

基の遺構から総数98個の考古地磁気試料を採取した。

各遺構から採取した試料の番号は、第23表に示され

ている。

試料採取は、我々の研究グループが以前から用い

ている石膏で固めて採る方法で行った。試料採取の

手順を次に述べる。

① 炉跡や窯跡のよく焼けた部分を選んで、試料と

する数cm角の部位の周囲に深さ数cmの溝を堀り、

こぶし大の焼土を削り出す。焼土の上の土埃や土

片は手帯を用いて、きれいに除いておく。

② くずれないように焼土を固定するために、削り

出した焼土に薄く溶いた石膏をかける。薄い石膏

は、焼土の細かい凹凸の中にもしみ込むので、固

定効果が高くなる。また、後でのせる濃い石膏と

もよく馴染んで剥がれにくくなる。

③ 焼土の上面に濃く溶いた石膏をのせ、アルミ板

を押し付けて石膏の平面を作る。平面を作るのは

方位測定の精度を上げるためである。

④ 石膏が固まってから、アルミ板をはがし、平面

の方位を特製クリノメーター (Hiraoka、 1971)

を用いて測る。方位は、平面の最大傾斜線の方位

(pitch)と平面の傾斜角 (dip)を測って決める。

試料の番号とともに pitchと dipの値を野帳に記

入し、試料平面には方位を示す三点と試料番号を

油性のマーカーで記入しておく。

⑤ 石膏で固めた試料を手鍬で掘り起こし、石膏が

ついてない試料裏側にも石膏をかけて補強し、紙

に包んで研究室に持ち帰る。

上記のような手順で、遺構の大きさに関わらず 1

遺構から通常12個程度 (10~15個）の試料を採取す

る。試料の中には、十分焼けていない部分や焼かれ

た後に動いた焼土の部分を採取したものが含まれて



いる場合がよくある。それらは昔の地磁気を正しく

記録しているとはいえず、考古地磁気のデータとし

て用いることが出来ない。このような試料を除外し

ても統計的に信頼度が高くなる8~10個程度の試料

数を確保するために上記のような個数を採取するこ

とにしている。

持ち帰った試料は、方位を測った平面を基準にし

て、ダイヤモンド・カッターを用いて切断し、 34mm 

X34mmX34mmの立方体に整形する。それぞれの切断

面には石膏をかけて補強しておくのはいうまでもな

し'o

(2)磁気測定とその結果

残留磁化の測定は、夏原技研製のリングコア型ス

ピナー磁力計 (SMM-85型）を用い、 6回おき直

し法で行った。 1回の計測で、磁力計の回転軸に垂

直な平面内の直交する 2つの磁化成分が測定できる

ので、 6回おき直すことによって、 12成分、即ち、

X・Y・Zの直交 3成分のそれぞれを 4回ずつ測る

ことになる。これら 4つの値の平均をとり、それぞ

れ、 X・Y・Zの磁化成分とする。これらの 3成分

を合成して、試料の基準面に対する磁化方向を求め、

遺構中にあった方位にしたときの磁化方向を計算し、

偏角と伏角および磁化強度を求める。

土の中に含まれる磁性鉱物には、磁気的に色々な

安定度のものが混在しているので、試料が有する残

留磁化（これを自然残留磁化、 naturalremanent 

magnetization、略して、 NRMという）の中には、

非常に安定した土が焼かれた時の地磁気で磁化され

たものもあるし、安定性に劣るため、最終焼成以降

に磁化方向が変化したものも含まれている可能性が

ある。このような不安定な磁化成分が付加されてい

ると、正しい過去の地磁気の復元に支障を与えるこ

とになるので、消去して、真の地磁気の記録である

TRMを選び出すことが必要になる。一般に、この

ような不安定成分は抗磁力（保磁力）が小さいので、

交流消磁という実験的手段で取り去ることができる。

交流消磁装置は、μ ーメタルの円筒を重ねた磁気

シールド・ケースで作った無磁場空間中に、ソレノ

イド・コイルをおき、それに交流電流を流して、コ

イルの軸方向で、極性が反転する交番磁場を発生さ
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せる。消磁実験は、消磁する試料をそのコイル内に

おいて、交番磁場で磁気的に揺することで行われる。

実際には、シールド・ケースから漏れて内部に入り

込んでいる定常磁場（地球磁場）の影響を少なくす

るために、試料を直交する 2軸あるいは 3軸のまわ

りに同時に回転させている。また、交番磁場を切る

ときに、直前の磁場の影響を避けるために、コイル

に流す電流は滑らかに減少し、ゼロになるようにな

っている。流す電流の最大値を加減することによっ

て、消磁磁場の強度を調節する。弱い磁場からはじ

めて、段階的に消磁磁場強度を上げていく段階消磁

実験が一般的である。 1段階の消磁が終わる度に、

残留磁化の測定を行い、消磁によって磁化の方向や

強度がどのように変わったかを確認してから、次の

より高い消磁段階に移る。こうして何段階かの消磁

を行うことによって、より不安定な磁化成分から順

に消磁して、より安定な磁化成分を選び出すことが

できるのである。

今回の鴻ノ木遺跡については、消磁磁場の強度が、

2.5mT、5.0mT、7.5mT、10.0mT、15.0mTとな

る5段階を設定し、それぞれの消磁段階の磁化方向

のまとまり具合を見ながら、 2------5段階で消磁した。

NRMおよび各消磁段階の磁化測定の結果は、第24

~53表に掲げてある。

磁化測定の結果から、遺構ごとに各消磁段階にお

ける平均磁化方向（平均偏角と平均伏角）と磁化方

向のばらつきの程度を表すパラメーター（フィッシ

ャーの信頼角： a 95、および、フィッシャーの精度

係数： K)をフィッシャーの統計法 (Fisher,1953) 

を使って計算した。

a(l5は、真の磁化方向が95%の確率で、計算で求

められた平均磁化方向の周り士a%の範囲に存在す

ることを表す。いいかえれば、 1/20の危険率でこの

範囲（信頼円）から外れる可能性があることを示し

ている。同一遺構から得た試料の個数 (N)が多け

れば、それだけ測定結果の信頼度は増すので、ばら

つき具合が同じである場合は、 Nが多いほどaq3は

小さくなる。これに対して、 Kは、個々の試料のお

互いのばらつき具合を示すパラメーターであるので、

Nには関係なくきまる値である。普通のよく焼けた

磁化のまとまりのよい陶器や、須恵器の窯跡では、



a(l:,:;:;;; 2.5 o 、 K~500 くらいの値をとる。

同一遺構の同じ消磁段階の測定結果で、大多数の

他の試料から磁化の方向が著しく外れているものが

若干個みられることがよくある。このような場合に

は、外れた試料を除外して統計計算を行う。第 23

~ 53表で、＊印を付したものがこれに当たる。

統計計算の結果、各遺構について、磁化のまとま

りが最もよくなる段階を最適消磁段階として、それ

の平均磁化方向をその遺構の考古地磁気データとし

て採用した。統計計算の結果は第54表に掲げてあ

る。最適段階以外のものは（ ）で括ってある。

遺構名 試料番号

S K 2 0 1 SF 2 2 6 JM 301~321 

SF 2 2 7 JM 281~292 

SF228 JM 261~272 

S F 2 2 9 JM 241~253 

S K 2 1 3 JM 221~232 

SH220 S F 2 3 1 JM 181~193 

SF 2 3 2 JM 201~215 

第23表 鴻ノ木遺跡で採取した考古地磁気試料の試料番号

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(o E) (0) (x 10-4 Am2/Kg) 

JM 301 -4.2 50.4 6.44 

＊ 302 -12.7 59.2 0.475 

＊ 303 26.0 67.0 0.108 

304 -5.7 47. 7 19.8 

305 -1.1 50.9 3.58 

＊ 306 -13.3 61.2 0.186 

＊ 307 15.1 52.7 0.123 
308 -8.4 53.7 21.1 

309 -3.2 52.0 11. 3 

310 -5.4 51. 5 5.36 

311 -7.4 53.1 0.651 

312 -4.0 52.5 0.190 

313 -9.1 50.3 11. 5 

314 -9.7 46.7 13.6 

315 -12.3 49.5 1.25 
316 -6.9 46.2 1.20 

＊ 317 -1. 7 60.1 0.157 
318 -7.1 45.2 2.71 
319 -12.6 44.7 0. 711 

320 -11.1 48.5 0.591 

＊ 321 -30.0 53.9 0 .151 

＊：統計計算の際に除外したもの。

第24表 SK201•SF226のNRMの磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(o E) (0) (x 10-4 Am2/Kg) 

JM 301 -4.4 49.6 6.97 

302 -11. 7 60.1 0.508 

＊ 303 18.4 67.0 0.108 

304 -5.5 50.3 22.2 

305 -3.0 52.3 3.87 

306 -13.6 58.7 0.178 

＊ 307 14.6 47.6 0.110 

308 -10.3 53.2 23.2 

309 -3.5 52.0 12.0 

310 -5.5 51. 7 5.80 

311 -4.6 53.3 0.681 

312 -2.2 53.8 0.191 

313 -7.5 50.3 12.9 

314 -8.0 47.7 15.2 

315 -8.5 50.0 1. 38 

316 -4.2 45.0 1.28 

＊ 317 4.5 57.8 0.150 

318 -4.7 44.9 2.99 

319 -7.7 45.0 0.764 

320 -7.7 46.3 0.627 

321 -4.0 50.8 0.136 

＊：統計計算の際に除外したもの。

第25表 SK201•SF226の2.5mT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(0 E) (0) (x 10-4 Am2/Kg) 

* JM 301 15.7 50.8 6.75 

302 -13.2 56.2 0.446 

＊ 303 10.8 62.9 0.0676 

304 -6.0 48.1 20.9 

305 -3.4 50.6 3.62 

306 -10.3 55.6 0.135 

＊ 307 5.6 46.6 0.0790 
308 -9.9 52.2 22.5 

309 -3.0 51. 0 11. 6 

310 -6.5 50. 7 5.58 

311 -6.4 52.8 0.590 

312 1. 3 53.7 0.134 

313 -7.8 49.6 12.3 
314 -8.5 47.0 14.5 

315 -7.0 48.9 1.29 
316 -4.6 47.0 1.13 
317 2.4 53.9 0.120 
318 -5.4 44.3 2.77 
319 -8.6 45.8 0.678 
320 -9.8 46.8 0.550 

＊ 321 -55.1 48.5 0.0964 

＊：統計計算の際に除外したもの。

第26表 SK201•SF226の5.0mT消磁後の磁化測定結果



試料番号 偏角 伏角 磁化強度 試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(o E) (0) (x 10-4 Am2/Kg) (o E) (0) (x 10-4 Amz/Kg) 

JM 281 1. 9 50.3 2.40 JM 281 -5. 7 49.6 1. 98 

282 2.6 51. 8 0.410 282 -3.0 49.3 0.263 

283 -6.1 51. 3 5.48 283 -6.2 50.4 4.90 

284 1.1 53.6 6.77 284 0.1 52.9 6.31 

285 -0.3 52.4 3.02 285 -3.1 54.6 2.33 

286 -8.7 54.7 1. 94 286 -9.4 51. 9 1.35 

287 -7.6 55.1 2.49 287 -8.9 52.5 1. 95 

288 -0.6 50.2 10.8 288 -2.4 50.6 9.67 

289 -5.4 53.9 8.73 289 -5.7 52.5 8.03 

290 -12.6 55.2 2.68 290 -12.7 54.8 2 .10 

291 -7.2 51. 4 3.36 291 -11.2 51.2 2.34 

292 -3. 7 49.5 0. 570 292 -12.4 52.4 0.320 

第27表 SK201•SF227のNRMの磁化測定結果 第30表 SK201•SF227の7.5mT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度 試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(o E) (0) (X 10-4 Am2/Kg) (o E) (0) (X 10-4 Am2/Kg) 

JM 281 -1. 3 51. 0 2.56 JM 261 -12.2 43.2 1. 99 

282 2.8 51. 9 0.430 262 -9.4 54.4 4.43 

283 -5.7 52.7 6.05 263 -6.0 49.5 1. 96 

284 0.3 53.4 7.33 264 -8.7 44.1 3.94 

285 -1. 3 53.4 3.17 ＊ 265 9.6 53.8 0.683 

286 -9.2 53.6 2.02 266 -6.4 47.7 2.33 

287 -7.1 53.8 2.61 267 -10.5 42.1 1.67 

288 -1.1 50.6 11. 7 268 -7.9 50.3 9.53 

289 -5.6 53.5 9.67 269 -14.1 41. 3 1.80 

290 -12.9 55.0 2.80 270 -10.1 51. 6 12.4 

291 -9.3 51.4 3.46 271 -9.8 57.5 5.27 

292 -8.1 52.3 0.556 272 -9.5 50.8 1. 25 

第28表 SK201・SF227の2.5mT消磁後の磁化測定結果 ＊：統計計算の際に除外したもの。

第31表 SK201・SF228のNRMの磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度 試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(o E) (0) (X 10-4 Am2/Kg) (0 E) (0) (x 10-4 Am2/Kg) 

JM 281 -2.6 48.8 2.25 JM 261 -11.4 45.1 2.06 

282 3.7 49.0 0.330 262 -10.3 53.8 4.62 

283 -6.1 51. 8 5.56 263 -7.3 49.0 2.01 

284 0.0 51. 8 6.80 264 -8.3 44.2 4.13 

285 -1.8 53.0 2.70 ＊ 265 8.0 52.7 0.720 

286 -9.8 51. 3 1. 67 266 -8.4 47.8 2.42 

287 -7.3 53.4 2.28 267 -10.8 42.4 1.66 

288 -2.6 50.6 10.9 268 -7.5 50.4 9.76 

289 -6.1 53.1 9.07 269 -10.5 43.2 1. 71 
290 -12.1 54.2 2.46 270 -8.7 51. 4 12.5 

291 -10.1 49.3 2.92 ＊ 271 -6.4 57.1 5.35 
292 -10.3 51. 0 0.426 272 -4.9 50.9 1. 32 

第29表 SK201・SF227の5.0mT消磁後の磁化測定結果 ＊：統計計算の際に除外したもの。

第32表 SK201•SF228の2.5ml消磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度 試料番号 偏角 伏角 磁化強度
(o E) (0)  (x 10-4 Am2/Kg) (o E) (0)  (x 10-4 Am2/Kg) 

JM 261 -12.1 45.0 2.01 JM 241 -3.2 48.9 0.365 

262 -9.2 53.0 4.62 242 2.5 49.6 3.45 

263 -10.2 46.7 2.05 ＊ 243 1.5 43.0 0.938 

264 -10.6 41. 5 4.17 244 -10.4 49.1 1.13 

＊ 265 1.4 53.5 0.691 245 -7.5 47. 7 14.8 

266 -6.7 47.0 2.45 246 -3.3 51. 3 12.3 

267 -11.8 42.7 1.54 247 -8.0 46.8 8.31 

268 -8.4 49.9 9.83 248 -10.9 47.3 1. 87 

269 -10.8 41. 4 1. 72 249 -10.9 51. 8 1.48 

270 -8.1 51. 0 13.0 250 -16.6 53.2 15.5 

＊ 271 -7.7 56.7 5.46 251 -15.5 50.0 9.47 

272 -6.6 50.8 1. 37 252 -9.6 45.1 10.5 

253 -9.3 47.9 17.3 

＊：統計計算の際に除外したもの。

第33表 SK201•SF228の5.0mT消磁後の磁化測定結果 ＊：統計計算の際に除外したもの。

第36表 SK201•SF229の2.5mT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度 試料番号 偏角 伏角 磁化強度
(o E) (0)  (x 10-4 Am2/Kg) (o E) (0)  (x 10-4 Amz/Kg) 

JM 261 -12.5 44.8 1.60 JM 241 -3.1 49.5 0.320 
262 -8.7 52.3 3.86 ＊ 242 1.8 49.3 3.39 

263 -11.1 46.8 1. 76 ＊ 243 -1.1 44.5 0.813 

264 -11.0 42.0 3.58 244 -13.9 47.6 1.05 

＊ 265 2 .1 54.0 0.559 245 -7.6 47.2 15.0 
266 -5.9 46.8 2.10 246 -4.9 50.8 12.4 
267 -10.0 41. 8 1. 21 247 -8.4 46.8 8 .17 
268 -7.6 49.4 8.35 2~8 -11.6 45.6 1. 71 
269 -9.8 40.8 1.40 249 -8.0 49.6 1.38 
270 -8.3 50.9 11. 7 250 -14.6 51. 0 16.1 

＊ 271 -8.5 56.1 4.84 251 -15.0 50.4 9.44 
272 -7.4 50. 7 1.21 252 -9.0 45.2 10.5 

253 -8.4 47.1 17.4 
＊：統計計算の際に除外したもの。

第34表 SK201•SF228の7.5mT消磁後の磁化測定結果 ＊：統計計算の際に除外したもの。

第37表 SK201•SF229の5.0mT 消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度 試料番号 偏角 伏角 磁化強度
(o E) (0)  (x 10-4 Am2/Kg) (o E) (0)  (x 10-4 Am2/Kg) 

JM 241 -4.0 45.8 0.347 JM 241 -4.9 49.5 0.246 
242 1. 9 47.5 3.42 ＊ 242 1. 7 49.2 2.80 

＊ 243 3.4 39.0 0.974 ＊ 243 0.3 43.5 0.604 
244 -6.8 47.1 1.13 244 -15.9 48.4 0.860 
245 -6.6 46.8 14.7 245 -8.7 48.2 12.9 
246 -3.0 51.1 12.1 246 -4.9 50.1 10.4 
247 -8.2 46.3 8.25 247 -7.3 46.2 6.89 
248 -14.2 47.9 1. 91 248 -10.6 45.2 1.33 
249 -15.3 54.4 1.45 249 -9.0 48.2 1.00 
250 -17.7 52.9 15.0 250 -14.3 51.4 14.1 
251 -17.4 52.1 9.25 251 -14.2 49.9 7.90 
252 -9.4 44.6 10.2 252 -9.5 44.6 8.98 
253 -8.6 48.6 16.8 253 -8.8 47.1 14.5 

＊：統計計算の際に除外したもの。 ＊：統計計算の際に除外したもの。

第35表 SK201•SF229のNRMの磁化測定結果 第38表 SK201・SF229の7.5mT消磁後の磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度 試料番号 偏角 伏角 磁化強度
(o E) (0)  (x 1 o-4 Am 2 / Kg) (o E) ( 0 )  (x 10-4 Am2/Kg) 

* JM 241 -1. 3 44.7 0.178 JM 221 0.5 45.1 0.187 
＊ 242 1. 3 47.8 2.33 222 1. 7 48.1 0.224 
＊ 243 -1. 7 43.2 0.454 223 -5.5 49.2 0.194 

244 -13.9 49.4 0.651 224 -0.4 48.0 0.429 
245 -8.5 46.3 10.5 ＊ 225 -5.3 37.8 0.277 
246 -4.7 49.9 8.31 ＊ 226 8.4 53.8 1.13 
247 -8.7 46.8 5.33 ＊ 227 3.9 38.7 2.84 
248 -13.8 43.6 1.00 228 -2.0 52.5 2.08 
249 -11. 6 47.5 0.726 ＊ 229 1.6 52.2 0.138 
250 -14.5 49.0 6.26 230 -3.6 49.9 0.185 
251 -14.2 49.9 7.90 231 3.0 50.8 0.182 
252 -9.3 45.0 7.25 232 3 .1 51. 0 0.0922 
253 -9.2 46.3 11. 4 

＊：統計計算の際に除外したもの。

＊：統計計算の際に除外したもの。 第42表 SK213の5.0mT消磁後の磁化測定結果
第39表 SK201•SF229の 1 O.OmT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度 試料番号 偏角 伏角 磁化強度
(0 E) (0)  (x 10-4 Am2/Kg) (o E) ( 0 )  (x 10-4 Am2/Kg) 

JM 221 -0.1 48.2 0.290 JM 221 0.7 45.5 0.118 

222 -4.8 45.8 0.289 222 -3.9 46.8 0.144 

＊ 223 -17.9 53.3 0.304 223 -7.6 48.9 0.116 

224 -8.4 44.5 0.645 224 0.0 46.8 0.265 

＊ 225 -9.0 35.9 0.407 ＊ 225 -5.3 34.8 0.182 

226 3.5 55.6 1. 43 ＊ 226 10.5 55.1 0.866 

＊ 227 3.6 39.5 2.92 ＊ 227 2.9 38.9 2.55 

228 5.6 53.4 2.33 228 -3.9 52.7 1. 61 
229 9 .1 59. 5 0.219 229 -0.5 50.6 0.083 

230 -4.7 53.3 0.309 230 3.0 50.2 0.115 

231 8.5 58.0 0.301 ＊ 231 4.1 55.4 0.114 

232 7.3 53.0 0.129 ＊ 232 9.9 47.0 0.0589 

＊：統計計算の際に除外したもの。 ＊：統計計算の際に除外したもの。

第40表 SK213のNRMの磁化測定結果 第43表 SK213の7.5mT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度 試料番号 偏角 伏角 磁化強度
(0 E) (0)  (x 10-4 Am2/Kg) (0 E) ( 0 )  (x 1 o-4 Am 2 /Kg) 

JM 221 -2.5 49.1 0.272 JM 181 11. 6 55.3 0.831 
222 -4.7 48.9 0.287 182 9.6 53.0 1.65 
223 -11.1 51. 4 0.283 183 8.8 55.0 0.717 
224 -5.4 47.9 0.598 184 4.4 51. 6 1. 36 

＊ 225 -7.4 38.3 0.397 185 6.9 49.9 3.40 
＊ 226 6.5 56.3 1. 34 ＊ 186 17.5 52.5 1.01 
＊ 227 4.4 39. 2 3.04 187 2.1 50.5 2.31 

228 1.0 52.3 2.34 188 2.0 57.0 0.523 
＊ 229 7.3 57.1 0.193 189 -1. 5 51. 9 1.48 

230 -2.2 54.5 0.266 190 11. 2 53.7 1.50 
231 -1.1 53.9 0.276 191 5.2 51. 3 2 .14 
232 -1. 2 47.0 0.121 192 2.6 54.4 2.05 

193 2.3 51. 7 0.416 
＊：統計計算の際に除外したもの。

第41表 SK213の2.5mT消磁後の磁化測定結果 ＊：統計計算の際に除外したもの。

第44表 SH220・SF231のNRMの磁化測定結果
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試料番号 偏角 伏角 磁化強度 試料番号 偏角 伏角 磁化強度
(o E) (0)  (x 10-4 Am2/Kg) (0 E) (0)  (x 10-4 Am2/Kg) 

JM 181 11. 1 58.6 0.838 * JM 181 10.3 55.2 0.486 
182 5.9 54.1 1. 68 182 6.6 52.6 0.950 

183 4.6 55.8 0.634 183 3.2 53.0 0.230 

184 2.9 51. 4 1.44 184 4.0 53.5 0.650 

185 7.2 50.0 3.53 185 6.2 49.9 2.48 

186 10.2 55.1 1.05 186 7.3 52.7 0.501 

187 0.6 51. 6 2.40 187 2.4 50.4 1.53 

188 4.8 56.2 0.577 188 7.1 51. 5 0.218 

189 0.8 52.0 1.52 189 2.9 53.2 0.693 

190 10.8 52.6 1.58 190 5.3 52.6 0.753 

191 5.8 51. 3 2.23 191 4.5 51. 3 1.28 

192 4.2 52.6 2.14 192 3.4 50.5 1.22 

193 6.2 49.7 0.380 193 -0.2 51. 3 0.0961 

第45表 SH220・SF231の2.5mT消磁後の磁化測定結果 ＊：統計計算の際に除外したもの。

第48表 SH220・SF231の1O.Om T消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度 試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(o E) (0)  (x 10-4 Am2/Kg) (o E) (0) (x 10-4 Am2/Kg) 

*JM 181 15.9 55.8 0.867 JM 181 7.7 56.8 0.268 

182 7.9 53.1 1.66 182 11. 2 51. 9 0.467 

183 3.5 52.6 0. 576 ＊ 183 11. 3 59.8 0.107 

184 2.3 53.6 1.26 184 2.2 53.6 0.303 

185 5.9 49.9 3.53 185 6.0 49.2 1.40 

186 8.8 53.1 0.956 186 8.8 55.8 0.233 

187 3.3 51. 7 2.33 187 4.2 50.9 0.813 

188 3.2 52.7 0.469 188 6.2 50.6 0.112 

189 1.6 52.8 1.35 189 0.1 56.5 0.300 

190 7.3 51. 6 1.43 190 6.3 51. 7 0.363 

191 4.8 50.6 2 .11 191 2.9 54.5 0.669 

192 5.2 51.1 2.08 192 3.8 53.7 0.638 

193 3.9 49.4 0.254 ＊ 193 -17.4 46.4 0.0354 

＊：統計計算の際に除外したもの。 ＊：統計計算の際に除外したもの。

第46表 SH220•SF231 の5.0mT消磁後の磁化測定結果 第49表 SH220・SF231の15.0mT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度 試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(o E) (0)  (x 10-4 Am2/Kg) (o E) (0)  (x 10-4 Am2/Kg) 

* JM 181 11. 6 54.8 0.669 * JM 201 10.3 48.4 1.17 

182 7.2 52.9 1.32 ＊ 202 11.1 55.8 0.171 

183 6.8 52.5 0.373 203 0.1 52.1 2.99 

184 2.5 52.1 0.961 204 -0.8 49.1 3.01 

185 6.0 49.6 3.08 205 4.9 50.9 2.37 

186 5.9 52.7 0.728 ＊ 206 9.5 49.4 4.15 

187 2.1 50.9 1. 96 207 -0.6 54.2 2.77 

188 4.9 49.7 0.332 ＊ 208 9.0 58.7 5.81 

189 1. 7 52.0 1.00 209 3.0 55.2 3.43 

190 7.5 50.7 1.09 210 -3.2 53.0 3.93 

191 5.4 50.1 1.69 211 4.7 51. 3 2.23 

192 1.5 51. 0 1. 64 212 -4.8 48.1 0.518 

193 2.0 53.3 0.158 213 1.1 52.4 1.55 

214 -0.8 50.7 1.21 

＊：統計計算の際に除外したもの。 215 0.9 50.8 0.737 

第47表 SH220•SF231 の7.SmT消磁後の磁化測定結果
＊：統計計算の際に除外したもの。

第50表 SH220・SF232のNRMの磁化測定結果

- 192 -



試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(0 E) (0) (x 1 o-4 Am 2 /Kg) 

JM 201 6.0 53.4 1.03 

* 202 -3.4 63.4 0.166 

203 -1.9 52.3 2.97 

204 -1.4 49. 9 3.09 

205 2.1 51.8 2.42 

* 206 9.9 48. 7 4.37 

207 -2.6 53.0 2.85 

* 208 8.7 58.4 6.02 

209 2.8 55.7 3.60 

210 -4.1 53.6 4.05 

211 3.3 52.2 2.25 

212 1.8 51.2 0.520 

213 

214 

215 

7

7

1

 

．
．
．
 

1

9

9

 

5

4

4

 

7

9

3

 

．
 

0

0

1

 

1. 56 

1.25 

0.704 

＊：統計計算の際に除外したもの。

第51表 SH220•SF232の2.5mT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(o E) (o) (x10-4 Am2/Kg) 

JM 201 5.8 51.8 0.720 

* 202 -6.1 57.0 0.116 

203 3.6 50.4 2.62 

204 1.6 49.3 2.95 

205 2.0 50.4 2.27 

206 5.9 48.8 4.55 

207 -3.2 52.5 2.75 

* 208 8.0 57.7 6.06 

* 209 3.0 55.5 3.88 

210 -3.2 53.1 3.79 

211 1.7 51.1 1.95 

212 -1.4 49.6 0.379 

213 2.3 52.7 1.08 

214 

215 
3

3

 

．． 
9

9

 

4

4

 

3

1

 

L

い

0.915 

0.508 

＊：統計計算の際に除外したもの。

第52表 SH220・SF232の5.0mT消磁後の磁化測定結果

試料番号 偏角 伏角 磁化強度

(0 E) (0) (x10-4 Am2/Kg) 

*JM 201 13. 7 51.8 0.494 

* 202 8.2 61.9 0.0675 

203 2.3 49.8 2.05 

204 2.5 48. 7 2.41 

205 3.2 49.1 1.91 

206 5.9 47.5 3.98 

207 -5.4 51.3 2.36 

* 208 8.1 57.6 5.59 

209 1.2 55.1 2.98 

210 -2.8 53.4 3.22 

211 1.0 51.8 1.55 

212 -2.3 50.0 0.265 

213 2.8 52.7 0.737 

214 -1.7 49.9 0.623 

215 -0. 7 49.6 0.335 

＊：統計計算の際に除外したもの。

第53表 SH220•SF232の7.5mT消磁後の磁化測定結果

(3)考古地磁気学的考察

先にも述べたように、弥生前期以前の時代につい

ては考古地磁気永年変化曲線がまだ未完成であるた

めに、考古地磁気学的に年代を推定することは出来

ないのが現状である。

第54表の考古地磁気データ（平均磁化方向とaり，）

を拡大シュミット・ネット（等積ステレオ投影図）

にプロットすると、第100図のようになる。黒丸が

平均磁化方向を表し、それを囲む円がフィッシャー

の信頼角（信頼円） ・a g5の範囲を示している。

過去 2,000年間の永年変化の規模と比較するため

に、西南日本の過去 2,000年間の地磁気の変動範囲

を斜線の影をつけて示してある。縄文早期の時代の

地磁気も、現在の変動幅の中に収まる変化であるこ

とがよくわかる。個々の焼土坑の磁化方向を細かく

見ると、今回試料を採取した 7基は、大きく 3つの

グループに分けられる。即ち、同一土坑 (SK201)

に放射状に作られた SF226~SF229は、 2つに分か

れる。 SF228とSF229のグループ（グループA)と、

SF226とSF227のグループ（グループB)は統計学

的に有意の差を示している。残りの 3基は、 SF232

とSK213は殆ど同時期で、それらとSF231は少し差

はあるものの大体同じ時代に属するもの（グループ

C) と言えよう。これら 3グループの時代的な順序

も明らかではないが、この遺跡が昔の人々の連続的

な生活の跡であると考えると、地磁気の一連の変動

が記録されていると仮定できよう。もしそうだとす

ると、時代的な順序は、磁化方向の違いから、 A→

B→ Cか、その逆のC→ B→ A が最も考えやすい。

その差が年代差にしてどれくらいのものであるか

は、地磁気の変動速度が一定でないために見積もる

ことは難しいが、 1世紀で約 7.5゚ という過去 2,000

年間の平均の変動速度（広岡、 1989)と同程度であ

ったと仮定できるならば、グループAとBの違いは

1世紀を少し下回る年代差 (7~80年）であろう。

また、グループBとCの違いも同じくらいであると

考えられる。グループCの中でも数十年の違いがあ

るのではないかと思われる。ただし、過去 2,000年

間でも変化速度が小さい時と大きい時があり、上記

の速度の 1/2~2倍程度の違いがあるので、速度

が大きい時に当たると年代差は半分くらいになる可
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能性がある。

もし、グループごとの時代差がもう少し大きい場

合には、 C→ B→ A、あるいは、 B→ A→ Cなど

の可能性も有り得る。

この時代の考古地磁気データは、非常に数が少な

く、他のデータと比較検討することが困難であるが、

幸い、同様の遺構が発掘された亀山市の大鼻遺跡の

測定結果がある（広岡・田中、 1994)。大鼻遺跡の

考古地磁気データは第 55表に引用してある。また、

このデータを拡大シュミット・ネットにプロットし

たのが第101図である。これらのデータと比べると、

今回のグループBが大鼻遺跡のSF2、6、9、 14 

のグループと同じ磁化方向を示している。このこと

は、大鼻遺跡のこれらの焼土坑が、今回の鴻ノ木遺

跡のグループBのものと同時代であることを示して

いると考えられる。また、大鼻遺跡の他の焼土坑の

磁化方向は全体的に伏角が深く、鴻ノ木遺跡のグル

ープA、Cのものとは一致しないので、時代が少し

異なるものであろう。

同一土坑 (SK201)に作られたグループA(SF228 

・SF229) とグループB(SF226・SF227)の間に

はあまり大きな年代差がなく、また、大鼻遺跡の方

が鴻ノ木遺跡より少し先行するものであるという

前提で考えると、大鼻遺跡の上記の焼土坑が同遺跡

では最も後の時代のもので、それと同時期に鴻ノ木

遺跡ではグループBで始まり、次いでグループA、

その後少し時代的な間隔があいてグループCに移る

という、 B→ A→ Cの順番が、考古地磁気データか

らは、最も可能性が高いのではないかと考えられる。

この場合であれば、 AとCの年代の隔たりは、先の

永年変化の速度 (7,5C /世紀）を用いると、百数

十年となろう。

（富山大学理学部地球科学教室

広岡公夫、景山久美子、田中るみ）
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遺構名 詐肖磁幻没階l N D I a 95  K 平均磁化強度
(o E) (0) (0) (X  1Q-4Am2/Kg) 

- -

S K201 
SF  226 (NRM 15 -7. 3 49.6 1. 72 496.5 6.67 

(2.5 mT 18 -6.3 50.9 1. 99 302.9 6. 16 
5.0 mT 17 -6.3 50.3 1.89 357.4 5.81 

SF  227 (NRM 12 -3.8 52.5 1.89 526.4 4.05 
(2.5 mT 12 -4.8 52.8 1. 68 670.3 4.36 

5.0 mT 12 -6.0 51. 5 1.63 714.0 3.95 
(7.5 mT 12 -6.7 52.0 1. 67 675.2 3.46 

S F  228 (NRM 11 -9.6 48.4 3. 10 218.1 4.23 
(2.5 mT 10 -8.9 47.8 2.46 386.0 4.22 
(5.0 mT 10 -9.5 46.9 2.63 337.3 4.28 

7.5 mT 10 -9.3 46.6 2.62 339.7 3.68 
SF  229 (NRM 12 -8.9 48.9 2.69 261. 3 7.88 

(2.5 mT 12 -8.5 49.2 2.21 387.6 8.04 
(5.0 mT 11 -9.5 48.3 1.85 606.9 8.50 

7.5 mT 11 -9.8 48.1 1.82 632.0 7.19 
(10.0 mT 10 -11.0 47.6 2.03 566.5 6.30) 

S K213 (NRM ， 1.2 52.5 4.19 152.2 0.660) 
(2.5 mT 8 -3.4 50.7 2.50 492.8 0.555) 

5.0 mT ， -0.2 49.7 1. 93 714.4 0.412 
(7.5 mT 7 -1. 7 48.8 2.59 544.6 0.350) 

S H220 
SF231 (NRM 12 5.4 53.0 1. 77 601. 6 1.53) 

(2.5 mT 13 5.7 53.2 1. 70 593.4 1. 54)  
(5.0 mT 12 4.8 51. 9 1.04 1730.8 1.50) 
(7.5 mT 12 4.5 51. 5 1.04 1749.5 1.19) 
10.0 mT 12 4.4 51. 9 0.98 1948.4 0.883 

(15. 0 mT 11 5.4 53.2 1. 78 656.8 0.506) 
SF  232 (NRM 11 0.4 51. 7 1.58 837.0 2.25) 

(2.5 mT 12 0.7 52.0 1. 36 1021. 3 2. 19)  
5.0 mT 12 1.4 50.7 1.29 1127. 1 2.04 

(7.5 mT 12 0.6 50.8 1. 59 748.4 1. 87)  

N: 試料個数、 D:平均偏角、 I : 平均伏角、 幻：フィソシャーのイ，i粕角、
K: フィッシャーの枯皮係数

（ ）は考古地磁気データとして採）llしなかったものをがす

第54表 鴻ノ木遺跡の炉・焼土坑の考古地磁気測定結果

Declination 
N 

斜線の影は過去2,000年間の永年変化の範 JJ~I を小す。
1 : SF 226、2: SF 227、3: SF 228、4: SF 229、

8 : SF 231、9: SF 232、SI : SK 213. 
Declnation : i扁角、 Inclination : 伏角

第100図 鴻ノ木遺跡の考古地磁気測定結果

-195-



遺構名 消磁段階 N D I a'Is K 平均磁化強度
(OE) (0) (0) (xl0-4Am刃kg)

SF 1 7.5 mT 7 0.7 56.1 2.55 560.9 0.558 
SF2 7.5 mT 10 -7.5 51. 2 1.50 1035.1 4.15 

SF3 7.5 mT 7 -0.1 56.5 3.89 241.3 0.485 
SF4 7.5 mT 8 -1. 2 57.0 4.06 187.3 0.492 
SF6 5.0 mT ， -6.7 50.7 2.34 484.8 4.18 
SF7 7.5 mT ， -7.7 55.4 1.90 736.4 0.798 
SF8 7.5 mT ， -10.5 53.4 1. 90 732.8 1.40 

SF 9 7.5 mT 11 -7.1 51. 7 0.97 2236.7 9.61 
SF 10 7.5 mT ， -5.3 59.l 2.57 401.1 0.676 
SF 12 7.5 mT 10 -2.1 55.8 1. 55 977.6 0.770 
SF 14 7.5 mT 11 -4.3 50.8 1.63 786.2 8.77 

N: 試料個数、 D:平均偏角、 I : 平均伏角、 （じ．フィソシャーのイ，；粕角、

K: フィッシャーの精皮係数

第55表 大鼻遺跡焼土坑の考古地磁気データ

Declination 
N 

斜線の影は過去2,000年間の水年変化の範間をがす。

l : SF l、2: SF 2、 3:SF3、4: SF 4、 6:SF6、 7: SF 7、8: SF 8、

9 : SF 9、 10: SF 10、 12: SF 12、 14: SF 14. 
Declnation : 1111¥角、 Inclination: 伏角

第l01図 大鼻遺跡の考古地磁気データ
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3 . 植物遺体

三重県埋蔵文化財センターより調査の機会を与え

られた植物遺体は、同県松阪市射和町鴻ノ木遺跡よ

り1990-----91年の第 1次、 1993-----94年の第 5次調査

によって発掘されたものである。

その時期は、縄文時代早期前半である。その詳細

は、搬入された遺物に伴うラベルの記載にしたがい

第 56表中に遺構別に記す。

(1)植物遺体の種類

判明した植物遺体は次の 4種の種子類である (P.

296写真）。他に微細な不明種子が若干みられる。

A. くるみ科オニグルミ

Juglans mnadshurica subsp. Sieboldiana MAxrM 

B. ぶな科クリ

Castanea crenata Srrn. et Zucc. 

C. ぶな科コナラ属

Quercus sp. 

D. みずき科ミズキ

Cornus controversa lliMsLEY 

4種のうち、ミズキのみ食用にならない。しかし

山地に普通にある落葉高木で材は有用であり、種子

が集落内に持ち込まれるチャンスはあったと考えら

れる。

他の 3種は、縄文時代の大事な食料資源であった。

その分布は、いわゆるドングリ類であるコナラ属の

み、西南日本の照葉樹林帯にも種を異にして分布す

るが、いずれも東北日本の落葉広葉樹林帯の代表的

な樹木である。そして本資料の帰属する縄文時代早

期前半は、現在よりやや寒冷な段階であったことも

留意すべきことである。

それらを食べ物としてみると、クリは甘みがあり、

すぐ食べることができ、縄文早期より食されている。

これに対しオニグルミは、一定期間乾燥させる必要

があるが、旧石器時代後期より食されている。

ドングリ類の大部分、特に東北日本を主に分布す

る種類は、アク抜きをしないと食べられない。そし

て近年の研究では縄文草創期より食されているので

あり、そのために縄文土器が発達したと考えられる
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（渡辺1987b)。

なおアク抜きがドングリ類より難しく、その技術

が縄文中期になって習得され食用化されるようにな

ったトチの実は出土していない。

(2) 出土状態

出土位置を示すラベルを異にする総件数は、 175

件であった。このうち、上層遺構出土の 5件 (144

~ 148)を除く170件の出土状態をみてみると、住

居址 (SH)出土が15遺構86件で最も多く、 50.6% 

を占めている。これに次ぐのは土城 (SK) 出土の

もので、 10遺構34件で20%を占めている。その他は、

炉址 (SF)15遺構19件で11.2%、不詳遺構 (sz) 

4遺構 4件で2.4%、Pitl5件で8.8%、笠含層 12

件で7.1%である。

土城の場合、貯蔵法の 1種として穴貯蔵との関係

が重要であるが、本遺跡の場合、土城内出土は少な

く、特に特定の種類との対応関係は認められなかっ

た。

そして、出土総数を重量で比較すると、オニグル

ミが52.70%でもっとも多く、次いでドングリ類の

38.04%、クリの3.27%の順になる。種皮はドング

リ類やクリのものと推定される。ただし、残存する

量と実際食べられた量とは、常に正比例するとは限

らないことも留意すべきことである。

(3)種別の検討

次に種別に、出土状態と数量を検討する。

A. オニグルミ (P.296写真 1・2)

オニグルミは川沿いや適湿の地に群生する落薬高

木で、東北日本の落葉広葉樹林帯の代表的な樹木で

ある。その核内の種子は脂肪に富み美味であり、 9

~10月に熟す。材も有用である。

15棟の住居址 (SH)よりの出土が最も多く72件

(55.0%)、次いで 8基の土城 (SK) で29件 (22.1

%)、 11基の炉址 (SF) からは 13件 (9.9%)、

2基の不詳遺構で 2件 (1.5%)、Pitで 5件 (3.8

％）、包含層で 10件 (7.7%) 出土している。住居



調 通 遺 ク ク コ 堅 ミ 不 図
ナ

塁 悶査 し ）レ リ ラ 版
構 出 土 位 置 属 種 ズ 細

次 番 ミ 子
玉

皮 種 番
（ラベル記載内容） 子

数 75 にコ 名 核 葉 キ 万に二9

1 1 S H 2 3 4 K 42 縄 SB 1 AB間アゼ① 0.44 0.88 0. 11 0.02 

2 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 AB間アゼ② 0.38 0. 1 7 0.01 

3 S H 2 3 4 K42 縄 SB1 AB間アゼ④ 0.25 0.17 0.02 
ー・

4 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 AB間アゼ⑤ 0.26 0.05 0.03 0.01 
-- - ------ --- - - -

5 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 AB問アゼ 1. 24 0. 13 0.17 

6 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 AC間アゼ① 1. 20 0. 13 2.19 0.05 0.05 1-7 

7 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 AC間アゼ② 0.05 0.08 0.01 

8 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 AC屑アゼ④セリ出し 1. 25 0.26 
- -- --―ュー一 —-- .. ， S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 AC屑アゼ④に対応 0.03 0.02 0.01 

1 0 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 AC胄アゼ下＠に対応 0.71 0.08 0.03 0.02 0.04 

1 1 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 AC問アゼ 0.06 

1 2 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 AC潤アゼ下焼上内 0.46 0.38 0.03 

1 3 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 BD間アゼ① 0.98 0.94 1. 07 0.40 0. 17 1-3 

1 4 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 BD間アゼ② 0.05 

1 5 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 BD間アゼ④ 0. 72 

1 6 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 CD間アゼ① 0.04 0.01 
'"  

1 7 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 CD間アゼ④ 0.15 0.03 

1 8 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 CD間アゼ② 0.01 
， 

1 9 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 CD間アゼ 1. 38 0.46 1. 12 0.07 0.09 
I ---- I-- - -

2 0 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 (A) 1. 50 0.47 2. 16 0. 15 0.03 
...... 

2 1 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 (B) 1. 26 0.76 0.18 1-4・5 

2 2 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 (B) 5.34 1. 72 0.21 0. 13 

2 3 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 (C) 0.08 
' -—ト・

2 4 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 (C) 23.89 1. 98 18.66 5.06 0.03 0.99 1-6 

I I 2 5 S H 2 3 4 K42 縄 SB1 (D) 8.21 0.50 4.40 0.48 1. 35 

2 6 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 その他 0.19 0.01 

2 7 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 ② 0. 16 0.21 0.02 

2 8 S H 2 3 4 K42 縄 SB 1 0.97 0.12 0.10 
. - -- --

2 9 S H 2 3 4 K42 S B 1 0.27 0.32 0.01 0.01 

3 0 S H 2 3 5 M42 縄 SB 1 41. 61 0.04 1. 28 0.04 0.05 1-1 

3 1 S H 2 3 5 M42 縄 SB 1 2.62 0.68 1-2 

I」ヽ 計 95.68 6.19 35.68 6. 72 0. 10 3.05 

3 2 S K 2 3 6 J 43 縄 SK 1 (A) 1. 28 0.56 0.95 0.02 0.01 0.06 

3 3 S K 2 3 6 J 43 縄 SK 1 (B) 0.05 

3 4 S K 2 3 6 J 43 縄 SK 1 (C) 0.08 0.79 0.04 0.02 

3 5 S K 2 3 6 J 43 縄 SK 1 (D) 0.75 0.64 0.04 0.10 

3 6 S K 2 3 6 J 43 縄 SK 1 0.24 0.54 

3 7 S K 2 3 6 J 43 縄 SK 1 アゼ 0. 14 0. 12 0.02 0.04 

3 8 S K 2 3 9 E 43 縄 SK 1 0.51 0.30 0.02 0.03 

3 9 S K 2 3 8 H45 縄 SK 1 0.08 0.26 

4 0 S K 2 3 8 H45 縄 SK 1 0. 13 0.37 0.01 

4 1 S K 2 5 5 H44 S K 1 0.12 0.84 0.04 

,Jヽ 計 3.38 0.56 4.81 0.19 0.01 0.25 

4 2 S F 2 4 5 L 42 S B 1 北側炉内 0. 16 0.31 0.03 

4 3 S F 2 4 6 K42 縄 SB 1 西側炉内 0.33 

第 56-1表植物遺体一覧表
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調 通 遺 ク ク コ 堅 ミ 不 図
ナ

! 5 査 し ）レ リ ラ ズ‘ 片反

構 出 上 位 置 属
次 番 ミ 子

玉
キ 番

（ラベル記載内容） 子
数 弓にコ 名 核 葉 万にコ

1 4 4 S F 2 4 7 K43 縄 SB 1 南側炉煙道 0.86 0. 15 0.53 
'-— 

4 5 S F 2 4 7 K 43 縄 SB 1 南側炉内 9.62 3.34 0.46 0.01 0.15 

4 6 S F 2 4 7 K43 S B 1 南側炉後焼土 0.08 0.01 

4 7 S F 2 4 8 L 39 S X 1 0.38 

4 8 S F 2 4 9 L 39 縄 SK 1 0.04 0.28 0.05 
--

I 4 9 S F 2 4 9 M39 縄 SK 1 2.17 3.68 0. 11 0.02 0.02 

5 0 S F 2 4 9 M39 縄 SK 1 0.01 

5 1 S F 2 5 3 I 41 S K 1 煙 道 埋土 0.03 

1Jヽ 計 13.21 0. 15 8.60 0.66 0.03 0. 18 

5 5 2 S H 2 0 2 S K202-I 0. 18 0.97 0.03 

5 3 S H 2 0 2 SK202-ll 0.55 0.09 
・-

5 4 S H 2 0 2 S K 202-Jl 0. 16 0.09 0.02 

5 5 S H 2 0 2 S K 202-IV 0.09 0.27 0.01 

5 6 S H 2 0 2 F 56 S K202 0.52 0.21 0.03 0.01 

5 7 S H 2 0 2 F 56 SK  202 0.19 

5 8 S H 2 0 3 SK203-ll 0.06 

5 9 S H 2 0 3 S K 203-11 0.01 

6 0 S H 2 0 3 S K203 0. 17 0.01 

6 1 S H 2 0 5 SKZ05-I 0.11 0. 14 0.07 

6 2 S H 2 0 5 J 54 SK205-ll 0.25 
- . 

6 3 S H 2 0 5 S K 205-11 0.09 0.27 0.03 
--

6 4 S H 2 0 5 S K205-IV 0.09 
--

6 5 S H 2 0 5 SK  205 アゼ 0.34 0.08 

6 6 S H 2 0 8 SK208-l 0.07 0.02 
--

6 7 S H 2 0 8 S K208-ll 0.06 

6 8 S H 2 0 8 S K 208-11 0.04 0.08 

6 9 S H 2 0 8 S K 208-ff 0.05 0.09 0.01 

7 0 S H 2 0 8 S K 208-IV 0.08 

7 1 S H 2 0 8 SK  208 0.32 1. 61 0.02 

7 2 S H 2 0 9 S K209-l 0.04 

7 3 S H 2 0 9 S K209-Il 0.05 0.02 0.03 

7 4 S H 2 0 9 S K 209-11 0.07 
.. F一

7 5 S H 2 0 9 S K 209-N 0.04 0.37 0.07 

7 6 S H 2 1 0 I 52 SK  210 内 p 1 0.04 

7 7 S H 2 1 0 S K210-I 0.05 

7 8 S H 2 1 0 SK210-Il 0.05 

7 9 S H 2 1 0 S K210-][ 0.02 0.54 

8 0 S H 2 1 0 SK  210ー刊 0.01 0.04 

8 1 S H 2 1 0 SK  210 アゼ 0.06 

8 2 S H 2 1 0 SK  210 0.03 0.07 

8 3 S H 2 1 1 S K 211 上面 0.01 

8 4 S H 2 1 1 M51 SK211-I 〇.08 0.28 

8 5 S H 2 1 2 SK212-I 2.72 0.02 0.01 1-9 

8 6 S H 2 1 2 S K212-ll 0.02 0.44 

8 7 S H 2 1 2 S K 212-1[ 0. 11 0.91 

第 56-2表植物遺体一覧表
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調 通 遺 ク ク コ 堅 ミ 不 図
ナ

! ij 査 し ）レ リ ラ ズ 片反

構 出 土 位 置 属

次 番 ミ 子 孟
キ 番

（ラベル記載内容）
数 弓にコ 名 核 葉 弓にゴ

5 8 8 S H 2 1 2 SK212-IV 0.12 0.47 
I --・- --- ---

・・ → 一•

8 9 S H 2 1 2 SK  212 アゼ 0.24 0.49 0.41 0.02 

9 0 S H 2 1 2 F 51 SK  212 0.06 

9 1 S H 2 1 4 S K214-IV 0.08 0.01 

9 2 S H 2 1 4 SK  214 アゼ 0. 10 

9 3 S H 2 1 8 SK  218 1. 58 0.08 2.06 0. 11 0.02 

9 4 S H 2 1 8 G49 土器集中の下 2.86 8.34 0.05 1-10・1 

9 5 S H 2 1 9 S K219 アゼ 0.04 0.07 0.04 0.01 

9 6 S H 2 1 9 I 47 土器集中 0.13 0.19 0.04 0.02 

9 7 S H 2 2 0 SK  220 上面 0.12 0.07 
- ---

9 8 S H 2 2 0 SK220-I 0.08 0.26 0.01 
'―  ' 

9 9 S H 2 2 0 SK220-Il 0.06 0. 10 0.04 

1 0 0 S H 2 2 0 S K 220-1[ 0.15 0.08 

1 0 1 S H 2 2 0 S K 220-IV 0.07 0.09 

1 0 2 S H 2 2 0 G4S SK  220 アゼ 0.04 0.01 

1 0 3 S H 2 2 0 G4S 士器集中 0.25 0.23 0.03 0.02 

1 0 4 S H 2 2 3 H 50 s z土器集中の下 0.56 0.75 0.02 0.01 0.01 
-- - - -

1 0 5 S H 2 2 3 H 50 土器集中 0.04 

1 0 6 S H 2 2 3 H 50 石集中 0.38 0.98 0.06 
- -- - -- --

I」ヽ 計 9.77 0.57 24.50 0.91 0.02 0.18 

1 0 7 S K 2 0 1 SK  201 (p 1) 0.06 0.10 0.05 0.01 

1 0 8 S K 2 0 1 SK  201 アゼ 1. 10 1. 18 0. 10 0.05 
I - -―---

1 0 9 S K 2 0 1 SK201-I （土坑） 0.45 0.19 0.01 0.01 

1 1 0 S K 2 0 1 S K201-I （土坑） 0.22 

1 1 1 S K 2 0 1 SK201-I 0.79 0.53 0.02 0.02 
ー・▼

1 1 2 S K 2 0 1 SK201-I 0.22 0.79 

1 1 3 S K 2 0 1 S K201-ll 内土坑 0. 15 0.06 
-'  

1 1 4 S K 2 0 1 SK201-ll 0.51 0.67 0.20 0.03 

1 1 5 S K 2 0 1 SK201-ll 0. 14 0.06 0.92 1-8 
」

1 1 6 S K 2 0 1 S K201-ll (土坑 2) 0.30 0.35 0.01 

1 1 7 S K 2 0 1 S K201-ll 内土坑
I 

0.63 1. 58 0.20 

1 1 8 S K 2 0 1 SK201-I[ 1. 44 0. 11 1. 32 0.37 

1 1 9 S K 2 0 1 S K201-I[ I 0.34 0.07 

1 2 0 S K 2 0 1 S K201-N 1.04 2.71 0.41 0.04 

1 2 1 S K 2 0 1 S K201-IV 0.87 2.36 0.03 

1 2 2 S K 2 0 1 S K 201-V 0.38 0.14 0.04 0.04 

1 2 3 S K 2 0 1 S K201-V 0.61 0.44 

1 2 Lt S K 2 0 1 SK  201-VI 0.04 0.02 

1 2 5 S K 2 0 6 SK206-l 0.02 

1 2 6 S K 2 1 3 SK213-I 0.28 0.46 0.71 0.19 

1 2 7 S K 2 1 3 SK  213 0.34 0.31 1. 30 0.05 

1 2 8 S K 2 2 1 SK  221 0.01 

1 2 9 S K 2 2 2 SK  222 0.05 0.02 

1 3 0 S K 2 2 5 SK  225 0.08 0. 10 0.05 0.02 

I」ヽ 計 9.60 1. 04 15.87 1. 59 

゜
0.42 

第 56-3表植物遺体一覧表
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調 通 遺 ク ク コ

盟>
ミ g 不

図

査 し ）レ リ

i 孟
ズ 財反

構 出 士 位 置
次 番 ミ 子 キ 番

数 万にコ 名
（ラベル記載内容）

葉 弓ロ核

5 1 3 1 S F 2 0 4 F 55 S K204 0. 14 0.06 

1 3 2 S F 2 1 6 E 54 S F 216 埋土 0.20 0.04 

1 3 3 S F 2 2 6 SK  201内 S F 1埋土 0.57 0.21 0.01 0.01 

1 3 4 S F 2 2 7 SK  201 SF  2 0.04 1. 65 0.06 0.02 1-12 

1 3 5 S F 2 2 8 SK  201内 S F 3 1. 40 1. 58 0.26 

1 3 6 S F 2 2 9 SK  201 S F  4 0.68 0.93 0.16 0.05 

1 3 7 SF  2 3 0 SK  201 S F 5 0.03 

1 3 8 S F 2 3 2 G4S SK  222 東側炉 0.58 0.01 

1 3 9 S F 2 3 3 G48 S K220 西側炉内天井下・床面直上 0.06 0.20 

I」ヽ 計 2.78 

゜
5.49 0.60 

゜
0.08 

1 4 0 S Z 2 1 5 S Z 215 0. 19 0.08 

1 4 1 S Z 2 6 2 I 55 S Z 4 1. 94 0.23 0.01 

1 4 2 S Z 2 6 5 H 55 S Z 13 0.01 

1 4 3 S Z 2 6 6 H47 S Z 32 断ち割り 0.05 

I」ヽ 計 0.24 

゜
1. 94 0.32 

゜
0.01 

1 4 4 S X 5 0 5 SK  5 0.07 0.01 

1 4 5 S X 5 0 7 SK  7 (1) 0.09 0.03 

1 4 6 S X 5 0 8 SK  8 0.30 

1 4 7 S K 5 0 9 L 51 SK  9 ツボの中 0.04 

1 4 8 S Z 5 3 3 K 50 S Z 33 0.02 0.10 

I」ヽ 計 0.52 

゜
0. 10 0.03 

゜
0.01 

1 4 9 H47P it 1 H47 p - 1 0.05 0.12 

1 5 0 H47Pit2 H47 p - 2 0.04 

1 5 1 H48Pitl H48 p - 1 0.01 

1 5 2 H48Pit2 H48 P-2  0.04 

1 5 3 H48Pit3 H48 P-3  0.01 

1 5 4 H48Pit4 H48 P-4  0.22 

1 5 5 H49Pitl H49 p - 1 0.37 

1 5 6 J 54 P it 1 J 54 p - 1 0.04 

1 5 7 J54Pit2 J 54 P-2  0.02 

1 5 8 K47P it 1 K47 p - 1 0.07 0.01 

1 5 9 K49Pitl K49 p - 1 0.03 

1 6 0 K54Pit2 K54 p - 2 0.01 

1 6 1 L48Pitl L 48 p - 1 0.01 

1 6 2 L48Pit3 L 48 P-3  0.01 

1 6 3 L49Pit12 L 49 P -12 0.05 0.03 

,jヽ 計 0.21 

゜
0.84 0.09 

゜ ゜1 6 4 包 含 層 F 49 下包 淡褐 0.01 

1 6 5 包 含層 G50 包 0.07 0. 11 

1 6 6 包 含層 H47 下包 褐 0. 12 0.08 0.01 

1 6 7 包 含層 H48 下包 0. 11 

1 6 8 包 含 層 H 50 包 0.24 0. 16 0.06 

1 6 9 包 含層 H 50 下包 0.40 0.22 0.04 

1 7 0 包 含層 I 47 下包 褐 0. 15 0.32 0.01 

1 7 1 包 含層 I 47 下包 淡 0.35 

1 7 2 包 含層 I 47 下包 0.45 0.21 0.01 0.02 

1 7 3 包 含 層 I 48 下包 褐 0.03 0.01 

1 7 4 包 含層 I 49 下包 0.05 

1 7 5 包 含 層 I 49 下包 褐 0.02 0.04 

I」ヽ 計 1. 88 

゜
1. 26 0. 14 0.02 

゜合 計 137.27 8.51 99.09 11. 25 0.18 4.18 
- - -- -- ---- -- ----- - - - - -- - --

（ ％ ） 52.70 3.27 38.04 4.32 0.07 1. 60 

第 56-4表植物遺体一覧表
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址に最も多く、土城がこれに次いでいて、全体的傾

向と一致している。

B. クリ (P.296写真 3~ 6) 

山野に普通にある落葉高木で、東北日本の落葉広

葉樹林帯の代表的な樹木である。その種子は甘くて

美味であり、 9~10月に熟す。材も有用である。

4棟の住居址 (SH)より16件 (69.6%)、4基の

土城 (SK)より 6件 (26.1%)、炉址 (SF) より

1件 (4.3%)出土している。住居址が最も多く、土

城がそれに次ぐ点はオニグルミと同様で、全体の傾

向と一致している。

サイズの明確な 2点の計測値は、第57表に示すと

おりである。高さ・幅とも 1cm前後で小型である。

平均重量 0.38gで総量8.51gを除すと、 23個体が推

定される。

C. ドングリ類 (P.296写真7~12)

俗にドングリ類と総称される堅果類は、ぶな科の

コナラ属・シイノキ属・マテバシイ属などの種子類

である。これらにはアク抜きをしないでそのまま食

べることのできる種類と、食べることのできない種

類とがある。そして種の違いや食べ方の違いなどに

よって、アク抜きの方法にも差異がある。これらに

基づいて、筆者はドングリ類、 A~D類に大別して

いる（渡辺1987a, 第58表）。

A類は、 ドングリまなこの語源になったまんまる

いクヌギなどの仲間である。これらを粒のままアク

抜きする場合は煮沸＋水さらし、製粉した場合は水

さらしのみでよい。

B類はナラ類で、楕円形を呈す。 A類と分布もア

ク抜きの方法も同じである。

C類は、 A・B類と異なり西南日本に多いカシ類

である。側面形はB類と同様に楕円形を呈し、子葉

だけになると区別は困難である。これらは粒．粉の

違いを問わず、水さらしのみで、アク抜きができる。

D類は、アク抜きのいらないシイの仲間であり、カ

シ類中例外的にイチイガシもこれに含められる。 C

類同様西南日本に多い。

したがってアク抜き不要のD類、水さらしのみの

c類は西南日本の照葉樹林帯、煮沸＋水さらしの必

要なA・B類は東北日本の落葉広葉樹林帯に分布す

ることが明らかであるが、粉の場合にはその地域差

は解消することになる。ただし、製粉技術の登場す

る縄文前期以前の段階では煮沸は不可欠の工程であ

り、そのための道具として縄文土器が発達したと考

えられる。尖底土器はお湯を湧かして何度も煮沸を

繰り返すためには、もっとも合理的な形態であると

考えられる（渡辺 1987b)。早期前半の本遺跡につ

いても、同じことが考えられるのである。

14棟の住居址 (SH) より64件 (49.6%)、8基

の土壊 (SK) より31件 (24%)、 12基の炉址 (s

F) より15件 (11.6%)、不詳遺構 (sz) より 1

件 (0.8%) Pitより 9件 (7.0%)、包含層よ

り9件 (7.0%)出土している。住居址に最も多く

土渡がこれに次ぐ点は、上記の 2種と同様、全体の

傾向と一致している。

本遺跡のドングリ類は、破片が多く全形のまま残

っている例はきわめて少ないが、いずれも楕円形を

呈し、 B・C類とみなされ、イチイガシやシイ類は

認められない。またドングリ類もタテに長いものが

あり、 B・C類のいずれかとみるよりも、両者が含

まれていると考えたい。

サイズの明確な 4点の計測値は、第57表に示すと

,¥ i 丁 I_完完@ % 形~ 四 I • , 

I 長 I甲

甲.i.4'  因

車畠

．0． さ.2 -加濫号 4 

Lヒ
碑 さ さ

- -

K 42輝 S B 1 (B)  0. 92 0. 96 0.50 

クリ ロー S 五-2 3~i I K 42細 SE 1 (E)  1.21 - 1.-00 

--- -

0.89 0.5 - 5 

平均値 1.07 0.98 0.70 0.38 

0 1 S K 2 0 1 の Il 半 1.39 1.16 1.20 0.65 ：0. >39 ~口,_ 8 
ニコ

4 :t,: s H いL2 
S K 2 1 2 の I 乎 1.70 0.87 1.95 0.51 

ナ

2 1 8 G49土器集中の下 平 1.80 0.93 1.93 0.51 
ラ -- --- -,-:-~*:::: 2 1 8 G49土器集中の下 'Iを 1.28 0.78 
Jぷ

甲- 均 {il'.l: 1.54 I 0.94 1. 6 0.30 

第 57表堅果類計測値一覧表（単位： cm, g) 
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おりである。長幅示数は1.20~1.95の広い範囲を示

していて、上記の推定を支持するようにみえる。な

お表中に半とあるのは、及子葉植物であるコナラ属

の片側のみが遺存していることを示している。半の

平均重0.30gを 2倍して総量 99.09gを除すと、

166個体が推定される。

(4) おわりに

これらの資料は、先に記したように縄文時代の重

要な食料資源であった。特にドングリ類は主食的な

位置を占めていたし、クリやオニグルミもそれに準

じる位置を占めていたのである。本遺跡ではそれら

が多量に出土し、資料数の少ない縄文時代早期の資

料を埋めるものとしてきわめて重要である。尖底深

鉢形土器をはじめとする関連する遺構・遺物などの

検討も含めて、縄文時代の食料問題研究がさらに前

進することが期待される。

（渡辺誠）
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ジャーナル， 279. 24-27頁。束以。
渡辺 戚， 1987b : fl韓におけるドングリ紅と縄文 t.器の起源一

韓国における考古民族学的研究.II。名古）牡大学文学

部研究論梨，史学33. 1-15貞。名古／荘。

民俗分類

A. クヌギ類

製粉または加熱処理＋水さらし

属

コナラ亜属

B. ナラ類

製粉または加熱処理＋水さらし コナラ属

C. カシ類

水さらしのみ アカガシ亜属

D. シイ類など シイノキ属

マテバシイ属

第 58表 ドングリ類の分類
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種（出士例のみ） 森林帯

クヌギ

カシワ 落築広莱樹林帯

（東北日本）

ミズナラ （韓 国）

コナラ

アカガシ

アラカシ

照蔑樹林帯

イチイガシ （西南日本）

（韓国南海岸）

ツブラジイ・スタジイ

マテバシイ



4. 層序の検討

第2次調査では、縄文時代の遺構や遺物はほとん

ど検出されなかったが、発掘調査で確認された土層

断面のうち、朱中遺跡B地区の縄文時代の遺物包含

層に対比されると考えられる層が認められた。

本報告では、この層について、朱中遺跡B地区と

同様の放射性炭素年代測定とテフラの検出を行い、

層序対比を行う。

(1)試料

第2次調壺では、耕土の下位に数層の土層が確認

されている。耕土層直下は茶灰色土層であり、その

下位に奈良• 平安時代の包含層に対比されると推定

されている砂質の灰褐色土層がある。その下位は黄

灰色砂質土層であり、その下位に黒褐色の砂礫混じ

り土層、黒灰色粘質土層、黒色粘土層という順で土

層が認められている。これらの 3層のうち、黒褐色

の砂礫混じり土層は、朱中遺跡の縄文時代の包含層

に対比されると考えられる。

試料は、上記の 3層から各 1点ずつ採取され、上

位より試料番号 1~ 3とされた。すなわち、朱中遺

跡B地区の包含層に対比されると考えられている土

層の試料は試料番号 1である。放射性炭素年代測定

には、試料番号 1の土壌を試料とし、テフラの検出

には試料番号 1~ 3までの 3点を選択した。

(2)放射性炭素年代測定

A. 測定方法

測定は、学習院大学放射性炭素年代測定室が行っ

た。なお、 14cの半減期として LIBBYの半減期5570

年を使用した。

B. 結果

得られた年代は、 4330土lOOy.B.P.(Gak-16488) 

である。

(3) テフラ検出

A. 分析方法

試料に水を加え、小型超音波洗浄装置により分散

上澄みを流し去る。この操作を繰り返すことにより
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泥分を除去する。得られた砂分を実体顕微鏡および

偏光顕微鏡下で観察し、テフラの本質物質である軽

石、スコリア、火山ガラスの産状を調べる。さらに、

必要ならば火山ガラスの屈折率の測定を行う。これ

らの観察および測定結果からテフラの同定を行う。

B. 結果

試料番号 1~3には、微量の火山ガラスが含まれ

る。火山ガラスは、薄手平板状のいわゆるバブル型

を呈し、無色透明なものと褐色を帯びたものとが認

められる。

(4)考察

土壌を試料とした場合の放射性炭素年代は、様々

な要因が加わった結果であるため、その土層の堆積

年代との関係を評価することは難しい。今回の測定

年代は、朱中遺跡の縄文時代包含層の年代に比べて

2000年以上も新しい。一方、テフラ検出により認め

られた火山ガラスは、朱中遺跡同様に K-Ahに由

来すると考えられる。本分析の産状は、朱中遺跡の

③層から⑤層に類似する。すなわち、試料番号 3の

採取された黒色粘土層も朱中遺跡の⑤層以上に対比

される可能性がある。したがって、上記放射性炭素

年代を考慮すれば、試料番号 1の採取された層は、

朱中遺跡の縄文時代包含層よりも上位の層に対比さ

れる可能性がある。

（パリノ・サーベイ株式会社）

〈註〉

朱中遺跡の分析粘呆の概要を以卜＾に出す。

B地fメでは、盛 Lのド位に①/~ から⑧層までのい付が確，iど、され

ている。その謹細は次の通りである。①附；耕作 L、②層；）米 L

層、③層；奈良• 平安時代の逍物他含I曽、④！杓；黒色u悦、⑤IM; 

縄文時代If期を中心とする遺物他含層、⑥IM; 縄文時代の遺構検

出面、⑦I曽；黄色砂層（地山）、⑧層；賠黄灰色粘u悦。次に、③

層から⑦ /~ まで各料 l点ずつ試料を採収し、卜位より試料番り l

~5とした（奈良・平安時代の遺物己含料の試料＝試料番号 1、縄

文時代の遺物包含IMの試料＝試料番サ 3)。放射性炭索年代測定に

は試料番り 3を、テフラの検出には試料番サ 1~ 4を使Illした。

放射竹炭索年代の測定方法は、前品の鴻ノ木遺跡と同様の方法

で行い、 6880士130y.B.P.(Gak-16487) の年代が得られた。

テフラ検出の分析方法も前品の鴻ノ木遺跡と同様の方法で行い、



以ドのような粘呆を得た。

試料番り l-3には、微絨の火山ガラスが含まれる。火山ガラ

スは、薄手‘ド板状のいわゆるバブル型を呈し、無色透明なものと

褐色を幣びたものとが認、められる。，式料番り 4には、スコリア、

火山ガラス、軽石のいずれも認められない。（第60表）

以上のことから、次のような粘論を得た。放射性炭索年代の測

定年代は、概ね縄文時代早期といわれている年代観と一致する。

方、テフラ検出により認められた火山ガラスは、その形態と廂

出層位から鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah:町lll・ 新井、 1978) に

由来すると考えられる。ただし、本分析の産状からは、その降灰

層準を推定することはできない。試料番号 4から検出されないこ

とを考慮すれば、⑥層はK-Ah降灰以前の堆積層であり、⑤層

はK-Ah降灰前後からそれ以降の堆積層であると考えられる。

この年代観は、 t記の放射↑生炭素年代と矛盾しない。

試料番り

スコリア
ー・］' 

I 

量 色調•発泡度 最大粒径 I

! 1 I ＋ 
I 

i 

， ， 

2 

1！ : 
i 3 

星

＋＋＋＋：多量 ＋＋＋：中量 ＋＋：少量 ＋：微量

cl : 無色透明 br : 褐色 pm: 軽石型 bw : バブル型

第59表 テフラ分析結果

スコリア

試料番号
［ ， 

亘ロ 1 色調•発泡度 最大粒径！ 量

＋ 

'2 ＋ 

3 ＋ 

i 4 

＋＋＋＋：多量 ＋＋＋：中量 ＋＋：少量 ＋：微量

C 1 • 無色透明 br: 褐色 pm: 軽石型 bw: バブル型

第60表 朱中遺跡テフラ分析結果

〈文献〉
町HI 洋• 新）りり火 (1978) 南九州鬼界カルデラから哨出した

広域テフラーアカホヤ火山灰．第四，記研究， 17, P.143-163 

火山ガラス 軽石

色調 形態 量 色調•発泡度 粒径

cl, br bw 

c 1, br bw 

c 1, br bw 

ー：なし

W: 白色 g: 良好

火山ガラス 軽石

色調 形態 軍Eal 色調•発泡度 粒径

c 1, br bw 

cl, br bw 

cl, br bw 

ー．なし

W: 白色 g: 艮好
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VII. 考察

1 . 遺跡の立地環境と遺構

今回の発掘調査は、バイパス予定地内に限られた

ため、遺跡の全体を発掘するには至らなかった。

しかし、鴻ノ木遺跡のほぼ中心部と考えられる部分

を発掘、縄文時代早期前半期に属する竪穴住居や煙

道付炉穴など、多数の遺構を検出し、当該時期の良

好な資料を得ることができた。

ここではいくつかの成果をふまえ、若干の検討を

行い、今後の課題を提起してまとめにかえたい。

(1)遺跡の立地環境について

当遺跡は櫛田川の中流域左岸の低位段丘上の埋没

微高地上に立地し、標高約24mを測る。この微高地

は櫛田川に注ぐ小支流が形成した小扇状地によって

ほとんど埋積されている。地表面の観察ではほとん

ど比高差が認められないが、空中写真では直径約80

mほどの範囲が周囲より白っぽく写っていること、

また土地利用が周囲の水田に対して畑地であること

から、微高地の範囲がほぽ推定できたものである。

このような空中写真判読などを利用して当遺跡の広

がりを推定するならば、今回発掘調査を行ったバイ

パス建設予定地からさらに東へ広がることが推定で

きる。

発掘調査の結果から判明した遺跡範囲は、東西は

40m以上、南北は遺構の存在するのが80m、遺物包

含層が広がるのがおよそ100mの範囲であった。

縄文時代早期の集落規模について、県内で明らか
② 

になった例としては、亀山市の大鼻遺跡などがある

が、大鼻遺跡では広い段丘上で自由に占地すること

ができるのに、ごく限られた13m四方ほどの狭い範

囲に住居と炉穴が集中的に営まれていた。遺構は調

査区よりさらに北に広がりをみせることから、集落

の範囲はもう少し広い範囲と考えられる。

安芸郡美里村の西出遺跡は、発掘区より遺跡が広

がるため規模は不明であるが、少なくとも35mX30
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m以上の範囲に竪穴住居が集中する。

一志郡嬉野町井之廣遺跡ででは、東西にのびる緩傾

斜の尾根上南斜面を中心として、東西40mX南北16

mほどの範囲に住居が集中していた。

また、櫛田川を挟んで当遺跡のほぽ対岸の中位段

丘面上に立地する、多気町の坂倉遺跡では40mX25

m以上の広がりが認められた。このように、県下の

早期押型文士器前半期の遺跡規模については、大概

の把握ができそうである。

いずれの遺跡も、主要河川からは相当の隔たりを

もって立地している。前期以降の、河川にへばりつ

くような遺跡立地の例とは明らかに異なる。河川漁

労が生業として重要な地位にまだ位置づいていなか

ったことを示しているものと考えられよう。

(2)遺構について

今回の発掘調査によって、鴻ノ木遺跡では上層に

平安時代を中心として、縄文時代中期末ないし後期

初頭、弥生時代中期、奈良時代、および中世の遺構

が検出された。そしてこれらの遺構検出面以下に縄

文時代早期遺物包含層が部分的に広がることが確認

された。

この下層の早期遺構群は、第 1次調査時には一部

の遺構 (SH251など）が上層遺構検出面にて検出

されているが、これは微高地のレベルの最も高い部

分に営まれたことによって、上層遺構検出面に近か

ったことによるものと考えられる。ちなみに、 SH

251の検出レベルは 23.8mに対して、その東約

7mの下層で検出されたSH234は23.5mだった。

この 2棟の竪穴住居は、出土遺物から時期的に違い

が認められる。すなわち、上層時検出のSH251は

鴻ノ木w式期であるのに対し、 SH234の方は大川式

に属する。早期遺物包含層の分層は困難だったが、

この層のより上位に新しい時期の遺構が営まれたこ



とが想定できる。

なお、第 1次および第 5次調査にて全部で 7基検

出された集石遺構は、類例から判断して集石炉と考

えてよかろう。これらはすべてレベルも高い上層遺

構検出面にて検出されている。

しかし、この遺構からは遺物が全く出土しておら

ず、早期のどの時期に営まれたものであるかは確定

できない。レベル的にみればSH25lと同様に、下

層早期遺物包含層の上面近くに構築されており、埋

土も他の早期に属する遺構埋土（灰黄褐色土）では

なく、上層の黒褐色土であったことから、下層遺構

の中でも最も新しい時期のものと思われる。集石遺

構については、改めて後述する。

なお、主な遺構については出土した炭化物の11c

年代測定を実施しており、別稿のとおりである。注

目されるSH234では9,990士150(Gak-18061)年

BPから10,270士170(Gak-18057)年BPという数

値が、またSF247は9,390土170(Gak-18059)年B

P、SK201については10,300士360(Gak-18784)年

BPというデータが得られた。 SH2l 8の7,420士

190 (Gak-18787)年BPというデータを除けば数値に

バラッキはなく、大川式期の遺構の年代として、今

後の比較研究の材料となるだろう。

なお、すべての遺構について測定していないが、

神宮寺式期のSK213が、9,740土320(Gak-18785) 

年BP、鴻ノ木w期のSH220は9,870士380(Gak-

18788)年BP、所属時期が不詳の集石遺構S2265

は9,470土310(Gak-18789)年BPであった。今後さ

らなるデータの蓄積を待たねばならない。

（ア）竪穴住居について

竪穴住居と考えられる遺構は全部で18棟検出され

た。すべて円形を基調として、直径 3~4mほどの

長円形や楕円形を呈するものである。壁面の立ち上

がりは緩やかで、壁面と床面との区別がはっきりつ

かないものが多い。底面は平坦か若干中央が窪むよ

うな鍋底形で、同時期の他遺跡の例とも類似する。

住居内にば炉などの施設はなく、主柱穴も認められ

ない。当遺跡ではSH218だけが、住居内縁の壁付

近に 4個の柱穴と一部周溝状の遺構が確認され、こ

のほか 2棟で外周縁辺に垂木穴状のピットが多数確

認された。県内他遺跡の例からみても、押型文期の
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竪穴住居の構造は、まだ主柱穴をもたない、簡単な

形式の住居、すなわち伏屋式竪穴住居であったこと

が追認できよう。県内で、主柱穴を持つ住居の出現

は、今のところ前期後半の員弁郡員弁町の北野遺跡

例まで待たねばならない。この時期には屋内に地床

炉が築かれ、住居構造も大きく変化していることが

わかる。

なお、竪穴住居に重複して検出されだ煙道付炉穴

については、住居に付属する施設でないことをすで

に遺構の項でも述べた。

当遺跡で確認できる押型文土器型式は大きく分け

て、大鼻式、大川式、神宮寺式、および本報告で提

唱する鴻ノ木w式の 4期に分けられる。この中で、

量的に主体となるのが大川式で、鴻ノ木w式がそれ

に次ぐ。大鼻式と神宮寺式はごく微量しかない。

各住居跡出土の土器から判断すると、竪穴住居は

主体をしめる大川式と鴻ノ木w式の 2時期に分けら

れる。したがって、調査区内においては各期 7~9

棟程度の住居が存在したものと考えたい。

ところで、当遺跡では住居の重複が見られないの

が特徴的である。県内では大鼻遺跡、西出遺跡、一

志郡嬉野町の井之廣遺跡において、 2~数棟の住居

が少し位置をずらしつつ重複して検出されており、

比較的短期間での移動の結果としての、同じ場所で

の建て替え、もしくは 1型式内での定住の結果とし

ての建て替えと考えられる。

当遺跡を含む櫛田川中～下流域の半径 5キロ圏内

には、 10の当該期の遺跡が知られている。これらの

遺跡を地理的なまとまりから 3つの遺跡群としてと

らえ、出土型式の比較検討から同一単位集団が一定

領域内で、継起的に住居を移動させた累積の結果、

と考えられている。

（イ）煙道付炉穴について

今回の調査では、遺存状態の良好な煙道付炉穴が

多数検出された。天井部が残るものは対岸の多気町

坂倉遺跡につぐ発見である。同様の炉穴は大鼻遺跡

と西出遺跡でも検出されているが、天井部が残るも

のはない。

この類の炉穴で煙道が残存する明確なものは、近

畿および中部地方においては三重県にのみ確認され

ているだけである。しかし、岐阜県丹生川村西田遺



⑩ 

跡や、長野県飯田市美女遺跡、愛知県足助町馬場遺
⑫ 

跡などに、煙道付炉穴と認定できるものが検出され

ており、近い将来において、これらの地域でも煙道

が遺存する炉穴が発見される可能性は高い。

三重県以西では南九州地方の縄文時代草創期から

早期の遺跡そ、また東方では関東地方において早期

後半期の遺跡で、多数の炉穴が検出されている。こ

れらを同じ系譜のものとみなせば、この炉穴は草創

期に南九1-Mで構築されはじめ、早期前半に三重に、

後半には関東地方へ波及したことになる。

当遺跡では天井部が完存、あるいは一部残存する

炉穴が13基ある。そのうち出土遺物からSF226~ 

229,246,247,248,249の8基が大川式期であること

が判明した。このほかは出土遺物がないので、明確

な時期の比定はできないが、鴻ノ木w式期の竪穴住

居跡であるSH220を切り込んでSF231,232が、

また SH251 を切り込んで SF252,253が営ま

れていることから、少なくともこれらの炉穴は鴻ノ

木w式期以降のものと考えられる。

これらのことから、この特徴的な遺構である煙道

付炉穴の営まれる時期を、現段階では坂倉遺跡の例

から大鼻式に伴うのを最古とし、鴻ノ木w式期ころ

まで存続した遺構であるとしておきたい。

さて、この炉穴には共通する特徴がある。基本的

に平面形態は隅丸二等辺三角形状ないしは紡錘状を

呈し、断面形は船底形、最も広い焚き口部から次第

に深くなり、天井部のある燃焼部付近が最も深くな

る。そして、急激に立ち上がり煙道部となる。削平

の度合いにもよるだろうが、煙道部の平均的な大き

さは、およそ直径が 30cm程度である。そして、ほ

とんどの場合、この煙道部もしくは天井部の下部

（燃焼部）に、ひときわ大きく偏平な河原石が据えられ

ている例が多い。南九1+1での同様の例では、石皿が

入ってた例がある。

当遺跡ではこの石は強く火を受けた様子はない。

何の目的で据えられているのか分からないが、台石

様の偏平な石（使用痕は確認できない）を選んでい

るようである。

天井部少し手前付近から天井部下にかけての燃焼

部床面は、よく焼け締まって鮮やかな橙色を呈して

いる。断ち割り調壺の結果、焼け締まって固化した
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部分の厚さが約 2-----3 cm、そしてその外側に受熱し

て赤褐色に淡く変色している部分が数cmほどである

ことがわかった。この焼けた部分の広がりは、床面

で最も広い範囲におよび、床面から壁面に向かって

立ち上がりながら、天井部手前付近まで広がる。天

井部も焼けてはいるが程度は弱＜、床面ほど良く焼

けてはいない。まだ煙道部も焼けてはいない。

床面近くの遺構埋土には、微細な焼土とともに多

量の炭化物が含まれていた。特にSF246,247では

燃料材と考えられる細い枝材やカヤの茎のようなも

のも確認できた。また、別稿での報告のように、炭

化物の中にはクリ、 ドングリの炭化したものや、ヤ

マブドウなどの種実なども出士しているのが注目さ

れる。

もうひとつ注目されるのが、 SF247の焚き口部

において、燃焼部から掻き出されたように堆積して

いだ焼土混じりの土中から検出された粘土塊（焼け

ている）である。この炉穴からは大川式の深鉢が潰

れた状態で出土しており、この炉穴の機能のひとつ

として、土器の焼成坑の可能性もあげておきたい。

もっとも、この完形に復元できた深鉢 (1554)には

補修孔があり、この炉穴で焼成したものとは考えら

れないが、現時点では多様な機能を考えておくのも

よいのではないかと考える。

南九朴lでは古くから炉穴が検出されていたことも

あって注目され、この炉穴の機能として、燻製施設

であるという意見があり、最近実験によってこの意

見が補強されるなど、精力的な研究が進められてい

る。

三重県においても、今後は脂肪酸分析など自然科

学的分析の手法を導入するなど、様々な分野からの

アプローチによって機能面などの課題に迫っていく

必要があろう。

さて、この炉穴について、時期的に形態的な変遷

がたどれるのであろうか。

平面的な形態を見たとき、削平の問題も考慮に入

れなければならないが、最も古いと考えられる多気

町坂倉遺跡での炉穴は全長がl.3-----2.5mほどのも

のが主となる。大川式に属する当遺跡例では、 2.5

-----3.Smと長くなるが、鴻ノ木w式以降とされるも

のでは1.0~l.8mとなり、小型化の傾向が見て取



れる。平面形も大川式期の隅丸二等辺三角形もしく

は紡錘形から、鴻ノ木w式期の長円形もしくは長楕

円形へ変化するようであるが、所属時期の明確なも

のが少ない現時点では速断できない。様々な面から

共通点や相違点を洗い出し、さらなる類例の増加を

待って詳しく検討すべき課題としておきたい。
⑱ 

なお、南九州の例を参考にすると、草創期の炉穴

では長さが3.5m前後、幅lm程度であるのに対し

て、早期では長さはl.7------3m前後、幅0.5-0.8 

m前後へとやや小型化するように思われる。

また、同じ時期に煙道付炉穴以外に、焼土を伴う

小土坑があることから、それぞれ異なる機能を有し

ていたことを考えなくてはなるまい。また、すでに

述べた集石遺構との関係も、当遺跡の集石遺構の時

期が比定できないため大きな課題となろうし、炉以

外の様々な用途・機能も想定されてきている。

このような集石遺構の類例は、県内においては一
⑲ 

志郡嬉野町の井之廣遺跡（神宮寺式）、松阪市広瀬
⑳ 

町の上ノ広遺跡（神宮寺式）、鈴鹿市東庄内町の東

註）

① 極東米軍による昭和 22年撮影の空中写真 (49Y82RSP

R201) を使用

② 山田 猛ほか「大鼻遺跡」三重県埋蔵文化財センター 1994 

③ 堀田隆長「30.三重県安芸郡美里村西出遺跡」「日本考古学

年報」 42 (1989年度版） 日本考古学協会 1991 

④ 発掘調査担当の三重県教育委員会文化芸術課小林秀氏にご教

示いただいた。

⑤ 奥義次「第 2編原始」「多気町史」多気町 1992 

⑥ 宮本長二郎「縄文の家と村」 「古代史復元 2 縄文人の生活

と文化」講談社 1988 

⑦ 陰山誠一「北野遺跡第 2次発掘調査報告」貝弁町教育委貝会

1994 

⑧ 「連結土坑」や「煙道付き炉穴」等と呼称されるが、当報告

では下記文献に従い「煙道付炉穴」と表記する。

原田昌幸「遊動と定住＿縄文時代の初期定住＿」 「季刊考古

学」第44号雄山閣 1993 

⑨ 山田 猛「vm:.考察」「大鼻遺跡」三重県埋蔵文化財センター

1994 

⑩ 岐阜県埋蔵文化財保護センターの谷口和人氏にご教示いただ

いた。また、筆者も実見させていただいた。

⑪ 読売新聞記者永井達也氏にご教示いただいた。また美女遺跡

を実見された山田猛氏にもご教示いただいた。

⑫ 鈴木茂夫ほか「馬場遺跡概報J足助IBJ教育委員会 1981 

⑬ 新東晃一「炉穴（鹿児島県）」「旧石器から縄文へ」鹿児島県

考古学会•宮崎県考古学会 1995 
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庄内B遺跡（押型文土器の出土なく、縄文中期と推
⑫ 

定されている）、志摩郡大王町の次郎六郎東遺跡

（時期不明）などの遺跡から検出されているし、近
⑬ 

隣では奈良県山添村の大川遺跡（大川・神宮寺式他）
⑭ 

や東大阪市の神並遺跡（神宮寺式）などでも検出さ

れている。

一方、亀山市の大鼻遺跡（大鼻・大川式）や、安

芸郡美里村の西出遺跡（大鼻・大川・神宮寺式他）

・多気郡多気町の坂倉遺跡（大鼻・大川式）では集

石遺構が検出されていないことから、明確な判断根

拠はないものの、少なくとも近畿地方においては、

集石遺構は神宮寺式以降の押型文土器文化に伴う遺

構ではないかと考えられるのである。

ただし、南九朴1地方でも草創期にはすでに、集石

遺構が存在しており、この系譜をたどれるものかど

うかは検討していかねばならないだろう。

（田村陽一）

菫山郁子「炉穴（宮崎県）」「旧石器から縄文へ」鹿児島県衿古

学会•宮崎県考古学会 1995 

⑭ 註⑬に同じ

⑮ 鹿児島県粟野町の木場A遺跡に例がある。

粟野町教育委員会「木場A遺跡 2」 「粟野町埋蔵文化財発掘調

在報告書J1994 

⑯ 瀬戸口望「連結i:坑のもつ機能的性格について」 「鹿児島考

占J21 1987 

雨宮瑞生「南九州縄文時代雄創期文化と定住化現象」 「考古学

ジャーナル」 378 1994 

⑰ 新束児ー「縄文時代早期の炉穴の復元」 「南九州縄文通信J
Na 11 南九州縄文研究会 1997 

⑱ 註⑬に同じ

⑲ 註④に[ti]じ

⑳ 田村陽・ほか「松阪市広瀬町 上ノ広（森下池西方）遺跡」

「近畿自動車道（久居～勢和）埋蔵文化財発掘調杏報告」第 1

分冊 l 三重県教育委員会 1989 

⑳ 谷本鋭次ほか「東庄内B遺跡」「東名阪道路埋蔵文化財発掘

調壺報告」日本道路公団名古屋支社・ーて重県教育委員会 1970 

⑫ 小林 秀「次郎六郎束遺跡発掘調脊報告」 ・：重県埋蔵文化財

センター 1996 

⑳ 松田真一ほか「大川遺跡」山添村教育委員会 1989 

⑳ ド村晴文・菅原章太ほか「神並遺跡 IIJ束大阪市教育委員

会• 財団法人東大阪市文化財協会 1987 



2 . 縄文土器

(1) 大川式

墓準資料 押型文土器の大川式は、いうまでもなく

奈良山地に所在する大川遺跡出土例をもって設定さ

れたものである。しかし、大川遺跡での型式設定は

型式論的手法のみに拠らざるを得なかった。そこで

伊勢地方、特に櫛田川流域の遺跡毎の主体をなす土

器群の型式的特徴の差異をもって、型式論的手法に

よる細分の妥当性を確認してきた。具体的には、鴻

ノ木遺跡の今回第 1I群とした例をもって大川 a式、

射原垣内遺跡例をもって大川 b式とした。

鴻ノ木遺跡第 1I群土器は、今回正報告するにあた

って全体を観察した結果、確かにその大部分は大川

a式の典型的な一括資料として問題ないと判断され

た。しかも、大川 a式でも新段階にあたることが再

確認された4。したがって、やはり従来の認識のとお

り、当該資料は大川 a式の新段階の基準資料として

おきたい。

しかし、一部には大川 b式も含むことが今回の整

理過程で明らかになった。ところが、この a・bの

型式細分は鴻ノ木遺跡でも層位的に峻別できるもの

ではない。まして、体部や底部だけの破片では型式

細分は不確実である。そこで当報告では、型式論的

に明らかな口縁部片だけを「大川 b式」とした。一

方、細分が不確実な例は「大川式」とするにとどめ

た。しかし、「大川式」としたものの大部分は大川

a式に属するものと推定される。

なお、鴻ノ木遺跡の大川 a式の代表例と、大川 b

式の基準資料である射原垣内遺跡例は、別に転載し

ておいた（第104・109図）。

一方、奈良山地に位置する大川遺跡例と、南伊勢

（以下、「南勢」と呼ぶ）の鴻ノ木遺跡第 1I群の典型

的部分では、多少の地域色も認められる。これらも

従来指摘してきた点ではあるが、今回具体的に指摘

しておく。この地域差は別型式とする程のものでは

ないが、今後この地域色を重視して峻別する必要が

増した場合、鴻ノ木遺跡第 1I群は南勢の大川 a式の

新段階の基準資料となるものである。
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個体数と法量 当報告書で掲載、検討した大川式は

476点だが、この内で口縁部は165点ある。したがっ

て、口縁部点数に近い個体数があったと考えて大過

あるまい。

法量は、口径が20・23・25・28cm程、器高が32・

35cm程であり、器高指数は80前後になる。

A 製作技法（第10-13・16表）

胎土・色調 砂粒の目立たない粘土で、黄褐色を基

調としている。大川 a式ではやや厚手だが、大川 b

式ではやや薄くなる。

成形技法 成形は、正立状態で粘土紐を巻き上げて

いる。この痕跡は継目として観察される。粘土紐の

巻き上げ技法による土器製作の一般として、ある程

度巻き上げて粘土の自重で形が崩れる前の段階で、

強度を増すためにやや乾燥させる必要があり、何回

か小休止している。この小休止の痕跡は、一般の継

目とは別に擬口縁として認められる。尖底で口縁部

の屈曲する深鉢である大川式土器では、何回小休止

して成形したか未確認だが、尖底部からやや上の位

置や頸部付近と体部に擬口縁が認められている。

例外的に口頸部や口縁部を欠く器形がある (1428・

1600・1758)が、これらは小休止の部位でそれ以上

の粘土紐の積み上げを省略したものと理解できる。

後の押型文土器が口縁部の外反を失うと共に従来程

深くなくなるのは、口縁部と体部の区別が器形の上

で区別できなくなったことに起因した成形単位の省

略によるものであろう。

この擬口縁部分の接合は長い斜面をもたず、接合

前に擬口縁部分にまで施文した例は見られない。ま

た、体底部では縦位回転施文されるが、擬口縁部分

を跨いで一気に施文されている例も認められる。以

上のことから、小休止毎に施文されたのではなく、

完形に成形された後に全体に施文されたものと判断

される。小休止を繰り返して全形を作ったまま施文

したのでは、乾燥した部位では文様が浅くなるはず

であるが、現実には全体に深く施文されている。

濡らし工程 大川式は、大鼻式と同じく全面に深く

施文されている。したがって、全体の成形後に器表



を濡らして軟らかくする工程が想定される。一方、

神宮寺式以後ではこの工程が省略されるために施文

が浅くなっている。また、この工程の省略された神

宮寺式以後では、内面が平滑にナデられている。し

たがって、濡らし工程と内面の指圧調整は併存する

場合が一般的である。

この濡らし工程が存在した大鼻式や大川式の体底

部では、草創期と同様に内面に指圧調整痕が残る。

ところが、口縁部では内面の指圧調整痕はヨコナデ

によって消されている。それは、口縁部外面の後に

口唇部にも施文し、仕上げに内面ナデ調整を施した

ためである。また、この内面ヨコナデは口縁部がさ

らに外反する一因となっている。

施文技法 施文順は判断できた限り、体底部、口縁

部、頸部、口唇部の順が原則である。

体底部では、上から下への押型文の回転手法が原

則である。しかし、厳密にはやや右下がりになるこ

とが多い。口縁部は、向かって左から右への押型文

の回転手法が原則であり、刺突文の場合は右斜め下

方向からが圧倒的に多い。口唇部も、押型文原体に

よる右下がりの側面押圧を原則としている。これは

従来、刻みとされてきたものである。頸部も、押型

文原体による先端刺突を原則としている（第10表）。

製作姿勢 以上のような施文技法からは、次のよう

な土器の持ち方や置き方が想定される。すなわち、

まず成形して表面を濡らした土器を左手で内面から

支える。この時は必然的に口縁部が手前、底部が向

こう側を向く。そして右手で体底部を手前から向こ

う側に向けて匝転施文する。それは、深い尖底の上

器は、縦位施文が合理的であるためと考えられる。

この時、肩幅を底辺とし、土器の内外ではあるが両

手が交差する点を頂点とした三角形が描かれる。こ

の頂点の角度分だけ縦位施文は垂直でなくなり、厳

密にはやや右下がりの施文が多くなる。

次に施される口縁部も、左手で内面から支えた姿

勢のままであり、同じ押型文原体を同じく回転施文

する。ただし縦位ではなく、右手で右手前から左手

側に回転させている。それは、この時点で口縁部が

すでにある程度外反しているために、体底部と一連

のものとして縦位施文するよりも、別に横位回転し

た方が施文し易かったためと推定される。
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一方、その後に施される口唇部の側面押圧と頸部

の刺突文は、右斜め下方向を原則としている。それ

は、少なくとも頸部の場合は体底部への回転施文時

とは異なって土器を正立位にして相対し、右手で施

文したためと考えられる。おそらく、口唇部への施

文も同じ姿勢であったと推定される。口唇部と頸部

の文様は、右斜め下を中心とした右方向が全体の約

84%を占め、左方向が約5%である。これは、左利

きの土器製作者が 5%程存在したことを示している

のであろう。このような製作姿勢の強い斉一性は他

地方よりも伊勢、特に南勢に顕著であるらしい。

なお、例外的に存在する斜め上方向からの剌突文

は、左手で内面から支えた押型文施文時の姿勢のま

まで刺突したものであろう。

B 施文原体

施文原体と手法の数 大川式の施文は、単一の押型

文原体を用いることを原則としている。同一原体に

よる回転と側面押圧、先端刺突によって構成されて

いるのである。 1原体3施文手法である。ところが

先行する大鼻式は、縄の回転と側面押圧や先端剌突

等に加え、回転押型文が施文されている。 2原体多

施文手法である。一方、後続する神宮寺式は同一原

体らしい押型文と側面押圧のみで構成されている。

1原体2施文手法である。さらに後続する「鴻ノ木

w式」では、回転押型文のみの 1原体 1施文手法と

なっている（第103図）。

押型文原体（第16表） 観察できた限り、押型文原

体の大きさは、鴻ノ木遺跡出土の大川 a式の平均で

は直径6.6mm、長さ27.2mmであり、大川 b式の平均

では直径5.0mm、長さ28.7mmである。さらに大川式

全体の平均では直径6.2mm、長さ25.8mmであった。

ちなみに、大川遺跡では長さの平均が25.1mmとな

るらしい。さらに、坂倉遺跡と大鼻遺跡の大鼻式土

器の平均は直径8.6mm、長さ30.3mmと大きい。した

がって、鴻ノ木遺跡の大川 a式が大川 b式よりも太

い傾向を持つことも偶然ではなかろう。おそらく、

大鼻式から大川 b式に向けて押型文原体はやや細く

なるのであろう。この傾向は次の神宮寺式にまで続

くものと推定されるが、現段階では確認できる資料

に恵まれていない。

ところが、神宮寺式に続く「鴻ノ木w式」の平均



は直径7.6mm、長さ23.4mmとなる。大鼻式以来神宮

寺式まで細くなる傾向にあったようにもみえるが、

その後ふたたび太くなった可能性もある。しかし、

「鴻ノ木w式」期の検討資料は量的にも少なく、傾

向についての判断は現段階では保留しておきたい。

側面押圧原体 大川式の口唇部文様は、棒状具によ

る側面押圧の例が圧倒的に多い。この棒状具は、同

一個体に施文された押型文の原体とほとんどの場合

に直径も一致することから、同一原体であると推定

される。

側面押圧の原体の大多数は円棒状具であるが、一

部には角棒状具や箆状具と見られる例もある。特に

大川 b式では、角棒状具や箆状具の例が増加するら

しい。しかし、円棒状具も角棒状具及び箆状具も押

型文原体には違いないと推定される。その違いは、

原体彫刻されていない部分が押圧されたか、彫刻さ

れた部分が押圧されたか、という断面形の差異によ

るものと考えられる。

刺突文原体 頸部文様のすべてと口唇部文様の一部

には、刺突文が施されている。この刺突文も、やは

り同一個体に施文された押型文の原体とほとんどの

場合に直径も一致することから、同一原体と推定さ

れる。さらに刺突文も大多数は円棒状具であるが、

一部には角棒状具や箆状具も見られる。特に大川 b

式には、角棒状具や箆状具の例が増える。しかし、

箆状具や角棒状具も円棒状具と同様に押型文原体で

あると考えられる。

c 器形

一般的特徴 全体形は、口縁部の屈曲する尖底の深

鉢である。器形は口縁部の外反が最も強く、大鼻式

よりもやや浅くなる。しかし、口縁部の外反は漸移

的であるため、前後の型式との比較のうえで理解す

るべきものである（第103図）。

大川 a式の器厚は、先行する大鼻式よりも全般的

に厚手である。ただし大川 b式では薄くなり、次の

神宮寺式の薄さに近づく。

口唇部は、大鼻式では外角がやや張り出す傾向を

持つが、大川 a式では断面形がほぼ直角となり、大

川b式では内角がやや張り出す傾向を持つ。これは

口縁部の屈曲がゆるくなることと対応しており、後

続する神宮寺式への自然な変化である。また大川 b
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式では、断面形の両角が張らずに丸みを帯びる例が

増える傾向にもある。

口縁部は、大鼻式では短く屈折するが、大川 a式

では強く屈曲し、大川 b式では屈曲が弱まる。この

間、口縁部の長さも増していく。

頸部の屈曲が最も強い大川式も次第に弱まり、そ

れに応じて頸部の幅も広くなる傾向がある。大鼻式

では体最大部よりも径が小さい例が多いが、大川式

では頸部径が体部径よりも大きい例が一般的である。

体部から底部への移行は、大鼻式では屈曲の変化

が少ないが、大川式から神宮寺式にかけては屈曲度

が増して底部の立ち上がりが弱くなる。

底部は、乳頭状突起が大鼻式では未発達だが、大

川式から神宮寺式にかけては次第に発達する。

省略器形 全く例外ではあるが、一部には口縁部や

口頸部を省略した、いわば体部だけのような事例も

3例ある。ただし胎土や色調、施文方向や文様の形

状などから在地のものに間違いなく、搬入品ではな

い。小休止を繰り返して粘土紐を積み上げる、最後

の工程を省略した事例と理解するべきものである。

D 文様帯

周知のように、大川式の文様帯は口唇部と口縁部

外面、頸部、体底部に分かれる。いずれも密接施文

が原則である。

口唇部文様帯 鴻ノ木遺跡では、 1点 (1732)の縄

文施文例を除いてすべて非匝転手法の側面押圧を原

則とする。しかし、他の遺跡では押型文を施した例

も見られる。これは、正立位に相対しての非回転手

法を原則とするが、一部には体底部や口縁部に回転

施文した姿勢のままで回転施文した例もあることを

示している。

口縁部文様帯 横位の回転施文を 1帯施すのが原則

である。大川 a式では口縁部が長くなく、押型文原

体の長さと調和している。しかし、大川 b式では押

型文原体よりも口縁部のほうが長くなり、押型文の

上下に無文部が残る場合が多い。また、他の遺跡の

例では、口縁部の長大化に対応して押型文を 2帯横

位施文した例も出現し、大川 b式のひとつの指標と

なっている。

頸部文様帯 頸部の文様は、体底部縦位、口縁部横

位という異方向施文によって生じる両文様帯の隙間



部分への充填として施されたと理解される。それが

刺突文である理由は、器面が屈曲している大川式で

は一定の長さの押型文原体による回転施文は不合理

であり、刺突文の方が合理的であったためと理解さ

れる。この頸部文様帯の存在は、先行する大鼻式や

後続する神宮寺式との大きな相違点である。もちろ

ん器形や文様等も型式変化を遂げているが、これら

は漸移的変化である。一方、文様帯の有無は画然た

る違いであり、同一系統上の型式分類においては規

定的要素となる。

ただし、頸部の屈曲度が弱くなる大川 b式では、

回転施文の例も出現する。この頸部回転手法の出現

は、大川 b式を a式から分離するうえでの技法上の

相違点でもある。とはいえ、頸部回転施文例は大川

b式でも多数を占めるのものではなく、鴻ノ木遺跡

では認められなかった。

体底部文様帯 押型文を密接施文する手順は、必ず

しも明らかではない。しかしおそらく、頸部から底

部に一気に回転施文するのではなく、まず体下部か

ら底部に向けて縦位回転させ、これを向かって左か

ら右に重ねていく。この動作を、順次体部の上方で

もおこなって頸部に至ったものと思われる。

E 文様（第11・12表）

全般的傾向 既述のように、大川式の文様は同一個

体単一原体を原則としている。具体的には、口縁部

と体底部への回転押型文及び口唇部への側面押圧、

頸部への刺突文が代表的な文様構成である。

ただし、口縁部に刺突文を施した例も 2割近く存

在する。ちなみに、坂倉遺跡と大鼻遺跡の大鼻式で

は、縄の横位回転を主体としながらも約45%(33例

中15例）が縄の非回転手法である。このように非回

転文様は、その原体は替わりながらも通時的に存在

する手法であり、その割合の高さは南勢に著しい。

一方、「施文原体」の節でも述べたように、口唇

部への側面押圧や口頸部への刺突には、大川 a式で

は円棒状に見える原体が多用され、大川 b式では角

棒状や箆状に見える原体が増える傾向にある。しか

し、いずれも同一個体に施文された押型文原体には

変わりないと考えられる。

なお、刺突文に関しては「施文原体」の節で触れ

たため、当節では省略する。
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市松文 市松文は大川式を代表する文様であり、ロ

縁部の約 7割、体底部の約 9割を占める。口縁部と

体底部とでの割合が違う理由は、口縁部には 2割近

い刺突文が存在するのに対し、体底部では刺突文が

ほとんど無いことにある。したがって、口縁部でも

剌突文を除いた押型文では、約 9割を市松文が占め

ていることになる。

このように大川式では市松文が圧倒的多数を占め

るが、その形状は変化に富んでおり、中には市松文

と呼ぶことを躊躇するものさえ含んでいる。変化の

具体相は、大粒で四角＜角張ったものから、丸みが

強くて斜格子文やネガ楕円文との区別が困難なもの

への交代である。このような変化は漸移的であり、

同一原体の内でも市松文的部分と斜格子文的部分が

同居する例さえある。しかし、先行する大鼻式の一

部に見られる市松文は大粒で四角＜角張ったもので

あり、ネガ楕円文は後続する神宮寺式の中心的な文

様であることから、大局的には経時的変化と判断

される。

なお、小粒になる傾向もあるが、立野式に見られ

るような小粒で細長い例はない。

格子文 正格子文は、大鼻式以降の各型式に少量が

認められる。一方、斜格子文も大川式では市松文か

ら変化して出現する。かつて「特殊な薄格子目捺型
, 11) 

文」などと呼ばれた類の多くがこれに該当し、当然

大川 b式に多く見られる。

山形文 大鼻遺跡や坂倉遺跡の大鼻式では皆無であ

った山形文は、大川式になって出現している。ただ

し、明らかな大川a式では2片1個体分(1462・1464)、

大川b式では6片(1362・1430・l534・l 7 40~ 17 42)、

a・b不明の大川式では 1片 (1466)である。この

合計 9片は、掲載できた大川式全体の中でさえ 2%

弱に過ぎない。山形文が主体を占めるのは、後の神

宮寺式に続く「鴻ノ木w式」から「神並上層式」直

後の時期である。

なお、大川式の山形文は大粒で 2山一単位が一般

的であるらしく、後半期のように小粒ではない。

ネガ楕円文 明らかなネガ楕円文は大川 a式では認

められないが、 大川 b式に1点 (1531)だけそれら

しい例がある。一方、微量だが市松文とした中にも

ネガ楕円文に近い例もある。これは、市松文が変形



して結果的にネガ楕円文に見えるためであり、ネガ

楕円文の成立経過を示唆している。周知のように、

ネガ楕円文は大川式の次の神宮寺式にのみ盛行する

文様である。

縄文 大川 a式押型文に縄文を併用した例は、口唇

部に施文したもの (1732)が1点確認されたのみであ

る。掲載できた大川式476点中でさえ、 0.2%を占

めるに過ぎない。

縄文との併用例は、奈良山地の大川遺跡では大川

b式にまで残存する。しかし、南勢の鴻ノ木遺跡で

は大川 a式の新段階には全く例外的にしか認められ

ず、基本的には a式の古段階までで消失したと理解

される。このような差異は、大川 a式期における伊
14, 

勢、少なくとも南勢の一地域色である。

なお、縄文のみを施した例の併存する可能性は否

定できない。しかし、確かな共伴例はない。もし共

伴例があるなら、胎土や焼成等から第w群ではなく

て、第I群とした土器群の中 (1664・1703・1705)

に該当するものがあるのであろう。

無文 口縁部外面が無文の例も1例 (1367)だけあ

る。しかし、これは単なる例外であって、後の「鴻

ノ木w式」期の無文例のような有意の構成要素とは

考えられない。

F 密接帯状施文（第13表）

大川式の文様帯は、口唇部と口縁部、頸部、体底

部から成るのが原則である。しかし、中には例外も
15, 

ある。この例外を「密接帯状施文」と呼ぶ。これは

例外であるため、その内の帯の組み合わせ方等に原

則は特に認められない。しかし体上部、すなわち頸

部直下に横位の 1帯を加える例が多い。

口唇部や底部の小片と口頸部省略器形例や口縁部

省略器形例を除いた大川式の457例中では、 10例が

「密接帯状施文」例に該当する可能性がある。しか

し、これに該当するか否かの判断は小片では困難で

あり、各型式内で求めた占有率の信憑性は高いとは

言いがたい。とはいえ、型式毎に増減する傾向を知

る目安としては利用できる。当遺跡での占有率は大

川式では約2%であり、「鴻ノ木w式」の 11%はも

とより大鼻式の 5%よりも低い。後にも触れるが、

帯状施文の占有率は大鼻式以降次第に減少し、「鴻

ノ木w式」に至って急増するものと推定される。
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G 型式的特徴の概要

上記のように、鴻ノ木遺跡の大川 a式及び大川 b

式の特徴が種々確認された。以下に、南勢における

大川式の基準資料としての型式的特徴を再度概観し

ておく。

大川 a式新段階 口縁部が屈曲し、乳頭状突起のや

や発達した尖底の深鉢である。やや厚手であり、黄

褐色を基調とした砂粒の目立たない胎土である。ロ

縁部内面はヨコナデされ、その他の内面には指圧調

整痕が残る。

文様は原則的に、口唇部と口縁部・頸部・体底部

に分かれる。口唇部は、押型文原体の側面押圧を右

下がりに施すのが一般的である。口縁部は、市松文

を左から右に 1帯横位施文する例を中心とし、押型

文原体を右斜め下から刺突する例もある。頸部は、

押型文原体である円棒具の先端刺突を右斜め下から

施す。体底部には、 9割程の市松文を中心に、格子

文や山形文等が見られる。いずれも施文は深い。

大川 b式 a式の新段階と共通する点も多いが、以

下の点は異なる。すなわち口縁部の屈曲は弱まり、

やや薄手になる。口縁部が長くなり、横位押型文の

上下に無文部が残る例が多い。頸部の刺突には角棒

状や箆状の例が増化する。主体となる市松文は小振

りで丸みを持ち、斜格子文やネガ楕円文と区別がつ

きにくくなる。他遺跡の例では、口縁部に横位に 2

帯重ねる例や、頸部に押型文を施す例も出現する。

なお、大川 b式の基準資料である射原垣内遺跡の

例を、第109図に転載しておいた。

要約 大川式の文様帯は、口唇部と口縁部・頸部・

体底部に分かれる。特に頸部文様帯があることは、

前後の型式と区別する上での規定的要素である。一

方、技法的には単一の押型文原体を文様帯毎に回転・

側面押圧・先端刺突と使い分けている。

以上、要するに大川式とは、 4文様帯 1原体3施

文手法の近畿・東海地方を中心とした早期の押型文

士器である。

(2) 鴻ノ木IV式

当、鴻ノ木遺跡の第W群土器を基準資料として、

新たに設定する土器型式である。神宮寺式直後の南

勢の押型文土器型式であり、さらに後述する「高皿



式」と仮称する 1型式を経て、「神並上層式」に続

くものと位置付けるものである。

各遺構からの出土は28点、包含層出土は106点の

合計134点を掲載できた。この内、口縁部片は35点

あり、この程度の個体が存在したと推定される。

これらは遺構からの一括などではないが、型式的

には斉一性が高く、各型式要素もほぼ知り得る資料

である。代表的な例は第105図にまとめた。

A 胎土・色調と器形、製作技法

胎土・色調 やや砂粒が目立ち、神宮寺式よりも厚

手で、茶褐色を基調とする。

器形 口唇部は、丸みをもって外斜する傾向が特徴

的である。先行する神宮寺式の口唇部は薄くて外斜

しているが、この伝統を残しながらも角頭形に近づ

き、厚みを増した結果と理解される。口縁部は、わ

ずかに外反するかほぼ直立する（第103図）。底部付

近は、神宮寺式よりも立ち上がりが強くなり、底部

の乳頭状突起は退化して厚手になるらしい。大鼻式

や大川式のように口縁部が外反することもなく、全

体形も深くはないことから、これら先行型式の口頸

部の粘土紐積み上げを省略した器形と理解される。

なお、当第W群資料では確認できなかったが、第

m群（＝神宮寺式）では波状口縁の例 (1536)もあ

り、後の型式にも類例は認められる。したがって、

おそらく当該期にも波状口縁の例が少数は存在した

ものと推定される。

製作技法 成形技法に関しては、大川式や大鼻式と

同様に正立状態で粘土紐の巻き上げをおこなってお

り、小休止の痕跡である擬口縁も散見される。

施文技法は、押型文を浅く施すのみの 1原体 1施

文手法を原則としている点が特徴的である。これは、

先行する大鼻式が2原体多施文手法、大川式が 1原

体 3施文手法、神宮寺式が 1原体2施文手法を原則

としていることとは明らかに異なる（第103図）。

調整技法では、内面のヨコナデが一般的である。

しかし、中には器面の乾いた段階でヨコナデを施し

たために、ヘラケズリのように砂粒が動いている例

もある。一方、大川式まで残存した体部内面の指圧

調整痕は見られない。

B 文様帯（第13-----15表）

口唇部や口縁部・頸部の文様帯が消失しており、
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外面全体に一方向施文する単一文様帯例を主体とし

ている。

横位密接施文 第W群土器における密接施文の占有

率は89%(133例中118例）である。

この内の山形文で見る限り、斜位の例をどちらか

に含めれば7割強は横位施文であり、 3割弱が縦位

施文である。

無文地帯状施文 一般に帯状施文と呼ばれる例を、

密接帯状施文との区別のために「無文地帯状施文」

と呼んでおく。第w群土器における無文地帯状施文

の例は、 11% (133例中 15例）を占めている。これ

に対して、密接か無文地かを問わずに帯状施文の型

式別の占有率を見ると、大鼻式で 5%、大川式で 2

％である。なお、神宮寺式では明らかな検討例がな

いために不明だが、やはり大川式と同様に多くはな

いものと思われる。

これにより、帯状施文は大鼻式ではやや多かった

が大川式では減少し、おそらく神宮寺式でも少なか

ったのに対して、当該期では二桁に急増しているこ

とが知られる。帯状施文例の増加が当該期のひとつ

の特徴なのである。

さらに当該期では、同じく帯状施文の例でも密接

ではなくて無文地の例が一般化する。それまでの帯

状施文が密接主体であったこととは対照的である。

異方向帯状施文 当該期の山形文の例を見ると、ロ

縁部片も体部片も山形文の方向の比率は、横位 7割

強、縦位 3割弱である。したがって、部位によって

山形文の方向が異なる例はほとんどないと推定でき

る。さらに、同一破片にも明らかな異方向施文の例

は見られない。したがって、当該期には異方向帯状

施文の例は一般的ではなく、 1方向施文が原則であ

ったと考えられる。

口縁部内外施文 口縁部内面にも施文した例 (1913・

1963)の存在も注目される。 2例とも外面は縦位か

斜位だが内面は横位であり、内外の文様の方向は異

なっている。

内外施文例は神宮寺式の新しい部分には散見され

るが、鴻ノ木遺跡の例はこれらに続くものである。

なお、この口縁部内外施文は、口頸部の粘土積み

上げを省略し、口縁部の外反を弱めて口唇施文を省

略するなど、口縁部の簡素化に伴って神宮寺式から



出現するものである。したがって、草創期末の表裏

縄文とは全く別系統のものであり、両者の間には大

鼻式や大川式という内面施文のない期間が介在する

ことは明らかである。

c 文様

共伴する縄文や撚糸文を施文した例を除くと、す

べてが押型文土器である。

押型文原体（第16表） 文様は浅く施されているた

めに原体復元は困難な例が多く、比較的明らかな例

にのみ限定したために計測事例は多くない。

原体の直径は5例で復元した。 6mmから12mmの例

があり、平均で7.6mmであった。一方、長さは7例

で復元した。 17mmから33mmの例があり、平均で23.4

mmであった。したがって平均的には、直径 7.6mm、

長さ 23.4mmということになる。

坂倉遺跡や大鼻遺跡の大鼻式では直径8.6mm、長

さ30.3mmであった。鴻ノ木遺跡の大川式全体では直

径6.2mm、長さ25.8mmである。神宮寺式に関しては

明らかではない。このように限られた資料ではある

が、型式の推移と押型文原体の太さには一方向の明

確な変化は認めがたい。あるいは神宮寺式期にいっ

たん細くなり、その後また太くなりだしたかとも思

われるが、現時点では断定できない。一方、押型文

原体の長さは短くなる傾向が認められる。

文様の種類（第15表） 縄文・撚糸文の施文例や無

文の例を含めた全体の内、山形文が67%、格子文が

15%を占めており、押型文としては羽状文や沈線文

も例外的にある。

なお、このほかに無文や縄文及び撚糸文の例の増

加も目につく。先行する神宮寺式がネガ楕円文を圧

倒的主体として山形文や格子文もあり、縄文や撚糸

文及び無文の例は例外的に認められるに過ぎない様

相とは明らかに異なる。

山形文 2山一単位で比較的大きな例が一般的であ

る。これに対して、後続型式では明らかに小型化し

ている。

山形文は、以後の「高皿式」や「神並上層式」直

後までは、押型文様の中で最も多用されるようにな

る。大鼻式の枝回転文、大川式の市松文、神宮寺式

のネガ楕円文に続く代表的な押型文様であり、やが

てポジ楕円文に替わる。
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格子文 小粒な正方形や長方形であり、大川式に見

られたような明確な斜格子文は確認できない。やや

斜格子状で丸みを残す類はネガ楕円文に類似してお

り、この点からも神宮寺式の直後型式であることが

うかがわれる。

格子文そのものは大鼻式以来少量は存在するが、

当期に最も多用されている。特に、上記のように小

粒で正方形や長方形を呈するものは、この「鴻ノ木

w式」に特徴的である。

羽状文 3点おそらく 2個体分あるのみである。こ

のような羽状文の成立は、神宮寺式の新しい部分に

多い平行四辺形状のネガ楕円文からの変化と考えら

れる。

一方、神宮寺式における口唇部の斜位の側面押圧

から、口縁部に方向を変えて羽状に施したものに変

化し、これをモチーフとして成立した口縁部への横

位羽状文や綾杉文もある。この、口縁部に羽状に施

された例は神宮寺式でも新段階に目立つ。さらに、

これが多段化した綾杉文が神宮寺式よりも後の型式

に多いことは自然に理解される。

無文土器 押型文施文土器と同様にゆるく外反し、

口唇部は外傾気味で丸みをもつ。外面はナデ調整さ

れている。

押型文施文土器ではないが、同様な技法をもって

同様な器形に作られている。当該期土器群にあって

6%を占めており、一定の構成要素となっている点

が注目される。無文土器は一般に例外的な少数が通

時的に存在するものだが、当該期にあっては有意の

構成要素と見なし得る点が先行型式群とは違って特

徴的である。

縄文・撚糸文土器 押型文土器様式ではないが、共

伴するものであるために便宜上一括しておく。やは

り押型文土器と同様にゆるく外反し、口唇部は外傾

気味で丸みをもつ。また、口唇部に施文しない点も

共通している。

縄文土器は、細くて密な単節斜縄文を全面に施す

のが一般的である。

撚糸文も細くて密である。撚糸文の一部をヨコナ

デによって消している例 (1992)もある。また、肥

厚する口唇直下を横位、以下を縦位に施しているら

しい例 (1993) も見られる。



縄文土器も撚糸文土器も、当該土器群全体の中で

共に 4%を占めており、少数だが一定の構成要素と

なっていると評価できる。

D 型式的特徴の要約

口唇部は丸みをもって外斜し、口縁部はわずかに

外反する。底部は厚手で乳頭状突起は退化するらし

ぃ。やや砂粒が目立ち、神宮寺式よりも厚手で茶褐

色を基調とする。

文様は、外面全体に押型文を浅く密接施文する、

1原体 1施文手法が原則である。外面は横位が7割

強、縦位が3割弱で共に密接施文である。また、 11

％程の横位無文地帯状施文も特徴的である。口縁部の

内面にも施文する例もある。

山形文が主体となり、格子文の多さも目立つ。一

方、無文や縄文・撚糸文の土器が一定量共伴し、有

意の構成要素となる点も注目される。

要するに「鴻ノ木w式」とは、 1文様帯 1原体 l

施文手法の押型文土器であり、山形文を中心に格子

文等を施文している。また、これには一定量の無文

地帯状施文が混じる。さらに、無文土器や縄文・撚

糸文施文の土器も伴っている。

E 「鴻ノ木N式」の設定

第w群土器は、上記のような特徴をもっている。

これらは遺構からの一括出土でもなく、南勢に位置

する鴻ノ木遺跡以外には良好な一括資料を現状では

知りえない。しかし、型式的斉一性が認められ、そ

の全容をほぽ知りえるだけの資料である。また、前

後の型式とは明らかに異なる様相を呈しており、新

型式の設定は妥当と考えられる。

以上により、鴻ノ木遺跡の第W群土器を基準資料

とし、神宮寺式直後の南勢の押型文土器の新型式と

して「鴻ノ木w式」を設定する。

(3) 鴻ノ木N式以後

前節において、神宮寺式の直後型式として鴻ノ木

w式を設定したが、その後に関しても近畿・東海の

型式編年は未確立である。そこで、鴻ノ木w式に続

く未確認の 1型式として「高皿式」を想定し、その

後に「神並上層式」を位置づけておく。

A 「高皿式」
⑰ 

高皿遺跡 当遺跡は、三重県多気郡多気町四疋田に
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所在し、櫛田川中流南岸の微高地に立地する。縄文

時代草創期の石器類を中心とした包含層から、押型

文土器等も少量だが出土した。押型文土器は、神宮

寺式以降の前半期に属する。今注目したいものは、

格子文や山形文・縄文の帯状施文例である。

関連資料（第107図） 80は、わずかに外反する口

縁部と角頭形の口唇部をもつ、口径26cmの土器であ

る。比較的薄手で砂粒を多く含み、やや脆弱である。

何か混入したと思われる程に黒味の強い黒褐色を呈

する点が注目される。口唇部には、円棒具の側面押

圧が縦位に施されている。口縁部から体部にかけて

の内外には、やや小粒な正格子文を横位帯状施文し

ている。押型文原体は、径7mm、長さ28mmと推定さ

れる。

82-85は、無文地に山形文を横位帯状施文した例

である。山形文は概して小粒である。 82と83は、胎

土に砂粒が目立ち、茶褐色を呈する。 84は山形文が

さらに小さくて細く、灰褐色で薄手である。

86は、縄文の縦位帯状施文例である。単節Rの斜

縄文を間隔を空けて施している。正格子文の80と同

様に、薄手で砂粒が多くて黒褐色を呈する。

「高皿式」期 以上は他時期の遺物と同じ包含層か

ら出土したものであり、層位的に一括性が確認でき

たわけではない。しかし、いずれも鴻ノ木W式に類

似するがやや後出的であり、反面「神並上層式」よ

りも型式的に先行するものと思われる。したがって、

鴻ノ木w式と「神並上層式」との型式的断絶を埋め

る単一期の資料と判断される。とはいえ、これをも

って型式設定するには余りに資料不足である。そこ

で、良好な資料に恵まれるまでの便宜上の仮の型式

名として「高皿式」としておく。

「高皿式」の特徴（第107図） 「高皿式」が先行す

る鴻ノ木w式と共通する点は以下のとおりである。

すなわち、

①．口縁部がやや外反する。

②．無文地の横位帯状施文が多い。

③．山形文が多い。

④．小粒な正格子文が見られる。

⑤．縄文・撚糸文施文土器が伴うらしい。

等である。一方、「高皿式」が鴻ノ木w式と相違す

る点は、



①．口唇部が角頭形で施文例が見られる。

②．器壁がさらに薄手である。

③．山形文がより小粒である。

④．黒色を基調とした土器が目立つ。

⑤．無文土器の伴出が確認できない。

⑥．鴻ノ木w式では撚糸文土器の一部をヨコナ

デで消した例があるが、「高皿式」では縄文

を無文地縦位帯状に施した例がある。

等である。

さらに、「高皿式」が後続する「神並上層式」と

共通する点も見ておこう。すなわち、

①．口唇部が角頭形を呈する。

②．山形文が多い。

③．縄文・撚糸文施文土器が伴うらしい。

等である。一方、「神並上層式」の相違点は、

①．口縁部は外反というよりも、直線的に外傾

する。

②．口唇部施文の例が見られない。

③．無文地への帯状施文例は見られず、密接施

文のみとなるらしい。

④．山形文がさらに小粒になり、沈線に似る。

⑤．格子文が見られない。

等である。ただし、資料的制約によって確かな比較

ができない点もあり、詳細は今後の資料の充実に期

したい。

B 「神並上層式」

「神並上層式」は、大鼻式から大川 a式・大川 b

式・神宮寺式・鴻ノ木w式・ 「高皿式」に続く、当

地方における前半期押型文土器の一型式と考えられ

る。その型式的特徴は、「高皿式」との比較におい

て前述したとおりである。

この「神並上層式」とは、東大阪市の神並遺跡第

11層出土資料をもって型式設定が提唱されたもので
⑱ ⑲ 

ある（第115図）。類例は、奈良山地の大川遺跡に認
⑳ 

められる。また、三重県では南勢の樋ノ谷遺跡や伊
⑪ 

賀の花代遺跡A地点等にも見られる（第106図• 第108

図、第63表）。したがって、近畿地方には広く安定

して分布すると考えて間違いなく、一型式期が存在

することは確かであろう。

ただし、基準資料とされた神並遺跡第 11層出土

資料は、「20数点出土して」 22点が報告されているに

-218-

⑫ 

過ぎない。しかも、山形文以外の押型文は明らかで

はない。したがって、型式設定のための基準資料と

しては資料不足の感が否めず、時期は違うがかつて
⑬ ⑭ 

の「尾上式」や「葛籠尾崎式」の轍を踏む恐れが強

い。そこで、一型式を設定することの妥当性は充分

認めながらも、基準資料たり得る資料の出現を待っ

て正式な型式名とするのが妥当と考え、現段階では

「神並上層式」とカッコ付きで呼んでおく。

(4) 広域編年（第103図、第62表）

従来の編年作業と今回の鴻ノ木遺跡の検討によっ

て、三重県の南伊勢（南勢）を中心とした押型文土

器前半期の編年は、大鼻式 (I期）・大川 a式 (II

期）・大川 b式 (III期）・神宮寺式古段階 (N期）．

神宮寺式新段階 (V期） ・鴻ノ木w式 (VI期）．

「高皿式」 (vn期） ・ 「神並上層式」（珊期）まで
⑮ 

の目処が付いた。

このように特定地域で押型文土器の前半期の型式

変遷を認識できるところは、全国的にも希である。

そこで南勢における編年を基軸として、以下に他地

域との並行関係を若干検討しておくこととする。
⑮ 

なお、以下では論述の便宜上、尾張・美濃・三河・

遠江を「東海西部」と呼び、南信濃の伊那谷と中信

濃の木曽谷や諏訪湖周辺をまとめて中南信と呼ぶこ

ととする。

また、上記の地域で大川式や神宮寺式と呼ぶ場合

は、南勢との地域差の問題は保留し、既述のように

基本的な型式要素の一致に着目している。このよう

に、各期における地域性の問題を捨象するために、

「何期」とする呼び方も併用しておく。

A 東海西部・中南信の大鼻・大川・神宮寺式
⑰ 

大鼻式 (I期） 美濃の飛瀬遺跡をはじめとして、
⑱ ⑳ 

奥三河の大麦田遺跡や北貝戸遺跡、中信である木曽
⑳ 

谷のお宮の森裏遺跡から出土している。これらの遺

跡では、押型文土器の絶対数は多くはないが、いず

れも該期と思われる他系統の土器はない。したがっ

て、この頃にはすでに押型文土器が主体的に分布す

る地域であったものと推定される。

ともかく、近畿地方はもとより遠江を除く東海西

部や中信にも波及していたことは事実であり、後続

する大川式の展開を考えるうえでも示唆的である。



大川 a式 (n期） 当該地域における大川 a式の好

例は、美濃の落合五郎遺跡に見られる。当遺跡は、

中信の木曽谷と同じ木曽川流域に位置する。二次堆

積の包含層から、大川 a式を中心に大川 b式や立野

式などが出土している。類例は、奥三河の大麦田遺
3z, 

跡にも認められる。

このように大川 a式は、中南信に一衣帯水の東濃

や奥三河の遺跡から主体的に出土している。したが

って、少なくとも美濃や三河、おそらく尾張や中南

信にも主体的に存在していたのであろう。
GJ 

大川 b式（皿期） 中信の最中上遺跡から好例が出

土している。当遺跡は落合五郎遺跡の上流である木

曽谷に立地しており、大川 b式が主体的に存在する

ことから、少なくとも木曽谷には大川 b式が一般的

に分布したと理解するべきである。類例は、同じ木
34 

曽谷の稲荷沢遺跡にもある。また、南信である伊那
3S 

谷の美女遺跡でも大川式が出土している。 a式か b

式かは未詳だが、遅くとも b式期には存在したこと

は確認できる。さらに、北信の鳥林遺跡からも大川

式の可能性がある例が報告されている。 1点の小片

のために不詳だが、大川 b式ではなくて a式の可能

性さえある。一方、尾張の北替地遺跡や奥三河の馬
r,a 

場遺跡では主体的に存在する。両遺跡の口頸部の残

る例では、頸部文様が押型文化しており、 b式であ

ることが確認できる。他の破片もおそらく a式では

なくて b式であろう。そのほかに、美濃の塚原遺跡

にも好例が見られる。

したがって大川 b式は、少なくとも遠江を除く東

海西部や中信には主体的に分布しており、おそらく

中南信全般にも分布していたと考えられる。

神宮寺式 (N• V期） 南勢では、神宮寺式は良好

な資料に恵まれていない。そのために、近畿地方の

一般的傾向から予察してきた。そこでは、古い部分

(=N期）と新しい部分 (=V期）に二分できると

した。古い部分 (=N期）の特徴として、

ロ・頸部はより長大化し、外反はわずかにな

る。底部の立ち上がりは緩くなり、乳頭状の突

出が目立つ。頸部文様帯を失い、ロ・頸部文様

帯と体・底部文様帯の施文方向は異なるが、同

一押型文を施す例が多く、やはり全面密接の回

転施文である。口縁端部の刻目は、箆状具によ
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る例が一般的である。押型文様は、比較的小粒

で市松風に配したネガティブな楕円文が多用さ

れ、格子文や山形文等も見られる。全体的に焼

成は良好であり、施文は浅い

と記した。今日でも基本的な認識に相違はない。し

かし、「口縁端部の刻目は、箆状具」ではなくて同

じ押型文原体ではないか、と現在は考えている。

ともかく神宮寺式の古い部分は、原則的に 3文様

帯 1原体 2施文手法であり、頸部文様帯を失ってい

る点が大川式との大きな相違点である。

東海西部においても、中濃の塚原遺跡に好例が見

られる（第112図の330・335・379・380・383等）。

新しい部分 (=V期）の特徴としては、

ロ・頸部がほとんど外反せず、 W期以前の器

形からロ・頸部を欠落させたような形を呈する。

尖底の乳頭状突起は顕著である。ロ・頸部文様

帯がなくなり、体・底部文様帯のみになる。大

粒のネガティブな楕円文を一方向に密接回転施

文する例が多く、これらの配列は市松風ではな

く、縦横が揃う傾向がある。平行四辺形化した

格子文も目立つ。また、山形文はやや小形化す

る傾向がある

とした。また、

北伊勢の一色山遺跡例は、東海地方の各例に類

似しており、口縁部は断面が角頭形を呈する厚手

のものであ

ることも指摘しておいた。事実、神宮寺式には厚手

のものや刻目を持たない例（第114図）、刻目を上端面

に持つ例（第108図）等が、典型的なものに混じって

存在している。

いずれにせよ、今日でも基本的な認識は上記と変

わらない。しかし、器形の単純化に伴って「V期に

入ると、外面全体を縦か横の一方向に施文する、す

なわち単一の文様帯になる」とは記したが、「縦位

施文主体という点を重視し」た覚えはなく、単なる
44 

誤解である。ただし、すべての個体で「ロ・頸部文

様帯がなくな」るかとした点は行き過ぎであった、

と現在は考えている。

ともかく、神宮寺式の新しい部分は原則的に 1原

体 1施文手法であり、 1文様帯の例が多い。
145, ,46 

美濃の九合洞窟や東三河の萩平遺跡、遠江の三沢



＠ 

西原遺跡等に類例がある（第116図）。ただし、これ

らは厚手で角頭形をなし、口唇部に施文したもので

あり、外面にはネガ楕円文の例を中心として、一方

向に密接施文している。したがって 1原体2施文手

法である点を重視すれば、神宮寺式の古い部分とす

るべきものである。しかし地域色の問題もあり、古

い部分か新しい部分かの判断は控えておきたい。

なお、これらに関しては、「大川式新段階」にお

ける「愛知・岐阜県」の地方型式である「萩平型」

と理解する立場もある。

B 「萩平型」

いわゆる「萩平型」については、神宮寺式期の東

海西部におけるひとつのあり方と、筆者は理解して

いる。しかし矢野健一氏は、「大川式新段階」にお

ける「愛知・岐阜県」の地方型式として「萩平型」
⑱ 

を提唱している。こうした筆者との認識の相違は、

押型文土器と撚糸文土器の並行関係にも波及する問

題であるため、以下に問題を整理しておきたい。

特徴 まず、「萩平型」の特徴を再確認すると、

①．口縁部はゆるく外反する。

②．厚手で口唇部は角頭形を呈する。

③．口唇上面に、押型文原体らしい側面押圧も

しくは剌突を施す。

④．外面には、浅く密接施文している。

⑤．外面の施文方向は、一方向のみの 1文様帯

である。

⑥．文様は、ネガ楕円文が多いが格子文もある。

比較 次に、これらの要素を大川式と神宮寺式との

異同という観点から検討しよう。

①は、大川式よりも神宮寺式以降的である。

②は、神宮寺式よりも大川式に近い要素である。

しかし、厳密にその断面形を比較すれば、大川 b式

よりもむしろ大川 a式により類似している。ところ

が、「端部の面とりがしっかりし」た例と共に、丸
@, 

棒状の例も九合洞窟にはある（第 118図）。さらに、
釦

伊勢の神宮寺式にも厚手の例もある（第 114図）。

したがって、近畿地方的なあり方を単純に当ては

めることはできず、東海西部の地方色をこそ考慮す

る必要があろう。

③も②と同様に、神宮寺式よりも大川式に共通す

る要素である。しかし、上記のように九合洞窟では
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外角に施文した例も見られる。また、九合洞窟と同

じ中濃の塚原遺跡では大川式のほかに、外斜面に施

した神宮寺式の好例が出土している（第 112図）。

さらに、まぎれもない神宮寺式でも口唇上面に施文

した例も散見される（第 108図の 7)。

したがって、古い大川式的な手法が神宮寺式期ま

で東海西部では残存したという可能性をこそ考慮す

べきであろう。押型文原体によるらしい口唇部への

施文も、同様に理解される。

④の要素は、神宮寺式以降の特徴である。

⑤は、神宮寺式以降に共通例が多い。

既述のように、大川式はn唇部・ロ縁部・頸部・

体底部の 4文様帯が分かれ、 1原体3施文手法を原

則とする土器型式である。また神宮寺式の古い部分

は、口唇部のほかに口縁部と以下の 3文様帯を典型

とし、 l・2文様帯の例も含む。 1原体 2ないし 1

施文手法である。さらに、神宮寺式の新しい部分で

は口唇部の施文が消失する傾向にあり、外面全体も

1方向施文例が増加する。したがって、 1文様帯を

中心に 2・3文様帯の例も含み、 1ないし 2施文手

法となる（第 103図）。

これに対して「萩平型」は、口唇部側面押圧と外

面全体に縦位施文する例が多い。すなわち、 2文様

帯であり、 1原体2施文手法の土器である。

したがって「萩平型」の⑤の要素は、大川式では

なくて神宮寺式にこそ共通する。しかも、北接する

南信の立野式は、 a式も b式も神宮寺式の古い部分

の典型と同じく、 3文様帯の 1原体2施文手法であ

る。こうして比較して見ると、「萩平型」と大川式

との違いは明らかである。したがって、文様帯のあ

り方からは、神宮寺式と共通する事実を認識するこ

とが重要である。

⑥については、神宮寺式そのものの要素である。

先に第11表でも示したように、ネガ楕円文は大川 b

式でもほとんど見られない。また、神宮寺式に後続

する鴻ノ木w式とも異なる。

このように、②と③の要素は大川式に共通する。

しかし、神宮寺式の事例にも共通する要素も散見さ

れ、地域色の問題もあり即断できない。一方、①と

③～⑥は、神宮寺式かそれ以降の型式に共通する。

このような場合には、古い要素は残存とみなし、新



しい要素にこそ基準を置き、「萩平型」は神宮寺式

に並行する、と判断するのが順当であろう。

そして何より、東海西部は大川 a式期にはすでに

明らかに大川式の分布圏内にあり、「萩平型」を充

てるまでもなく大川 b式そのものが一般的に分布し

ていた事実を直視するべきである（第111・112図）。

加えて、東海西部では神宮寺式そのものの分布が

顕著でない状況は、神宮寺式の地方型式の存在を暗

示しており、それが「萩平型」であったものと推定

される。ただし、神宮寺式の古い部分は、東海西部

にも一般的に存在した可能性もある。

さらに、伊勢においては押型文土器初期の大鼻式
⑫ 

(I期）に煙道付炉穴が特徴的だが、奥三河の馬場
⑬ 

遺跡では大川 b式 (m期）に、中信の美女遺跡では
⑭ 

立野式 (N・V期）に煙道付炉穴が検出されている

点も注目される。状況証拠に過ぎないが、当該期の

文化の共通性を示す事象であり、看過できない。

型式観の相違 いずれにせよ、「萩平型」を大川式

並行と見るか神宮寺式並行と見るかは、具体的には

「端部の面とりがしつかりしており」「原体端部を剌

突する刻み」を重視して大川式に含めるか、頸部文

様帯の無い点や施文が浅い等といった神宮寺式に共

通する新しい要素に着目するか、の相違であること

を確認しておきたい。

しかしこの相違は、つまるところ拠って立つ型式

観の相違に由来する。したがって、現状では論点の

相違を明らかにしておくことが重要であり、結論は

資料の充実を待つこととしよう。

生産技術論的型式論 上記のような論述の展開上、

以下に筆者の型式観を簡単に述べておく。

尖底の深鉢に押型文を施文する、という大枠にお
⑮ 

いて共通するものは「押型文土器様式」と呼ばれる。

しかし、具体的な製作の手順や姿勢等によって、器

形や文様帯数・施文原体数・施文手法・文様の種類

等が異なり、これが時空を画する型式として認識さ

れる。したがって、土器型式の差異を具体的に発現

する要素をその規定する順に示すと、成形技法・器

形・文様帯・施文手法・文様、となる。文様の属性

分析よりも文様帯を重視し、文様帯の消長は製作技

法と器形に由来し、器形は製作技法に規定される、

と考える。とはいえ、現象的には製作技法は直接見
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えず、器形は漸移的に変化する。そこで、とりあえ

ず規定的要素とできるのは文様帯の消長である。し

かる後に施文手法や文様に着目すべき、と考える。

当報告でもこの順で記述し、文様帯数や原体数・施

文手法数を重視した。

c 立野式
⑯ 

a•b二細分案 立野式（第121図）に関しては筆者も
R 

若干の検討を試み、 a式と b式に二分した。今、そ

の特徴を以下に再録・確認しておく。

すなわち、仮に「立野 a式」と呼んでおく古

い一群は、口縁部の外反が比較的大きく、断面

がやや角頭形を呈する口縁部の端部外角に刻目

をもつ。市松文やネガティブな楕円文、斜格子

文等が多用される。口縁部の外反度や端部外角

に刻目をもつ点、施文方向は異なるが上下＝帯

の文様帯を持つ点、盛行する文様の種類や施文

の浅さ等々の共通点から、近畿地方のW期に併

行すると推定される。北田遺跡や赤坂遺跡、ニ

本木遺跡等に好例がある。

「立野b式」と仮称しておく新しい一群は、

口縁部の外反がわずかとなり、端部には刻目が

無く、尖り気味の例が多い。体部文様をナデ消

して、縦位の帯状施文的文様効果をもたせた例

が出現し、後続する樋沢式と一脈通じるものを

感じさせる。ポジティブな楕円文や、比較的粗

大な山形文等が多用される。三つ木遺跡や御座

岩岩蔭遺跡に好例がある。 ・・・立野 b式は文

様帯がまだ 2帯残るが、近畿地方のV期と併行

すると推定して大過あるまい。

上記の見解は基本的に現在も変わらないが、若干

の補足をしておきたい。

まず、立野 a式の内にはその施文方向が口縁部横

位、以下縦位の例も存在することに注目しておきた
⑱ 

い。角頭の口唇に施文しており、古い様相を留めて

いる。これらは大川式の施文方向と一致するが、頸

部文様帯がないことや施文の浅さから立野式である

ことには間違いない。また、やはり角頭の口唇に施

文するが、外面全体に縦位施文した例（第123図）も
⑲ 

散見される。
R 固

なお、立野 a式は天狗山遺跡や美女遺跡にも好例
@ 

がある。また、北信ではあるが鳥林遺跡の例は現段



階における立野 b式の代表例と言えよう。

立野式以前 さらに、立野式以前の信濃における押

型文土器に関しては、少なくとも中南信で大鼻式や

大川式が出土しているが、分布の実態は未詳である。

ただ、立野 a式期 (N期）に至っては、普遍的・主

体的に分布している。また、表裏縄文系の土器や撚

糸文土器はほとんど伴わない。一方、増子川子石遺
⑬ ⑭ ⑮ 

跡や小佐原遺跡・三枚原遺跡等の表裏縄文関係の資

料にも、押型文土器の共伴は確認されていない。

したがって表裏縄文土器と立野式との間には、大

鼻式のような表裏縄文的要素を残した押型文土器の

みの時期があったか、表裏縄文の伝統を残した土器

と押型文土器が共伴した時期があったか、の二様が

想定できる。後者であれば、押型文土器は大鼻式期

から出現し、大川式期には表裏縄文系土器を凌駕し

たのではなかろうか。それは、関東地方の縄文土器

が撚糸文土器に共伴しつつ交代していった状況に共

通する現象であったと理解できる。

姉妹型式 立野式では、一般に押型文を上半部には

縦位、下半部には横位に施すが、擬口縁部の接合粘

土の下にも施文されている例が多い。それは、下半

分では粘土紐の積み上げを一定程度繰り返して小休

止し、次の粘土紐の積み上げの前に横位回転施文す

ることを繰り返した結果と思われる。そして上半分

では、縦位施文したと推定される。

一方、神宮寺式の古い部分の多くも、同じく 2方

向に全面密接施文する。しかしその方向は逆で、ロ

頸部は横位、以下は縦位である。それは、神宮寺式

では全体の成形後に施文しており、左手で内面から

支えて右手で施文した結果と考えられる。

しかし、いずれもそれなりに合理的な製作技法で

ある。そして立野式・神宮寺式共に、 3文様帯 l原

体 2施文手法を原則としている。このように大局的

にはよく似た土器を作るが、その製作姿勢や所作、

すなわち細部の流儀が異なるものは、別な型式とす

るべきである。神宮寺式と立野式とが別型式とされ

ている本質的な理由はここにある。

ただし、神宮寺式の分布域にも立野式の分布する

中南信にも大川式が分布していることから、神宮寺

式期に至って大川式から分派した一段狭い意味の流

儀の差異と理解される。要するに神宮寺式と立野式
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とは、同一の押型文土器様式から派生した姉妹型式、
⑮ 

異所的同時型式なのである。

3段階案一方、矢野健一氏は、

立野式を出土する遺跡の時期は三時期ある。

すなわち，市松文，船形沈文主体で口縁端部に

施文する率が高く，胴上半縦位下半横位の構成

を有する時期（二本木段階），格子目文主体で

口縁端部に施文する率が低く，胴上半縦位下半

横位の構成を有する時期（百駄刈段階），小振

りの山形文主体で口縁端部に施文する率が高<.

全面縦位の構成が主体を占める時期（福沢段階）

である
⑰ 

とする見解を提示されている。背景にある型式観

は異なるが、「二本木段階」と「百駄刈段階」は、

筆者の a式 ・b式と結果的に同様である。ただしそ

の並行関係は、矢野氏は「二本木段階」を大川式、

「百駄刈段階」を神宮寺式古段階とするのに対して、

筆者は「二本木段階」すなわち立野 a式は神宮寺式

の古い部分、「百駄刈段階」すなわち立野 b式は神

宮寺式の新しい部分と推定している（第62表）。
⑱ 

立野b式直後 立野式からいわゆる樋沢式の間には

型式的断絶がある。そこで矢野氏は上記論文で、福

沢遺跡出土の薄手で波状口縁の内面にも施文する小
⑲ 

振りの山形文の縦位密接施文例（第123図）などを、
⑳ 

立野b式よりも後出的な例として注目された。詳細

は未報告だが、北信の東裏遺跡などにも同時期と思
⑪ 

われる例がある。ただし、福沢遺跡例の内で厚手で

角頭形の口唇に施文した例は、全面縦位施文のよう
⑫ヽ

だが立野 a式であろっ。氏の例示した内外面に撚糸

文を施文した例も立野 a式期と推定される。

なお、この薄手で波状口縁の内面にも施文する例
⑬ 

は、立野遺跡では該当する好例がない。そのため、

これらを「立野式」の範疇に入れることには抵抗を

感じる。型式名称に関しては、立野式の型式設定者

を始めとする地元の研究者の判断に委ねたい。

ともかく、このように立野b式直後に位置すべき

例は資料不足だが、鴻ノ木w式に並行する未確認型

式が存在するものと考えられる。

D 各型式の並行関係

以上、南伊勢（南勢）を中心とした押型文土器前

半期の編年観を基軸として、東海西部や信濃にも言
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第 62表 広域編年案（「平坂式」は、関東撚糸文土器第v様式の内の 1型式と理解する）

及した。そこで最後に、より広く東海東部（駿河・

伊豆）や関東地方との関係にも触れておきたい。

大鼻式期 (I期）から大川 a式期 (II期） ・大川

b式期 (III期） ・神宮寺式古段階 (N期） ・神宮寺

式新段階 (V期）に関しては、その特徴と共に類例

の分布状況などは前述した。そこで次に、鴻ノ木W

式 (VI期） ・ 「高皿式」 (vn期） ・ 「神並上層式」

(VIII期）の類例を見ておきたい。
⑭ 

なお旧稿では、資料不足と主要な論点からはずれ

ていたことから、「後半期の初頭をVI期」として概

括していた。しかし、現段階から見れば鴻ノ木w式・

「高皿式」 ・ 「神並上層式」の 3期に細分するべき

ものであった。そこでこれを修正し、上記のように

VI ---VIII期に分けておく。

鴻ノ木N式 (VI期）の類例鴻ノ木w式（第 105図）

のまとまった類例のない現状では即断はできないが、

神宮寺式に後続することと、神宮寺式と立野式が並
⑮ 

行することを念頭におくと、中信の福沢遺跡（第
⑯ 

123図の51・52)や北信の東裏遺跡等の例は鴻ノ

木w式に並行すると推定される。
⑰ 

また、遠江の三沢西原遺跡には該期の例（第 116
⑱ 

図）が多い。駿河の若宮遺跡第V群 1・2類（第119

図）には、口縁部の外反がなくなっているが基本的

には鴻ノ木w式に良く共通した例がある。

さらに、多摩ニュータウンNo200遺跡 15号A住
⑲ ⑳ 

居跡や同Nol05B遺跡の出土例（第 124・126図）も

並行する可能性が高い。これらは、稲荷台式と伴出

している。鴻ノ木w式や稲荷台式では、無文土器が

増加する点も興味深い。くわえて鴻ノ木遺跡の撚糸

文土器は、稲荷台式に類似する。しかし、地域色の

問題まで考慮すると今後に期するところが多い。
R 

「高皿式」 (VJI期）の類例 飛騨の沢遺跡や信濃の
＠ 

向陽台遺跡をはじめ、中部高地には類例が多い。さ
⑬ 

らに、駿河の若宮遺跡第w群土器や多摩ニュータウ
⑭ 

ンNo740遺跡ホ区出土土器にも該当する例（第 119・

125図）がある。

また、高皿遺跡には縄文の縦位帯状施文の例があ
⑮ ⑮ 

るが、類例は信濃の樋沢遺跡や横山遺跡等に見られ
⑰ 

る。これは、駿河の若宮遺跡第 II群 3類にも共通す

る。なお、帯状施文ではないがヨコナデによってナ

デ消し、結果的に帯状施文と同様な文様効果を持つ
⑮ 

例が伊勢の樋ノ谷遺跡にある（第106図の21)。一

方、前型式の鴻ノ木w式の中には、撚糸文の一部を

ナデ消す例 (1992)も存在し、その関連性が注目さ

れる。このような問題については、中島宏氏も早く
⑲ 

から注目されている。

一方、向陽台遺跡の無文土器は、関東地方の平坂
⑳ 

式とよく類似している。
~I 

「神並上層式」（直期）の類例 美濃の西田遺跡や
@ @ ⑭  

信濃の細久保遺跡、菅平東組遺跡、三田原遺跡の例

（第 122図）も同時期であろう。また、関東の普門
⑮ 

寺式も基本的な特徴は一致している。

押型文土器と撚糸文土器 以上により、 VI期の鴻ノ

木w式は稲荷台式に並行する可能性が高く、 VII期の

「高皿式」は向陽台遺跡例を介して平坂式と並行す

ると推定される。

一方、筆者は押型文土器と撚糸文土器は表裏縄文

土器を母体として双子のように成立した、と理解し
R 

ている。したがって、結論的には第62表のような広

域編年案を考えている。 （山田 猛）
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〔註〕

① a 酒詰仲男・岡田茂弘「大川遺跡」（「奈良県文化財調査報告

（埋蔵文化財編）」第二集、奈良県教育委員会、 1958年〕。
b 松田真一ほか「大川遺跡」（山添村教育委貝会、 1989年）。

② a 梅澤裕・山田猛「一般国道 1号亀山バイパス埋蔵文化財発

掘調査概要m 大鼻（二～三次） ・山城（三次）遺跡」（三重

県教育委員会、 1987年）。

b 山田猛「押型文土器群の型式学的再検討ー＿＿三重県下の前

半期を中心として一-:l (「三重県史研究」第四号、三重県、

1988年）。

c 山田猛「渭 考察 l 縄文時代」（「大鼻遺跡」三重県埋

蔵文化財センター、 1994年）。

③ 大川式を a・b式と 2細分する筆者の立場（註②の aとb)の

ほかに、異なる型式観から新旧の段階に区分する下記の立場

もある。

矢野健一「押型文土器の起源と変遷＿いわゆるネガティブ

な楕円文を有する押型文土器群の再検討一」（「考古学雑誌J
第78巻第 4号、日本考古学会、 1993年）。

④ 大川 a式が新旧の 2段階にさらに細分できることは下記の文

献で指摘した。

山田猛「大鼻式・大川式の再検討」（「研究紀要」第 2号、三

重県埋蔵文化財センター、 1993年）。

なお、鴻ノ木遺跡の大川 a式の新段階の代表的な例は、当報

告書の第104図にも転載しておいた。

⑤ 下記a・bの文献によって型式設定されたが、現段階では下

記 Cの文献中のII-B~F群を基準資料としておきたい。

a 片山長三「神宮寺遺跡発掘報告」（交野町教育委員会・交野

考古学会、 1959年）。

b 片岡肇「神宮寺式土器の再検討」（「考古学ジャーナル」 No

72、ニュー・サイエンス社、 1972年）。

c 下村晴文ほか「神並遺跡 II」（東大阪市教育委員会・財団

法人東大阪市文化財協会、 1987年）。当報告書の第 113図に

も一部を転載。

⑥ 左利きの出現率は、文化的要因や両手利き等の要因によって

一定しないが、 5%は常識的な範囲内である。なお、この点に

関しては佐原真氏からもご教示を得た。ただし、もちろん文責

は筆者にある。

八田武志「左ききの神経心理学」（医歯薬出版株式会社、 1996

年）。

⑦ 註②に同じ。

⑧ 註①の bの文献の 270~271頁。

⑨ 註②の Cの文献に掲載した両遺跡の土器観察表から求めた。

⑩ 註②の a・bの文献でも指摘したが、例えば下記のような具

体的な例がある。

a 奥義次・田村陽一・穂積裕昌「三重県下の前半期押型文土

器」（「研究紀要」第2号、三重県埋蔵文化財センター、 1993

年）の「⑭射原垣内遺跡」の第39図の 11等。当報告書の第

109図にも転載。

b 境宏・筒井正明・山田猛「川上ダム建設に伴う付け替え道

路事業地内埋蔵文化財発掘調査概報 I 「花代遺跡 (A・B

地区） • 西法花寺遺跡」」（青山町教育委員会、 1998年）の

第6図の 7。当報告書の第108図にも転載。

c 篠原英政ほか「塚原遺跡・塚原古墳群」（関市教育委員会、

1989年）の第 53図の 330。当報告書の第 112図にも掲載。

なお、見学や掲載に際しては篠原英政氏のご好意を得た。

⑪ 註②の b・Cの文献でも指摘したが、例えば下記のような具

体的な例がある。

a 大参義一ほか「北替地遺跡発掘調査報告」（「いちのみや考

古」第 6号、一宮考古学会、 1965年）の第 3図の 4や5等。

b 鈴木昭彦ほか「馬場遺跡概報」（足助町教育委貝会、 1981 

年）の図12の10等。当報告書の第 111図にも転載。

⑫ 註①の aの文献の14頁。

⑬ 矢野健一氏によって、神並遺跡の I群土器（註⑤の cの文献）

を基準資料として提唱された（註③の文献）。当報告書の第115

図にも転載。

⑭ 註④に同じ。

⑮ 註②の bに同じ。

⑯ 例えば下記のような例がある。

a 吉水康夫「W 大藪遺跡」（「南勢バイパス埋蔵文化財調査
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報告」三重県文化財連盟、 1973年）の第8図の 53。

b 田村陽一ほか「 1.松阪市広瀬町上ノ広（森下池西方）遺

跡(26)」〔「近畿自動車道（久居～勢和）埋蔵文化財発掘調査

報告」第 1分冊 l、三重県教育委員会、 1989年〕の第 5-

11図の 2・4。
⑰ 松葉和也・山田猛「高皿遺跡発掘調介概報J(三重県埋蔵文化

財センター、 1996年）。当報告書の第107図にも関係資料を転

載。

⑱ 註⑬に同じ。

⑲ 註①の bの文献の図 113の559や560等。

⑳ 高見宜雄「 I 度会郡大宮町樋ノ谷遺跡」（「昭和 57年度農業

基盤整備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告」三重県教育委員会、

1983年）の第102図の 1~ 4・8・19等。当報告書の第106

図や第63表にも掲載。

⑳ 註⑩の bの文献の13等。当報告書の第108図にも掲載。

⑫ 註⑤の cの文献の23~25頁。当報告書の第115図にも掲載。

⑳ 小江慶雄「琵琶湖底先史土器序説」（学而堂書店、 1950年）。

⑳ 土肥孝「近畿地方」（「縄文土器大成」 1、講談社、 1982年）

の 138~139頁。

⑮ 註②・④の文献と当報告。

⑳ 広域編年の検討には、 1997年12月23Bの広瀬昭弘氏や川崎

保・穂積裕昌氏との、鴻ノ木遺跡の資料を実見しながらの討論

が非常に有益であったことを明記しておきたい。ただし、拙稿

の文責はもちろん筆者にある。

⑰ 佐野康雄ほか「飛瀬・底津遺跡」（岐阜県美濃土木事務所・財

団法人岐阜県文化財保護センター、 1995年）。

⑳ 鈴木茂夫・鈴木昭彦「大麦田遺跡概報J(足助町教育委員会、

1987年）の図版ー 12の147。

⑳ 鈴木昭彦「北貝戸遺跡」〔「愛知県埋蔵文化財情報 8」愛知

県教育委員会・⑮愛知県埋蔵文化財センター、 1993年〕。

⑳ 神村透•新谷和孝ほか「お宮の森裏遺跡」（建設省飯田国道工

事事務所・上松町教育委員会・木曽郡町村会、 1995年）の第111

図の 1~ 7。
⑪ 河野典夫ほか「落合五郎遺跡発掘調査報告書」（建設省中部地

方建設局多治見工事事務所・岐阜県教育委員会・中津川市教育

委員会、 1988年）の1~4・7等。当報告書の第110図にも転載。

⑫ 註⑳の文献の図版ー 5の1・8等。

⑬ 新谷和孝ほか「最中上遺跡」（長野県木曽建設事務所・上松町

教育委員会・木曽郡町村会、 1993年）の第 15図の 50~89。当

報告書の第120図にも転載。

⑭ 神村透「二本木遺跡・稲荷沢遺跡」〔「長野県史考古資料編（中・

南信）」長野県史刊行会、 1983年〕の第 4図の 66・69。

⑮ 馬場保之ほか「美女遺跡J(飯田市教育委員会、 1998年）。馬

場氏等のご好意により実見できた。

⑯ 綿田弘実ほか「第 3章 鳥林遺跡」〔「中央自動車道長野線埋

蔵文化財発掘調査報告書13-—更植市内•長野市内その1-」

日本道路公団名古屋建設局・長野県教育委員会・⑮長野県埋蔵

文化財センター、 1994年〕の第 20図の 112。

⑰ 註⑪の aの文献に同じ。

⑱ 註⑪の bに同じ。

⑲ 註⑩の cの文献の328・374・395・398等。当報告書の第

112図にも掲載。

⑩ 註②の a・bに同じ。

＠ 註⑩の cの文献の 330等。当報告書の第 112図にも掲載。

⑫ 奥義次• 田村腸ー・穂積裕昌「三重県下の前半期押型文土器」

（「研究紀要」第2号、三重県埋蔵文化財センター、 1993年）

の「⑰東野B遺跡」の 9・11~13等。当報告書の第114図にも

転載。

⑬ 註⑩の bの文献の 6。当報告書の第 108図にも転載。

⑭ 註③の文献の 8頁。

⑮ a 大参義一ほか「九合洞窟遺跡」（名古屋大学文学部、 1956

年）の一四図の 1・12~16等。

b 安達厚三「 6 岐阜県九合洞窟」（「日本の洞窟遺跡J平凡

社、 1967年） 147の53・68・71等。当報告書の第118図

にも転載。

⑯ 安達厚三ほか「 1. 萩平遺跡D地点」（「川路萩平遺跡 竹広

馬場遺跡発掘報告書」新城市教育委員会、 1967年）の第 6図の

1・12・17・25や第 7図の 35等。当報告書の第117図にも

転載。



＠ 水島和弘ほか「三沢西原遺跡」（菊川町教育委員会、 1985年）

の 118・165~168・173・180・223等。当報告書の第116

図にも転載。

⑱ 註③と下記の文献。

矢野健一「押型文土器の起源と変遷に関する新視点」（「研究

紀要」第 2号、三重県埋蔵文化財センター、 1993年）。当報告

書の第116~118図にも該当例を転載。

⑲ 註⑮の bの文献の 147の7l。当報告書の第118図にも転載。

⑳ 註⑫に同じ。

⑪ 松島透「長野県立野遺跡の捺型文土器」（「石器時代」第4号、

1957年）。その他にも関係論文は多いが、註②の a・bや註③

の文献でも検討・細分している。

⑫ 註②の cに同じ。

⑬ 註⑪の bの文献に同じ。

⑭ 註⑮に同じ。

⑮ 小林達雄「縄文早期前半に関する問題J(「多摩ニュータウン

遺跡調査報告」 II、多摩ニュータウン遺跡調査会、 1966年）。

なお、筆者は旧稿（註②の bの文献）では「様式」を避けた

が、現在では妥当な用語と考えている。

⑮ 註⑪の文献に同じ。

⑰ 註②の a・bの文献に同じ。

⑱ 註⑭の文献の第 4図の 3。

⑲ 小林康男ほか「堂の前・福沢• 青木沢 塩尻東地区県営圃場

整備事業発掘調査報告書」（塩尻市教育委員会、 1985年）の第

122・123図や第126図の 44~50等。当報告書の第 123図に

も一部修正のうえ転載。

R 百瀬一郎「天狗山遺跡」（茅野市教育委員会、 1993年）の第

32・33号住居跡出土例。

＠ 註⑮に同じ。

＠ 註⑯の文献に同じ。

⑬ 酒井幸則「 5 増子川子石遺跡」〔「長野県中央道埋蔵文化財

包蔵地発掘調査報告書ー一下伊那郡高森町地内（その 2)J日本

道路公団名古屋支社・長野県教育委員会、 1972年〕。

⑭ 広瀬昭弘「北信濃小佐原遺跡の表裏縄文土器について」（「信

濃J第32巻第 4号、 1981年）。

⑮ 広瀬昭弘ほか「三枚原遺跡」（木島平村教育委員会、 1977年）。

R 矢野健一氏は、「押型文土器は大鼻式分布圏（東海西部～近畿）、

立野式分布圏（長野）、東海東部の 3地域で別個の先行型式から

派生した」という見解を提示されている（註⑱の文献の87頁及

び註③の文献）。

⑰ 註③の文献の 21・22頁。

⑱ 戸沢充則ほか「樋沢押型文遺跡調査研究報告書J(岡谷市教育

委員会、 1987年）。

⑲ 註⑲の文献の第126図の51・52等。当報告書の第123図にも

転載。

⑳ 但し、これらは「神並上層式」に類似する要素もあり、立野b

式直後ではない可能性もある。いずれにせよ、立野 b式直後に

未確認型式を想定する見解自体は妥当なものと思われる。

⑪ 岡村秀雄ほか「 5 東裏遺跡」（「長野県埋蔵文化財センター

年報J10、財団法人長野県埋蔵文化財センター、 1993年）の
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格子文の例等。

⑫ 註⑲に同じ。なお、同文献の第 122図の例は口唇部にも山形

文が施されている。

⑬ 註⑪の文献に同じ。

⑭ 註②の bの文献の55頁。

⑮ 註⑲に同じ。

⑯ 註⑪に同じ。

⑰ 註＠の文献の 107~116等。当報告書の第 116図にも転載。

⑱ 馬飼野行雄・伊藤昌光ほか「若宮遺跡西富士道路建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書(II)」（日本道路公団名古屋建設局・

静岡県教育委員会・富士宮市教育委員会、 1983年）。当報告書

の第119図にも転載。

⑲ 田中純男ほか「多摩ニュータウン遺跡」（東京都埋蔵文化財セ

ンター調在報告第32集、東京都埋蔵文化財センター、 1996年）。

当報告書の第124図にも転載。

R 川崎邦彦ほか「多摩ニュータウン遺跡 昭和63年度（第 3分

冊）」（東京都埋蔵文化財センター、 1990年）。当報告書の第126

図にも転載。

⑪ 大野政雄•佐藤達夫「岐阜県沢遺跡調査予報」（「考古学雑誌」

第 53巻第 2号、日本考古学会、 1967年）。

＠会田進ほか「第 3節 向陽台遺跡」〔「一般国道20号（塩尻バ

イパス）改築工事埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書」塩尻市教

育委員会、 1988年〕。

⑬ 註⑱の文献に同じ。

R 小島正裕ほか「多摩ニュータウン遺跡昭和 58年度（第 7分

冊）」〔⑮東京都埋蔵文化財センター、 1984年〕。当報告書の第

125図にも転載。

R 註⑱に同じ。

R 林茂樹「横山遺跡の斜縄文士器と押型文土器」（「信濃」第14

巻第 3号、 1962年）。

⑰ 註⑬の文献に同じ。

⑱ 註⑳の文献に同じ。当報告書の第106図にも掲載。

R 中島宏「立野式土器についての一考察」（「研究紀要」第 7号、

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団、 1990年）。

ca 岡本勇「相模•平坂貝塚」（「駿台史学」第 3 号、駿台史学
会、 1953年）。

b 原田昌幸「撚糸文系上器様式」（ニュー・サイエンス社、

1991年）。

R 佐野康雄氏や谷口和人氏のご好意により実見できた。

⑫ 松沢亜生「細久保遺跡の押型文土器」（「石器時代」第 4号、

1957年）。

⑱ 八幡一郎・上野佳也「長野県菅平東組の早期縄文式文化遺跡

について」（「考古学雑誌」第48巻第 2号、日本考古学会、 1962

年）。

⑭ 宇賀神誠司ほか「 7 三田原遺跡群」（「長野県埋蔵文化財セ

ンター年報」 9、財団法人長野県埋蔵文化財センター、 1992年）。

⑮ 菌田芳雄「普門寺観音山包含地遺跡調究概報」（「両毛古代文

化」第 1号、 1949年）。

R 註②の bの文献に同じ。



第102図 押型文土器関係遺跡
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第103図 押型文土器関係口緑部変遷模式図（第V11期は資料不足から口唇施文例を図示した）
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報告 整理 出土遺構
制作・調整技法の特徴 色 調

型式名
備 考

番号 番号 出土位置等 所属期

1 R- 口縁部：ゆるい波状、横位山形文（原体径 5ミ')、 外 7.5YR4/3~3/3 「神並上層式」 4とは別個体か

1 長zgs')以上） 内 7.5YR3/3 補修孔 1孔残

2 R- SBl 口縁部近くか：上部は横位山形文、下部は縦位山 外 7.5YR5/6 「神並上層式」

2 埋土 形文 内 10YR3/2

3 R- 体部：横位山形文 外 7.5YR4/3 「神並上層式」

3 埋土 内 7.5YR3/2

4 R- SBl 口縁部近くか：上部は横位山形文（原体径7り）、 外 7.5YR6/6 「神並上層式」 lとは別個体か

4 埋土 下部は縦位山形文(?) 内 10YR3/2

5 R- SBl 体部：横位（？）山形文（原体径 9り以上） 外 10YR7/4 神宮寺式

5 埋土 内 10YR4/1

6 R- SBl 体部：横位（？）山形文、上端に継目 外 5YR7/6 神宮寺式

6 内 10YR4/l

7 R- SBl 体部：縦位山形文、上下端に継目 外 10YR8/4 「神並上層式」 密接施文

7 内 10YR2/l

8 R- SBI 体部：横位（？）山形文 外 7.5YR5/6 「神並上層式」

8 埋土 内 7.5YR3/3

， R- SBl 体部：横位（？）山形文 外 7.5YR6/6 神宮寺式， 内 7.5YR3/2

1 0 R- SBI 体部：横位（？）山形文（原体径 7り）、上下端 外 10YR6/1 神宮寺式 密接施文か

1 0 に継目 内 10YR6/3

1 1 R- 包含層 口縁部：横位山形文（原体径10り） 外 10YR3/l 神宮寺式
1 1 c- 内 10YR5/1

1 2 R- SBl 体部：縦位ネガ楕円文（原体径7り、長19り以上 外 7.5YR4/3~3/3 神宮寺式 14と同一個体か

1 2 埋土 27丸）か）、下端に継目 内 7.5YR4/2

1 3 R- 体部：縦位（？）ネガ楕円文、上端に継目 外 2.5Y8/3 神宮寺式
1 3 内 7.5YR4/2

1 4 R- 体部：縦位ネガ楕円文、上下端に継目 外 7.5YR3/2 神宮寺式 12と同一個体か

1 4 内 7.5YR4/2

1 5 R- SK19 体部：縦位格子文（原体長28ミ＇）以上）、下端に継 外 10YR7/3 神宮寺式
1 5 埋土 目 内 10YR4/1

1 6 R- SBI 体部：縦位斜格子文、下端に継目 外 10YR8/3~5/l 神宮寺式 補修孔 1孔残

1 6 埋土 内 7.5YR5/l

1 7 R- SK20 口縁部：縦位格子文 外 2.5Y5/l 神宮寺式
1 7 埋土 内 2.5Y6/l

1 8 R- SF 体部：縦位羽状押型文、下端に継目 外 2.5Y8/3 神宮寺式
1 8 内 7.5YR4/2

1 9 R- SBl 口縁部：ゆるい波状、横位山形文（原体径6り、 外 10YR3/2 「神並上層式」
1 9 埋土 長31バ）、体部：縦位山形文（原体は口縁部と同 内 10YR4/4

じ、口縁部より前に施文）

2 0 R- SBl 口縁部の一部に横走撚糸文、他は斜走撚糸文、共 外 7.5YR4/3~ 「神並上層式」

2 0 埋土 に撚糸は無節か 10YR3/1 期か

内 10YR4/1

2 1 R- SBl 口唇部：単節Rの斜縄文、口縁部：単節Rの斜縄 外 7.5YR4/1 「神並上層式」

2 1 文、一部にヨコナデを縦位に重ねて無文化して結 内 10YR4/l 期か

果的に無文地縦位帯状施文化している

2 2 R- SBl 底部付近：風化 外 10YR7/4 「神並上層式」

2 2 SK 内 10YR3/l

第 63表樋ノ谷遺跡出土土器観察表
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第108図 花代遺跡出土土器 (1: 3) 註⑩bの文献に拠る

第109図 射原垣内遺跡出土土器註⑩ aの文献に拠る
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第110図落合五郎遺跡出土土器

註⑪の文献に拠る

図 12 押型文土彗 (3)
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第111図 馬場遺跡出土土器註⑪bの文献に拠る

-232-



応睾ぇ―
心ふ：ダ>
タr::.~t/盆淑.. "バ
・,-4. ^・・ク丸ノ・

だゞ翠寮：：
そ六＼ゞぶ`'ヽ-,.・.・,,

i,i,.;...·<".~~~-

／
 

戸
-・ ..;"".-;: ら-:...

.... • ク s:吋 t・, •. ;.、~--•,;,
べゞ:;.;糞へふ

亨項"ii忍'¥ ぐ念...,.、 P、~~~
, .. , 

~·-•·:"ぶj..
‘‘/＇ 

/
[
 

”” 9・ ..  

ぶ夕，,:;.-
：ヽ9、it・, , :nrtt; 
f ,¥' 

,, ~. ヽ

;； ¥ ;'.:: ·"よ~;:方
沼辺ふ:N~ 蕊・

；し力'.Firl沼
1; 7,{;,' ・i;.;.、
l.,f' 

ー7
 

3
 

,＇ 

,

＇

[

|

_

 

1,r _
_
 
l

|
＇’’ 

ー6
 

ー

9
,
l
l
|
|
|
|
3＇ 

、i

.
r
 ヽ．＂`し

Y
・ジ

<
`
9

、r4¥f.鼻、．＇ド
I

鼻．，＇し
9

、ス

kì
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゜第112図 美濃塚原遺跡出土土器 (1: 2) 註⑩cの文献に拠る
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第115図 神並遺跡出土「神並上層式」土器 註⑤cの文献に拠る
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第123図 福沢遺跡出土土器註⑲の文献に拠る

第122図 三田原遺跡出土土器註⑭の文献に拠る

-236-



第124図 多摩ニュータウンNo.200遺跡出土土器 註⑳の文献に拠る

第125図多摩ニュータウンNo.740遺跡出土土器 第126図多摩ニュータウンNo.1058遺跡出土土器

註⑭の文献に拠る 註⑳の文献に拠る
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3. 石器群の評価と問題点

(1) はじめに

本遺跡からは総数10477点という多量の良好な内

容をもった石器群が出土した。本県を含む近畿地方

では早期前半期の良好な石器群はそれほど多くない。

多くの遺跡では土器が複数の時期・型式にまたがっ

て出土する場合が多く、よって石器群の帰属時期の

確定を困難にしている状況があるが、本遺跡の石器

群は早期前半期に限定できる資料であり、その資料

的価値は高いといえよう。

(2)石器群の評価と問題点

A. 各器種について

個々の石器については、文化内容や石器組成を考

えるうえで重要な問題を内包しており、主な石器に

ついて所見を述べていきたい。

①尖頭器 押型文土器群に伴う有茎以外の尖頭器

は、従来あまり注意されてこなかった。今匝、各遺

跡の資料を通観してみると、今まで感覚的には捉え

ていたが、どの遺跡でも一定数の尖頭器が組成する

ことがはっきりと認識された。

三重県下における旧石器時代～縄文時代の尖頭器

の集成は、奥義次氏によって行われ、また、縄文時

代早期については山田猛氏によって亀山市大鼻遺跡

の考察のなかで有茎尖頭器も含めてなされている。まず、

これらに導かれながら県下の尖頭器を検討し、その

後に周辺地域も含めた資料との比較検討による、本

遺跡の尖頭器の位置づけを試みたい。そもそも「尖

頭器」ないしはそれに近似した器種名で記述される

石器には、典型的な有茎尖頭器や木葉形尖頭器を除

くと、実際には多種多様な内容をもった石器が一括

されているという実状があるといえよう。例えば、

石鏃とするにはやや大型のもの、一部の加工は削器

の刃部のようだが一端が尖頭状をなすものなど、境

界的な器種が数多く含まれている。ここでは、これ

らも一応俎上にのせて、検討することとする。

三重県下の押型文前半期では、本遺跡以外に11遺

跡で有茎以外の尖頭器とされる資料が出土してい
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まず、大鼻遺跡では整った横長剥片の全固に腹面

側から調整剥離を加えて器形を作出した薄手品 l点

が出土している。一見、旧石器時代的な様相をもっ

石器だが、 SH2の床面から出土しており、大鼻式

に伴うものと判断されている。美里村西出遺跡では、

大川式・神宮寺式土器に伴ってサヌカイト製の破片

1点が出土しているというが、全資料を実見した限

りにおいて確認できなかった。嬉野町東野B遺跡で

は、やはり大川式・神宮寺式土器に伴って、チャー

ト製品 l点が出土しているが、破片のため全形を知

り得ない。同じく嬉野町井ノ廣遺跡では、陥し穴と

も考えられる SK14から撚糸文土器とともに出土し

たサヌカイト製の尖頭器とされる資料があるが、次

項で述べるように有茎尖頭器と考えることも可能で

ある。松阪市上寺遺跡では、上半部を残すチャート

製品 l点がある。両面ともに入念な加工によって断

面凸レンズ状をなす整った器形を作出している。こ

れら 2点は有茎尖頭器の可能性もある。また、この

遺跡で掻器とされた資料のうち 1点は、整った半月

形をなし、尖頭部の形成は明瞭ではないものの、左

右非対称の尖頭器との関係で注意しておきたい資料

である。

本遺跡に近い松阪市上ノ広遺跡・多気町相可牟山

遺跡では、共にチャート製・サヌカイト製の整った

木葉形を呈する尖頭器が複数出土しているが、同時

に出土している草創期の石器群との確実な峻別が難

しいといえる。ただし、牟山遺跡の平基で五角形鏃

の大型品のような形態をもつ 1点は、当該期のもの

と考えることができよう。度会町麻加江栢垣外遺跡

の 1点は、粗質なチャートを素材とし、下半に最大

幅をもつ不整形な平面形を呈する。調整加工も全体

に粗く、腹面には一次剥離面を大きく残している。

山田猛氏は未製品の可能性を指摘している。飯南町

足ヶ瀬遺跡では、大川式土器に伴って、 2点の尖頭

器が採集されている。 1点は、下縁が弧状にふくら

む基部をもった、石鏃の大型品ともいえる整った形

態をもつ尖頭器である。もう 1点は山田氏の一覧表



では「凸基無茎式」とされるが、実測図を検討する

と、左右非対称となる木葉形尖頭器の約半分が欠損

した資料とみることができる。いずれもサヌカイト

製。勢和村大間広遺跡では、木葉形のサヌカイト製

品 l点がチャート及の有茎尖頭器 1点とともにみら

れる。小俣町石川遺跡では、表面採集によって複数

の有茎尖頭器・木葉形尖頭器が得られているとされ

るが、その実体は公表されていない。

以上、三重県下の尖頭器を概観したが、当該期の

遺跡のうち一定規模の調壺や採集活動が行われた遺

跡の大半に本器種が含まれることが分かった。

近隣県に目を転じてみると、やはり尖頭器とされ

る資料が一定数みられる。代表的な遺跡をいくつか

みてみよう。

奈良県山添村大川遺跡では、第 1次調壺で 6点が
17 a 

出土しており、第 2次以降の調査では11点が「尖
17 b 

頭状石器」として記述されている。この11点のうち1点

は、突出した基部をもつ有茎尖頭器であり、他の10

点は基本的には木葉形尖頭器の範疇に入るものであ

る。このうち尖頭器として確実に認定されるのは、

中間部と考えられる 1点の他は石鏃の未製品やつま

み部をもたない石錐との区別が難しいものが多く、

細身で器軸がねじれて左右非対称となる完形品の

他、石鏃未成品とみられる 1点もあり、報告者は逆

に「石鏃としたもののなかには未製品も含まれてお

り、尖頭器との分離は明確にできないものも多い。」

としている。使用石材はすべてサヌカイトである。

同じく、山添村の上津堂前尻遺跡で「木葉状を呈し

た尖頭器」が、上津大片刈遺跡1992年度トレンチ

調査で左右非対称の「ポイント状を呈する製品」が

出土しているが、後者の時期がはっきりしない。

滋賀県大津市粟津湖底遺跡では、クリ塚周辺部の

上層砂層から細身でやや左右非対称の感があるサヌ
,20, 

カイト製尖頭器 1点が報告されている。

大阪府東大阪市の神並遺跡では、尖頭器として認
,Zl 

定された石器が 13点ある。大半は木葉形を呈する

が、 2例は基部がほぼ平基となるものである。うち

1点はスクレイパーの可能性があるものも含んでい

る。また、左右非対称の形態をもつと思われるもの

を6点含んでいる。

東海・中部地方では、愛知県大口町北替地遺跡で
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幅広の木葉形尖頭器が 1点出土している。安山岩製。

全体に浅い幅広の剥離によって調整され、一部には

一次剥離面や節理面？が残るようである。時期は、

五角形鏃を含む石鏃の形態構成や土器の様相から大

川式の新しい段階に相当すると考えられる。

長野県飯田市立野遺跡では、石器全体の出土数が

少ない中で、約半分を欠失するやや左右非対称の尖

頭器が 1点出土している。

以上のように、本遺跡の尖頭器とした資料に対比

される他遺跡の例を瞥見したが、その中には木葉形

を呈する典型的な槍先形尖頭器から、石鏃の大型品

とも呼び得るもの、削器との中間的形態をもつもの

など、幅広い資料が「尖頭器」や「尖頭状石器」「尖

頭石器」などの呼称で含まれていることが分かった。

尖頭器として確実に認定される資料の中でも、本遺

跡の2007のように整った木葉形を呈する尖頭器が一

定数みられる一方で、左右非対称の尖頭器が当該期

の石器群に特徴的に伴うことを特に指摘しておきた

い。ただし、非対称の尖頭器がどのような系統的位

置づけを行うことができるのか、例えば草創期の半

月形石器の系譜を引くものか否かといった検討は、

表裏縄文系土器群に伴う尖頭器の様相が明瞭でないた

め、現状では判断できない。

一方、尖頭器は押型文土器前半期以降、急速に減

少することが指摘されており、これも重要な問題で

ある。ここでは、資料の十分な検討を経ていないた

め、問題の展開を行わず、基本的な認識を示すにと

どめておきたい。

有茎尖頭器を含めた尖頭器の消滅の要因について

は、基本的には狩猟具の石鏃への転換という現象が

あるのは、当然の理解といえる。この問題について

は、狩猟対象動物の変化とそれに伴う道具の改良と

いう視点から語られることが多いが、最近の古環境学・

古生物学の成果から、更新世の後期にはすでに各種

のゾウやオオツノシカなどの大型動物は減少し、現

在と同じニホンジカやイノシシといった中・小型動

物が主体であったことが知られており、機能的な目

的という根本的な理由とは異なるより上位の要因、

例えば日本列島以外の他地域からの文化的な影響・

社会的な変化があった可能性を想定することもでき

る。



また、宮下健司氏は、尖頭器の消滅によって槍に

よる狩猟そのものが衰退したのではなく、長野県北

相木村栃原洞窟でのあり方から骨角製刺突具への槍
四

先の材質転換がなされた可能性を指摘している。た

だし、栃原洞窟ではこれら骨角器とともにその製作

に使用されたと推定される砥石類が、他遺跡と比し

て質・量ともにまとまって出土しており、骨角器へ

の転換というあり方が、押型文土器を使用する地域

全体に敷術し得るか否かは疑問が残るといえよう。

洞窟・岩蔭遺跡は、その立地にまず特徴があり、狩

猟活動が特殊化していた可能性も考慮しておく必要

があるだろう。

以上、押型文土器前半期に伴う尖頭器類について、

その問題点を糸婁々述べてきたが、伴出土器による器

形の変遷や消長、有茎尖頭器・石鏃との関係などま

だまだ検討しなければならない課題が多いといえよ

。
ぷ
／

②有茎尖頭器 有茎尖頭器については長く草創期

の石器として認識される傾向が強かったが、早期の

土器と出土する例が増加するに伴い、その存続時期
⑱ 

についての見直しがなされてきている。

本遺跡の3点は、 2013がp8の底部から、 2014は

下層遺物包含層、 2015は尖頭器 2008と五角形鏃と

ともにSK201内から出土した。特に、 2015の有茎尖

頭器については大鼻・大川式土器に特徴的に伴う五

角形鏃と共伴しており、こうした出土状況や伴出土

器・ 石器から考えると、あえて、これら 3点を草創

期遺物として混在扱いすることには積極的な根拠が

なく、よって早期前半期に属する遺物と考えるのが

妥当であろう。

ここで本遺跡以外の県内出土例をみておく。多気

町坂倉遺跡で大鼻式期の土器を中心とする南地点の
(29: 

7号炉跡内からチャート製 1点が、嬉野町井ノ廣遺

跡で SK13から神宮寺式期の土器とともにチャート

製 l点が、四日市市一色山遺跡では神宮寺式期の包

含層からチャート製 l点が出土している。これら 3

遺跡は、その出土状況や伴出土器から早期前半に属

する可能性が高いとされる遺跡である。前述の山田

猛氏による集成一覧によれば、上記遺跡以外に押型

文土器が出土した 12遺跡で有茎尖頭器が出土・採

取されているといっ。
さ

県外をみると、神並遺跡 2次調査では密接山形文

土器主体の11層から 1点、神宮寺式土器を主体と

する12層から 3点の計 4点（すべてサヌカイト製）

が出土し、「混在という形で処理することもできな
,3 3' 

い」としている。この 4点について、草創期の混入
;J4 

と考える意見も出されている。さらに、同遺跡13次調査

でも神宮寺式を含む 8層から有茎尖頭器2点が出土
35, 

しているが、詳細は不明であり、ここでは 2次調壺

出土の 4点を検討の対象としたい。三重県に近接す

る大川遺跡では早期包含層 (3層）から有茎尖頭器

の範疇で捉えられるサヌカイト製の「尖頭器状石器」
函J

1点が出土している。また、同じ山添村桐山和田遺

跡でも早期包含層 (5a層）からサヌカイト製 l点

が出土している。天理市布留遺跡豊井（打破り）地

区では早期包含層からサヌカイト製 1点が出土して

いるが、前半期か後半期かは定かではない。

やや離れるが、福井県名田庄村岩の鼻遺跡でもS

BOl覆土から早期前半期・後半期、前期の土器とと

もにサヌカイト製 1点、チャート製 1点の計 2点が

出土し、「押型文期に帰属する蓋然性がきわめて高
'39 

い」とされる。このように、県内のみならず、近府

県における出土状況・伴出土器などからも、早期前

半期までは有茎尖頭器が存続するという考えを追認

しておきたい。

次に早期に属すると考えられる有茎尖頭器を中心

に形態的特徴をみていきたい。まず、本遺跡から出

土した 3点は次のような特徴をもつ。

（ア） 復元長が3~3.5cmほどの小型品で、細身薄

手であること。

（イ）基部形態は凸基式もしくは平基式で、茎部

の形成が明瞭で逆台形状を呈すこと。そして、

茎部末端は 2点がやや凹み気味、 1点がやや

張り出し気味であること。

つづいて坂倉遺跡、一色山遺跡、井ノ廣遺跡、神

並遺跡、岩の鼻遺跡の有茎尖頭器をみてみよう（第

127図）。坂倉遺跡例（長さ4.5cm)、一色山遺跡例

（長さ 6.7 cm、復元推定約 7cm) は、側縁が直線的

で、基部形態が凸基となり、逆三角形状の茎部がつ

く。井ノ廣遺跡チャート製例（長さ6.5cm)、神並遺

跡11層例（長さ4.8cm) は基部形態が平甚で、茎部

はかなり短く形成されており不明瞭である。この神
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鴻ノ木遺跡 2013 

神並遺跡 12層例 2

鴻ノ木遺跡 2014 鴻ノ木遺跡 2015 

坂倉遺跡

神並遺跡

、J

゜

神並遺跡 12層例 1

5cm 

井ノ廣遺跡

（左：サヌカイト、右：チャート）

12層例 3

一色山遺跡

第 127図 早期有茎尖頭器例 (1: 1、井ノ廣遺跡例は ⑧b文献からトレース）
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並遺跡11層例は、前項で述べた井ノ廣遺跡でサヌカ

イト製尖頭器とされる例（長さ5.4cm)と全体形が類

似している。

神並遺跡12層例1は長さ5.6cm(復元推定約6.3cm)

で、側縁が返し部近くで外に開き、凹基に基部を仕

上げ、逆三角形の明瞭な茎部を有す。 12層例2は長

さ3.5cm(復元推定約3.7cm)で、基部形態は凸基式、

茎部の形成が明瞭で逆台形状を呈し、茎部末端はや

や張り出し気味である。神並遺跡12層例3 (残存長

3.5cm)・ 岩の鼻遺跡サヌカイト製例 (6.3cm)・チャー

ト製例 (1.5cm、復元推定約 4cmか）の 3点は、側

縁が直線的で、基部端から直線状の縁辺をもつ逆三

角形状の茎部が形成される。このなかで、本遺跡例

3点と形態的類似関係にあるのは、神並遺跡12層例

2である。

さて、以上のような形態的特徴を踏まえて、近年、

新田剛氏によって示された早期有茎尖頭器の変遷案

について触れておきたい。氏は三重県下出土の当該

期資料から、「坂倉段階→一色山段階→井ノ廣段階」
40i 

という変遷案を提示している。この変遷案は、伴出

土器群の時期とともに「棒状の茎部・明確な逆刺部

から短小な茎部・丸みを帯びた返刺部」という茎部・

返し部の退化に着目して勘案されている。このよう

な観点から、供伴石器・土器をもたない単独出士し

た有茎尖頭器の位置づけの見直しも迫られよう。か

つて触れたことがあるように、三重県御浜町平見出

土の有茎尖頭器は、早期に下る可能性をも考慮に入
42、

れるべき資料と思われる。

筆者らは、新田剛氏が着目する茎部・返し部の退

化は、早期の有茎尖頭器が終焉に向かう姿の一事実

を捉えているものと評価している。

その一方で、押型文土器前半期に伴う有茎尖頭器

は、草創期同様に多様な形態を有しており、一系列

での段階的変遷を追うことが難しいとの印象をもっ

ている。たとえば、神並遺跡の有茎尖頭器4点が他

の石器群とともに神宮寺式を主体とする土器群に伴

うという前提に立って、一系列の段階的変遷を考え

ると、 4点は 1遺跡のなかで土器の時期的変化に伴

って徐々に変化していったもの、あるいは、それぞ

れが異なった形態的特徴を有する12層例3点が11

層例 1点の形態に収敏されたものという評価をせざ
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るを得ないといえよう。そして、本遺跡例 3点と神

並遺跡12層例2が土器型式の差を越えて形態的類似

関係にあること、坂倉遺跡例と一色山遺跡例に明瞭

な形態的差異を見いだしにくいこと、草創期の有茎

尖頭器と同様の形態を含むこと、などから早期の有

茎尖頭器の変遷は複雑なものと思われるが、現時点

において筆者らは具体的な変遷案を示すまでには至

っていない。

近畿地方の押型文土器前半期に有茎尖頭器が伴う

ことは、片岡肇氏によってすでに30年近く以前に指

摘されていた。氏は「有茎（舌）尖頭器は、旧石器

時代終末から草創期初頭の石器である」という先入

観にとらわれず、本文中で言及するとともに近畿地

方の押型文土器文化期の遺跡集成にあたってその石

器一覧表に「石槍」の項目を設け、「有舌尖頭器」は

◎として表示している。混入の可能性も考えながら

先入観による排除を行わず、実際に遺物が出土して

いるという事実に即してそれを提示するというこう

した姿勢は、見習うべきものである。現在の資料的

状況は、氏の認識が正しかったことを何より証明し

ているといえよう。斎藤幸恵氏も同様に有茎尖頭器

を検討の対象としている。

以上見てきたように、押型文土器前半期に伴う有

茎尖頭器は、資料数が徐々に増加している状態であ

り、「押型文土器前半期までは有茎尖頭器が残る」と

いう事実を共通認識とする資料的段階から、その内

容を検討し得る段階に十分至っているといえよう。

今後の課題としたい。

③石鏃 本遺跡からは85点と多くの石鏃が出土し

た。そのうち遺構に伴って一定量の出土をみたのは、

SF246の27点、 SK201の7点で、他は土坑などの

遺構に伴っていても数点程度の量である。ここでは、

全体の形態的特徴を抽出し、その位置づけについて

も簡単に述べておきたい。

石鏃のなかで主体となるのは、いわゆる「五角形

鏃」で総点数85点中31点を占めている。すでに、形

態記述の項で述べたように、五角形鏃は細かくみれ

ば変異に富むが、扶りが浅く、粗く周縁加工を行っ

て表裏面に一次面をとどめるものが多い。五角形鏃

はその形態的特徴から、「魚形石鏃」あるいは「ロケッ

ト型」とも呼称されるもので、なかには後・晩期の



五角形鏃との形態的な類似性をもつものも存在するが、

多くは早期前半期の五角形鏃として区別し得る特徴

を有している。

また、この特徴的な五角形鏃は、早期前半期のな

かでも漠然と「大川式土器に伴うもの」として理解

されてきた。県内では大鼻遺跡、足ヶ瀬遺跡で多数

出土している他、麻加江栢垣外遺跡、牟山遺跡、坂
,48) 

倉遺跡、白山町八幡遺跡、西出遺跡、松阪市大原堀

遺麻、一色山遺跡、上寺遺跡などで絶対数は少ない

ものの確認されている。一部を除いてどの土器型式

に伴って出土したのかは、その出土状況からば必ず

しも明確にし得ない状態である。すなわち、出現期

と消滅期に関しては、はっきりと位置づけされてい

ないという問題がある。

かつて、斎藤幸恵氏は「押型文系土器文化の石器

群とその性格」のなかで、神宮寺式→大川式という

当時の編年観にもとづいて、当該期に特徴的な石鏃
図

形態の分布・変遷に論及した。氏によれば、五角形

鏃は「草創期の遺跡に類例を認めることができ」、他

の形態に「数点が伴なうという形で出土し、かなり

広い分布範囲をもって」いるが、「押型文系上器文

化に至って絶対量が増加するとともに、分布域が縮

小化する」という。なかでも、押型文系土器文化第

2期（大川遺跡が含まれる時期）には、その分布域

が「伊那・木曽谷以西からさらに近畿地方一帯に集

中化する」ことを指摘している。旧編年観にもとづ

くものであるが、五角形鏃の展開を考えるうえで重

要な指摘である。

さて、五角形鏃の出現期については、大鼻式土器

を出土する大鼻遺跡、足ケ瀬遺跡、坂倉遺跡、麻加

江栢垣外遺跡などで、数の多寡はあるが確実に出土

していることから、遅くとも「大鼻・大川式士器に

伴うもの」と考えられる。現時点において、出現期

が大鼻式期以前に遡るかどうかについては資料的制

約もあり、ただちに岐阜県坂下町椛J湖遺跡にみら

れるような五角形鏃に系譜を求めることは、早期の

五角形鏃との形態的差異が大きいことからもためら

いを感じる。仮に草創期に系譜があるとすれば、近

畿地方一帯、なかでも三重県北半部、奈良県を中心

に、特殊な形態＝「魚形石鏃」「ロケット型」とし

て発展を遂げたと考えねばならない。今後の資料の
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増加を期待したい。

次に、消滅期の問題、換言すれば五角形鏃が神宮

寺式土器に伴うのか伴わないのかという問題があ

る。これについては、神宮寺式土器に伴って、ある

いは神宮寺式期以降の土層から出土した例が近府県

で数例あるものの、神宮寺式期の代表的遺跡である

神並遺跡で数ある石鏃のなかに含まれていないこ

と、大川遺跡で大川式土器をほとんど出土していな

い西調壺区で五角形鏃が出土していないことなどか

ら、五角形鏃は本来的に神宮寺式期に至って激減、

消滅の途をたどったと考えられよう。

その他の形態についても簡単に触れておきたい。

これまで注意されてきた形態に、五角形鏃に比して

大型で、側縁が直線状をなし脚端部が内側にすぼま

るものがある。本遺跡では 1点のみの出土である

（第64図2062)。この形態は時期的には草創期から
翌）

早期全般にわたって存在している。県内の早期の資

料に限って概観すれば、足ヶ瀬遺跡で突出して14点出

土している以外は、牟山遺跡、西出遺跡、玉城町楠
,53 をI'

ノ木遺跡、度会町上ノ垣外遺跡で各 l点出土してい

るに過ぎず、どの上器型式に対応するかは明確では

なく、時期決定の有効な形態とはなり得ない。

草創期全般に認められる形態に、小型で全体形が

三角形状を呈し、基部が平基またはわずかに挟りが

入る「三角鏃」（「三角形鏃」）がある。これらのい

くらかには先端部をより尖鋭にするものが存在して

いる。ここでは三角鏃そのものの定義に立ち人らな

いが、本遺跡の第63図2046~2049、第64図2070

~2072などが概ね三角鏃に該当すると思われる。八

幡遺跡、大鼻遺跡、麻加江栢垣外などに認められる

が、神宮寺式期になると挟りが深くなり、平基やわ

ずかに扶りの入る石鏃はほとんどなくなってしまう。

草創期との連続性を論じるには資料不足の感が強い

が、石鏃自体の特徴からは連続性を否定する要素は

ないと思われ、三角鏃は草創期から早期大川式期に

存続するものと考えておきたい。

よって、この形態の多寡・有無は草創期との時間

的な関係把握や大川式期と神宮寺式期を分離する有

効な手立てとなるといえよう。なお、県内では三角

鏃類似の石鏃が早期後半期になると出現するが、趣

を異にしており今のところ大川式期からの連続性は



ないと考えている。

これら以外に、三叉状の小型石鏃や平基式で最大

幅を器体中央付近にもつ砲弾形状のものが出土して

いるが、早期前半期に類例は乏しく、今しばらく類

例の増加を待ちたい。

最後に、本遺跡からは出土していないが、鍬形鏃

についても触れておきたい。鍬形鏃は、脚部が先細

りせずにやや角張る、あるいは太くなる、踏張った

感じの石鏃で、主に中部地方の遺跡で注意されてき
55', お

た形態で、長野県諏訪市細久保遺跡や岡谷市樋沢遺

跡出土のものがよく知られている。県内で鍬形鏃と

して捉えられるのは、足ヶ瀬遺跡 l点、大原堀遺跡
哭 ，59'

1点、青山町勝地大坪遺跡 2点、上ノ垣外遺跡10点

である。大鼻遺跡では確認できない。一色山遺跡で

も「鍬形鏃として分類されているものに近いもの」

として図示されている 7点があるが、別形態と考え

られるものである。勝地大坪遺跡は出土した土器が

山形文・条痕文土器で後者が中心、上ノ垣外遺跡は

高山寺式・条痕文で後者が中心である。

近府県では、大川遺跡で鍬形鏃は出土しているが、

どの土器型式に対応するかは不明である。また、神

並遺跡に鍬形鏃がみられないように、神宮寺式期に

は基本的にはほとんど出土しない。このことから、

近畿地方では基本的に神宮寺式期までは目立って存

在することはなく、目立つようになるのは後半期の

高山寺式期以降と考えられよう。

したがって、大筋としては近畿地方における鍬形

鏃の出現期• 発展期は、中部地方に遅れるものと思

われる。ただし、このことは出現期が発展期と同じ

ように遅れるという意味ではなく、出現期と展開の

緩急はまった＜別問題である。現時点では出現期が

どこまで遡るのかは明確にし得ない。近年、長野県

更埴市鳥林遺跡で鍬形鏃が出土したことを受けて、

「小型三角形鏃、 Y字鏃、二等辺三角形鏃から鍬形

鏃への転換」が表裏縄文と押型文との段階にあるの

ではとの指摘もなされており、今後の動向に注目し

たい。

以上、雑駁で不十分な記述を行ってきたが、石鏃

のあり方については、これから資料が増加するにつ

れて、土器型式間のみならず地域間での共通点や相

違点がより明確になってくるものと思われる。石鏃
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は多様な形態をもつが、そうした形態の変異や保持・

変化は、おそらくそのまま自然環境や対象物の異同

に直結するのではなく、多分に直接的機能と離れた

意味合いをもつことは想像に難くない。だからこそ、

土器文様同様に重要な分析対象となり得るのである。

なお、今回検討することができなかった問題とし

て、「大きさ」がある。統計的な数字はもちあわせ

ていないが、全体として五角形鏃を中心とした形態

が小振りであることは、用途について改めて考える

必要を迫るものである。

④植物質食糧の調理・加工に関わる石器群 こ

こに含まれる石器群が多数出土したことも今回の調

査の特徴である。まず、個々の器種の形態的な問題

についてみていこう。

植物質食糧の製粉具は、基本的に据え置かれる「下

石」と稼働部である「上石」の組み合せによって機

能する。縄文時代の石器の中で、「下石」に相当す

る機能を有するのが石皿である。

今囮の調壺では、 36点の資料を本器種とした。そ

の特徴は、前述のように自然礫をそのまま利用し、

機能面の摩滅が明瞭なものが少ない無縁石皿である

ことが挙げられる。こうした石皿の特徴は、当該期

の中部地方でも同様であることが斎藤幸恵氏によっ
63, 

て指摘されている。磨面の形成が弱いのは、使用期

間が短かったことを示すのであろうか。

縁を加工によって作出しない形態の石皿が西日本

では縄文時代を通じて一般的であることは、石器研

究者の間では基本的な理解事項であったが、近年そ
64 

の事実を植田文雄氏が多くの資料を用いて論証した。

氏の論考に関する個々の問題点にはここでは詳しく

立ち入らないが、本遺跡に関わる内容について若干

の所見を述べておきたい。まず、古く片岡肇氏によ
65, 

って指摘がなされているように、西日本でも本遺跡

をはじめ早期前半の段階で石皿の安定した使用が存

在しており、その点の評価が十分になされていない

と惑じたこと、第二に植物質食糧の調理加工と石皿

の形態の関係については、その伝播に対する理解が、

そうした意図はないのかもしれないが依然として東

日本中心的に受け取れることなど、西日本の石器を

多くみてきた筆者らとしては違和感を禁じ得ない解

釈が多い。草創期以降の西からの文化の流れについ



て、今後様々な要素について検討していく必要を指

摘しておきたい。

石皿の存在は、その多寡によってのみ意義が論じ

られるものではなく、一般に集落の継続時間が短い

と理解されている早期前半期にこれだけ安定して石

皿が存在している事実を正しく評価することが必要

であるといえよう。

石皿に対して、製粉具の「上石」に相当するのが

敲石・磨石である。今回出土した敲石のなかで、最

も特徴的なものにma類としたいわゆる「石鹸形」

を呈する一群がある。この「石鹸形」と通称される

資料は、他の敲石・磨石が素材となった自然礫の形

態を基本的に変えることなくそのまま使用している

のに対して、明らかに意図的な平坦面を形成し、ま

たそれ以外の摩耗も著しい光沢を有する部分が多い

という大きな相違が認められる。さらに、石材の選

択にあたっても、「石鹸形」が緻密な細粒砂岩をほ

ぼ限定して使用しているのに対して、他の敲石・磨

石は、当然その用途に適した石材を選択はしている

が、利用石材の種類はいま少し多様であるといえよ

。
、つ

次に所属時期の問題についてみてみよう。こうし

た形態をもつ敲石ないし磨石は、従来の理解では、
66, 

中期にいたって盛行するものと理解されてきた。し

かしながら、近年押型文期の石器群の様相が徐々に

明らかになるにつれて、少なくとも、三重・奈良両

県のこの時期に石鹸形の敲石もしくは磨石が伴うこ

とが確実となった。周辺での類例としては、大川遺

跡がある。同遺跡では、敲石・磨石類を 6類に大別

しているが、そのうち 2類A類とされたものが石鹸

形の形態をもつもので、 2点の資料がある。現在は、

その分布は三重・奈良県下にとどまっているが、今

後同様の押型文士器を使用する地域でさらに類例が

増加するものと考えられる。

次に石鹸形の敲石・磨石類と他の形態の同器種を

比較してみると、器体の一部に面を形成するという

特徴は、中部高地の押型文土器群前半期に伴う代表

的な器種ともいえる「特殊磨石（穀磨石）」との関
,57, 

係を想起させる。特殊磨石（穀磨石）は、三角柱な

いし多角柱状の自然礫を素材とし、その稜線上に機

能面としての磨面を形成するもので、その継続時期

は早期から晩期に及ぶものの、大半は早期前半に集

中するという。分布は当該期ではほぼ中部高地に限

定され、本遺跡より西では、わずかに兵庫県の日本

海側に位置する関宮町別宮家野遺跡で一定数の資料
総I

が出土し、未発表ながらその周辺でも若干の類例を

筆者のうち大下が確認している。本遺跡周辺ではま

ったくみることができない。

時期的にほぼ併行することから、両者の関係が気

になるところだが、磨面の共通性以上に石鹸形の敲

石・磨石と特殊磨石とでは、その全体の形状に明ら

かな相違が認められるといえる。つまり、特殊磨石

が自然礫をそのまま使用しているのに対して、前述

のように石鹸形の敲石・磨石は石材を選択する段階

ですでに細粒砂岩という特定の石材に固執しており、

さらにその形態も素材礫本来の形状を大きく変更し、

斉一性の高い形態を作出している点である。このこ

とから両者の機能を考えると、きわめて近い機能を

もつものがこれほど違うあり方をみせる可能性は低

く、同じ製粉具としても両者にはその扱いに大きな

違いがあったと理解しておきたい。こうした側面に

磨面をもつ敲石・磨石類の用途としては、堅果類の

調理・加工以外に、例えば「皮鞣し」などの特殊な

用途を想定することも可能だが、現状では機能面が

平坦な無縁石皿に対応する上石と考えておくのが妥

当であろう。

分布論的にみるならば、この両者は一見排他的に

分布しているようにみえるが、このあり方が、何ら

かの意味をもつものなのか、また、なぜ本遺跡周辺

のみにこの段階に石鹸形敲石・磨石がみられるのか

については、今後の課題としておきたい。

次に、出土時の残存状態について、植物質食糧の

調理・加工に関わる石器群のほぼすべての資料にあ

てはまる次のような特徴をみることができる。それ

は、この項でも記したが、完形のものが極めて少な

く、幾片にも破砕しているという状態である。特に2258

や2276では変色が明瞭であることから、被熱による

破砕である可能性が高い。明瞭な変色が観察できな

い他の資料でも、その割れ面を見ると実測図では表

現していないが、器表からの加撃による打点をもつ

ものではなく、受熱により内部が膨張した結果はじ

けて割れた、いわゆる「火はね」の状態を示す剥離
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面をもつものが多くある。

これらの破砕した石器は、使用不能となり、廃棄

された後に炉などの火処で加熱され、その結果自然

に破砕したものか、何らかの理由により意図的に火

中に投じられたたために破砕したものかは、「煙道

付炉穴」から出土しているものも第17表に示したよ

うに認められるものの、その出土状態だけからは判

断できない。しかし、分割礫の項で詳しく述べるよ

うに、礫器や二次加工が明瞭にみられない分割礫と

した資料などにも同様の状態がみられることから、

破砕行為全体を問題としなければならないといえよ

。
、つ

最後に、上記の特徴を箇条書きにしてまとめてお

く。

（ア）石皿は、自然礫をそのまま用いた無縁石皿

である。磨面の形成は弱いものが多い。

（イ）敲石・磨石には、石鹸形が特徴的に存在す

る。

（ウ）全体に細かく破砕した資料が多く、その中

には受熱品も含まれる。

⑤楔形石器 今回の調在で出士した楔形石器に

は、形態記述の項ですでに述べたように扁平な楕円

礫をそのまま使用した大型楔形石器が特徴的に存在

するが、一方で剥片素材の一般的な楔形石器もみら

れる。両者はその大きさや素材の相違から明らかに

用途を異にしていたと理解される。ここでは、特徴

的な前者について他遺跡の類例を探りながら検討を

試みたい。

大型楔形石器とした資料は、前述のように形態的

には、一般的には打欠き石錘として捉えて大過ない

資料であるといえよう。しかし、機能部の性状から

楔形石器と判断した。ただ、こうした資料はこれま

で知られている当該期の石器群には一般的ではなく、

本器種とするには躊躇したところもあった。一方で

打欠き石錘と理解した場合でも、当該期に打欠き石

錘が組成することは極めて稀であり、福井県三方町

鳥浜貝塚で表裏縄文土器群に伴う類例があるもの
'69) 

の、押型文土器群に打欠き石錘が伴うのは、後半期

に至ってからとするのが大方の理解であった。そう

した中で石器の形態学的な認識から本器種として認

定するに至った。その後、他遺跡の類例を探索する

中で石鏃の項でも取り上げた長野県更埴市鳥林遺跡

で同様の内容を有する資料がまとまって出土してい

ることを知った。以下にその内容と本遺跡例とを比

較し、本遺跡例を楔形石器として認定したことの妥

当性について考えてみたい。

鳥林遺跡で「打ち欠き石錘」と認定されている資

料が 23点ある。石材はすべて安山岩製で、長幅比

と重量により A・B・C (大・中・小）に三大別し

ている。これらは前述のように一般的な縄文時代石

器の形態から判断すれば、「打ち欠き石錘」とした

報告者の理解は当然のものといえよう。しかし、鴻

ノ木遺跡で大型楔形石器とした資料の検討を経て、

今一度鳥林遺跡例を仔細に観察してみると、石錘と

して最も重要な加工部位である紐掛け用の凹部の形

成が、実測図でみる限り不十分であるものが多い。

さらに凹部の縁辺を観察すると、幅 5mm~10mmにわ

たってつぶれ状の痕跡をもつものが半数以上にわた

っている。こうした凹部縁辺のあり方は、鴻ノ木遺

跡例に共通するものであることが理解できる。町田

勝則氏は明確な理由を示していないが、鳥林遺跡の

これらの資料について、「これが漁労具であったか
71 a 

否かに問題はありますが、（以下略）」と述べており、

筆者らも当該期の石器群に打欠き石錘が本来組成し

ないと考えられることと合わせて、鳥林遺跡の資料

も本遺跡例と同様に「楔」としての機能を有する石

器である可能性が高いということを示しておきたい。

⑥磨製石斧 今匝の調介では一見様相の異なる 2

点の磨製石斧が出土した。表裏縄文土器期の石器群

に言及した町田勝則氏は、磨製石斧は、室谷洞窟や

川子石遺跡の資料から、器表の全面を研磨した“縄

文斧”は室谷上層段階の表裏縄文土器期に確立する
71,b 

としている。しかし、時期的にそれに継続すると考

えられる押型文士器前半期には、少なくとも近畿か

ら中部地方では整った形態を有する磨製石斧は、以

下に概観するように極めて僅少であり、住居跡など

の遺構が検出されており、遺物量もまとまっている

遺跡でも1、2点の出土にとどまっている場合が多い。

本遺跡が所在する三重県下とその固辺地域での磨

製石斧の出土例をみてみると、大鼻遺跡では、磨製

石斧の約 2分の 1程度を残す破片と、刃部片と判断
72 

される小片が各 1点出土しているのみである。他に
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ほぼ完形のもの 1点が報告されているが、調壺担当

者によると出土状況から確実に当該土器群に伴うも

のとはできないようである。正式報告は刊行されて

いないが、西出遺跡でも、磨製石斧の破片と認定さ

れた一部に研磨面を残す欠損品 1点、剥片が3点あ

るに過ぎず、欠損品は推定復元しても器長10cmに満

たない渾手の小型品と思われる。他に相可牟山遺跡

でも磨製石斧がみられるとされる。

近隣県に目を向けると大川遺跡では、豊富な内容

の遺構・遺物が出土し、押型文土器前半期の土器資

料も充実しているにも関わらず、磨製石斧は皆無で

ある。やや時期が遅れる神並遺跡でも同様の状況が

みられる。

こうした磨製石斧が僅少な状況は、長野県下でも

同様である。塩尻市向陽台遺跡では、約4,500面の

調壺区から、 4基の住居跡をはじめ多数の遺構と押

型文土器を中心とする土器群が検出され、石器も確

実に早期前半に属すると考えられる住居跡出土例だ

けでも総数1687点にのぼる。しかし、これほど多量

の石器が出土していても、磨製石斧は 3号住居跡か

ら破片が2点出土し、他に刃部転用品と推定される

もの 1点の合わせて 3点しか出土していない。また、

破片 2点は共に蛇紋岩製で復元される器幅が5cm以

下、器長もおそらく10cmに満たない小型品である。

以上のように、基本的には一遺跡で出土する磨製

石斧はごく少数で、しかもそれらは破片であるとい

う実態があるといえる。

一方で本遺跡と同様に一定数の完形もしくはそれ

に近い磨製石斧をもつ遺跡もみられる。兵庫県関宮

町の別宮家野遺跡では、 2点の磨製石斧が出土して
苅

いる。一点は軟質の頁岩を用い、隅丸方形の平面形

をもつ。他の 1点は一見弥生時代の小型柱状片刃石

斧を想わせる形態を有するが、実際には本来そうし

た形態をもつ自然礫を素材とし、その一端を研磨し

て刃部としたものであることが分かる。

東に目を転じると、愛知県新城市の萩平遺跡D地

点では、「局部磨製石斧」として 3点が出土してい

る。いずれも素材礫の周縁に粗雑な剥離を加えた後

に、刃部周辺のみに研磨を加えたものである。長野

県では、北安曇郡林頭遺跡について「大形の砥石が

多く、近くに露頭のある蛇紋岩で磨製石斧を製造し
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ている。交易を目的として製造しているのが注目さ
78, 

れる。」と神村透氏は記述しているが、資料の全体

が公表されていないため、詳細は知り得ない。静岡

県下では比較的まとまった点数が出土した遺跡が2

遺跡みられる。菊川町の三沢西原遺跡では、 15点

を押型文上器に伴う磨製石斧としている。前・中期

の土器も一定数出土しているが、石器の所属時期は

調介者の判断に従いたい。もう一つは、富士宮市の
so, 

若宮遺跡である。本遺跡も向陽台遺跡と同様に多く

の住居跡を中心とする遺構・遺物が出土しており、「石

斧」とされた資料は108点出土しているが、そのう

ち磨製ないし局部（部分）磨製石斧は 10%強の18

点とまとまった点数が出士している。これら研磨痕

をもつものを I類とし、さらに一部のみに研磨痕を

もつものを a種、ほぼ全面に研磨が及ぶものを b種

として細分している。これらの素材選択や調整加工

のあり方は、資料数が豊富なことを除けば、本遺跡

と全く共通のものといえ、また別宮家野遺跡や萩平

遺跡D地点とも同様である。以上の資料の検討から、

改めて押型文土器前半期に属する磨製石斧の特徴を

簡単にまとめると次のようになろう。

（ア）器表の全面を研磨するものは稀である。

（イ）素材礫に剥離・敲打などの加工を施さず、

刃部周辺のみを研磨するものが多い。

（ウ）加工を加える場合でも、それによって素材

礫の形状を大きく変更せず、固縁のみにとど

まり、素材の形状をそのまま利用する場合が

多い。

（エ）各遺跡での出土点数は、一定の遺構をもっ

遺跡でも 1、2点と僅少であることが多い。

以上のように押型文士器群前半期には例外的な遺

跡を除いて、磨製石斧は極めて少ないことが理解さ

れた。後半期も同様に磨製石斧の使用は低調である。

次の条痕文土器群の段階にいたって全面研磨の磨製

石斧は、滋賀県大津市石山貝塚などで複数の資料が

出土するようになる。縄文時代の磨製石斧として一

般に認識されるものが普遍化するのは、本遺跡周辺

では少なくとも早期後半を待たなければならないと

筆者らは理解している。同様の認識は、列島全体の

暦製石斧について縄文時代を通じて検討された早川
22 

正一氏によっても示されている。



時期を草創期にさかのぽると、器形の全体を研磨

もしくは敲打によって整形する磨製石斧が散見され

る。例えば、桐山和田遺跡で隆起線紋土器に伴って、

定角（式）石斧と見まごうような整った形態を有す
, 8~ 

る石斧が 1点出土している。この資料は、草創期初

頭に見られる神子柴•長者久保系の石斧とも、「桁ノ原」

型石斧と呼ばれ、南方系の系譜をもつとされ、近年
叫

注目されている円筒形の石斧とも異なり、やや唐突

な感のある資料である。

草創期から早期の良好な資料の蓄積が急速に進ん

だ九州南部では、鹿児島県加世田市桁ノ原遺跡をは

じめとする草創期の段階で、全面研磨に近い定角式

のようなものがみられ、早期前半の遺跡では、鹿児

島県国分市上野原遺跡に代表されるように一定数の
, 8~ 

磨製石斧が出土している。こうした九州地方の様相

と近畿地方の状況とのつながりを含めて、押型文土

器文化期を中心とする磨製石斧のあり方について

は、ここでは以上の検討から基本的な特徴を示すに

とどめ、稿を改めて変遷や内容をより詳細に考えて

みたい。

⑦礫器 石器のなかで特異なあり方をみせたのが

礫器で、他の石器に比して大量に出土した。また、

県内の早期の遺跡でこれほど大量に礫器を出土した

例はなく、本遺跡の性格を論じるうえで重要な位置

を占めよう。

礫器は昭和初期に調査された和歌山県田辺市高山
函

寺貝塚で注目され、大分県日出町早水台遺跡の調査

以降、検討の俎上にのることとなった。そして、縄

文時代早期にみられる特徴的な石器のひとつとして

理解されるとともに、縄文時代全時期を通して存在

することも指摘された。しかし、粗く簡単な加工を

施す原始的な石器とされる礫器の特徴からは、その

所属時期を決することが容易ではなく、機能・用途

が明確に特定されてきたとは言い難い。

本遺跡の礫器は形態記述の項で述べたように、片

刃礫器が大部分で、両刃礫器はごくわずかである。

個々の石器をみると更に細分が可能と思われるが、

ここでは深入りせず、分類に対する見通し的な考え

を示しておきたい。

まず、片刃礫器・両刃礫器という本遺跡で用いた

分類に関してであるが、縄文時代全時期、あるいは
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本遺跡の礫器をみると、その素材• 最終形態・加工

方法は多様であり、片刃礫器・ 両刃礫器という二大

別だけでは実態の把握は難しいと考えられる。かつ

て、橘昌信氏は押型文土器群の礫器を「五～七類に

分類できる」としながら、礫石器と礫核石器の二類

に分類することが妥当であるとし、礫石器を「掌中

で握るのに適した大きさの扁平な川原礫をそのまま

素材に用い、その一端にのみ三～四回の大きな剥離

を加えて刃部とし、多くの場合は片面加工で」あり、

「刃部以外には加工は施され」ないもの、礫核石器

も素材に関しては礫石器と同様で「二次加工は刃部

以外にも施され、全体的な形態を整えようとする意

図がうかがえ、多くは尖頭状を呈する」もの、と定
8~ 

義した。

この分類方法に異義を唱えるものではないが、本

遺跡出土の礫器を礫石器・礫核石器に分類すること

は実態にそぐわない部分があると思われる。具体的

にいえば、本遺跡で出土した二次加工を刃部以外に

も施して全体的な形態を整えようとする意図がうか

がえる礫器の多くは、片面加工であり尖頭状を呈し

ていないのである。しかも、氏が礫核石器として挙

げた 2つの実測図をみると、二次加工を刃部以外に

施して形態を整えた石器というよりは、尖頭状に仕

上げるために両面から調整を施した石器であると感

じられる。

こうしたことから、本遺跡での分類に関しては、

二次加工を刃部以外に施して形態を整えた石器を礫

核石器とすることは、かえって誤解を生ずる可能性

があると考え、片刃礫器・両刃礫器に二分した。本

来なら、さらにそのなかで細かな差異を把握するこ

とが望ましいと思われるが、その把握はかなり難し

いと言わざるを得ない。

多様な属性を併せもつ礫器ではあるが、棒状礫や

大型剥片を素材とする少数例を除けば、大多数はサ

イズ的に掌中に収まるような最終形態を呈しており、

従来から言われているように、柄に装着するするの

ではなく、直接手に持って使用することが想起され

よう。そして、機能・用途を考えた場合、加工部位

平面形態、加工部位縦断面形態が重要であると思わ

れる。

従来から早期の礫器の機能・用途については、尖



頭状を呈するもの（礫核石器）は土掘り具や物を割

る道真、狩猟負などが、礫石器は貝採集具、土掘り
@ @ 

具、物を割る道具、伐採具などが想定されているよ

うに、万能的な石器として一般的に理解されている。

これらの想定は、加工部位平面形態が尖頭状である

か否かを一つの判断基準にしているわけであるが、

本遺跡ではむしろ加工部位縦断面形態の在り方（刃

部的か面的か）が機能・用途を考える上で欠かせな

い視点といえる。

すなわち、加工部位縦断面形態が刃部的なものは

土掘り具や伐採具として利用可能であるが、加工部

位縦断面形態が面的なものは利用可能とは言い難く、

同様の機能・用途を与えることはできない。ただし、

縦断面形態の違いが使用段階の違いであることも考

えられる。現時点では、綿密な分析を行っておらず、

機能・用途を特定するには至っていないが、以下の

点にも留意しておく必要があろう。

まず、県内・近府県の早期前半期の遺跡において

礫器の存在が一般的かどうかである。県内において

は、麻加江栢垣外遺跡で十数点出土していることが

よく知られている。図示された 7点を見る限り、本

遺跡に共通する部分が多く違和感がない。すなわち、

麻加江栢垣外遺跡の礫器に、加工部位縦断面形態が

刃部的なものと面的なものがみられる点は同様であ

る。その他、大原堀遺跡で数点、一色山遺跡で 1点

の出土が報告されている。奈良県大川遺跡では削器
⑮ 

の4類が「礫器あるいは礫石器とよばれるもの」で、 1

層と 3層出土の 2点が図示されている。全体的な状

況として、石鏃や削器、楔形石器、磨石・敲石類の

出土例ほど一般的ではない。

さらに、本遺跡の周辺には鐘突遺麻ゃ上寺遺跡、

射原垣内遺轟など早期前半期の遺跡が点在するが礫

器の出土は知られていない。こうしたことから、本

遺跡の礫器大量出土を次の 3つの点から説明し得る

可能性がある。遺跡立地、遺構、石器組成からであ

る。

遺跡立地では、県内の当該期の遺跡分布と生業の

関係について、「河川に直接臨んだ形で遺跡が立地

している場合はほとんどなく、その河川の流域に発

達する段丘面、特に中位段丘以上の面に立地する場

合が多い」ことから、「河川漁労が重要な生業の地

位を占めていなかった」であろうことが田村陽一氏
⑮ 

によって指摘されている。本遺跡は直接河川に臨ま

ず、低位段丘上に位置するが、こうした立地が特異

なあり方でない以上、一般論として遺跡立地と礫器

の大量出土が、河川漁業と有機的な関係をもってい

るとは言い難い。このことは、礫器とは直接関係は

ないが、円礫素材の楔形石器を打欠き石錘と認定し

なかった大きな理由の 1つでもある。

しかしながら、遺跡立地を河川などとの関係のよ

うに巨視的に見ず、遺物・住居などの遺構の広がる

範囲で微視的に捉えると、そこが生活のために伐採

を必要とする場であったか、あるいは伐採を必要と

しない場であったかという問題がある。山田猛氏は

大鼻遺跡報文の「占地の限定性」の中で、早期初頭

頃の場合、「伐開用の大型磨製石斧の確かな例はな

い」こと、住居が「局地的に重ねて建て替えられた」

ことなどから、「樹木が生い茂る中にあって、大木

もなく、伐開し易かった」場、すなわち、「局地的

に開地が生じた」場が選ばれたのではないかと述べ
勺

ている。

仮に、礫器のいくらかを伐採具とするなら、居住

域の確保のために大木・小木に関わらず伐採作業が

行われたことを想定することもできよう。

次に遺構との関係はどうであろう。本遺跡を特徴

づける「煙道付炉穴」は、その性格として従来から

薫製施設とする考えがあり、近年の化学的裏付けに
邸

より補強された感がある。用途として、薫製施設で

ないにしろ内壁や床面の赤化状態から火が使用され

た施設であることに間違いはない。そうすると、可

能性の一つとして薪材獲得のための礫器による伐採

作業が考えられようし、「煙道付炉穴」自体の用途

に関わる一連の諸作業に使用されたとも考えられよ

゜
、つ

しかし、「煙道付炉穴」の検出されている大鼻遺

跡、西出遺跡、坂倉遺跡では礫器がなく、逆に礫器

を出土している麻加江栢垣外遺跡、大原堀遺跡、一

色山遺跡では「煙道付炉穴」が不明もしくは未検出

である。また、礫器と遺構との分布状態からも有意

な関係は見出せない。さらに言うならば、大川遺跡

で検出されている「礫群」のような集石遺構は、「煙

道付炉穴」同様に薪材を必要としたであろうが、や
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はり礫器との関係は見出せない。

したがって、遺構のあり方からは遺跡立地同様に、

伐採具としての礫器の必要性を一般化できないとい

うのが現状である。

最後に石器組成から礫器をみておきたい。礫器と

の関連を想起させるものに、磨製石斧、打製石斧、

削器、敲石・磨石・石皿がある。伐採具としての磨

製石斧、土掘り具としての打製石斧、植物質食糧加

工具としての敲石・磨石・石皿、歓断や削りなどの

加工具としての削器などとの関係である。近府県の

遺跡を見渡すと、一般に前半期の遺跡には磨製石斧・

打製石斧はほとんどみられず、敲石・磨石・石皿な

どの植物質食糧加工具は遺跡ごとで多寡があり、比

較的整った削器が安定してみられる。本遺跡では磨

製石斧が 2点、打製石斧が 11点出土し、敲石・磨

石・石皿などの植物質食糧加工具が多く出土する一

方で、削器は数量的に少なく、しかも整ったものが

ほとんどない。

このことから、加工部位縦断面形態が刃部的な礫

器については、磨製石斧や打製石斧を補完し、ある

いは削器を代替する役割を担い、また、加工部位縦

断面形態が面的なものや刃部的なものの一部につい

ては、敲石・磨石・石皿などの植物質食糧加工具と

関連があると考えることはできないであろうか。換

言すれば、礫器大量出土から、伐採作業や植物質食

糧加工作業の活発さを読みとることができるのでは

ないだろうか。

以上、礫器大量出上の背景について、いくつかの

想定を試みたが、残念ながらいずれも説得力をもっ

ものではない。万能具としての礫器を考えるならば、

より多様な用いられ方がなされた可能性を検討すべ

きかもしれない。ただ、どの形態のものがどの用途

に対応するのか、あるいは逆に多様な形態が多用途

に重なって用いられるのかという使用法のあり方に

ついては、現状では判断できないといわざるを得な

し‘

゜
また何よりも、礫器のあり方が特殊であるのに対

して、遺跡のあり方が必ずしも特殊であるとはいえ

ない点が、礫器大量出土の背景を合理的に説明する

ことを困難にしているともいえるが、筆者らの石器

個々の検討、とくに礫器の属性分析を十分なし得な
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かった点に責任があることは言うまでもなく、今後

の検討課題の一つにしたい。

⑧分割礫 本遺跡の特徴として、礫器と大きく関

わるものに「分割礫」と仮称し、石器には含めなか

った資料がある。ここでその内容について、記述し

ておきたい。その点数は、 915点と膨大なもので、

遺跡のほぼ全域から出土している。拳大から人頭大

ほどの自然円礫が割られたもののうち、その形態や

表面の性状から定型的な石器器種の一部分と認定さ

れないものをすべてここに含めた。石材は、砂岩・

花岡岩といった植物質食糧に関わる石器群や礫器に

共通するものが多いが、チャートや頁岩もわずかに

含まれる。破損曲の性状は、いわゆる調整加工とし

ての剥離面の特徴をもたないものをここに含めた。

そうした分類基準のため、分割礫としたもののなか

に他器種の破片を含んでいる可能性がある。また、

礫器の一部との峻別が難しいものもあった。前述の

ように植物質食糧に関わる石器群のなかには被熱や

その他の理由で破砕したものが多く含まれており、

本遺跡では全体として石器・礫を分割あるいは破砕

する行為が極めて盛んに行われていることがいえる。

こうしたあり方がどのような行為の結果生じたもの

であるかは、他遺跡でこうした状況を呈する類例が

みられないため、現状ではその判断はなし得ない。

個々の資料間での接合作業を行えば何らかのデータ

が得られる可能性も考えられるが、今回はその資料

があまりに多量であることと筆者らの力不足から実

現できなかった。

⑨線刻礫 本資料が、石製品として何らかの精神

的な意味を付与されているか否かについては、 1点

のみの出土であり同様の類例をまったく見出せない

ことからも不明といわざるを得ない。県下での早期

前半の押型文土器に伴う石製品としては、東野B遺

跡の線刻礫を挙げることができる。また、土製品と

しては大鼻遺跡で土偶が 1点出土している。東野B

遺跡例は、扁平な楕円小礫の一方の平坦面に直線や

円文を線刻し、何らかの意味があることを思わせる
,99 

図像を構成するものである。大鼻遺跡の土偶はいう

までもなく人体表現と考えられ、この両者と本遺跡

の線刻礫を比較したとき、その間には表現の意図に

あまりにも懸隔があると感じられる。そのことから、



本資料は偶発的なものの可能性が高いと考えられる

が、素材となっている自然礫が、中央でくびれるあ

る意味で特殊なものであることから、何らかの精神

活動を反映する可能性が一切否定されるものではな

し％

B. 石器組成について

近畿地方の押型文土器文化期の生業活動について

は、ここまでにも何力所かで引用しているように、

初めてまとまった考察を加えたものとして片岡肇氏
@ 

の論考がある。また、その成果を受けて中部地方か

ら近畿地方に及ぶ当該期の石器群について検討を加
c 

えたものに斎藤幸恵氏の論考がある。さらに、押型

文土器群とそれに先行ないしは併行する撚糸文土器

群・表裏縄文土器群に伴う石器群との関係について

は、長野県考古学会で行われたシンポジュームで 1
＠ 

994年段階での問題点が整理されている。これら諸

先学の成果をもとに以下の考察を進めていきたい。

まず、石器群全体の組成についてみてみよう。

すでに、石器の形態記述の項でみたように、今回の

調査では、狭義の石器（石核・剥片・砕片以外の石

器）のなかで最も多く出土したのは礫器で 442点

(42%)、ついで使用痕有剥片117点 (11%)、敲石

106点(10%)、磨石103点 (10%)、石鏃85点(8%)、

となり、敲石に磨石、石皿・台石を加えると249点

(24%) である。本遺跡の石器組成については、主

としてA. の個々の石器の検討を通して述べてきた

が、活動傾向としては植物採集活動や狩猟活動が活

発であったことが推定できる。ここでは、前項との

重複を極力避ける形で概観しておきたい。

石器組成を検討するにあたっては、本遺跡の石器

群に匹敵するまとまった点数・内容をもったほぼ同

時期の石器群が必ずしも多くないという資料的な制

約がある。そうした制約のなかで、比較対象となり

得る遺跡として大鼻遺跡、大川遺跡、神並遺跡を挙

げることができる。各遺跡で割合の高い器種をみる

と、大鼻遺跡は石鏃60%、楔形石器25%、大川遺跡

は石鏃61%、削器10%、磨石類10%、二次加工有剥

片10%、神並遺跡は楔形石器33%、スクレイパー22%、

二次加工痕有剥片20%、使用痕有剥片13%、石鏃9

％となり、大鼻遺跡と大川遺跡で石鏃が主体となる

点以外は本遺跡をも含めそれぞれ様相が異なってい
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る。

本遺跡の石器組成を特徴づけるのは、数量的には

礫器と敲石・磨石・石皿類の卓越であり、質的には

尖頭器・有茎尖頭器・磨製石斧の存在である。この

ような石器組成の違いは、以前から指摘されている

ように、立地環境の違い、場の性格の違いなどに起

因するものと考えられるが、石器組成の数量的・質

的違いが具体的にどの程度の生産活動の違いを反映

しているのかを把握することは容易でない。

礫器と敲石・磨石・石皿類の卓越については、関

東撚糸文土器文化期の石器群を1方彿とさせるもので

ある。縄文時代早期の石器を取り扱う場合、撚糸文

土器に伴う石器と押型文土器に伴う石器の検討が重
@ 

要であることは早くから認識されていた。

礫器に関しても、岡本勇・戸沢充則両氏による

「礫器の用途とその意味を追求することは、撚糸土

器文化の性格をしるうえでの最も大きな手がかりで
@ 

ある」との指摘は、細かく見れば、同じ「礫器」と
⑯ ⑯ 

はいえ神奈川県横須賀市夏島貝塚、横浜市大丸遺跡

などの大多数とは形態を異にしているが、本遺跡の

性格を知るうえでその意味は同じである。鶴田典昭

氏によれば、関東撚糸文土器文化期の礫器のあり方

には海辺と内陸という地域差があり、前者には「長

楕円礫の先端を打ち欠いたもの」、後者には「やや

扁平な礫の一側縁を加工したもの」が対応するとい

:。
このように、形態差が地域（立地）差となってあ

らわれる関東地方例をそのまま、実体不詳の本地域

に早急に当てはめることはできないが、本遺跡の石

器組成の解釈に礫器の形態的な検討が重要であるこ

とは事実であろう。礫器に限らず、中部高地や東海

地方の当該期の石器群は、撚糸文土器群に伴う石器

群との関係で理解されるという基本的な枠組みが一

般的である。たとえば、スタンプ形石器と特殊磨石

との相互の伴出関係などがその着眼点として示され

る。とりわけ、礫器については本遺跡では質量共に

ー級といえる資料が出土している。しかし、礫器の

形態記述・考察でも述べたように、礫器はきわめて

多様な様相を示しており、多量出土という事実をも

って単純に撚糸文土器に伴う石器群との共通性とし

て捉えることはできないといえよう。



植物質食糧の調理加工に関わる石器群が組成の上

で大きな位置を占めることの意義については、すで

に石皿の項で言及している。他の点についてここで

は指摘しておきたい。

石皿の遺跡内でのあり方とその性格については、

筆者のうち大下も同様の見解をいくつかの報告書で
<-@ 

述べていかる、石皿は当時の生活資材の中でも最も

重量の重いものの 1つであり、可搬性の低い道具と

考えられることから、その普及と定住化の進行とは
＠ 

大きな関係があると理解されている。そうしだ性格

をもつ石皿が、本遺跡でみるように少なくとも押型

文土器段階で普遍化していることからも、複数の竪

穴住居や炉穴の検出と合わせて、定住化の進行が一

定の段階に至っていたことを知ることができる。

つぎに、尖頭器・有茎尖頭器といった旧来の石器

種をもつことの意味については、「近畿押型文土器
@ 

の古さの間接的証明として用いることが」あるが、「こ

れは、生産活動の背景に原因がある問題であり、そ

れらの石器によって、土器の古さをさかのぽらせる

のではなく、近畿では押型文土器の時期、あるいは

その直前の段階に、飛び道具を用いた狩猟法が一般

化したと考えるべき」であり、遺構のあり方を考え

あわせると、「この段階での東日本的生業と、西日本

的生業の違いを現しているように思われる」との指

摘があ裏。今回、旧来の石器種をもつことの意味に

ついては十分言及し得なかったが、他の石器種を勘

案すると、文化的な伝統を色濃く残しつつも、新し

い活動内容を柔軟に取り入れていった姿が読みとれ

そうである。また、土器編年とりわけ表裏縄文土器

と押型文土器の関係が明確ではない現在において

は、本遺跡の相当する時期以前の石器群との関係を

深く考察する段階に至っていないとせざるを得な

vヽ
゜
磨製石斧については、そのあり方は既に詳しく述

べた。その組成上のあり方は僅少性を特徴とするが、

これについては既に山田猛氏が大鼻遺跡の報文中で

指摘し、その解釈を礫器の項で引用したように示し
＠ 

ている。磨製石斧の存在は、伐採具としてのその用

途から、「磨製石斧の普遍化＝森林の伐採と竪穴住

居の資材獲得・建設＝定住化の促進」という図式で

理解されることが多い。九州南部の例を引くまでも
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なく、本遺跡の固辺でも数軒の竪穴住居から構成さ

れる集落が飯南町の粥見井尻遺跡のように既に草創
⑲ 

期から営まれ、早期前半には本遺跡をはじめ、大

鼻・坂倉・西出といった複数の遺跡で住居跡や炉跡

といった定住性を示す遺構が多量の遺物とともに出

土している。しかし、これらの遺跡では前述のよう

に、磨製石斧はきわめて少数であり、伐採具を磨製

石斧のみに限定して判断するならばそうした生活活

動を維持するには不充分であるといえる。一方で、

集落地を開地とするには、森林を焼き払うという方

法も想定されるし、何よりも礫器をはじめ他の石器

が伐採具や木材加工具の用途を担っていたとも考え

ることができよう。「磨製石斧＝伐採・木工具」と

いう固定観念から上記のような定住化の図式を想定

することは実際に遺跡から出土する石器群の実態に

合致していないといえよう。

組成から見た個々の器種の問題点は以上として、

次に周辺地域や前後の時期の土器群との関係につい

て考えてみたい。近年の資料の増加により、押型文

土器群の編年的研究は大きく進展し、従来の編年観
@ 

を一新した一定の枠組みが示される段階に至っている。

しかしながら、伊勢湾西岸以西に分布する大鼻式・

大川式・神宮寺式と中部高地を中心に分布する立野

式・樋沢式・沢式との編年的併行関係については、

立野式の内容の不明確さや細分の可能性が考えられ

るなど必ずしも確定しているとはいえない。そうし

たなかで、本稿ではいくつかの点で両地域の資料の

比較を試みたが、充分にその特徴を摘出できたとは

言い難い。また、押型文土器群に先行する表裏縄文

系土器群に伴う石器群に関してはほとんど言及する

ことができなかった。ただ、長野県上松町お宮の森

裏遺跡では 7基の住居址に伴って、良好な土器・石
⑮ 

器群が出土している。その資料はごく一部が公表さ

れたが、十分な検討は今後の課題としたい。

ただし、大鼻式との中部地方の表裏縄文土器群と

の間にはなお編年上の懸隔があるとされており、ま

た表裏縄文土器群が中部地方では細久保式段階まで
⑲ 

継続すると言った見解も示されていることから、今

後両者をつなぐ土器群とそれに伴う石器群の様相が

明らかになることを待ちたい。そうした資料的制約

の中で押型文土器前半期のうち、大鼻式・大川式・



神宮寺式土器に伴う石器群は、立野式・樋沢式・沢

式に伴う石器群とは器種の有無や個々の器種の形態

にいくつかの差異があることを指摘することができた。

それらを今一度簡単に整理してみると、

（ア）有茎尖頭器が残存する。

（イ）石鏃は西の方が概して小型である。

（ウ）鍬形鏃の出現・発展は、西の方が遅れる。

（エ）特殊磨石（穀擦石）は、ほぼ見られない。

（オ）スタンプ形石器を伴わない。

（力）遺跡差はあるが礫器が多い。

といった特徴を挙げることができる。今後、粟津湖

底遺跡の早期石器群や桐山和田・北野ウチカタビロ

遺跡、布留遺跡豊井（打破り）地区といった奈良県

下での資料の詳細が公表されれば、より充実した分

析を行うことができよう。また、表裏縄文土器に伴

う石器群に関しては、前述したお宮の森裏遺跡の報

告書刊行が期待される。

(3)調査法について

最後に石器・石製品から見た調査法に関する若干

の意見・要望を述べておきたい。

今回の調査においては、石器・石製品の報告を担

当した 2名は、発掘調査そのものには全く関わって

おらず、調壺終了後に、洗浄・注記の済んだ資料と

発掘時のデータの提示を受けて作業を進めたわけで

ある。その際に以下の点で今回の調壺担当者の判断

がきわめて適切であったことを筆者らは痛感した。

まず、第一に現場で「石」と考えられるものはグ

リッド単位ですべて採り上げられていたことである。

これは現場での作業が大変なことはもちろん、整理

作業時に筆者らはその選別に大変な労力を注ぐこと

となったが、その中から相当数の資料を取り出すこ

とができたことは大きな成果であった。これは本来

調査時に個々の遺物を判別し、その位置を記録して

取り上げることが最も適切であることはいうまでも

ないが、様々な制約が多い調壺では、すべての遺物

を調査員が的確に判別し、採集するという作業は必

ずしも完全になされていないというのが実状であろ

う。そうした場合に調査員や作業員の目に付いた定

型的な遺物だけが採集され、自然礫と区別のつきに

くい遺物は排除されやすい傾向があるといえる。こ
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れは、作業員のもつ知識や熟達度にもよるが、そう

した発掘時に生じる遺物採集のバイアスを減じる方

策として、今回のような悉皆的採集は大きな成果を

もたらすものといえる。もちろん、出土位置に関す

る情報は、グリッド・層位単位としてしか把握でき

ないが、そのマイナス面を考慮しても、現場で石器・

石製品の判別に十分な労力が割けない状況がある場

合には、その後の保管場所や整理体制の問題もあろ

うが、今回のようにできるだけ悉皆的に採集するこ

とが望ましいといえよう。特に植物質食糧に関わる

石器・円礫を利用した楔形石器や礫器・分割礫など

自然礫との区別がつきにくい器種が多かった今回の

調査では、相当数が選別時に抽出されており、もし

現場でこれらが失われていたとしたら、遺跡全体の

評価に大きな偏りをもたらしてしまうことになった

といえよう。

第二に、これも遺物の採集に関わることだが、遺

構内土壌の水洗選別の実施がある。これは、近年か

なり普及しつつあるものの、様々な制約があり、実

施できない調査が多いのもよく認識している。しか

し、本遺跡のようにきわめて小型の石鏃が伴うよう

な場合には肉眼での調査には限界があり、実際に出

土した石鏃のうち約 60%が遺構内埋士の水洗によ

って検出されている。今回のように小型の石器類が

多い場合には、意識的に水洗を実施することが望ま

しいといえよう。

以上 2つの点について述べたが、いずれにしても

様々な制約のなかで石器・石製品にも意を注いで、

より多くの資料を採集された調壺担当者に感謝申し

上げたい。また、こうした努力が他の調査にも広が

り、より多くの石器・石製品が等閑視されることな

く、資料化されることを望んでいる。

(4)最後に

以上、今回の調査資料から考えられる諸問題につ

いて、周辺地域の資料にも一部言及しながら、若干

の問題点を指摘することができた。しかしながら、

筆者らの力不足から個々の問題について概述するに

とどまり、検討の対象とした他遺跡の資料について

も必ずしも十分に咀喘することができなかった。個

々の石器をどのように評価するか、その総体として



の石器組成をどのように評価するかは、文化内容の

理解に関わる問題であり、その重要性を鑑みるなら

ば、筆者らの検討が不十分であるとの謗りは免れな
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⑳ 松島透「長野県立野遺跡の捺型文土器」（『石器時代」第 4サ、

石器時代文化研究会、 1957年）。

⑳ 土肥孝「縄文人の道具箱」『縄文人の道具古代史復几 3』講談

社、 1988年）。

⑮ 鈴木道之助「縄文時代位創期初頭の狩猟活動」「考古学ジャー

ナル」 76 (ニュー・サイエンス社、 1972年）。

⑳ a 河村善也「最終氷期以降の H本の哺乳動物相の変遷」（「月

刊地球』第 7巻 6号、海洋出版杜、 1975年）。

b 河村善也・亀井節夫・樽野博幸 I日本の中・後期史新枇

の哺乳動物柑」（『第四紀研究」第28巻第 4号、日本第四紀

学会、 1989年）。
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いであろう。今後、今回の調査成果をもとに各問題

の展開を試みたい。 （大下明・久保勝正）

C ?'IJ村苦也 l哺乳動物相の移り変わり」（『科学』第62谷弟

4サ、料波書店、 1992年）。

これらの成果を受け、考古学的に論を展開したものにト―

品の文献がある。

d 鈴木忠、ri] 「索描・日本先 1:器時代の食糧と生業」（「朱雀』

第 1集、扇都文化博物館、 1988年）。

e 鈴木忠 r;J「細石メ」文化と生業」（「細石メJ文化研究の新た

なる展開 II』（佐久考古学会・八ヶ屈旧石器研究グループ、

1993年）。

f 鈴木忠ri] 「採集経済と自然資源」（「考古学による日本歴

史 16自然環境と文化』、雄山閣、 1996年）。

⑰ 宮卜.健r-i] 「い器コメント l」(「長野県考古学会誌』 77・78、

長野県考古学会、 1995年）。

⑳ 草創期・早期の有茎尖頭器に関する文献のうち、本県のあり

方を考える際に、 tとして次の文献を参考にした。

a 小林逹雄「1i.舌尖頭器」（『歴史教育」 9-3、 1961年）。

b 芹沢長介「新潟県中林遺跡における有舌尖頭器の研究J
（『日本文化研究所研究報告』第 2集、束北大学ll本文化研

究所、 1966年）。

c 小林達雄I長野県西筑摩郡開田村柳又遺跡の打舌尖頭器と

その範朋J(「信濃』第19巻第 4り、信濃史学会、 1967年）

d 大場範久「:重県出 I:の打舌尖頭器」（『占代文化』第20

巻第 8・9サ、古代学協会、 1968年）。

e 芹沢長介「石器の地方色」（「最占の狩人たち 占代史発

掘 l』、 講談社、 1974年）。

f 阪本敏行「ー渭［県南牟婁郡御浜町jlnJ[fl和字平見出 t-.の有

苓尖頭器について」（『熊高紀要」第 5号、和歌山県 it熊野

高等学校、 1980年）。

g 鷲野憲成「三重県員弁郡出tこのイi舌尖頭器」(「11-l石器名古

学』 22、旧{i器文化談話会、 1981年）。

h 増田—•裕「有舌尖頭器の再検叶一本州• 四国の出 f:例を

中心として一」（「旧石器考古学」 22、旧石器文化談，；丙会、

1981年）。

i 高橋牧「斜状平行剥離をもつ有舌尖頭器について」（『人間・

遺跡・遺物一わが考古学論集 l-』、文献出版、 1983年）。

j 梨島義明「有苓尖頭器の朋式変遷とその伝播」（「駿台史

学』 62、駿合史学会、 1984年）。

k 森嶋稔1本州中央部の有舌尖頭器J(r考古学ジャーナル』

258、 ニュー・サイエンス札、 1986年）。

I ,it. ⑳に,,,]じ。

m 西口1湯一「近畿・ 有舌尖頭器の研究」（「衿占学研究」第

38巻第 1号、考占学研究会、 1991年）。

n 原田片宰「 2道具の糾合せ b見期」(『|叉］解・日本の人類

遺跡』、東以大学出版会、 1992年）。

0 大―卜明「第W衣11 佐々木武門氏収集資料の調介」（「紀

伊半島の文化史的研究考古学編」、関西大学文学部考古学研

究宰、 1992年）。

p 新田剛「付論 打苓尖頭器について」（「御池古墳群発掘

調介報告書』、四日市市遺跡調在会、 1993年）。

q 新H'l剛「神島の有苓尖頭器」（『海の名古学』、鈴鹿市教育

委員会、 1995年）。

⑳ 註③、註⑪bに伺じ。

⑳ 註⑦、註⑧bにl11Jじ。

⑪ 井 t光夫「一色山遺跡」（「束名阪道路埋蔵文化距調介報内』、

直県教育委且会、 1970年）。

⑫ 註②に同じ。

⑬ Jt⑳に同じ

⑭ 栄島義明氏はシンポジウム「縄文位創期、爪形文 t器と多縄

文t器をめぐる語問題」のなかで判断を躊藷しながらも、「あえ

てげうならば、やはり供伴ではないというふうに息います」と

発言・している（埼 E考古学会「埼玉考古』第24サ、 1988年）。



⑮ 竹原章太『神ヽ化遺跡xm』（東大阪rli教n委且会、 1992年）。

⑯ 註⑰bに[,ijじ。

⑰ a 松III真・ 「奈良県山辺郡山添村桐山tllHI遺跡」（「日本考

占学年報』 42、fl本名古学協会、 1991年）。

b 松田真 ・1,(Ji I 1川流域の遺跡 5」(『奈良県遺跡調介概報

1988年度』、奈良県立柏原衿古学研究所、 1989年）。

⑱ 罪蔵文化財火理教粛］在団『現地説明会脊料布留逍跡既Jj:(打

破り）地1メの調介』 (1992年）。

⑳ 網谷克彦・砧中清降紺『宕の鼻遺跡 II』（福井県立Ji狭歴史民

俗資料館、 1987年）。

⑩ ,；t⑱ p、qにIii]じ

⑪ ,it堡汀にlnJじ

⑫ 久保勝1E「・屈郡菰野町鶴岡．）雁沢周辺出tのイ［や尖リ糾岱と

『矢根仕；じ』について」（『渭：軍県史研究』第13り、 ：屯県、

1997年）。

⑬ a 片岡喩「押朋文文化の1kr侑括動について」（『古代文化』

第22巻第11り、古代学協会、 1970年）。

b 片岡’店「近畿地方における押邸文 t器文化について」

（『平安博物館研究紀要』第 5輯、古代学協会、 1974年）。

⑭ 斎藤、？：忠「押朋文系 L器文化の石器群とその性格」（『樋沢押

型文遺跡調介研究報告書』、岡谷市教有委員会、 1987年）。

⑮ 奥野義雄『神宮、『追跡範[J廿確認調介概災』（交野市教有委員会、

1973年）。

⑯ 「ロケット利Jという呼称は、出Lしたい鏃の品Iリj又中で111
いられているが、形態的に見期に属すとするには趾路するもの

である。

小島俊火・久野邦雄『'¥牛ダム水没地埋蔵文化財，翡］介概骰ー

ホ陀川流域の縄文式 f-.器ー』（奈良県教育委員会、 1973年）。

⑰ a rn阪仁・古澤良「八幡遺跡」（『平成：年1文股業格盤杷備

事業地域雌蔵文化財発掘調介報告』第 1分冊、 ：屯県教脊

委員会、 1991年）。

b 久保勝ti:「縄文時代初頃における石器群の·様相―•志
郡白山町八幡遺跡の石器群ー」（『斎宮歴史槽物館研究紀災

l』、斎宮歴史博物館、 1992年）。

⑱ 喰者のうち久保が石録を実見し、欠損品ではあるが 1点確認、

した。これとは別に h角形鏃の I可能性がある脊料が 1点1f在す

るが、 ドI噌11のみの残存状態であり断定し得ない。

⑲ 奥義次「大原堀遺跡」（『松阪rii史第 2巻 脊 料 篇 考古』、

松阪市史枷さん委員会、 1978年）。

⑳ 註⑭に1,,]じ。

⑳ a 原党・紅村弘「岐り喝椛ノ湖遺跡略報」(『{i器此代』弟

5り、石器時代文化研究会、 1958年）。

b 原虹・紅村弘『椛の湖遺跡調情報告』（坂卜町教脊委員会、

1974年）。

⑫ 久保勝1E1縄文時代吊期における石鏃形態とその変遷ー:ill. 
県を中心に一」（『斎宮歴史t専物館研究紀要 2』、斎宮肝史帷物館、

1993年）。

⑱ 伊藤裕仰『楠ノ木逍跡ー近畿l'l動車道（勢和～伊勢） J用蔵文

化財発掘調介報告ー』第 3分冊(:重県教有委員会、 1991年）。

⑭ 御村精治『トノ j:且外遺跡発掘，翡j介概報』（／文会町追跡調介会、

1992年）。

⑮ a f-_野仕也「銀形石鏃考」（「考古学研究』第8巻第4り、考

古学研究会、 1962年）。

b 神村透「石鏃を見て―群と凡！式からの私考ー」（『信濃』第

30巻第11サ、 1978年）。

⑯ 松沢亜it「細久保遺跡の押刑文t器」（『石器時代』第 4サ、石

器時代文化研究会、 1957年）。

勁岡谷市教脊委員会「樋沢押刑文遺跡調介研究報告古』 (1987年）。

⑱ 古澤良「勝地大坪遺跡」（『平成 3年度農業駐盤柩備事業地域

埋蔵文化財発掘調介報告』第 1分冊、二ニ軍県教脊委貝会、 1992

年）。

⑲ 1991年に箪者の＾人久保がが鏃を実見した際の数字であり、

今fn]、その観察所見の記載に関して度会町教育委且会の河瀬信

ャ：氏にご快諾いただいた。

R 綿m弘実「島林遺跡」（『中央n動車道長野線狸蔵文化財発掘

調介報；｛；.書 13一更埴 di 内• 長野市内その 1-』、（財）長野県罪

蔵文化財センター、 1995年）。

⑱ J}. ⑰に同じ。

勉 頂輪茂雄『「l』（法政大学出版局、 1978年）。
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⑱ 註⑭に[riJじ。

＠ 梢Ill文雄［無縁イillll考」（『列島の考古学』渡辺城先4還屈晶

念論文飢刊行会、 1998年）。

⑯) Jt⑬に同じ。

⑯ 小林康男「縄文時代の}t}イi」(『中部，均地の考古学』長野県衿

古学会、 1978年）。

励 八木光WJ1いわゆる「特殊｝伍イi」について一中部地方におけ

る縄文い期の石器群研究への間題捉起ー」『イ，t濃』第28巻第 4り

信濃史学会 1976 

⑬ 翡松龍師・前II噂邦『別‘肖家野逍跡発掘調介報告息』（関宮IBJ

教有委且会、 1972年）。

⑲ 鳥浜田床研究グループ「鳥浜貝塚ー 1980~1985年度の調介

のまとめー』（福井県教行委員会・芥狭歴史民俗脊料館、 1987 

年）。

⑳ .;I: 図に詞じ。

⑪ a・b 町l!J勝則［中部日本における縄文時代石器文化の黎明」

（『長野県考古学会，，ふ』 77・78、長野県名古学会、 1995年）。

⑫ 註②に[riJじ。

⑬ 惰者のうち久保がゎ器に関して令脊料を実見したところ、桝

製石斧片と息われる；資料が4点確認、できた。ただし、全血研れ

ではなく部分1弁製で、 一部は tずれの可能性も否定できない。

⑭ 註⑪に[ti]じ。

⑮ 小林康男 r第3節 向陽台遺跡 5逍構・逍物 l)縄文時代

ー (l) 縄文時代見期住居址、 6成呆と課題 l)縄文時代

見期ー (2) ,f-j器」（「一般国道20り（塩尻バイパス）改築l事

耶蔵文化財他蔵地発掘調介報告内』、塩/)しrli教it委員会、 1988

年）。

⑮ げt⑮に[,i]じ。

⑰ 澄lH正・・大参義-. 安達原：「萩・r遺跡D地、点」（「新城rli

川路秋‘ド・竹広馬場遺跡』、新城di教行委員会、 1967年）。

⑯ 神村透「信濃の押）利文 L器とその文化ー縄文文化の確立期を

,it}る一」（『歴史手転』第14券第 2り、名杓出版、 1985年）。

⑲ 水島和宏.rわじ洋・鈴木敏則『：．沢西｝瓜逍跡』（菊川町教有委

員会、 1985年）。

R 馬飼野行雄・伊藤片光『約宮遺跡』（富!:宮di教育委員会、

1983年）。

R 平安学園考古学クラブ枷『イi山貝塚』（平安学園、 1956年）。

認 阜川 1E・ 「｝托製{i斧」（「縄文時代の研究 7』、雄山闇、 1983

年）。

⑱ Jt⑰に同じ。

紐 小田静人「黒潮l樹の丸ノミ形い斧」(『irJ九州縄文通に』第 8

サ、南九州縄文時代研究会、 1994年）。

⑯ 束禾II中「加 L具ー／鹿児島県内の,fj斧について一」(『ILi石器か

ら縄文へ』、鹿児島県名古学会・宮崎県名古学会、 1995年）。

R 浦宏「紀伊国蒻山、炉貝塚発掘調介報告一判IJ利文 f:器弔純逍貼

に就て一」（『考古学』第10巻第 7り、束以考古学会、 1939年）。

＠ 賀川光火 r礫石器の卜＾限」（『古代文化』第21巻第 7け、古代

学協会、 1969年）。

⑱ 橘昌信「押刑文 t器文化の礫器」（『古代文化』第22巻第11り、

古代学協会、 1970年）。

⑲ 賀川光火 r縄文い期の礫器」（『占代文化』第21巻第12り、古

代学協会、 1969年）。

⑳ ；喝にI,,Jじ。

図） Jt毯に同じ。

⑲ 註⑬にfnJじ。

⑱ 註⑰bに[ri]じ。

R ド村登良男・奥義次『鐘突遺跡発掘調介報告湘』（松阪市教育

委員会、 1981年）。

⑮ ド村登良男・奥義次「射原虹内遺跡発掘調介概報』（松阪巾教

育委員会、 1980年）。

R a 田村賜・「_ _:_屯県におけるり渭扉i半の遺跡分布とその様

相」「前半期押型文t器の諸問題ー第12u,1:_屯県埋蔵文化

財展研究集会資料ー』、~.:重県埋蔵文化財センター、 1992 

年。ー：煎児狸蔵文化財センター「研究紀安』第 2サ、 1993

年に再録）。

雹注②に同じ

⑱ 新束兄＾「縄文時代H期炉穴の復）じ」(「,H九州縄文通信』第

11け、南九州縄文研究会、 1996年）。

⑲ ,, l: ②に圃じ。



＠註⑬に[ff]じ。

＠註⑭に同じ。

＠ 縄文時代見期研究部会「表裏縄文t器から 1j:野式 t器へ」（「長

野県考古学会誌」 77・78、長野県考古学会、 1995年）。

R 芹沢長介「関東及び中部地方に於ける無t器文化の終未と縄

文文化の発生とに関する予察」（「駿台史学』第 4号、駿台史学

会、 1954年）。

⑲ 岡本勇・戸沢充則「 II縄文文化の発展と地域性 関束」(『H

本の名古学 II 縄文時代』、河出書房新杜、 1965年）。

＠ 杉原壮介・芹沢長介「神奈川県夏島における縄文文化初頭の

貝塚』（明治大学文学部考古学研究室、 1957年）。

⑲ 芹沢長介「神奈川県大丸遺跡の研究」（「駿台史学」第 7サ、

駿台史学会、 1957年）。

＠ 鶴旧典昭「押型文上器及び撚糸文L器に伴う石器」（「長野県

考古学会誌」 77・78、長野県考占学会、 1995年）。

⑲ 大ド明「石器組成からみた生業の多様性」（『小森岡遺跡」、竹

野町教育委員会、 1990年）。

⑲ 渡辺L 「縄文時代人の生態：住居の安定性とその生物学的・

民族史的意義」（「人類学雑誌」第74巻第 2号、東京人類学会、

1996年）。

⑲ 土肥孝「縄文時代の文化交流・近畿各地域のt器・石器の検

討」（「大阪清をめぐる文化の流れーもの・ひと・みちー」、帝塚

山考古学研究所、 1987年）。

⑲ 註⑳に[djじ。

⑲ 註②に[,いじ
◎ a . : 重県埋蔵文化財センター「粥見井尻遺跡現地説!JJJ会脊

料』 (1996年）。

b 杉谷政樹・中川明・西出孝「 19 __:. 1t県飯南郡飯南町粥

見井尻遺跡」(『H本考占学年報49』、 H本考占学協会、 1998

年）。

⑮ 矢野健＾「押邸文t器の起源と変遷ーいわゆるネガテイヴな

桁円文を有する押型文土器群の再検討ー」（『考古学雑誌』第78

巻第 4け、 H本考古学会、 1993年）。

＠ 新谷和孝「お宮の森裏遺跡の調在と中間報告」（『長野県考占

学会誌』 77・78、長野県考古学会、 1995年）。

＠ 中島宏「押型文t.器コメント 3」(「長野県考古学会誌」 77.

78、長野県考古学会、 1995年）。
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報告書抄録

I一ーふりがな

I―- --

書名

副呂名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

こうのきいせきかそうへん

鴎ノ木遺淋 （下層編）

一般国道42号松阪・多気ハイパス建設地内埋蔵文化財発掘胴査報告

IV 

三里県埋蔵文化財胡査報告

1 2 3 -4下

- --7 

----j 
----・-----」

—• —-- -'  

----― --一 ——・・ 1 

I 

- -------―----------j 

編著者名

編集機関

所在地

発行年月日 西暦 1 9 9 8年 9月

-―-・・ ・- ---・・ ―...  -,  

大下明・久保勝正• 田村陽一・西村修久・広岡公夫• 森川常厚・山田 猛・渡辺 誠・（株）パリノサーヴェイ
---・--・- -―....  --―- - _ _J  

三重県埋蔵文化財センター
. - ..  -

〒515-03 三里県多気郡明和町竹川 50 3 油 05965-2-1732 ! 
- ·-—--·- ー・ —- - . -1 

~--~-~~ 
コード

ふりがな
所収追賄名

ふりがな
所在地 市町村 退跡番号

北紺 I東経 閲査期間 閲査面積

m' 

禍査原因

こうのき みえけんまつさかしいざわちょう
漉ノ木遺肪 三里県松阪市射和町

あざこうのき

字測ノ木ほか

2 0 4 、 度

分

秒

4

0

2

 

3

3

1

 

所収~~
隅ノ木退財 集落眈 縄文時代早期

主な遺構

1 3 6度第 1次胡査 一般国道42号松阪・

3 6分 19901011~ 1,500 バイパス建設事業に伴う

2 2秒 199103191 (下層） 850 事前閲査

第 2次閲査

19910423~ 460 
19910531 ! 

第 3次閑査

19920511~ 3,500, 
19920831 (二次検出） s5o I 

第 4次隅査

19930419~ 3,600 
19930829 (二次検出） 400 

第 5次閲査 I 
19930823~ 2,200 

40331 (下層） 1,800 i 
第 6次禍査

19940823~ 
19950125 

主;ー：t~ 五― I--―五―記
竪穴住居 I 7棟 縄文土器

煙道付炉穴 2I基 石器（先頭器・楔形石器・打製石斧．磨製石斧

• 石錘・石鏃．蔽石・磨石・石皿・削器
．礫器）

~, 
事項

--------j 
蛸足状に延ぴる煙道付炉穴や竪穴住居

に伴い、押型文土器や裸器を中心とす

る石器が多量に出土した。尖底深鉢の I

なかには完形で出土ーL_t:::._ものがあーるーニ

平成10(1998)年8月に刊行されたものをもとに

平成19(2007)年1月にデジタル化しました。

三重県埋蔵文化財調企報告 12 3 -4下

一般国道42号松阪・多気バイパス建設地内埋蔵文化財発掘調査報告 w

鴻 ノ 木 遺 跡
1 9 9 8・8 

編集• 発行 三重県埋蔵文化財センター

印刷者 東海印刷株式会社
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右 2 7行目
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Pl 6 4 
左最終行

P207 
左 2 6行目

P208 
左 2 l行目
左 3 4行目

P 2 l l 
右下から 8行目

P226 
第 lO 2図三河部分

［誤〕
2162は今
平面感では完全な直
る。 2163は、
2164は、
て出土した2点が2165・2166は、
2167・ 
ものである。 21 7 9も全景は

環〕
徊主礫

〔誤〕
定義を採用た。

〔誤〕
定義とには

f誤〕
年BP、鴻ノ木IV期

［誤〕
現段階では坂倉遺跡の例
入ってた例がある。

戸〕釦
〔誤〕
註⑳に同じ。

嘔欄）

〔正〕
2164は今
平面観では完全な直
る。 2166は、
2165は、
て出土した2点が接合している。 2162・2167は、
2163・ 
ものである。 2179も全形は

（正］
薄手扁平礫

〔正〕
定義を採用した。

［正〕
定義には

〔正〕
年BP、鴻ノ木IV式期

［正〕
現渕階では大鼻・坂倉遺跡の例
入っていた例がある。

〔誤〕
長さ30.3nnnと大きい。した

〔正］
長さ22.6DIDIと大きい。

漏

した

p鬱 〔正〕
註⑳に同じ。

温晶後、お宮の釦即醗の
ロ書が、 1995年に刊行さ

れていることを知った。筆者
らの文献探索の不十分さを反
省するとともに、関係硼関に
お詫びしたい。

「報告書抄録」
主な遺物 雷員器 責臨
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